調 声 か ら DAW で の 


illustration by IXima 
@ Cnypton Future Media., INC. 
www.piaprOnet DICWDYO 


FREE 
DO0WNLOAD 


ダウ ン ロ ー ド 対応 
本 書 に 対応 し た 各種 の デー タ を 
下記 より ダウ ン ロ ー ド で きま す 


http2/Www.rittor-music.cojp/ 
gfuroku 


FREE 
DOWNLQAD 


ima 
@⑨ CVpion Furg Media. INC 
WewwDRDrOni 


この 電子 書籍 と 音声 / デ ー タ ・ ダ ウン ロー ド に つい て 
* 本 書 は 同名 の 底本 ( 紙 版 ) の 内 容 を 電子 書籍 化し た も の で す 。 


\ 本 書 で 使用 する 音源 / デ ー タ は すべ て 
リッ トー ミュ ー ジ ッ ク の WEB サ イト か ら 無 料 で ダウ ン ロ ー ド で きま す 。 


ダウ ン ロ ー ド 用 URL 
http://wwwr.rittor-music.co.jp/e/furoku 


※ 本 書 に 記載 され た ペー ジ 番 号 と 、 電 子 書 籍 リー ダー が 表示 する ペー ジ 番 号 に 
ずれ が 生じ る 場合 が あり ます 。 
目次 や 索引 を ご 利用 いた だ く 際 は この 点 に ご 留意 くだ さい . 


記 rfor ル Zszc 


クリ プ ト ン ・ フ ュー チャ ヤー・ メ ディ ア 公 認 


初音 ミク 
徹底 攻略 
人 


刀 7forMfus7c 


は じ め に 


綺 星 の ご と く 現れ 、 その 声 と 次 と 持ち うる すべ て の 
能力 を 発揮 し て 、 瞬 く 間 に 浮世 を 席巻 し た 初音 ミク 。 

音楽 は 今や 、 憧れ の プロ が 作っ て くれ る だ け の も の で 
な く 、 名 も な い 自 分 の 手 で 簡単 に 作れ る 時 代 に な り ま し 
た 。 

“ちょ っ と 作っ て みよ うか な "と いう 小さ な きっ か け に 寄り 
添っ た か と 思え ば 、 と き に は 巨編 を 全 精力 で 支え る 、 そ ん 
な 初音 ミク は これ か ら も "万 人 の た め の 音楽 の 明る い 未 
来 " の アイ コン と し て 輝き 続け る で し ょ う 。 


本 書 で は 、 新 た に 進化 を 遂げ た 初音 ミク V4X]、 そ 
の 本 領 を 活か すべ く 開 発 され た Piapro Studio の 有効 な 
活用 方 法 、 音 楽 制作 に 充分 な 機能 を 備え た Studio One 
3 Artist Piapro Edition の 基礎 と 応用 、 そ し て 幾つ か 
の 創作 の ヒン ト を 取り 上 げ ま し た 。 いざ 本 気 で 取り 組む と 
立ち 往生 し か ね な いさ まさ ざま な 局面 に つい て 、 筆者 の 知 
識 や 経験 、 ア イデ ィ ア を 元 に あり っ た け の 情報 と 説明 を 
盛り 込み まし た 。 

これ か ら 始 め て みよ うと いう 初心 者 の 方 の みな ら ず 、 日 
本 の 、 あ る い は どこ か の 国 で 立ち すく お 誰か の 後押し を す 
る こと が で きた な ら ば 本 懐 で す 。 


2016 年 10 月 山口 真 (Makou) 


[お と ことわり] 

※ 本 書 の 補 載 内 容 は 、 記 載 が ある 場合 を 除い て すべ て 2016 征 9 月 時 点 の 
情報 で す 。 

半 「 初 音 ミク V4X| は 一 部 を 除い て Windows Mac 対応 の ソフ トウ ェ 
ア で す が 、 本 書 で は Mac 版 の 画面 を 用 いて 解説 を 行っ て いま す 。 
Windows 版 と の 差異 に つい て は 必要 に 応じ て 紹介 し て いま す 。 


で VOCALOID ボー カロ イン まみ ロ は 、 ヤ マハ 株 会 の 補間 人 で す 。 
で 半 は ク リプ トン フュ ー テ ャ ー・ メ ディ ア 析 基 会 の 未 旗 そ 笠 て 先行 し て いま す 。 
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で ST は Sterberg Media Tecnnologfes GrbH の 人 名 全 で す 。 
・ そ の 人 の 向 品 全 を らち びに 会 社名 は 、 一 釣 に 全社 の 高 標 な ら びに 登録 琴 で す 。 
で 本 守 容 で は 中 よび の マ ー ク は 多 暗 させ て いた だ いて あり ます 。 
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INTRODUCTION 


[初音 ミク V4X」 と は ? 


「 初 音 ミク ] と ポー カロ イド の 世界 へ よう こそ ! 本 章 で は 、“ 初 め て 
ボー カロ イド を 体験 する " と いう 方 に 向け て 、 | 初音 ミク 」 と ボー カロ 
イド の 基礎 知識 を 簡単 に 説明 し て いき ます 。 


「 初 音 ミ ク 」 と ボー カロ イド 


音 ミク V4X」 の 収録 フフ ト に つい て 
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「 初 音 ミク V4X] の ディ アク ティ ベー 
[Windows 版 ] 


| ] 「 初 音 ミク ] と ボー カロ イド 


既に ご 存じ の 方 も 多い と 思い ます が 、 ま ず は あら た め て 「 初 音 ミ ク 」 と は 何 か 、 ボ ー カ ロイ ド と は 何かと いう 
こと に つい て 、 ざ っ くり 概要 を 紹介 し て み ま し ょ う 。 


mo 


思 』 ボー カロ イド に つい て 
ボー カロ イド (VOCALOID) と は ヤマ ハ 株 式 会 社 の 開発 に よる 歌声 合成 

技術 で あり 、 また その 技術 を 応用 し た ツ ソフト ウェア の こと を 指し ます (“ボカ 

ロ " と 了 略 き れる こと も あり ます ) 。 
ボー カロ イド の 歌 作り は 、 音程 や 歌詞 を 入力 する た め の ポ ボーカル エディ ター 

と 呼ば れる ツ ソフトウェア と 、 音声 ラ イブ ラリ ー (a1) と 呼ば れる キャ ラク ター の 音 詞 ライ ブラ リー 

声 の デー タ と いう 2 つの 天 素 で 成り 立っ て いま す 。 の RGB 
本 書 の テー マ で ある 『 初 音 ミタ V4X』 (写真 ①) で 言え ば 、 Piapro Studio 


応 し た 音声 ライ ブラ リ 
ー は 、VOCALOID4 Library 


(画面 ①) が ボー カル エディ ター で 、「 初 音 ミク 」 が 音声 ライ ブラ リー で す 。 (VOCALOID4 ラ イブ ラリ ー) 
と 呼ば れる 。 また 、1 つの 
ボー カル エディ ター に は 、 ほ か に YAMAHA VOCALOID4 Editor や VOC パャ ラク ター に 抽 和 の 
ALOID4 Editor for CUBASE な ど が あり 、 音声 ライ ブラ リー も 各社 か ら 発 生生 
売 きれ て いま す 。 ま た クリ プ ト ン ・ フ ュー チャ ー・ メ ディ ア 株 式 全社 か ら は 「 補 プラ 06 ppEl 9 
いる 。 "DB は "デー 
音 ミク 」 の ほか に 、「KAITO」「MEIKO」「 鏡 音 リ ン ・ レ ン 」「 館 音 ル カ 」 な ペー ズ "の 申 。 


どの キャ ラク ター も 生ま れ て いま す 。 


音戸 ライ フラ リー 


Cm ピー エー コ 


写真 ① 本 書 で 解説 を 行う [ 初 
音 ミ タク V4X| の 製品 パッ ケー ジ 


ドー カル エディ ター の Piapro Siudio。 この ソフ ト に 
ー の [初音 ミク ] を 読み 込ん で 歌 を 作っ て いく ポー カル エディ ター 


INTRODUCTION | [初音 ミク V4X」 と は ? 


「 初 音 ミク 」 概観 

初代 の 『 初 音 ミ ク 』 は 、 2007 年 に クリ プ ト ン ・ フ ュー チャ ー・ メ ディ ア 株 式 
会 社 に より 、“CV シ リー ズ " (2) の 最初 の 製品 と し て ! さ れ ま し た 。 そ 
の 後に 送り 出 き れ た 『 鏡 音 リ ン ・ レ ン 』(2007 年 ) 、『 巡 音 ル カ 』(2009 年 ) 
も CV シリ ー ズ の キャ ラク ター で す 。 

きた 「 初 音 ミク 」 に は 、「SWEET」「DARK」「SOFT」「LIGHT」「VI 
VID」「SOLID」 と いう 6 種類 の 声 の バリ エー ショ ン を 備え た 『 初 音 ミク ・ ア 
ベン ド 』 と いう 拡張 音源 パッ ク も 発売 され 、 こ れ ら の 一 部 は 『 初 昔 ミク V3』 
(2013 年 ) へ と 発展 、 受け 継が て れ て いき まし た 。 
こう し た 経緯 を 経て 登場 し た の が 、 こ れ か ら 紹 介し て い (『 初 音 ミク V4X』 
その 詳細 は 本 書 で じっくり 紐 介 し て いき ます が 、 こ れ ま で 以上 に 幅広 
い 表現 が 可能 と な っ て いま す 。 

き て 、『 初 音 ミク 』 以 VOCALOTD 製品 は 存在 し 、“ パ ッ コ ン で 歌 
を 作る ” と いう 新た な 音楽 制作 の 手法 は クリ エイ ター た ちの 注意 を 引い て い 
まし た 。 そ ん な 中 で 登場 し た 『 初 音 ミ ク 』 は 、 を その キャ ラク ター の 愛らしい 
出で立ち る 手伝っ て 、 た ち ま ち 新しもの 好き ャ ン の 也 目 を 集め 
る こと と な 5、 多 数 の 作品 が 作ら れる よう に な っ た の で す 。 

『 初 音 ネ ク 』 が 多く の クリ エイ ター に と っ て 魅力 的 に 映っ た 最大 の 理由 は 
“特別 な 感情 付け の な い 歌 声 ” 、 つ まり プロ デュ ー ス 人 能力 を 見 せ や すか っ た 
か ら で し ょ う 。 も ちろ ん 、『 初 音 ミク 』 の 声 に る 特徴 は あり 、 得 意 と きれ る 分 
野 $ あ り ま す が 、 世 に 発表 きれ て 爪 搬 を 残し た 楽曲 は そう し た 制約 を 打ち 
払っ て いま す 。 と き に 明る く 、 と き に 激しく 、 あ る い は 繊細 に と クタ リエ イタ ー 
達 は 創作 欲求 の 赴く まま ボー カロ イド の ポテ ンジ シャ ル を 追求 し リスナー に 
驚き と 感動 を 与え て いっ た の で す 。 

こう し た ボカ ロ ・ シ ー ン の 成長 は 、 ネ ッ ト 上 の 動画 共有 サー ビス や SNS と 
も 密接 に 連動 し 、 ボカ ロ 作品 は 多 方 面 の コミ ュ ニ ティ に 浸透 し て いき まし た 。 
その 結果 、 初 め は 小さ な 界隈 だ っ た も の が 、“ ボ カロ 文化 ” と 称 き れる まで 
に 映 し 、 ネ ホッ ト 上 で は “P” と 呼ば れる 多く の 作曲 者 が 登場 し て 、 2010 年 5 月 
に は そう し た の 手 に よる アル バム が 、 オ リコ ン ・ チ ャ ー ト の 首位 を 獲得 する 
まで に 至り まし た 。 

また 、 ボ カロ の 形 痢 は イラ スト や 動画 、 ゲ ー ム な ど に も 波及 し 、 無 数 の 派 
生 文化 を も 生み まし た 。 音 楽 制作 に 興味 の な い 人 で も 、“ ボ カロ ” や “初音 
ミク ” は 時 代 の キー ワー ド と し て 認識 きれ て いま す 。 そ し て 、「 初 音 ミク 」 自 
身 も 、 今や 国境 を 乗り 越 を た パフ ォ ー マ ンス で 多く の 人 を 魅了 し 続け て いま 
す 。 


壇 2 
CV シリ ー ズ 

CV は "キャ ラク タ ・ ボ ー カ 
ル "の 中 


mi 


2! 物音 ミク V4X」 の 収録 ソフ ト に つい て 


ここ で は 本 書 の テー マ で ある | 初音 ミク V4X| が どん な 製品 な の か 、 何 が で きる の か と いっ た こと に つい て 
簡単 に 説明 し て いき ます 。 詳細 は PART 1 以降 で じっくり 紹介 し て いき ます の で 、 お 楽し み に 。 


パッ ケー ジ も し く は ダウ ン ロ ー ド で 購入 可能 

『 初 音 ミク V4X』 は 、 ボ ポー カロ イド の 歌 作 り を 行う ツ フ ト (41) と 、 音楽 制 
作 を 行う ソフ ト (*2) の 両方 が 用 意 き れ て いる Windows & Mac 両 対応 ( さ 
3) の 製品 で す 。 極 褒 す れ ば 、 こ の 製品 と パソ ツ コ ン さ え あ れ ば 、 誰 で も 音楽 
を 作る こと が で きま す 。 

まず 初音 ミク V4X』 に は 下記 の 3 種類 の 製品 が あり ます 。 


介 初音 ミク V4X」 : 日 本 語 の 歌声 DB が 収録 きれ て いる 製品 

信 「 初 音 ミク V4X バン ドル ] : 日 本 語 の 歌声 DB に 加え 、 英語 の 歌声 DB も 
収録 し た 拓 
乱 初音 ミク V4 ENGLISH : 英語 の 歌声 DB を 収録 し た 製品 (日 本 語 の 歌 
声 DB は 収録 され て いま せん ) 。 


この ほか に 、 上 既に ボー カル エディ ター を お 持ち の 方 の た め に 、 英語 DB の 
み の 追 加 音 声 ラ イブ ラリ ー『 初 音 ミク V4 ENGLISH / LIBRARY ONLY』 
る も ラインナップ され て いま す 。 

『 初 音 ミク V4X』『 初 音 ミク V4X バン ドル 』 は パッ ケー ジ 版 の ほか に 、 ダ 
ウン ロー ド で も 購入 可能 で す 。 ま た 『 初 音 ミク V4ENGLISH』 は ダウ ン ロ ー 
ド 版 の み で 販売 きれ て いま す 。 ダ ウン ロー ド 版 は クタ リプトン ・ フ ュー チャ ー・ 
メデ ィ ア 株 式 会 社 が 運営 する Web サイ ト 、 SONICWIRE (*<) で 購入 で き 
ます 。 


が 
ピル | 皿 一 。 < 稼 計 ミク V4x バン ドル | 


の パッ ケー ジ 


き 1 
ポー カロ イド の 歌 作り を 
行う ソフ ト 

ポー カル エディ ター と 呼ぶ 。 


共 2 
童 制作 を 行う ソフ ト 

一 盤 的 に は "DAW' と 呼ば 
れる ソフ ト を 使用 する 。 


に 

Windows & Mac 両 対応 
2016 年 9 月 時 点 で の 最小 
動作 環 者 は 次 の 通り 。 
[Windows 

中 0S:Windows 7 (32764 
biD/Windows 8 (32764bi 
7Windows10(32/64bt) 
目 CPU:intel Core 2 Duo 
2GHz 以 上 

時 RAMX モ リ :2GB 以 上 (4 
GB 以 上 を 推奨) 

四 ハ ー ド ディ スク :14GB 以 
上 の 空き 容量 (NTFS フォー 
マッ ト ) 


768px 以 上 の 画面 解像度 
イン ター ネッ ト 控 締 聞 


[Mac1 

目 OS:Mac OS X 108/ 
10971010/1011 

中 CPU:intl Core 2 Duo 
2GHz 以上 

中 HAM メ モリ :2GB 以 上 (4 
GB 以 上 を 失 ) 

中 ハー ド デ ィ スク :14GB 以 
上 の 空き 容量 (HFS+ フ ォ ー 
マッ ト ) 

中 その 他 :1280 X768px 
以上 の 画面 解像度 / プ ロー 
ドバンド ・ イ ンタ ーネット 
接 生 


w4 
SONICWIRE 
jltp:/sonicwire.com/ 


INTRODUCTION | [初音 ミク V4X」 と は ? 


製品 構成 
『 初 音 ミ タ V4X』 に は 、 以 下 の 音 声 ラ イブ ラリ ーッ フト プサン プル 素材 
が 合 ま れ て いま す 。 各 ツ フト の 詳細 は 後述 し ます 。 


介 Piapro Studio :「 初 音 ミク 」 の 声 で メロ ディ を 作っ た り 、 声質 を 調整 す 
る た め の ソ フト で 、DAW (5) 上 で プラ グイ ン (*6) と し て 使用 し ます 。 

介 音 声 ラ イブ ラリ ー:「ORIGINAL」「SOFT」「SOLID」「DARK」「SWE 
ET」 と いう 5 種類 の 歌声 DB が 収録 され て いま す 。 こ の 音声 ライ プラ リー は 
ドー カル エディ ター の Piapro Studio に 読み 込ん で 使用 し ます 。 

介 Studio One 3 Artist Piapro Edition : PreSonus 社 の DAW、 Studio 
One 3 Artist の 、 Piapro Studio 用 バー ジョ ン で す 。 本 書 で は Studio One 
APE と 表記 し ます 。 

代 Mutant VSTi 版 (Windows 版 の み ) : クリ プ ト ン ・ フ ュー チャ ー・ メ ディ 
ア 株 式 会 社 が 開発 し た サウ ンド ・ フ ァイル (*7) を 管理 する た め の ソ フト 、 
Mutant の プラ グイ ン ・ タ イプ で す 。 Mutant は この プラ グイ ン ・ タ イブ の は 
か に 、 一 般 的 な ツ ソフト の よう に 独立 し て 使え る スタ ンド デア ローン ・ タ イプ も 無 
償 で 入手 で きま す 。 こ ちら は Mac に も 対応 し て いま す (Mutant に つい て は 
P291 参 照 ) 。 

介 MIKU V4X Breath Sound : 息継ぎ (ブレス) の 音 が 
オー ディ オ ・ フ ァイル (WAV) で 収録 きれ て いま す 。 
@SONICWIRE ボ ー ナ ス サ ン プル : 曲 作り に 活用 で きる さま ざま な サウ ンド ・ 
ファ イル で す 。 


Siucio One APE 上 に Piapro Sludio を 立ち 上 げ て 、! 初 音 ミ ク V4X] の 苦 声 ライ ブラ リー を 読み 込ん 】 
状態 。 こ れ が 曲 作り の 基本 スタ イル と な る 


Ag 
DAW 

*Digilal Audio Workstatl 
Cm の 路 で 、" デ ィ ー エ ー ダ ブ 
リュ ー" も し く は “ダウ "と 読 
お 。 | 初音 ミク V4X| に 含 
まれ て いる PreSonus Stud 
jo One 3 Artist Piapro Edi 
1ion を は じ め 、 音 楽 制作 用 
ソフ トウ ェ ア の 総 称 。 録音 、 
打ち 込み 、 音 作り 、 ミ ッ ク 
ス 等 、 音 楽 前 作 に 必要 な 堪 
能 が 綱 竣 され て いる 。 


Me 
プラ グイン 
DAW 上 で 、 別 の ソフ トウ ェ 
ア を 動か す 仕組 み を プラ グ 
イン と 呼ぶ 。 詳細 は P14 参 
照 


六 7 

サウ ンド : フ ァイル 

"サン プル "や ^ サ ウン ドラ 
イブ ラリ ー" と も 呼ば れる 。 
さま ざま な 楽器 の フレ ー ズ 
単音 を 取 録 し た オー ディ 
オ ・ フ ァイル の こと (フレ ー 
ズ も の は "ルー プ ' と も 呼ば 
れる )。 クリ プ ト ン - フ ュー 
チャ ー・ メ ディ ア 株 式 会 社 
が 運営 する Web サ イト 、SO 
NICWIRE (http://sonic 
wirecom/) で は 多 衝 多様 
な サウ ンド : フ ァイル が 販 
売 さ れ て ちり 、 こ れ ら を 経 
み 合 わせ る こと で 楽曲 を 制 
作 で きる 。 


013 


m14 


Piapro Studio と は ? 

それ で は 主要 な ッ フ ト に つい て 、 も う 少 し 詳し 解説 し て いき まし ょ う 。 

Piapro Studio は 、 タ リプ トン ・ フ ュー チャ ー・ メ ディ ア 株 式 会 社 が 開発 
し た ボー カル エディ ター で す 。 

TDAW 上 で 動 《( ブ プラ グイ ン ・ タ イプ な の で す が 、 これ は 非常 に 大 き な メ リッ 
1 を 録音 し た り 、 ソ フト 音源 を 鳴ら し な 
も 作っ て いく 《 こ と が で きる か ら で す 。 

プラ グイ ン に は 装 つ か 形式 が あり 、 DAW と プラ グイ ン が 同じ 形式 に 対応 
し て いる こと が 必要 で す 。Piapro Studio は VST と Audio Units に 対応 し 
て いま す 。 一 方 、 市 販 さ れ て いる 通常 の Studio One 3 Artist は これ ら の プ 
ラグ イン に 対応 し て いま せん 。 こ れ を Piapro Studio の み 使 える よう に し た 
の が 、 Studio One APE な の で す (Windows 版 は Mutant VSTi も 使用 可 
能 ) 。 

な お 、 VST も し 《 は Audio Units に 対応 し て いる DAW で あれ ば 、 Studio 
One APE 以 外 で も 、 Piapro Studio を 使用 で きま す 。 


音声 ライ ブラ リー に つい て 

『 初 音 ミク V4X』 に 収め られ た 音声 ライ ブラ リー は 、VOCALOID4 (4) 
に 対応 し た 「 初 音 ミク 」 で 、VOCALOID2 版 の 初代 『 初 音 ミク 』 と その 拉 張 
音 ミ ク ・ ア ペン ド 』 か ら 進 化し た 5 つの 歌声 DB が 収録 きれ 
て いま す 。 そ の 可憐 な 歌声 は 既に ご 存じ の 方 も 多い こと で し ょ う 。 

また 『 初 音 ミク V4X バン ドル 』 に は 前 述 の 通り 、 英語 の 歌詞 を 入力 し て 
歌わ せる こと の で きる 洋 語 DB る 同 梱 きれ て いま す 。 各 歌声 DB の 詳細 は 
P121 で 紹介 し ます 。 


Pamo sudo・ 
piaoro nugo 


= イー 
2 


AWD 


Plapro Siudio に 初音 ミク V4X| に 含ま れる 5 李 類 の 歌声 DB を 読み 込ん だ と ころ 


9 
YocALOID4 
VOCALOID" は ヤマ ハ 株 
式 会 社 が 開発 し た 革 声 合成 
技術 お よび 、 そ の 応用 ソフ 
トウ ェ ア の と と を 指す 。 そ 
の 中 で は "VOCALOID4" と 
いっ た よう に 数字 を 付け て 
野 ぶ 場合 は 、VOCALOID の 
バー ジョ ン を 示す 。 VOCA 
LOID4 で は る つの 了 ] 志 DB 
を 混ぜ て 使う こと の で きる 
"クロ スシ ン セ シス "や 、 う 
な り 声 の よう か 表現 を 行う 
"グロ ウル "な ど が 可能 と 
な っ て いる 。 


INTRODUCTION | [初音 ミク V4X」 と は ? 


Studio One 3 Artist Piapro Edition と は ? 

Studio One 3 Artist Piapro Edition (以下 Studio One APE) は 、 米 
国 PreSonus 社 の 開発 に よる DAW、 Suudio One 3 シリ ー ズ の 特別 な バー 
ジョ ン で す 。 

前 述 の 通り 、 通常 の Studio One 3 Artist は VST に 対応 し て いま せん が 、 
Studio One APE は Piapro Studio を 使用 で きる よう に な っ て いま す (Win 
dows 版 で は Mutant VSTi 版 も 使用 可能 ) 。 

TreSonus 社 は も と も と 高 品質 な オー ディ オ ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス 製品 で 知ら 
れ て いた メー カー で 、Studio One シリ ー ズ を リリ ー ス し た の は 比較 的 最近 
の こと に な り ま す 。 発 売 当初 か ら 非 常に 軽快 な 操作 感 と 公 れ た ユー ザー・ イ 


ンタ ー フ ェ ー ス で 評判 と な り 、 現在 の Stndio One リー ズ は 高音 質 か つ 
充実 の 機能 を 備え た 音楽 制作 ツー ル と し て 、 確固 た る 地位 を 築い て いま す 。 


な お 、 既 作 を 行っ て いる 方 に は 言わ ず も る が な で す が 、 DAW は 
現代 の 音楽 制作 に お いて 欠か せな い 存 在 と 言え を ます 。 プ ブロ の 現場 に お いて 
も 、 録音 や MIDI (9) の 打ち 込み 、 ミ ックス ・ ダ ウン な ど 、 き さま ざま な シー ジ 
で 使用 きれ て いま す 。 


Interface" の 牙 で 、" ミ ディ 
と 呼ぶ 。 音程 や 音 の 長 さ 

いっ た 情報 を デジ タル ・ デ ー 
タ と し て や り と りす 
の 規格 。 例え ば ら 台 ( 


セ サ イザ ー を 寄 用 の ケー ブ 
ル で つない で 、 朋 方 を 注 要 
する こと で 、 も う 上 方 を 唄 

た こと が 可能 。 


カ し て 再生 で きる 。 DAW 
に は シー ケン サー 機能 や プ 
ラダ イン ・ タ イプ の ソフ トウ ェ 
ア ・ シ ン セ サイ ザー な ど が 
控 策 され て いる た め 、MIDI 
デー タ を 入力 し て 流 奏 を 
作っ て いく こと が で きる 。 

CZ ・ 四 これ を "MIDI プ ログ 
= Sludio One APE の 画面 。 PreSonus 社 の ソフ ト 音 浪 や エフ ェクト な ど が 付属 し て いる の で 、 す グ "、 あ る い は "打ち込み" 
作り を 始め られ る と 呼ぶ 。 MIDI 楽 器 を 演 泰 し 
て 記録 で きる ほか 、 マ ウス 
な ど で 1 音 ずつ 入力 し て い 
く こ と も で きる た め 、 楽器 
門 験 が な く て も 打ち 込み だ 
け で 曲 を 作る こと も 可能 だ 。 


03 Piapro Studio の 
イン スト ー ル [Mac 版 ] 


ここ で は パッ ケー ジ 版 の 初音 ミク V4X」 を 例 に 、Mac 版 の Piapro Studio の イン スト ー ル 方 法 に つい て 解説 
し ます 。 ダウ ン ロ ー ド 版 も ③ 以 降 は ほぼ 同じ な の で 参考 に し て くだ さい 。 


me 


は じ め に 
パッ ケー ジ 版 を 購入 し た 場合 、 Mac 版 の イン スト ー ラ ー は ディ スク に 収録 き 
れ て いま せん 。(① て ③④ の 手順 に より ダウ ン ロ ー ド で 入手 し て くだ さい 。 


① 製 品 の ライ セン フス 登録 

製品 の ライ セン ス 登録 を 行い ます 。 下記 URL に アク セス し 、 製 品 に 同 棚 の 
「 ラ イセ ンス 登録 カー ド 」 に 記載 きれ て いる 「 ラ イセ ンス ITD」 を 使用 し て 登 
録 を 行っ て くだ さい (下記 URL を 初め て 利用 する 場合 は 新規 エー ザー 登録 
が 必要 ) 。 

ライ セン ス 登 録 URL : http://www.crypton.co.jp/reg 


(イン スト ー ラ ー の ダウ ン ロ ー ド 

ライ セン ス を 登録 し た 後 、 下 記 の URL か ら 『 初 音 ミク V4X』 Mac 版 イン ス 
トー ラー を ダウ ジロー ド (な 1) し て 《 だ さい 。 

イン スト ー ラ ー・ ダ ウン ロー ド URL : http://www.crypton.co.jp/myprod 


(③ イ ンス トー ラー る 起動 

ダウ ン ロ ー ド し た ファ イル は ZIP で 圧縮 きれ て いて 、 解凍 
する と フォ ル ダ が 作成 され ます 。 そ の 中 の Piapro Studio 
Installerpkg を ダブ ルク リッ ク で 起動 し ます 。 


po sole 
etllerpt 


④ 「 よ うこ そ Piapro Studio イン スト ー ラ へ 」 画面 
続け る 鈴 を クリ ッ ク し て 次 の 画面 へ 障 
進み ます 。 me 


1 
Mac 版 イン 
ダウ ン ロ ー 
スマ ー ト フォ ン の テ ザ リ ン 
グ な ど 、 モ バイ ル デ ー タ 通 
信 経由 で は ダウ ン ロ ー ド で 
き な い 場合 が ある 。 光 回 線 
な ど 高 束 で 安定 し た ブロ ー 
ドバンド イン ター ネッ ト 
通信 を 推 。 ま た 、 ダ ウン 
ロー ド し た ファ イル を 解 六 
する と 、 中 に は [MIKU V4X 
Breath Soundl [SONIC 
WIRE Bonus Samples for 
HATSUNE MIKU V4X] な 
ども 収録 され て いる 。 


⑤ 「 便 用 許諾 契約 」 画面 


INTRODucTION | | 初 


「 エ ンド ユー ザー 使用 閣 諾 契約 」 を 読み 、 同 意 で きる 場合 は 続け る 全 を ク 


リッ ク し 、 次 に 開く 画面 で 同意 する @ 


を クリ ッ ク し ます 。 


⑯ 「 イ ンス トー ル 先 の 選択 」 画面 

「 こ の コン ピュ ー タ の すべ て の ユー 
ザ 用 に イン スト ー ル 」 を 選択 し て 続 
ける @ を クリ ッ ク し ます 。 


⑦「"Macintosh HD" に 標準 イン スト ー ル 」 画面 


イン スト ー ル を クリ ッ ク す る と 、 イ 
ンス トー ル が 開始 され ます (2) 。 


⑧ 「 イ ンス トー ル が 完了 し まし た 。」 画面 
イン スト ー ル が 終わ る と この 画面 が 
表示 され ます 。 閉じ る ⑲⑳ を クリ ッ ク 
し て 終了 し ます 。P20 の 音声 ライ ブ 
ラリ ー の イン スト ー ル へ 進ん で 
い 。 


イン スト ー ル が 芝 了 レ まし た 。 


V4X」 と は ? 


2 

イン スト ー ル が 

開始 され ます 

「 イ ンス トー ラ .app が 新 し 
い ソ フト ウェ ア を イン スト ー 
ルレ し よう と し て いま す 。 これ 
を 許可 する に は 、 パ スワ ー 
ド を 入力 し て くだ さい 。」 と 
いう 画面 が 表示 され た 場合 
は 、Mac の パス ワー ド を 入 
カ し て 「 ソ フト ウェ ア を イン 
スト ー ル 」 を クリ ッ ク 。 Piap 
ro Sudio 以 外 の イン スト ー 
ル で も 表示 され る こと が あ 
る か 同じ 手順 で イン スト ー 
ル を 信 め られ る 。 
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Piapro Studio の 
イン スト ー ル [Windows 版 ] 


ここ で は パッ ケー ジ 版 の 初音 ミク V4X] を 例 に 、Windows 版 の Piapro Studio の イン スト ー ル 方 法 に つい 
て 解説 し ます 。 ダウ ン ロ ー ド 版 も 基本 的 な 流れ は 同じ な の で 参考 に し て くだ さい 。 


LEI 


は じ め に 


ディ スク に は 32bit 版 と 64bit 版 が 収録 き て て いま す 。 お 使い の DAW が 32bit 
版 の 方 は 「Crypton Software Installer (32bit) 」 フ ォ ル ダ 内 の setup. 
exe を 、 DAW が 64bit 版 の 方 は 「Crypton Software Installer(64bit)」 
フォ ルズ ダ 内 の setup.exe を 使用 し て くだ さい 。 以下 は 64bit 版 の 画面 で す 。 


(① イ ンス トー ラー を 起動 


「Crypton Software Installer (64bit)」 フォ ル ダ 内 の setup.exe 錯 を ダ 


ブル クリ ッ ク し て くだ さい 。 


「 こ の 不明 な 発行 元 か ら の アプ リ が PC に 変更 を 


加え る こと を 許可 し ます か ?」 と 表示 され た 場合 は 、 は い 人 を クリ ッ ク し ます 。 


言語 選択 の 画面 が 開き ます 。 
で OK を クリ ッ ク し ます 。 


③「Crypton Software Installer 64bit へ よう こそ !] 画面 


この イン スト ー ラ ー で は Piapro Stud 
jo の ほか に 、Mfutant VSTi (P13 参 
照 ) も 同時 に イン スト ー ル され ます 。 
両者 に チェ ッ ク が 付い て いる こと を 
確認 と て イン スト ー ル @⑳ を クリ ッ ク し 
ます 。 


「 日 本 語 」 を 選ん | 四柱 = 


WEaFftC 


[oren fmwe seeret 


に eee 宇 ミ 


22nprtti 


INTRODUCTION | | 初 V4X」 と は ? 
④ 「 エ ンド ユー ザー 使用 許諾 契約 」 画面 
「 エ ンド ュ ユーザ 同意 で きる 場合 は 合用 許諾 契約 
書 に 同意 し ます 介 に チェ ッ ク を 入れ て 、 イ ンス トー ル ⑳ を クリ ッ ク し ます 。 次 
に 「Piapro Studio VSTi x64 セッ ト ア テッ プ ウ ィ ザ ー ド が 完了 し まし た 」 と いう 
画面 が 表示 され る の で 、 完 了 信 を クリ ッ ク し ます 。 す る と 「Piapro Studio 
VSTi x64 の イン スト ー ル に 成功 し まし た 」 と 表示 され る の で 、OK を クリッ 
ク し ます 。 
aceemrat ブ テ ーー テ 


フウ 
に 


nm 


@ 


⑮ 「Mutant VSTi x64 イン スト ー ラ へ よう こそ 」 画面 

次 に Mutant VSTi の イン スト ー ル 画面 が 表示 され ます 。「 エ ンド ュー ザー 
使用 許諾 契約 」 を 読み 、 同 意 で きる 場合 は 使用 許諾 契約 書 に 同意 し ます 
に チェ ッ ク を 入れ て 、 イ ンス トー ル を クリ ッ ク し ます 。 次 に 「Mutant VSTi 
x64 セ ッ ト ア ッ プ ウィ ザー ド が 完了 し まし た 」 と 表示 され る の で 、 完 了 ⑳ を ク 
リッ ク し ます 。 する と 「Mutant VSTi x64 の イン スト ー ル に 成功 し まし た 」 と 


表示 され る の で 、OK を クリ ッ ク し ます 。 


Dr ニ 当 四 FT = 


ee 
tc JaneVam 64 セットアップ ウィ ザー が 
間 た 


人 は 
EN 
PHO 


2 を 274 
eee] ea 


⑮「 イ ンス トー ル に 成功 し まし た 。」 画面 

イン スト ー ル が 終わ る と この 固 面 が 表示 され ま 
す 。OK @ を クリ ッ ク し て 終了 し ます 。P22 の 
音声 ライ ブラ リー の イン スト ー ル へ 進ん で くだ 
きい 。 


mten stere mmller tbt 


人 の kemuat た 


大 計 2-rmrrsosrerieee | 


rho F 


PP 
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05 音声 ライ ブラ リー の 
イン スト ー ル [Mac 版 ] 


ここ で は パッ ケー ジ 版 の [初音 ミク V4X] を 例 に 、Mac 版 の 音声 ライ ブラ リー の イン スト ー ル 方 法 に つい て 
解説 し ます 。 ダウ ン ロ ー ド 版 も ① 以 降 は 同じ な の で 参考 に し て くだ さい 。 


は じ め に 

パッ ケー ジ 版 を 購入 し た 場合 、 Mac 版 の イン スト は ディ スク に 収録 さ 
れ て いま せん 。P16 の ① て ②③ の 手順 を 参考 に ダウ ン ロ ー ド で 入手 し て くだ さ 
い 。 


① イ ンス トー ラー を 起動 

ダウ ン ロ ー ド し た ファ イル は ZIP で 圧縮 され て いて 、 解 天 す る と フォ ル ダ が 
作成 きれ ます 。 そ の 中 の 「VOCALOID4 Library HATSUNE MIKU V4X. 
dmg」 を ダブ ルク リッ ク で 開き 、 そ の 中 に ある MIKU_V4X_Installer.pkg 
⑲ を ダブ ルク リッ ク で 起動 し ます 。「 こ の パッ ケー ジ は ソフ トウ ェ ア を イン スト 
ー ル で きる か どう か を 判断 する プロ グラ ム を 実行 し ます 。」 と いう ダイ アロ グ が 表 
示さ れ た 場合 は 続け る @ を クリ ッ ク し ます 。 


③④ 「 よ うこ そ VOCALOID4 Library HATSUNE MIKU V4X イン スト ー ラ へ 」 
画面 


続け る 伯 を クリ ッ ク し ます 。 トー 
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INTRODUcTION | | 初 


V4X」 と は ? 


③ 「 使 用 許諾 契約 」 画面 
「 エ ンド ユー ザー 使用 話 諾 契約 」 を 読み 、 同 意 で きる 場合 は 続け る @⑳ を ク 
リッ ク し 、 次 に 開く 画面 で 同意 する 人 @ を クリ ッ ク し ます 。 


に 2 が の ュ ト ーM203N ソフ トウ ェ ア 阿 用 の 和 人 
ニ g 8 
コミ に イシ スト ー ル を 細 け る に 5 上 る "を クリ ッ ク レ て くだ さい e イン スト ー ル 
PT PP = 全 モ キャ シモ ル し エイ シス 5 陸 了 す る 知 き 、 隔 還 し な い ^ モ タリ ッ タ し て 
Pt ョ 
NL) オス の 
ーー | 隊 eems Cm る @ 
ド Doews ee | っ 電 ーー ヤー 
AR poyxcoaacga |] 
6 HOU 


2 


33 0 
HOO 


シー Ed EDP 1 
@ 
④「 "Macintosh HD" に 標準 イン スト ー ル . 
イン スト ー ル ⑩⑬ を クリ ッ ク す る と 、 イ faiecziz ロ 冶 
Saoipeeerouc スト ニル 
ンス トー ル が 開始 され ます (x1) 。 ee 且 始 され ます 
hm 「 イ ンス トー ラ .app が 新 し 


い ソ フト ウェ ア を イン スズ 
に トー ル し よう と し て いま す 。 
これ を 誕 可 する に は 、 バ パス 
ワー ド を 入力 し て くだ さき 
い 。」 と いう 画面 が 表示 さ 
れ た 場合 は 、Mac の パス 
ワー ド を 入力 し て 「 ソ フト 
ウェ ア を イン スト ー ル ] を 
タリ ッ ク 。 


⑮「 イ ンス トー ル が 完了 し まし た 。」 画面 


イン スト ー ル が 終わ る と この 回生 か eee ニーーー= 
表示 され ます 。 閉じ る め を クリ ッ ク | sc 

し て 終了 し 、 P24 の アク ティ ベー ショ ー | 15。 トン ) 

ン へ 進ん で 《 だ さい 。 ーー 3 


06 


音声 ライ ブラ リー の 
イン スト ー ル [Windows 版 ] 


ここ で は バッ ケー ジ 版 の [初音 ミク V4X』 を 例 に 、Windows 版 の 音声 ライ プラ リー の イン スト ー ル 方 法 に 
つい て 解説 し ます 。 ダウ ン ロ ー ド 版 る 基本 的 な 流れ は ほぼ 同じ な の で 参考 に し て くだ さい 。 


① イ ンス トー ラー る を 起動 


「HATSUNE MIKU V4X Imstaller」 フォ ル ダ を 開い て 、setup.exe 動 を 


ダブ ルク リッ ク で 起動 し ます 。 「 こ の アプ リ が PC に 変更 を 加え る こと を 許可 し 
ます か ?」 と 表示 され た 場合 は 、 は い ⑨ を クリ ッ ク し ます 。 
章 EcoIKEPS22 二 
ーー ニー フー 
で 共 E 因 唱 5 026Er VocALOD4LibayHATSUNEMKUVAX 
- 3 っ に 計 謙 み 0 誠志 YamahaCorpooton 
シー rs ニー em sn-( ゆ ーー の に ドラ 
償還 aeaYRO mam 
* ea 3 3 [=ーーー | 固 これ うら の 通知 を 表示 する タイ ミン グ を 二 更 する 
@ 
④ 言 語 を 選択 する CSCROCSCCRCEefe 


牙 選択 の 画面 が 開き ます 。 


ます 。 


」 を 選ん で OK ⑳ を クリ ッ ク し 


ンス トー 全 有り か 5LCT を U。 


「 日 


EEE3 
ep 


$VOCALOID4 Library HATSUNE MIKU V4X の InstalIShield 


Wizard へ よう こそ 」 画面 


この 画面 で は 次 へ @ を クリ ッ ク し ま 


す 。 


022 


Mew 


④ 「 使 用 許諾 契約 」 画面 

「 エ ンド ユー ザー 使用 許諾 契約 書 」 
を 読ん で 同意 で きる 場合 は 、 使 用 許 
語 契約 の 全 条項 に 同意 し ます 
チェ ッ ク を 入れ て 、 次 へ 伯 を クリ ッ 
タク し ます 。 


⑤「 セ ッ ト ア ッ プ タイ プ 」 画面 


INTRODUCTION | 初音 ミク V4X」 と は ?. 


すべ て め が 選 択 き され て いる こと を 確認 し て 、 次 へ 人 を クリ ッ ク し ます 。 さ ら 


に 次 の イン スト ー ル 準備 の 完了 画面 で は イン スト ー ル ほ を クリ ッ ク し ます 。 イ 
ンス トー ル が 開始 され ます 。 
OCNOOYHa IMTRNENU Yves CCUG6Yteg MTNEWAGUVO_ tamighaivcaa 四 


yr 
Ca に 4 


セー 
CRY で Y 


7720'EMUCGRSN 


の ee 

の 

gc ロ 
PP 交 CORP PP 


we [きゃ 


92 に 4 り 20EC2FrWWCCSSIN 
1 旨 に "FemiPsAHa 到 ss 上 0 2 の は.2 の に ト RTsSE6、NVt の 


EC 


@ 
⑯⑮ 「InstallShield Wizard の 完了 」 画面 
イン スト ー ル が 終了 する と この 画面 
が 開き ます 。 完 了 ⑳ を クリ ッ ク し て 
固 面 を 閉じ ます 。 次 に P26 の アク 
ティ ベー ショ ン へ と 進み ます 。 


CO 
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昌 「 初 音 ミ ク V4X」 の 
アク ティ ベー ショ ン [Mac 版 ] 


音声 ライ ブラ リー の イン スト ー ル が 終わ っ た ら 、「 ア クティ ベー ショ ン 」 を 行い ます 。 これ は 正規 の ユー ザー 
で ある こと を 登録 する た め の 作業 で す 。 Mac を イン ター ネッ ト に 接続 し て 行い ます 。 


①④VOCALOID License Managerapp を 起動 


「Macintosh HD」 一 「 ア プリ ケー 
ショ ン 」 一 「VOCALOID」 の 中 に 
ある 、 VOCALOID License Man 
ageraDD 鈴 を ダブ ルク リッ ク で 起 
動 し ます (*) 。 


3 「VOCALOID License Manager] 画面 


製品 の アク ティ ベー ショ ン を 実行 し ま 
す に チェ ッ ク を 入れ て 、 次 へ @ を 
タリ ッ ク し て 《 だ さい 。 


⑧「VOCALOID License Manager」 画面 


IMac が イン ター ネッ ト に 接続 きれ て 
いる こと を 確認 し て 、 この コン ピュ ー 
ター は イン ター ネッ ト に 接続 され て いま 
す 。 @⑳ に チェ ッ ク を 入れ て 次 へ 信 を 
クリ ッ ク し ます 。 


@ee 記 VocArolp 


Yocttop 屋 
3 orazemgs 一: 


meale VocAtopueee 


し "eraoefape 


計 Gooo eeweuasec 
2 】 


ao ディ アク ティ ベー ショ ン を しま 


ーー 
@ 


ント Egmencya 
2 ) 
ター ネット ERaenruwt。 

本 2222 


ーー 


人 @ 


1 
ダブ ルク リッ ク で 
起動 し ます 

「vocALolp License M 
anager か 変更 を 加え よう 
と し て いま す 。 これ を 許可 
する に は 、 パ スワ ー ド を 入 
カレ し て くだ さい 。」 と いう ダ 
イア ログ が 表示 され る 場合 
は 、 Mac の パス ワー ド を 入 
カカ し て OK を クリ ッ ク す る 。 


④ 「 オ ン ラ イン アク ティ ベー ショ ン 」 画面 


INTRODUcTION | | 初 


製品 に 同 梱 の 「 ラ イセ ンス 登録 カー ド 」 に 記載 され て いる シリ アル コー ド を @ 


に た 入力 し て 次 へ 伯 を クリ ッ ク し ます 。VOCAI 
面 が 開く の で 、 ア クティ ベー ト す る 歌声 DB を 
す 。 す る と 、 アタ ティ ベー ト が 開始 きれ ます 。 


LOID License Manager 画 
確認 し て 次 へ を クリ ッ ク し ま 


V4X」 と は ? 


ンク ティ ベ ペーション 


コン ーネット 
Yocuopstiwey GeKU_Viset EEG 
oooptsrwy eKU VOrgnal EVO 
Yocuoptwy eKULV sw 
Yocwupptterwy ee se Ve 
Yocppxte mu pyo 


デイ バージョ > 


0 の シリ アル コー ド を アク ティ ベー トレ ます 。 
(以下 ビ シリ アル コー ド を 入力 し て くだ さい ) 


半 紅 の シリ アル コー ド を 一 活 で デ ク ティ ペー ト し ます 。 


アク ティ ベー ト (Eo18 923 
アク ティ ベー ト (iR 央 Bt8018999 
ポア クティ ベー ト (SB:9918290 
ポア クティ ベー ト (上 ao18o909 
アク ティ ペー ト (時 人 018996 


以 F の コン ポー ネン ト が アク ティ ベー ト され ます : 


censs Manager 


YooXwopx Le 0WKU VA soh EEG 
ooolozaiy MKULWX_ Oral EVEO 
octolotLay 0AKU_VAK swes 
ocxtolox ey CMKU Xpol_EVEoy 
ooolpxta mku Wa py 


⑤「 ア クティ ベー ショ ン 成 功 画面 き 
アク ティ ベー ショ ン が 終了 し た ら 、 
OK を クリ ッ ク し ます 。 


プク テバ ーション Ra 
は oemene っ mu mmoct っ ap クッ ァ ーー 
EONET 
ハー ティ = ク mlWeL た 9 ee スルー 


⑮Mac の 再起 動 


アク ティ ベー ショ ン が 終了 し た ら 、 Mac を 瑞 起 動 し て くだ さい 。 次 は P28 の 
Studio One APE の イン スト ー ル へ 進ん で くだ さい 。 
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0 「 初 音 ミ ク V4X」 の 
アク ティ ベー ショ ン [Windows 版 ] 


音声 ライ ブラ リー の イン スト ー ル が 終わ っ た ら 、「 ア クティ ベー ショ ン 」 を 行い ます 。 これ は 正規 の ユー ザー で 
ある こと を 登録 する た め の 作業 で す 。 PC を イン ター ネッ ト に 接続 し て 行い ます 。 
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ゆ Activate4 を 起動 する 
アク ティ ベー ショ ン に は Activate4 と いう ソフ ト を 使い ます 。 こ れ は 下記 の 
場所 に イン スト ー ル され て いま す 。 


「Windows (C:)」 一 「Program Files (x86)」 一 「VOCALOID4」 一 
「Activater」 一 Avtivate4.exe 


エク スプ ロー ラ 、 も し く 《 は スタ ー ト メニ ュー か ら 探 し て くだ さい 。 例 えば 、 
Windows 10 で は 、 デ スク トッ プ 左 下 の [スタート] 一 [すべ て の アプ ブリ] 一 


[VOCALOID4] 一 Activate4 倫 か ら 起動 で きま す 。 起 動 し た 際 、「 こ の ア 
プリ が PC に 変更 を 加え る こと を 許可 し ます か ?」 と 表示 され た ら 、 は いち を ク 
リッ ク し ます 。 


の ユー ザー ァ カウ ツ ト 二 


tok Am 
MM 民 rmaha Corporaton 
70 の 衝 和 0 ピュ 


Activate4 


EE 


ED) 


Manual 


VOCALOID4 Editor 
ニ @ 
ぐ 記 $ 


Web と Win 


② 「Select Language」 画面 
Japanese (日本 語 ) 」 を 選択 し て | 回 x 


OK を クリ ッ ク し ます 。 


③⑧ 「 オ ン ラ イン アク ティ ベー ショ ン - Activate4」 画面 


INTRODucTION | | 初 


イン スト ー ル し た ハー ド デ ィ スク @ を 選択 し 、 製品 に 同 梱 の 「 ラ イセ ンス 登 
録 カ ー ド 」 に 記載 きれ て いる シリ アル コー ド を 人 に 入力 し て 次 へ 人 @ を クリ ッ 
クタ し ます 。 アク ティ ベー ト さ れる コン ボー ネン ト - Activate4 画 面 が 表示 され る 


の で 、 次 へ 偽 を クリ ッ ク し ます 。 


V4X」 と は ? 


オラ イツ アク テイ バー ジョ ツーActate4| ※ 


igabR Ethanet Conteler (NOIS 6 


で 単 こ の シリ アル コー ド ア の ティ ペー ト し きす 
He リア ルコ ー ド を 入力 L て TFC) 


@ 人 TL [LU FT 


神 和 02 リア コー ド を 一括 で 2 ティ バー ト し ます 


キャ ン セル 


(④ 「 成 功 し まし た - Activate4] 画面 
テク ティ ベー ト が 完了 する と 、 この 画 
面 が 表示 さき れ ま す 。OK を クリ ッ 
タ し て 終了 し ます 。 次 は P30 の Stud 
io One APE の イン スト ー ル へ と 進 
み ま す 。 


アク ティ バー ト さ れる コッ ポー ネット - Activate4 


次 の コン ポー ネン ト が ア り ティ ベー ト さ れ ま す : 


|VOCALOID4 Library (MIKU_V4X_Orignal_EVEC) 
|VOCALOID4 Library (MIKU_V3X_Sweet) 
IVOCALOID4 Library (MIKU_V4X_Soft_EVEC) 
IVOCALOID+ Library (MIKU_V4X_Dark) 
|IVOCALOID4Lbrary (MIKU_VSX_Sold_EVEC) 


記 水 し まし た -Activate4| 


介 匠 の バージ aesU。 
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09 Studio One APE の 
イン スト ー ル [Mac 版 ] 


Studio One APE は PreSonus 社 の Web サ イト より ダウ ン ロ ー ド し て 入手 し ます 。 最初 に PreSonus の ア 
カウ ント を 作成 し 、 プ ロダ クト コー ド を 登録 し て 、 イ ンス トー ラー を ダウ ン ロ ー ド する と いう 流れ に な り ま す 。 
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①My.PreSonus アカ ウン ト を 作成 


iDRL ヘ アク ャ ス し て IAxPrs 


sonus アカ ウン ト を 作成 欠 を クリ ッ 
クタ し ます 。 


レジ スト レー ショ ン Web サイ ト : 
https://my.presonus.com/ 
auth/login 


② 「Sign up」 画面 で 必要 事項 を 入力 
開い た ペー ジ 事項 を すべ て 
入力 し て 「My.Presonus アカ ウン ト 
の 作成 」@ を クリ ッ ク し ます 。 登 録 
し た メー ル ア ド レス に 確認 メー ル が 
届く の で 、「 ア カウ ント を アク ティ ベ 
ー ト する た め に こち ら を クリ ッ ク 」 が か 
URL を クリ ッ ク し て ログ イン ペー ジ 
に アク セス し ます 。 ロ グイ ン ペ ー ジ 
で ユー ザー 名 と パス ワー ド を 入力 す 
る と 、 ア カウ ント に ログ イン で きま す 。 


③ プ ロダ クト キー の 登録 

ログ イン する と 、 ア カウ ント の ペー ジ 
に 製品 の 登録 ボタ ン 人 9 が ある の で ク 
リッ ク し ます 。 


製品 の タイ プ を 選択 する ダイ アロ グ が 開く の で 、 ブ プル ダウ ン メ ニ 
ソフ トウ ェ ア / 拡 張 人 ⑲ を 選び ます 。 プ ロダ クト キー を 入力 する エリ ア が 
れる の で 、「 ラ イセ ンス 登録 カー ド 」 に 記載 され た : 


桁 の プロ ダク トキ ー を | 


に 入力 し 、 め を クリ ッ ク し て エン ド ュ ユー ザー 使用 誕 諾 契約 を 確認 し 、 同 


INTRODUCTION | | 初音 ミク V4X」 と は ? 


意 で きる 場合 は 人 @ に チェ ッ ク を 入れ て 、 登録 倫 を クリ ッ ク し ます 。 登録 が 
完了 する と 開く 画面 で 所 有 製 品 を 表示 ⑳ を クリ ッ ク し ます 。 


製品 は 登録 され ま 
し た ! 


ソフ トウ ェ ア 湊 天 


プロ ダク トキ ー を 入力 。 
20 


(⑯ イ ンス トー ラー を ダウ ン ロ ー ド 

次 に 登録 し た Studio One 3 Ardst | 
OEM の 画面 が 開き ます 。 イ ンス トー 

ラー を ダウ ン ロ ー ド を クリ ッ ク す る 


と 、 イ ンス トー ラー が ダウ ン ロ ー ド き 6 - [5@ 


れ ま す 。 


⑮⑤ イ ンス トー ラー を 開く 

ダウ ン ロ ー ド し た PreSonus Studio One 3.dmg を ダブ ルク リッ ク す る 
と 、 ディス クイ メー ジ が マウ ント され ます 。 Studio One 3.app を Applica 
tions フォ ル ダ ヘ へ ドラッグ する と 、「 ア プリ ケー ショ ン 」 フ ォ ル ダ に Studio 
One 3 が イン スト ー ル され ます 。 次 に P32 の テク ティ ベー ショ ン を 行っ て くだ 
きい 。 


PreSonus Studlo 実 


One 3.dmg ee 
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1 0 Studio One APE の 
イン スト ー ル [Windows 版 ] 


Studio One APE は PreSonus 社 の Web サイ ト よ り ダ ウン ロー ド し て 入手 し ます 。 最初 に PreSonus の ア 
カウ ント を 作成 し 、 プ ロダ クト コー ド を 登録 し て 、 イ ンス トー ラー を ダウ ン ロ ー ド する と いう 流れ に な り ま す 。 


は じ め に 

アカ ウン ト の 作成 か ら イ ンス トー ラー 
の ダウ ン ロ ー ド まで は Mac 版 と 同じ 
て ④ の 手順 を ご 監 く 
だ きい 。 な お 、Windows 版 を ダウ 
シロ ー ド する 場合 は 32bit 版 と 64bit 
版 を 選択 で きま す 。 お 使い の OS が 
32bit 版 の 場合 は 「 イ ンス トー ラー の 
ダウ ン ロ ー ド - Windows (32bit)」 
@ を 、 OS が 64bit 版 の 場合 は 、、「 イ 
ンス トー ラー の ダウ ン ロ ー ド - Wind 
ows(64bit) 」@ を クリ ッ ク し て ダ 
ウン ロー ド し て くだ さい 。 


90PeSonw 


(① イ ンス トー ラー を 起動 する 

ダウ ン ロ ー ド し た イン スト ー ラ ー を ダブ ルク リッ ク で 志 動 し ます 。「 こ の アプ リ 
が PC に 変更 を 加え る こと を 許可 し ます か ?」 と いう 天 面 が 表示 され た 場合 は 、 
は い @ を ク リック し ます 。 


② 「Installer Language」 画面 Inellertanguage 
Tapanese / Nihongo」 を 選択 し 


と irocckoocoo 
て OK ⑨ を クタ リック し ます 。 


spanes /Nhonoo 


Es 


p30 


INTRODUCTION | [初音 ミク V4X」 と は ? 


③「Studio One 3 セッ ト アッ プ ウィ ザー ド へ よう こそ 」 画面 
次 へ 人 @ を クリ ッ ク し ます 。「 ラ イセ ンス 契約 書 」 画 面 が 義 く の で 、「 エ ンド ユエ 


ー ザ ー 使 用 許諾 契約 」 を 読ん で 同意 で きる 場合 は 、 同 意 す る 人 き を クリ ッ ク し 
ます 。 
PCG5zz ーー 還っ my テ 


ame ol ア フウ へ ドキ 


④「 イ ンス トー ル 先 を 選ん で くだ さい 。」 画面 
インストー ル 先 の 選択 画面 が 開き ま 皿 omr 
す 。 通常 は その まま で 構い ませ ん 。 
イン スト ー ル を クリ ッ ク し ます 。 


⑮「Studio One 3 セッ ト ア ッ プ ウィ ザー| Haan aa 
イン スト ー ル が 終了 する と この 画面 
され ます 。 完 了 ⑨ を クリ ッ ク 
し て 画面 を 閉じ ます 。 次 は P34 の St 
udio One APE の アク ティ ベー ショ 
ン へ と 進ん で くだ さい 。 


間 nonen oi アフ ウーroer 
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1 Studio One APE の 
アク ティ ベー ショ ン [Mac 版 ] 


Studio One 3 APE も アク ティ ベー ショ ン が 必要 で す 。 これ は 初回 の 起動 時 に 行い ます の で 、 ラ イセ ンス 登録 
カー ド に 記載 され て いる プロ ダク トキ ー を 用 写し て 起動 し まし ょ う 。 
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ゆ Studio One APE を 起動 

「 ア プリ ケー ショ ン 」 フォルダ 内 の 
Studio One 3.app の を ダブ ルク 
リッ ク で 起動 し ます 。 


3 「Studio One エン ド ユ ー ザ ー 使 用 許諾 契約 ] 画面 
「 エ ンド ユー ザー 使用 許諾 契約 」 が 表示 され ま 
す 。 内 容 を 読ん で 同意 で きる 場合 は 同意 する 人 @ 
を グリ ッ ク し ます 。 


③ 「PreSonus ログ イン 」 画面 
IMy.PreSonus ア カウ ント (P28 参 照 ) の メー ル ア 
ドレ ス と パス ワー ド ⑬ を 入力 し 、 認証 情報 を 保 
存 便 に チェ ッ ク を 入れ て 、 ロ グイ ン ⑳ を クリ ッ 
ク し ます 。 


④ 「Studio One アク ティ ベー ショ ン 」 画面 
購入 し た Studio One を アク ティ ベー ト に チェ 
ッ ク を 入れ 、 プ ロダ クト キー を 入力 し て 、 アク 
ティ ベ ペー ト を クリ ッ ク し ます 。 ア クティ ベー ト が 
開始 され ます 。 


ー イ studiogne 


INTRODUCTION | 「 初 


⑤ ア クティ ベー ト 完 了 

テク ティ ベー ト が 完了 する と 相 の 画 
面 が 表示 きれ ます 。OK を クリ ッ 
ク し ます 。 


Studio One イ ンス トー ル 」 画面 

ルー プ や サン プル な どの サウ ンド 素材 集 (追加 コン テン ツ ) を イン スト ー ル す 
る 画面 が 開き まま す 。 こ れ ら は 本 書 の デー タ を 再現 する た め に も 必要 で す 。 イ 
ンス トー ル 便 を クリ ッ ク す る と イン スト ー ル が 開始 され 、 転送 園 面 が 表示 され 
ます 。 追 加 コ ン テ ン ツ は 3.81GB の 容量 (2016 年 8 月 時 点 ) が ある た め 、 道 信 
環境 に よっ て 時 間 が か か る 場合 も あり ます 。 ダ ウン ロー ド が 終了 する と 「 今 
すぐ Studio One を 再起 動 し ます か ?」 と 表示 され ます 。 は い 人 了 を クリ ッ ク す 
る と Studio One が 至 起 動 し ます 。 以上 で Studio One APE と Piapro Studio 
を 使用 で きる よう に な り ま す 。 


(① 了 ER 環 ダウ ン ロ ー ド の キャ ン セ ル と 再開 

追加 コン テン ツ の ダウ ン ロ ー ド を 途中 で 中 止 し た いと き は 、 転送 画面 で 各 コン テン ツ を 
control キ クリ ッ ク 右 クリ ッ ク し て 、 キャ ン セ ル を 選び ます 。 また ダウ ン ロ ー ド 中 に 
「 失 敗 し まし た ] と 表示 され た 場合 は control+ ク リッ クン 右 クリ ッ ク し て 、 再 起動 を 
選べ ば ダウ ン ロ ー ド が 再開 され ます 。 

ダウ ン ロ ー ド を キャ ン セ ル し て Studio One APE を 終了 し た 場合 の 再開 方 法 は P35 の 
HINT を 参照 し て くだ さい 。 


V4X」 と は ? 
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1 Studio One APE の 
アク ティ ベー ショ ン [Windows 版 ] 


Studio One APE も アク ティ ベー ショ ン が 必要 で す 。 これ は 初回 の 起動 時 に 行い ます の で 、 ラ イセ ンス 登録 
カー ド な ど に 記載 され て いる プロ ダク トキ ー を 用 意 し て 起動 し まし ょ う 。 


①Studio One APE を 起動 
Studio One APE を イン スト ー ル する と 、 デ スク トッ プ に 
Studio One 3 x64 (64bit 版 の 場合 ) と いう ショ ー ト カッ ト トン 
が 作成 され て いま す 。 ダ ブル クリ ッ ク し て 起動 し ます 。 ロ 


studio One3x64 


づ Studio One エン ド ユ ー ザ ー 便 用 許 話 下 約 」 画面 
最初 に 開く 「 テ ンド ュー ザー 
話 失 約 ) を 読ん で 、 内 容 EGRanm 細 

る 場合 は 同意 する ⑳ を クリ ッ ク し ま 
す 。 


③ 「PreSonus ログ イン 」 画面 
P28 で 作成 し た My.PreSonus ア カ 
ウン ト の メー ル ア ド レス 9 と パス ワー 
ド 人 を 入力 し 、 認証 情報 を 保存 人 @ 
に チェ ッ ク を 入れ て 、 ロ グイ ン 人 を 
クリ ッ ク し ます 。 
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INTRODUCTION | 「 初 V4X」 と は ? 


④ 「Studio One アク ティ ベー ショ ン 」 画面 
購入 し た Studio One を アク ティ ベー = 
ト @ に チェ ッ ク を 入れ 、 プロ ダク トキ 
ー め を 入力 し て 、 アク ティ ベー ト ⑬ を 
クリ ッ ク し ます 。 ア クティ ベー ト が 完 
了 す る と 「Studio One は この コン 
ビ ピュー ター で 実行 で きる よう アク ティ 
ベー ト さ れ ま し た 。 」 と 表示 され ま 
す 。OK を クリ ッ ク す る と 、Studio 
One APE が 起動 し ます 。 


ー イ studio ロ ne 


⑮「Studio One イ ンス トー ル 」 画面 
ルー プ や サン プル な どの サウ ンド 素 
材 集 (追加 コン テン ツ ) を イン スト ー 
ル す る 画面 が 開き ます 。 こ れ ら は 本 
書 の デー タ を 再現 する た め に も 必要 
で す 。 インストール を クリ ッ ク す る 
と イン スト ー ル が 開始 され 、 転送 画 
面 が 表示 され ます 。 追加 コン テン ツ 
は 3.81GB の 傘 量 (2016 年 8 月 時 点 

が ある た め 、 通 信 環 境 に よっ て 時 間 が か か る 場合 も あり ます 。 ダウ ン ロ ー ド 
が 終了 する と 「 今 すぐ Studio One を 再起 動 し ます か ?」 と 表示 され ます 。 
は い を クリ ッ ク す る と Studio One APE が 再起 動 し ます 。 以 上 で Studio One 
APE と Piapro Studio を 使用 で きる よう に な り ま す 。 


kugiogne 


① 了 WTN 天 Studio One を いっ た ん 終了 し て か ら 

ダウ ン ロ ー ド を 再開 する 場合 
転送 画面 で の ダウ ン ロ ー ド の キャ ン セ ル と 再開 に つい て は P33 で 紹介 し まし た が 、 ダ ウン 
ロー ド を 中 止 し て Studio One を 終了 し た 場合 も 、 次 の 方 法 で 再開 で きま す 。 メニ ュー の 
Studio One > Studio One イン スト ー ル .… を 選択 し て 、Studio One イン スト ー ル 
画面 を 開き ます 。 下部 に リス ト 表 示さ れ て いる 各 コ ン テ ン ツ に チェ ッ ク を 入れ て 、 インスト 
ー ル ボタ ン を クリ ッ ク し ます 。 転送 画面 が 開い て イン スト ー ル が 始ま り ます 。 


1 Studio One APE の 
オー ディ イオ 設定 [Mac 版 ] 


Studio One APE を 起動 し て 最初 に 行う の は 、Mac か ら 音 を 出す た め の オ ー デ ィ オ 設定 で す 。 何 も し な く 
て も る 音 を 出せ る 場合 も あり ます が 、 ま ず は 確認 し て お きま し ょ う 。 


3 


ゆ ①Studio One APE の スタ ー ト ペー ジ を 開く 
Studio One APE を 起動 し て 最初 に 開く 固 面 を も スタ ー ト ペー ジ と 呼び ます 。 こ 
の 中 の 倫 を クリ ッ ク し ます 。 


て tudia ロ ne 


jpiapro cugo 


3 「 環 境 設定 」 画面 の 「 オ ー デ ィ オ 設定 ] タブ @ 
環境 設定 画面 の オー ディ オ 設定 タブ 
が 開き ます 。 オ ー デ ィ オ デバ イス 
を クリ ッ ク す る と 、 プル ダウ ン メ ニュ 
ー が 開き ます 。 


INTRODUCTION | 「 初 


③ オ ー デ ィ オ デバ イス (オー ディ オ ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス ) を 選ぶ 
プル ダウ ン メ ニュ ー か ら オ ー デ ィ オ ・ 
イン ター フェ ー ス (1) を 選択 し ま 
す 。Mac 内 蔵 の オー ディ オ 機能 を 
使用 する 場合 は 内 蔵 出 力 介 を クリ ッ 
ク し て 選び ます 。NMac に オー ディ 
オ ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス を 接続 し て い 
る 場合 は 、 オ ー デ ィ オ ・ イ ンタ ー フ ェ 
ー ス の 名 前 を 選び ます 。 右 の 画面 
で は 「Steinberg UR44」 介 と いう 
オー ディ オ ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス が 接 
続き れ て いる 状態 で す 。 


④ デ パイ スプ ブロック サイ ズ に つい て 

デパ イス ブロ ッ ク サ イズ は バッ ファ 
ー・ サ イズ (*2) を 設定 する 棚 で す 。 
その まま で も 構い ませ ん が 、 まず は 
「256」 に し て み ま し ょ う ( 下 の FHint 
を 参照 し て くだ さい )。 あと は OK め 
を クリ ッ ク し て 画面 を 閉じ ます 。 


① 了 玉 バッ ファ ー・ サ イズ と は ? 

バッ ファ ー・ サ イズ と は 、 パソ コン が オー ディ オ 処理 を 行う 能力 の こと で す 。 値 を 大 きく 
すれ ば オー ディ イオ 処理 を 一 度 に た くさ ん 行え ます 。 た だ し 、 た くさ ん 処理 する と 時 間 が か 
か り ま す 。 その た め 、 再 生 ボ タン を 押し て か ら 音 が 出る まで 、 若 士 の タイ ムラ グ が 生じ る よ 
うに な り ま す 。 

逆 に 値 を 小さ くす る と 、 一 度 に 行う オー ディ オ 処理 は 少な く な る の で 、 タ イム ラグ は な く な 
り ま す 。 た だ し 、 大 量 の オー ディ オ 理 が 必要 な 場合 は 、 刀 理 し 切れ ず に 音 切れ な ど が 
発生 する 場合 が あり ます 。 

基本 的 に バッ ファ ー・ サ イズ は 小さ い 数 値 に し て お いた ほう が 使い 勝手 が 良く な り ま 
す 。 処理 速度 が 速い マシ ン で あれ ば 、「256 サ ンプ ル 」 や 「128 サ ンプ ル 」 な ど を 試し て 
みて くだ さい 。 それ で “ 音 が 途切れ る "と いっ た 症状 が 起こ っ た ら 、 パッ ファ ー・ サ イズ を 大 
きく し て 改善 する 数 値 を 見 つけ まし ょ う 。 


V4X」 と は ? 


パソ コン に も 音声 の 入出 
杜 能 が 談 価 され て いる が 、 
音楽 制作 向け に 高音 質 な 
オー ディ オ 人 出力 機器 が 市 
連 さ れ で いる 。 これ ら を オー 
ディ オ ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス と 
呼ぶ 。 製品 に よっ て 入力 数 
や 出力 数 が 異な る ほか 、 マ 
イク 用 や ギタ ー 用 な ど 、 装 
貸さ れ て いる 
ま ざ ま 。 レイ 
若 に つ を な が る こと も ある 。 


本 2 
バッ ファ ー・ サ イズ 

バッ ファ ー・ サ イズ に よる 
音 の 遅れ の と と を レイ テン 
シー と 呼ぶ 。 
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1 Studio One APE の 
オー ディ オ 設 定 [Windows 版 ] 


Studio One APE を 起動 し て 最初 に 行う の は 、PC か ら 音 を 出す た め の オ ー デ ィ オ 設定 で す 。 何 も し な く て 
も 音 を 出せ る 場合 も あり ます が 、 ま ず は 確認 し て お きま し ょ う 。 


①Studio One APE の スタ ー ト ペー ジ を 開く 
Studio One APE を 起動 し て 最初 に 開く 画面 を スタ ー ト ページ と 呼び ます 。 こ 
の 中 の 倫 を クリ ッ ク し ます 。 


ピン tudio ロロ ne 
負 piapro 7tugo 


オプ ショ ン 画 面 の オー ディ オ 設 定 タ ブ 
⑥ が 開き ます 。 オ ー デ ィ オ デバ イス 
を クリ ッ ク す る と 、 プ ル ダ ウ ン メ ニュ 
ー が 開き ます 。 


p38 
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3③ オ ー デ ィ オ デバ イス (オー ディ オ ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス ) を 選ぶ 


プル ダウ ン メ ニュ ー か ら オ ー デ ィ オ ・ 
イン ター フェ ー ス (P37 の 参照 ) を 選択 
し ます 。PC 内 蔵 の オー ディ オ 機 能 を 
使用 する 場合 は Windows Audio 人 g 
を クリ ッ ク し て 選び ます 。PC に オー 
ディ オ ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス を 接続 し て 
いる 場合 は 、、 オ ー デ 


ディ イオ ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス の 名 前 を 選び ます 。 上 の 画面 で 


は 「Yamaha Steinberg USB」 人 と いう オー ディ オ ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス が 接 


続き れ て いる 状態 で す 。 


デバ イス ブロ ッ ク サ イズ に つい て 
デバ イス ブロ ッ ク サ イズ @ は バッ ファ 
ー・ サ イズ を 設定 する 欄 で す (P37 の 
HINT ぉ よび 2 を 参照 ) 。 値 の 変更 は コン ト 
ロー ル パ ネ ル 伯 を クリ ッ ク し て 義 画 
面 で 行い ます 。 


コン トロ ー ル パネ ル の 内 容 は オー ディ 
オ ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス に よっ て 異な り 、 
例え ば 「Windows Audio」 の 場合 は 
Windows Audio 画面 が 開く の で 、 
レー テン シー の スラ イダ ー で 設定 
ます 。 


また 例え ば 「Yamaha Steberg U 
SB」 で は Yamaha Steimberg USB 
Driver 画 面 が 開き 、Buffer Size 杜 
人 で 設定 し ます 。 設 定 が 終わ っ た ら 
コン トロ ー ル パネ ル を 閉じ 、 オプ ショ ン 
画面 の OK を クリ ッ ク し て 画面 を 肝 じ 
ます 。 


waegumgs Amo ano 


ee sereesuezz 
ee asamema 


V4X」 と は ? 
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こさ 

1 5 講 ク V4XI の 
ディ アク ティ ベー ショ ン [Mac 版 ] 

別 の Mac や Windows マシ ン 、 あ る い は 別 の ハー ド デ ィ スク へ 新た に 再 イ ンス トー ル す る 場合 は 、 元 の マシ ン 

で アク ティ ベー ショ ン を 解除 する 必要 が あり ます 。 これ を 「 デ ィ ア クティ ペー ショ ン 」 と いい ます 。 
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③④VOCALOID License ManagerapD を 起動 する 


「 ア プリ ケー ショ ン 」 一 「VOCALOID」 フォ SS 上 eoxop 

ル ダ 内 の VOCALOID License Manage に ま 

Tapp ⑩ を ダブ ルク リッ ク で 起 助 し ます 。 ーー | 
し 】 


② 「VOCALOID License Manager] 画面 

VOCALOID License Manager 了 寺 GCC teereeweeeer 

画面 が 時 き ます 。 製品 の ディ アク テ | Owaez2zr-yazwanrw 

ィ ベ ーション を 実行 し ます @ に チェ ッ | maozrZ2 ァ ィ バ ーション ef し ォ ェ 6 

ク を 入れ て 次 へ 人 W を クリ ッ ク し ます 。 | 


@ 


③ 「 デ ィ ア クティ ペー ショ ン 」 画面 
すべ て の コン ボー ネン ト を ディ アク ティ ベー ト ⑳ を クリ ッ ク し ます 。 確 認 の 画面 が 
表示 され る の で 、 は いも ク リッ ク す る と ディ アク ティ ベー ト が 開始 され ます 。 


すべ て O コ ン ポ ー ネ ント の ディ アク ティ バー ショ 


RC し 、 こ の コン ピュ ー タ ー か ら ラ イセ ンス 
Re 人 を 京 し ます 
NN よる し いで が 


コビー ター タッ ト ラー2 ク RCeSEav 


アク テート タン モラ リッ クレ 


の cmーNe の リッ 2 er 


④ 「 デ ィ ア クティ ベー ショ ン 成 功 ] 画面 
ディ アク ティ ベー ショ ン が 完了 する 
と 、 テク ティ ベー ショ ン 情 報 が 削除 き 
れ た 旨 を 知ら せる 画面 が 表示 され ま 
す 。OK @ を クリ ッ ク し て 終了 し ま 
す 。 


INTRODUcTION | | 初 


ディ アク ティ ベー ショ ン 成 功 


(① 了 IN 要 「 初 音 ミク V4X」 の アン イン スト ー ル 

「 初 音 ミ ク V4X] を 再 イ ンス トー ル す る 場合 や 、 別 の Mac に イン スト ー ル し 直し て 、 元 の 
Mac か ら 「 初 音 ミク V4X] を 削除 し た い 場 合 は アン イン スト ー ル を 行い ます 。「 ア プリ ケ 
ーション 」 一 「VOCALOID」 一 「Uninstaller」 一 「VOCALOID4] フォ ル ダ の 中 に 
各 著 声 DB お よび VOCALOID4 API の 各 ア ン イ ンス トー ラー が 用 意 さ れ て いる の で 、 ご 


ちら を 使用 し て くだ さい 。 
【 表 ミ 】 画 VOCALOID4 
の アタ ショ ン 大 タグ SN Be aa 
に っ つ 罰 
4。 《@ @ 
auxsek kaede amuwtake 
ee トコ ナコ 
@ 【 @ 
還 PET MT IO 
円 emiezemga ーー 


V4X」 と は ? 
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回 
1 6 [ ネ 音 ミ ク V4X」 の 
eS - 
ディ アク ティ ベー ショ ン [Windows 版 ] 
別 の PC や Mac、 あ る い は 別 の ハー ド デ ィ スク へ 新た に 再 イ ンス トー ル す る 場合 は 、 元 の マシ ン で アク ティ ベー 
ショ ン を 解除 する 必要 が あり ます 。 これ を 「 デ ィ ア クティ ベー ショ ン 」 と いい ます 。 


ゆ VOCALOID Deactivation Tool を 起動 する 
VOCALOID Deactivation Tool は 下記 の 場所 に イン スト ー ル され て いま す 。 


「Windows (C:)」 一 「Program Files (x86)」 一 「VOCALOID Deacti 
vation Tool] 一 deactivate.exe 人 O 


エク スプ ロー ラ 、 も し て は スタ ー メ ニュ ー か ら 探 し て て くだ さい 。 例え ば 、 Wind 
ows 10 で は 、 デ スク トッ プ 左 下 の [ ス ター ト ] 一 [すべ て の アブ プリ] 一 [VO 
CALOID Deactivation Tool] 一 VOCALOID Deactivation Tool か ら 
起動 で きま す 。 


目 | 目 日 VocAtopowkwaten eel ーー ロ 
二胡 @ 
と イ 目 ・Peownflete59 > VocAOppwcewesensg 。 こら np 


Em mm 
M% 且 寺 | 開 林 


dechest IKENESVOCAL ucaNeESNOCAL VOCALOOzst VOCALODmer 
caden 。 OILBSGe6on 。 ReRoQMgip 。 ANoMGCa1 
Mi IT ぎ hn 
3 | 


3 「VOCALOID Deactivation Tool 画面 

次 ペー ジ の 画面 の よう に 、 す べ て の コン ポー ネン ト を ディ アク ティ ベー ト @ を ク 
リッ ク し ます 。「 す べ て の コン ポー ネン ト の ディ アク ティ ベー ショ ン を 実行 し 、 
この コン ピュ ー タ ー か ら ラ イセ ンス 情報 を 削除 し ます 。 よ ろ し いで すか ?」 と 
確認 用 の 画面 が 表示 きれ る の で 、 は い @ を クリ ッ ク し ます 。 
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INTRODUCTION | 初音 ミ ク V4X」 と は ? 


Yoowop wcasen ea 
エチ 2 テ バー を 生 2 ポ ー ネ ント を LCCESt 


3 CgRcD ネ > トワ ー の | 形 可 を 人 LC が (| 


で ラン ラテ レ 


CWC ディ アテ バー ト LC ぽい 


ト 


夫人 は 革 CO ロ ポー ネッ 


ト e 了 アク ペーH もり 2L て すく CO エボ ー ネ ント を ティ 7 クチ 
NUCE 


gr 


Gotolppsckasen sel 


が 62 イセ 


2 し Oc す が 


EE 


⑬⑮ 「 デ ィ ア クティ ペー ショ ン が 成功 し まし た 。」 画面 
ィ イア クタ ティ ベー ショ ン が 完了 する 

と 、「 デ ィ ア クティ ベー ショ ン が 成功 
し まし た 。 」 と 表示 され ます 。OK @ 
を クリ ッ ク し て 画面 を 閉じ ます 。 


デ 


VOcALOID Deactivaion Tool 


『i】 お アク チイ バ ー ツ ョ が し まし た 。 
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(OR アッ プ デ ー ト も 要 チ ェ ッ ク 

Studio One APE は PreSonus 社 の Web サ イト か ら イ ンス トー ラー を ダウ ン ロ ー ド し て 
イン スト ー ル する の で 、 基 本 的 に 最新 バー ジョ ン を ダウ ン ロ ー ド で きま す が 、 念 の た め アッ 
プ デ ー ト を 確認 し て お きま し ょ う 。 スタ ー ト ペー ジ の 下部 に ある アッ プ デ ー ト を 確認 倫 を ク 
リッ ク す る と 、 最 新 バ ー ジ ョ ン の 有無 を チェ ッ ク で きま す 。 

Piapro Studio は Ver.2.0.4 以 降 が 初音 ミク V4X] 対応 版 と を っ て いま す 。 新規 
に 導入 され た 方 の 場合 は Ver2.0.4 以 降 が 提供 され て いま す の で 問題 あり ませ ん 。 た だ 
し 、 以前 か ら Piapro Studio を 使用 され て いて 、 アップ デー ト を 行っ て いな い 場 合 は 、 初 
回 起動 時 に アク セス キー の 入力 を 求め られ る 場合 が あり ます 。 事前 に Piapro Studio の 
アッ プ デ ー ト を 行っ て お きま し ょ う 。 

また 、 英 語 版 の 歌声 DB 「MIKU V4 English] は 、Ver.2.0.4.1 以 降 で 対応 と な っ て 
いま す 。 2016 年 8 月 時 点 で ディ スク に 収録 され た Piapro Studio は Ver2.0.4 で す の で 
アッ プ デ ー ト を お 忘れ な く 。 ダウ ン ロ ー ド 版 は Ver.2.0.4.1 に な っ て いる の で 、 MIKU V4 
English] に も 対応 し て いま す 。 

Piapro Studio は 起動 時 に アッ プ デ ー ト の 有無 を 自動 的 に チェ ッ ク し て 知ら せ て くれ ま 
す 人 @。 新 機能 等 が 追加 され る こと も ある の で 、 アッ プ デ ー ト の 表示 が あれ ば 、 忘 れず に 
実行 し て お きま し ょ う 。 Studio One APE を 終了 する と アッ プ デ ー ト ボタ ン が 有効 に な 
り ま す 。 画面 の 指示 に 従っ て 進め て くだ さい 。 


tudio ロ ne 


piopro uge 


ECS9M 


hereeacvcrurecoce 


Vi-2acPy ガ ーN ま 9 が ゃ 


いも) リピ ホ TS 
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歌わ せ て みよ う 


本 章 で は 「 今 すぐ 初音 ミク を 歌わ せ て みた い !] と いう 方 の た め に 、 
最短 ルー ト で Piapro Studio を 使う 方 法 を 解説 し ます 。 極端 に 言 
えば 、 こ の PART 1 だ け で 歌 作り を 始め られ ます ! 


01 Studio One APE を 立ち 上 げ る 03 歌 を 入力 する 
02 Piapro Studio を 立ち 上 げ る 8 04 ファ イル の 保存 & 読 み 込 み 


| ] Studio One APE を 立ち 上 げ る 


Piapro Studio は DAW ソ フト 上 で 動作 し ます 。 そこ で 、 ま ず は 初音 ミク V4Xj に 同 柚 さ れ て いる DAW ソ フ 
ト 、Studio One 3 Artist Piapro Edition( 以 下 Studio One APE) を 起動 し て み ま し ょ う 。 


還 l 新規 ソン グ を 作成 
tudio One APE を 起動 する と 最初 に スタ ー ト ペー ジ 画 
ト 上 の 新規 ソン グ を 作成 件 を クリ ッ ク す る と 、 新規 ソン グ 画 面 が 開き ます 。 


- 呂 tuclio ロロ ne 


十 …ー… piapro uge 
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PART 1 | 歌わ せ て みよ う 


で は 楽曲 の スタ イル 、 テ ン ポ 、 折 子 な ど を 選択 で きま す が 、 と りあ え 
ず そ の まま 、「 空 の ソン グ 」@ を クリ ッ ク し て 選択 し 、OK を クリ ッ ク し ます 。 


衣 』 ソン グ 画 面 は に "コンサート 会 場 " 
次 に ソン グ 画 面 が 


本 2 ァ 2 ロ *e 7ro ぁ e? 


oo.or00 < る と ょ ュ 3 国 


ス 答 は 水平 方 向 が 時 間 軸 で 、 垂 直方 向 に は 楽器 な ど を 並べ て いき ま PP 
す (上 の 画面 は 空 の 状態 で す ) 。Piapro Studio も を の 楽器 の 中 の 1 つ で 


す 。 な お る 楽器 や 演奏 内 容 の こと を トラ ッ ク (31) と 呼び ます が 、 1 の 二 計 3 
ラッ 
左側 の エリ ア に は トラ ッ ク の 名 前 や 各種 の 設定 項目 が 表示 され ます 。 も と も と は レコ ー ダ ー( 多 


上 部 は メニ ュー や 編集 ツー ル が 用 意 き れ て いて @、 下 部 に は 再生 や 停止 Ar 


な どの ボタ ン 類 、 テ ン ポ や 拍子 の 設定 項目 、 小節 数 の 表示 エリ ア な ど が あり け 信 別 に 楽器 や 歌 を 録音 で 
きる 。 例え ば 8 トラ ッ ク で あ 


ます @。 れ ば 、 8 つの パー ト を 別々 
石 側 は ブラ ウザ ー と 呼ば れる エリ ア で 、 最初 は ホー ムペ ー ジ が 表示 され 人 滞 凍 
て いま す 。 ブラ ウザ ー は イン スト ウル メン ト 、 エ フェ クト 、 ル ー プ 、 フ ァイル 、 ク ラ (JESSE 
り 拡 張 し て 、 ソ フト ウェ ア 
ウド 、 ブー ル の 5 ペー ジ が 用 意 さ れ て いて 、 さまざま な ツー ル に アク セス 可能 の 楽器 を 只 ら す 場 合 も ト 
ラッ ク 上 に 呼び 出し て 使用 
で す 。 する 。 


な お 、 ソ ング 画面 に は 多彩 な 機能 が あり 、 メニ 
表示 で きま す (ファ ンク ショ ン ・ キ ー で も 可能 ) 。 メ ニ 
いろ いろ 開い て みて (て だ さい 。 


ュー の 表示 で 各 機 能 を ーー 
+ー 内 の 表示 を 参考 に 
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02 Piapro Studio を 立ち 上 げ る 


次 は 、Piapro Studio を VST イ ンス トゥ ル メ ント と し て 立ち 上 げ ま す 。 DAW に よっ て VST イ ンス トゥ ル メ ン 


ト の 起動 方 法 は 異な り ま す が 、 こ こ で は Studio One APE の 場合 を 紹介 し ます 。 
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MPiapro Studio は "ステ ー ジ " @ 

それ で は 、 Piapro Studio を 立ち 上 
げ て み ま し ょ う 。 ブ ラウ ザー 内 の イン ス 
トゥ ル メン ト ⑳、 も し (は ブラ ウザ ー ト 
部 の イン スト ゥ ル メ ント タブ 全 を クリ ッ 
ク し て くだ さい 。 


3 を 打 他 


次 に 、 上 部 の タブ で ペン ダー を クリ ッ ク す る と 、 Crypton と PreSonus 
と いう 2 つの フォ ル ダ が 表示 され ます 。 Crypton フ ォ ル ダ ゆ クリック する 
と 、Piapro Studio VSTi が 表示 きれ ます (41) 。 こ れ を ソン ダ 画 面 の 左 
端 の エリ ア に ドラ ッ グ 避 ド ロッ プ し ます 坦 。 


ィ 本 > Crypton 
上 Piapro studio VSTi 


PreSonus 


1 

Piapro Studio VSTi が 
球 示 され ます 

Windows 版 の Studio One 
APE で は Mutgnt VSTi も 
[Cptonl フォ ル ダ タ 内 に 表 
示さ れる 。 
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呈 昌 ノッ / ロ テ m 


ト 


ドラ ッ ク & ド ロッ プ 


する と 、 ツ ング 画面 に は Piapro Studio VSTI と いう トラ ッ ク 介 が 作成 き 
れ 、 "piapro studio" と いう ロゴ が 表示 され た 小さ な 画面 倫 と 、 大 き な 
Piapro Studio 画 面 倫 が 開き ます 。 こ の 大 き な 男 面 が 初音 ミク の 歌う “ ス 
テー ジ ”" に あたり ます 。 メ ロディ や 歌詞 を 入力 し た り 、 表情 を 付け た り と いっ 
た 編集 作業 は 、 す べ て この 画面 の 中 で 行う の で す 。 

な お 、Piapro Studio 画面 を 選ん だ 状態 で は 、 メ ニュ ー が すべ て Piapro 
Studio 用 に 置き 換わり ます ( 下 の 画 面 は Mac で Studio One を 選択 し た 
状態 。Windows 版 で は 各 ウ ィ ン ド ウ に メニ ュー が 付い て いま す ) 。 


基 還 タン < ロ テキ w 7?Po 
5 ご 


PiQPrO tudio 


回 


0z9 


トラ ッ ク を 作る 

Piapro Studio 画 面 は 、 Studio One APE と 同様 に わか りや すく レイ アウ 
ト き れ て いま す 。 

まず 、 上 部 の ツー ル バ ー 旬 に は 各種 の 編集 ツー ル や 表示 切り 准 え 用 の ス 
イッ チ な ど が 並ん で いま す 。 下部 の トラ ンス ポー トバ ー⑨ は 再生 や 停止 、 巻 
き 戻 し や 早送り の ボタ ン 類 と 小節 な ど 表示 を 行う ディ スプ レイ が 配置 きれ て 
いま す 。 

そし て 、 左端 は Studio One APE と 同様 に 、 ト ラック の 名 前 な ど を 表示 す 
る エリ ア で す @。 そ の 上 部 に ボ タン @ が あり ます 。 こ こ を クリ ッ ク し て み 
まし ょ う (shift+command+N Shift+Ctr+N) 。 


する と 、MIKU_V4X_Original_EVEC と いう トラ ッ ク が 作成 され ます 介 。 
が 準備 万 端 で “ステ ー ジ ” に 立っ て いる 状態 で す 。 


eee Plspro Studio・ 
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歌手 を 選ぶ 

で は 、 ト ラッ ク に 表示 され た 初音 ミク の 歌手 テア イコ ン 介 を クリ ッ ク し て み ま 
し ょ う 。 歌手 リス ト 画 面 伯 が 開き 、 ボ イス の 異な る 初音 ミク が 表示 され ます 。 
『 初 音 ミク V4X ベン ドル 』 の 場合 は 英語 で 歌う MIKU_V4 English る 表示 
され ます 。 その 他 の ボー カロ イド を イン スト ー ル し て いる 場合 も 、 こ こ に 表示 


きれ ます 。Piapro Studio で は ボー カロ イド の キャ ラク ター は 誤 手 た 呼ば れ 
て いま す が 、 こ の 画面 で は ダブ ルク リッ ク で 歌手 を 選択 し ます ( 各 歌 手 に つ 
いて は P121 を 参照 ) 。 


リー ジョ ン を 作ろ う 
いよ いよ メロ ディ を 入力 し ます が 、 を の 前 に リー ジョ ン (2) を 作成 する 必 
ほ が で 鉛筆 ツー ル @ (V) を 選択 し 、 


ョ ン 
9 ョ ン は 他 の DAW で 
ッ ク 上 で クリ も 一 般 的 に 使わ れる が 、 果 


ッ ク し て か ら 右 方 向 に ドラ ッ グ する と “陣取り ” の よう に 緑 の オ ビ の よう な も 名 が 異な る 坦 合 が ある 。 
_ Sludio Ong で は “イベ ンド 
の が 描か れ ま す 。 こ れ が リー ジョ ン @ で す 。 と 呼 き 。 
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メロ ディ は この リー ジョ ン の 中 に 打ち 込ん で いき ます 。 な ぜ わ ざわ ぎ リ ー 
ジョ ン を 作る の か と いう と 、 そ の 方 が 編集 作業 の 際 に 便利 だ か ら で す 。 

例え ば 、 あ る メロ ディ を コピ ー し た いと き は 、 リ ー ジ ョ ン ご と コピ ー す れ ば 
メロ ディ を 選択 する 手間 が 狂 け ま す 。 ま た 、 メ ロディ の 位置 を ずら し た り 、 ほ 
か の トラ ッ ク へ も リー ジョ ン ご と 移動 し た り 、 コ ビー し た り で きま す 。 ナ イフ ツ 
ー ル @ (K) で 分 割 も 可能 で す 。 リ ー ジ ョ ン は 歌 を 小分け に 入れ て お ける 箱 
の よう な も の と 考え ん れ ば よい で し ょ う 。 


スナ ッ プ を 活用 し よう 

リー ジョ ン を 作っ て みる と 、 ト ラッ ク 上 の 縦 線 の 位置 か ら 始ま り 、 長き も 縦 
線 の 位置 まで の 範囲 に た っ て いる こと に 気づく と 思い ます 。 一 見 、 終 線 が 無 
いと ころ に リー ジョ ン が で き て いる よう に 見 える 場合 も あり ます が ……。 


実は 画面 の 下部 に ある ズー ム ・ ス ライ ダー (1) で 拡大 する と 縦 線 が ある こ 
と が わか る で し ょ う 。 


拡大 表示 する と 線 が 表示 され る 
この 線 を グリ ッ ド と 呼び ます 。 グ リッ ド は 小節 や 4 分 音符 、8 分 音符 な どの 
単位 で 示さ きれ て いて 、 拡大 率 に 応じ て 、 より 細か い 単 位 の グリッ ド が 表示 さ 
れる 仕組 み で す 。 


き 1 
ズー ム - ス ライ ダー 


画面 有 下 に あり 、 ト ラッ ク 
の 欄 方 向 を 拡大 (G) 和 小 
(H 可 能 な スラ イダ ー。 


この グリ ッ ド に リー ジョ ン が くっ つい て いる (吸着 と 呼び ます ) の は 、 ス ナ 
ッ プ 介 (Q) が オン に な っ て いる か ら で す (クリッ ク し て オン オフ を 切り 替 
えま す ) 。 ス ナッ プ と は 、 リ ー ジ ョ ン や 音符 を グリ ッ ド に 吸着 きせ る 機能 の こ 
と で す 。 ま た 、 ど の グリ ッ ド の 単位 た 吸着 きせ る か は 、 ス ナッ プ 値 @ を クリ ッ 
ク し て 開く プルダウン ・ メ ニュ ー で 設定 で きま す 。 こ こ に は 分 数 の よう な 数 
示さ れ て いま す が 、 こ れ ら は 音符 の 種類 ( 音 価 ) を 表し て いま す 。 各 
数 字 の 意味 は 以下 の 通り で す 。 

171 全音 符 (1 小節) 
172 = 2 分 音符 

174 = 4 分 音符 

178 = 8 分 音符 

1716 = 16 分 音符 

1732 = 32 分 音符 

1764 = 64 分 音符 

また 、⑨ を クリ ッ ク し て オン に する と 各 音 符 の 3 連 符 の 単位 に な り ま す 。 


例え ば 178 を 選べ ば 、 リージョン は 鉛筆 ツー ル を クリ ッ ク し た 地点 か ら 最 も 
近い 1/8 の グリ ッ ド に 吸着 し 、 長き は 8 分 音符 単位 で 調 館 で きま す 。 

リー ジョ ン を いっ た ん 作成 し た 後 で 、 左端 や 右端 に カー ソル を 当て る と 左 
に 矢印 が 付い た 形 に 変化 し て 旬 、 リ ー ジ ョ ン を 伸縮 で きま す が 、 そ の 単 
位 も スナ ッ プ 値 に な り ます 。 

も し 、 グ リッ ド を 無視 し た い 場 合 は 、 ス ナッ プ を クリ ッ ク し て オフ に し ます 。 
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W3 ビア ノロ ー ル 画面 を 表示 する 
リー ジョ ン を ダダ ブル クリック し て みて 《 だ さい 。 す る と 、 リ ー シ 


鍵盤 が 音程 を 表し て いて 、 上 に 行く ほど 音程 が 高く な り ま す 。 試 し に 鍵 般 
を クリ ッ ク し て みて くだ きい 。 す る と 「 ラ ー」 と いう 初音 ミク の 声 が 聴こえ る 
で し ょ う 。 こ こ で 音程 を 確か め る こと も で きる の で す 。 

水平 方 向 は 時 間 軸 で 、 こ こ に も グリ ッ ド が 表示 きれ て いま す 。 こ の グリ ッ 
ド の 線 に 沿っ て 音符 を 置い て いけ ば 、 リ ズム が お か し く て なら ず に 済む と いう 
わけ で す 。 も ちろ ん 、 ス ナッ プ を オフ に すれ ば 音符 は グリ ッ ド に 吸着 せ ず 、 
自由 な タイ ミン グ で 配置 する こと も 可能 で す 。 

また 、 リー ジョ ン も 湾 く 表示 され て いて 、 こ の 男 面 で リー ジョ ン の 長 さ を 変 
更 す る こと も 可能 で す 。 左側 に は ボタ ン や スラ イダ ー が いろ いろ 並ん で いま 
す が 、 これ ら は 後に 詳し く 説明 し まし ょ う 。 

な お 、 ピ アノ ロー ル 購 面 を ダブ ルク リッ ク す る と 、 ト ラッ ク の 表示 画面 に 戻 
り ま す 。 


2 
ヒア ノロ ー ル 

DAW ソ フト の MIDI 打 ち 込 
み 用 画面 で も 採用 され て い 
る 形式 。 紺 が 音 竹 で 、 横 が 
時間 替 と な っ て いる 。 も と 
も と は 機 和 正和 注 奏 ビ 
アノ で 使用 され る 、 流 奏 情 
幸 を 記し た 区 の こと を ピア 
ノロ ー ル と 呼ん だ こと に 由 
来 する 。 
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(3 | 歌 を 入力 する 


お 待た せ し ま し た 。 いよ いよ 初音 ミク に "発声 練習 * し て も らい まし ょ う 。 メロ ディ や 歌詞 は と りあ え ず 適当 
で よい と 思い ます 。 どん な 感じ で 歌う の か 、 い ろ い ろ 試 し て みて くだ さい 。 


ノー ト を 入力 し て みよ う 

まず P51 で リー ジョ ン を 作成 し た と き と 同 じ よ うに 、 鉛筆 ツ ー ル を 選択 し ま 
す 。 を そし て 、 ピ アノ ロー ル 画 面 の 適当 な 場所 で クタ リック し 、 そ の まま 右 ヘ ドラ 
ッ グ し た 後に ドロ ッ プ し て 《 だ さい 。 す る と 、「 ら 一 」 と いう 声 と と る に 、 横 長 
5 収め られ ます 。 


の 箱 が 作ら れ 、「 ら [4 a]」 と いう 見 慣れ ぬ 表 示 か 


この 逢 が Piapro Studio で の 音符 で 、「 ら [4 a] 」 が 歌詞 で す 。 ま た 音符 
の こと を DAW ソ フト な ど で は 一 般 的 に ノー ト と 呼ぶ の で 、 以 降 は ノー ト と 記 
し ます 。 
フート も スナ ッ プ (P52 参 照 ) を 活用 で きる の で 、 正確 な タイ ミン グ で 入力 生生 計 
で きま す 。 ま た 入力 時 に ドラ ッ グ する 長き で ノー ト の 長 さ を 設定 で きる ほか 、 
入力 後に ノー ト の 右端 や 左端 に カー ツル を 当て れ ば 左右 矢印 に 交 化 し 、 伸 二 
ば し た り 、 縮め た り で きま す 倫 。 そ の 際 も スナ ッ プ 値 で グリ ッ ド に 吸着 し ま 
す 。 を の ほか 、 ノ ー ト 上 に カー ツル を 置く と 、 矢 印 (選択 ツー ル ) に 変化 し 
て 、 ド ラッ グ で 上 下 左右 に 移動 で きま す 。 
な お 、 リ ー ジ ョ ン か ら 外 れ た 位置 に ノー ト を 入力 し よう と する と 、 最 初 に リー 
ジョ ン が され 、 そ の 後 で ノー ト の 入力 が 可能 に な り ま す 。 つ まり 、 ピ アノ 
ロー ル 画 面 で も リー ジョ ン の 作成 は 可能 と いう わけ で す 。 
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歌詞 を 入力 し て みよ う 
次 に ノー ト を ダブ ルク リッ ク し て み ま し ょ う 。 す る と 、 歌詞 を 入力 する た め 
の 画面 が 開き ます 。 


上 段 倫 に 発音 させ た 


葉 を ひら が な 、 カ タカ ナ も し く は ロー マ 字 で 入力 
し ます 。 ま た 、 幾 つか の 入れ て OK を クリ ッ ク す る と 、 各 ノ ー ト に 
言葉 が 自動 的 に 割り 当て られ ます 。 詳し い 解 説 は P82 で 行い ます の で 、 今 
は 適当 に 入力 し て みて くだ さい 。 

下段 人 @ は 発 ( 将 素 記号 ) を 入力 する 欄 で す が 、 上段 に 言葉 を 入れ 
れ ば 自動 的 に 音 も 入力 され ます 。 特 殊 な ケー ス で の み 使 用 する 欄 で 
) 。 な お 、「 に ゃ 」 や 「 ぎ ょ 」 な どの 拓 音 を 除き 、1 
つの ノー ト に つき 1 文字 の 入力 が 原則 で す (&) 。 


再生 し て みよ う 

擬 つ か の 音符 と 歌詞 を 適当 に 入力 し て みて くだ さい 。 音符 の タイ ミン グ が 
重なっ た 部 分 は 色 が 変わ っ た りす る か も し れ ま せん が 、 これ は 後ほど 癌 明 し 
ます 。 今 は 気 に せ ず 、 どん どん 入力 し て くだ さい 。 

一 通り 入力 で きた ら 56 再生 し て み ま し ょ う 。Piapro Studio 画面 下部 の 再生 
ボタ ン 答 (Space も し く は enter) を クリ ッ ク す る と 再生 され て 、 初 5 
歌 い 出 し ます 。 停止 ボタ ン 信 (Space も し (は enter) で 停止 で す 。 こ の と 
き 再 生き れる の は Piapro Studio の み で す (ショ ー ト カッ ト を 使う と き は 
Piapro Studio が 選択 きれ て いる こと を 確認 し て て ください) 。 

再生 位置 は 赤い 縦 線 の 再生 パー| きれ て いま す 。 巻き 戻し 人 ⑲ や 早 送 
り ボタ ン (*2) で は 1 小節 ずつ 移動 、 曲 の 最初 に 戻る 人 (テン キー[0]) 
タン で は 1 小節 目 に ジャ ンプ する こと も 可能 で す 。 ま た 、 小節 数 が 表示 され 
て いる メジ ャ ー パ バー 紛 を クリ ッ ク し て 再生 バー を 移動 させ せる こと も で きま す 。 


き 1 
1 つの ノー ト に つき 

1 文字 の 入力 が 原則 
[MIKU_V4_Enelishl の よ 
うな 英語 大 は 1 ノー ト に つ 
き 1 音節 と な る 。 


4 
巻き 戻し や 早送り ポ ボタン 
Windows 版 で は ショ ー ト 
カッ ト で も 可能 。 巻き 戻し 
は Alt+ テ ン キ ー[0]、 早 送 
り は Alt+ テ ン キー[] 
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ルー プ 再 生 も 可能 
任意 の 区 間 を ルー プ 再 生 す る こと も 可能 で す 。 ツ ー ル バー で 時 間 範 囲 選 

択 ツ ー ル 倫 (R) を 選び 、 ビ アノ ロー ル 上 部 の 小節 数 が 表示 され て いる 部 分 

(メジ ャ ー パ ー) を ドラ ッ グ する と ルー プ 開 始点 人 @ と ルー プ 終 了 点 人 ⑳ が 設定 さき 

れ 、 ト ラン スポ ー ト の ルー プ 再 生 ボ タン @ が 自動 的 に オン (な *3) に な り ま す 。 に 

た だ し 、 再生 前 に 丁 生 バー を ルー プ 終 了 点 より 前 設定 し て お きま し ょ う 。 の 
また カー ツル は 、 メジ ャ ー バ パー 上 に 語 い て command キ ー ン Ctrl キー を 0 

押す と 時 間 範 明 選 択 ツ ー ル に 変化 する の で 、 ドラ ッ グ し て ルー プ 範 囲 を 設定 

する こと も 可能 で す 。 ーー 
な お 、 オ ー ト スク ロー ル ボ タン 人 (shift+A) を クリ ッ ク し て オン に する と 、 

再生 バー の 位置 に 応じ て 画面 が スタ ロー ル し ます 。 計 寺 
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Studio One 全体 で 再生 する 
「3-4」 まで は Piapro Studio の み が 再 生き れ て いる 状態 で す 。 も し 、 
Studio One APE 全 体 で 再生 し た いと き は 、 ツ ング 画面 を クリ ッ ク し て 、 
Studio One APE の 再生 ボタ ン 細 を クリ ッ ク す る か 、space を 押し ます 。 
再び 、 Piapro Studio に 戻り たい とき は Piapro Studio 両 面 を 直接 クリ ッ 


ク す る か 、 全 の 画面 の ロゴ 部 分 を クリ ッ ク し ます 。 


PiQP7O rtudio 
H 


pl@ CZ 


ノー ト を 入力 する と き の ル ー ル 

ここ まで が 、 Piapro Studio の 超 基 本 的 な 使い 方 で す 。 よ り 詳 し い 機能 は 
後述 し ます が 、 先 に 覚え て お いた ほう が よい ルー ル を 紹介 し て お きま し ょ う 。 
[ ルー ル 1 : ノー ト が 重なる と 発音 し な い ] 

2 つ 以 上 の ノー ト が 完全 に 同じ タイ ミン グ で 重なっ て いる 部 分 は いずれ か 
1 つ し か 発音 きれ ませ ん 。 発 音 し な い ノ ー ト は ダグ レー アウ ト し た 状態 で 
され ます 介 。 一 部 分 だ け 重 ねっ て いる 場合 は 重なっ て いな い 部 分 だ けが 発 
音 き れ ま す 人 @。 


Ei 画 。 | 


四半 に ちら の ノー ト に 移 吉 し な い 
上 半 こ の 分 は 発 千 し な い | 


は hod | ts MI 


つま り 、1 つ の トラ ッ ク で は ノー ト は 同時 に 1 つ し か 発音 され な い の で す 
(P78「2-3」 参照 ) 。 こ れ は 人 間 が 一 度 に 2 つの 音程 を 歌う こと が で き な い 
こと と 同じ で す 。 そ の た め 、 重 な っ た 音 は 自動 的 に 重なっ て いな いと ころ 、 
ある い は 後 か ら 入力 し た り 、 移 動 し た 音 だ けが 発音 され る よう に な っ て いる 
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の で す 。 
で は 、 ハー モニ ー ( さ ) が 』 


要 な と き は どう する か と いう と 、 上 ボタ ン き で 4 
ハー モー ニー 

いわ ゆる コー ラス の こと 。 
英語 で "コー ラス "と いえ ば 
曲 の 情 成 で "サビ "を 示す こ 
と が ある の で 、 プ ロ の 現場 
で は ハー] も し く は " ハ 
新規 トラ ッ ク モリ "と 呼ぶ こと が 家 い 。 


PiQOrO tuoio oy va 


トラ ッ ク を 削除 (D) 

区 手 を 選択 … 
歌手 アイ コン を 追加 ,。 
数 手 アイ コン を 変更 . 

責 手 アイ コン を デ 
ミュ ー ト ノ ソ ロ 

オー トメ ーション トラ ッ ク 
トラ ッ ク レ イヤ ー 

トラ ッ ク の 書き 出し 


[ ルー ル 2 : プ リセ ンド エリ ア で は 正しく 発音 し な い ] 
トラ ッ ク を 見 る と 先頭 に 色 の 渡 い 部 分 が あり ます 介 。 こ こ は プ リセ ンド エリ 
ア (As) と 呼ば れる 部 分 で 、 


ドー カロ イド が 歌唱 合成 を 行う た め に 必要 な 時 冶 5 


間 を 確保 し て いる こと を 表し て いま す 。 プ リセ ンド エリ アテ に 音符 は 科 け ます 2 
が 、 正しく 発音 きれ な い 場 合 が ある の で 、 音符 の 入力 は 以降 の 部 分 で 行っ | 
て (だ きい 。 く (Windows は 設定 > Pia 


pro Studio の 設定 )。 左側 
で 詳細 を 眉 び 、 さ ら に VOC 
ALOID タブ を 選ぶ と 、 プ リ 
ド タ イム 拉 で プリ セン 
ド エ リア の 長き を 設定 で き 
る 。 も し 、 正 し く 発音 され 
な いと いっ た 古 杖 が 生じ た = 
ら 、 プ リセ ンド タイ ム を 長 
め に し て みる と よい だ ろう 。 
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便利 な ショ ー ト カッ ト 

ここ まで に 組 介 し た 機能 に は 、 シ ョ ー ト カッ ト が 割り 当て られ て いる も の も 
あり ます 。 既に 文中 で も 紹介 し て いる も の の ほか に 覚え て お く と 便利 な も の 
を 3 つ 拳 げ て お きま し ょ う 。 
人 画面 の 横 方 向 ス クロ ー ル : キー ボー ド の カー ソル ・ キ ー (ンー) 
候 選択 ツー ル :1 
爺 ア ンド ゥ : command+ZCtr+Z 


“ベタ 打ち "で も か な り い ける ! 

わせ て みて 、 ど う 感 じ ま し た か ? 初音 ミタ は 、 あ な た が 思っ て 
いた より も ずっ と 簡単 に 、 滑ら か に 歌っ て て れ た の で は な いで し ょ うか ? 細 
か い 調 声 G&e) を 一 切 行なわ ず に 、 た だ 入力 し た だ け の 状態 の こと を 一 般 
に ペ べ タ 打ち と 呼び ます が 、 ベ タ 打 ち で あっ て も ボー カロ イド は 十分 な 歌唱 力 
を 発揮 し て て れる こと を 体感 し て いた だ けた と 思い ます 。 

し か し 、 曲 を 作り 始め る と 、 も っ と 清らか に 、 も っ と 強く 、 も っ と ハッ キリ と 、 
も っ と 優し いな ど 、 い ろ い ろ な “ 欲 ” が 出 て て る も の で す 。 本書 で は 、 を うし 
た ニー ズ に も お 応え で きる さま ざま な テク ニック を 紹介 し て いき ます 。 そ の 
前 に 、 次項 で は 大 切な デー タ の 保存 方 法 に つい て 解説 し て お きま し ょ う 。 


ボー カロ イド の 歌 を 作っ て 、 
組 か く 表情 を 付け て いっ た 
りす る 作業 全般 の こと を 吾 
声 と 呼ぶ 。 


(4 | ファ イル の 保存 & 読 み 込み 
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一 通り 、 い ろ い ろ な 歌詞 や メロ ディ で “発声 練習 "を 試し て みた ら 、 せ っ か く 作っ た ファ イル は 保存 し て お きま し ょ 


う 。 と いう わけ で 、 こ と こ で は ファ イル の 保存 と 読み 込み に つい て 紹介 し ます 。 


Piapro Studio 独自 の ppsf ファ イル 

Piapro Studio の デー タ の 保存 方 法 に は 2 種類 あり ます 。1 つ は Studio 
One 独自 の 「Studio One ソン グ 」 形式 で 拡張 子 は 「.song」 で す 。 こ れ 
は Piapro Studio の デー タ を 含む Studio One 全体 の デー タ を 保存 で きま す 。 
これ に つい て は P227 で 紹介 し ます 。 

も る う 1 つ は Piapro Studio 独 自 の 形式 「Piapro Studio ソン グフ ァイル 」 で 
拡張 子 は 「.ppsf」 で す (以降 、ppsf ファ イル と 呼び ます ) 。 ま ず は こち ら の 
形式 の 保存 方 法 を 紹介 し まし ょ う 。 

Piapro Studio の メニ ュー で ファ イル > 書き 出し > Piapro Studio ソン グ 
ファ イル .… 鈴 を 選択 し ます 。 保存 画面 が 開く の で 、 名 前 を 付け て 、 わか りや 
すい 場所 を 選び 、 保 存 倫 を クリ ッ ク し て 保存 し まし ょ う 。「Studio One ツン 
グ 」 を 保存 済み の 場合 は 同じ フォ ル ダ に 保存 する と よい で し ょ う 。 


ウィ ンド ウ を 周 じ る 部 W 


Seecta rie 
名 前 : | MKU_Rong_01ppsf _ 誠に 
タグ : 

場所 : | 功 PPSF フ ァイル 


キャ ン セ ル 


0et 
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保存 し た ファ イル を 読み 込む と き は 、 Fiapro Studio の メニ ュー で ファ イル 
> 読み 込み > Piapro Studio ソン グフ ァイル .… @⑳ (command+O ン Ctr+ 
O) を 選択 し ます 。 す る と 、Select a File 画 面 が 開く の で 、 目的 の ppsf フ 
ァイル を 選択 し て 、 開 く @ を クリ ッ ク す れ ば デー タ が 読み 込ま れ ます (1) 。 


旬 PiaproStudio 民 朋 守 因 細 作 トラ ッ ク リー ジョ ン ノー ト 表示 再生 ヘル プ 
oe @ 新旧 ssN | papro Studio・ 


Secctafie 


キャ ン セ ル 


な お 、Piapro Studio 上 に 


ッ ク が ある 場合 は ダイ アロ グ が 表示 され ま 
す 。 Yes ⑮ を クリ ッ ク す る と 、 上 書き され て し まう の で 注意 し まし ょ う 。 上 書 
き し て も 問題 な い 場合 や 、 空 の Piapro Studio 上 に 読み 込む 場合 は Yes を 
クリ ッ ク し ます 。 


| 4 Piapro Studio 


Piapro Studio ソン グフ ァイル を 計 み 込む 場合 は 
現在 の ソン グ デー タ が 上 玄 き され ます 。 

(この 近作 は 元 i に 戻せ ませ ん ) 
よる しい です か? 


No 


き 1 

デー タ が 読み 込ま れ ます 
ppSf フ ァイル は Piapro Stu 
dio 上 へ 直接 ド & ド 
ロッ プ し て 読み 込む こと も 
で きる 。 


ppSf ファ イル の 活用 方 法 

作っ た 曲 を 保存 する だ け な ら 、Studio One APE の 「Studio One ソン 
グ 」 形式 で 二分 で す 。 し か し 、 同 じ 曲 で も 初音 ミク の 歌 だ け 別 バー ジョ ン を 
残し て お きた いと か 、 途 中 まで Studio One APE で 作成 し た 続き を 別 の 
DAW ソフ ト 上 の Piapro Studio に 読み 込ん で 作業 し た いと いっ た 場合 は 、 
Piapro Studio 単独 の デー タ を 保存 で きる と 便利 で す 。 を の た め に Piapro 
Studio は 独自 の ファ イル 保存 形式 で ある ppsf フ ァイル を 持っ て いる の で す 。 

つま り 、ppsf ファ イル を 活用 する と 、 Piapro Studio を 持っ て いる ほか の 
人 と 歌 の デー タ を 交換 で きる よう に な る わけ で す 。 調 声 だ け を ほか の 人 に 
頼む な と か 、 あ る い は その 逆 も 可能 で す 。 場合 に よっ て は 海外 の 人 と コラ ボ 
レー ショ ン で きる か も し れ ま せん ね 1! 


その 他 の ファ イル 形式 

Piapro Studio は ppsf ファ イル 以外 の デー タ 書 き 出し 読み 込み が 可能 
で す 。 以下 で 紹介 し て み ま し ょ う 
[ 読み 込み ] 


革 Papro studio 


較 電信 トラ ッ ク リー ジョ ン ノー ト 表示 再生 ヘル プ 


eee XN | ppro smdio 
piapro uoio 計 め 深 の し ispro Studio ソ ング ファ イル.。 86O 
ーー VOCALOID シー ケン ス フ ァイル .。 人 剖 
+ La-P | Mpi ラ ァ ィ ル .] 

ウィ ンド ウ を 閉じ る 8W| 揚 了 と テン ポ 。] 


⑲ VOCALOID シー ケン ス フ ァイル .… (shift+command+1 ン Shift+Ctrl 
+l) : VSQX フ ァイル と VSGQ ファ イル (2) 、 VOCALOID midi フ ァイル ( 初 


代 VOCALOID の ファ イル ) を 読み 込め ます (ドラ ッ グ & ド ロッ プ も 可能 ) 。 

@ MIDI フ ァイル …: MIDI フ ァイル (<3) を 読み 込め ます 。MIDI に つい て 
は P184 で 説明 し ます が 、 これ は 簡単 に 言え を ば ソフ トウ ェ ア の 楽器 (ソフ ト ・ 
ン セ 等 ) や 電子 楽器 を 鳴ら す た め の 流 奏 情報 を 記 銚 し た ファ イル で す 。 主 
に DAW で 書き 出し ます 。DAW 上 で メロ ディ を MIDI で 打ち 込ん だ 場合 
は 、MIDI フ ァイル を 書き 出し 、 そ れ を Piapro Studio に 読み 込ん で 、 歌詞 
を 入力 し て いて と よい で し ょ う 。 

拍子 と テン ポ : MIDI フ ァイル VSQX フ ァイル VSQ ファ イル か ら 、 拍 
子 と テン ポ の 情報 だ け を 読み 込め ます 。Piapro Studio は 基本 的 に DAW 
定 し た テン ポ に 従い ます 。 し か し 、 DAW 上 で 曲 途中 の 拍子 変更 や テ 
ン ポ 変更 の 設定 を 行っ た 場合 、 Piapro Studio の み を 再生 する と 、 そ の 情報 
は 反映 きれ ませ ん 。 を そこ で DAW か ら 通 常 の 方 法 で MIDI フ ァイル を 書き 出 
し 、 この メニ ュー で 読み 込む と 、 拍子 と テン ポ の み を Piapro Studio 上 に 友 
映す る こと が で きま す 。 そ し て DAW 側 で 再生 を 行う と きも 、 Piapro Studio 
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KO HiNr | 


VOCALOID シー ケン ス フ ァ 
イル と MDI フ ァイル を 読 
み 込 ん だ 場合 は 、 拍 子 と テ 
ン ボ の 情報 も 友紀 さ れ ます 。 
DAW の 反 子 プ テ ン ポ と 同 
其 さ せ た い 場合 は 注意 し て 
くだ さい 


rd 

VSQX フ ァイル と 
VSQ フ ァイル 

VSQX は YAMAHA の ポー 
カル エディ ター、VOCALOI 
D3 Ediior VOCALOID 4 
Editoy の ファ イル 形式 (Pia 
pro Siudio の ppsf フ ァイル 
に あたる )。 VS は VOCAL 
OID2 Editor の ファ イル 形 
式 。 これ ら の ボー カル エディ 
ター の ユー ザー と も ファ イ 
ル を や り 取り で きる 。 


な 3 

MIDI フ ァイル 

SMF (Siandard MIDI File) 
と も 呼ば れる 。 フォー マッ 
ト 0 と フォ ー マ ッ ト 1 の 2 本 
類 が あり 、Plapro Studio で 
は どちら も 読み 込み 可能 。 
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が 正確 に 同期 し て 《 れ ます 。 


[ 書き 出し ] 


編集 トラ ッ ク リー ジョ ン ノー ト 表示 再生 ヘル プ 


Piapro Studio ソン グフ ァイル 。 


オー ディ オフ ァイル 
VocALolp3 シー 


| 


Piapro Studio の メニ ュー、 ファ イル > 書き 出し に は 「Piapro Studio ツ ン 
ダフ ァイル 」 の ほか に 、 以 下 の 5 種類 が 用 就き まれ て いま す 。 
オー ディ オフ ァイル .… (shift+command+E ノ Shift+CtrI+E) : リー ジョ 
ン を 選択 する と アク ティ ブ (有効 ) に な り ま す 。 選択 し た リー ジョ ン を WAV 
形式 (&4) の オー ディ オ ・ フ ァイル と し て 書き 出せ ます 。 リ ー ジ ョ ン を control 
クリ ッ ク 右 クリ ッ ク し て 、 リ ー ジ ョ ン の 書き 出し .… (option+command+E 
Ctrl+Alt+E) を 選択 し て も 同様 で す 。 複数 リー ジョ ン を 選択 し て いる 場 
合 は 最後 に 選ん だ リー ジョ ン が 書き 出さ れ ます 。 


リー ジョ ン を ミュ ー ト で 癌 M 
リー ジョ ン を レン ダリ ング て SR 


て SE 


VOCALOID3 シ ー ケ ンス ・ フ ァイル .… : VSQX ファ イル を 書き 出し ます 。 
VOCALOID3 Editor プ VOCALOID Editor for Cubase の ユー ザー へ デ 
ー タ を 渡し た いと き に 使用 し ます (VOCALOID4 Editor VOCALOID4 
Editor for Cubase で も 使用 で きま す ) 。 

⑥ VOCALOID4 シ ー ケ ンス ・ フ ァイル … : VSQX フ ァイル を 書き 出し ます 。 
VOCALOTD4 Editor プ VOCALOID4 Editor for Cubase の ユー ザー へ デ 
ー タ を 渡し た いと き に 使用 し ます 。 

MIDI フ ァイル .… : MIDI フ ァイル (SMF) を 香 き 出し ます 。 
拍子 と テン ボ .…: 拍子 と テン ポ の 情報 だ け を MIDI フ ァイル と し て 書き 出 
し ます 。 


2 

WAV 形式 

オー ディ オ ・ フ ァイル に は 擬 
つか の 始 が ある 。 WAV は 
音楽 制作 で 標準 的 に 使わ れ 
て いる 非 圧 引 の 彩 式 。 


Piapro Studio の 使い 方 


Piapro Studio は 、 シ ンプ ブル な 見 た 目 と は 裏腹 に と て も 高度 な 機能 
を 備え て いま す 。 本 章 で は あら た め て 、 そ れ ら の 機能 を 紹介 し て いき 
ます 。“E.V E.C.” に つい て は PART 3 を ご 覧 くだ さい 。 


画面 構成 と 基本 機能 ピッ チ ペ ンド (PIT/PBS) 

ノー ト の 入力 ピ ブ ラー ト を か ける 

歌詞 の 入力 ビッチ レン ダリ ング で 音程 変化 を 可視 化 
調 声 の 基本 音程 の コン トド ロール 

ベロ シテ ィ (VEL) ピッ チ ス ナッ プ モ ー ド (Fitch Snap Mode) 
ダイ ナミ クス (pyN) グロ ウル (Growi) 


プレ シネ ス (BRE) いろ いろ な "ミク "を 選ぶ 

ブラ イト ネス (BRI) 歌唱 スタ イル で キャ ラ 設 定 

ウリ ア ネ ズ WGHE) Pi01 クロ スシ ン セ シス (Cross Synthess) 
オー ニン グ (OPB) 4 歌手 リス ト 画 面 で の 設定 

ジェ ンダ ニンフ ァ クタ ー(GEN) 3 音素 記号 で 歌わ せる 

ボル タメ ント タイ ミン グ (POPR) 


(| ] | 画 還 構成 と 基本 機能 


Piapro Studio の 画面 に は 幾つ か の セク ショ ン が あり ます 。 まず は 下 の 画 面 で 各 セ クシ ョ ン の 名 前 を 示し ま 
す の で 、 こ れ を 参考 に 以下 の 解説 を 読み 進め て くだ さい 。 


pee 


四 晶 各 セ クシ ョ ン に つい て 

Piapro Studio の 画面 は 大 き 《 分 け て 以下 の 5 セク ショ ン で 構成 され て い 
ます 。 メ ニュ ー の 項目 は 、 そ の 他 の 固 面 上 の タール 類 と 重複 し て いる 部 分 も 
ある の で 、 必要 に 応じ て 紹介 する と し て 、 を の 他 の セク ショ ン を 以降 で 解説 
し て いき まし ょ う 。 
ゆ メ ニュ ー 
@ ツ ー ル バー 
人 メジャー パー 
トラ ッ ク プ ビア ノロ ー ル 
トラ ンス ポー トバ パー 
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ツー ル バ ー 
画面 上 部 の ツー ル バ ー に は 入力 編集 に 使う 機能 が まとめ られ て いま す 。 


の 0@6 @99 の @6@ の 9 @⑥ @9 0@ 


人 選択 ツー ル (1) : リー ジョ ン や ノー ト を 選択 し ます 。 

@ 時 間 節 囲 選択 ツー ル (2 また は ) : 横 に ドラ ッ グ する と 黄色 
の 枠 ⑨ が 表示 され 、 同 じ 時 間 上 の ノー ト や リー ジョ ン 、 オ ー ト メ 
ーション (P86 参 照 ) を 選択 で きま す 。 ま た メジ ャ ー バ ー 上 で は 
ルー プ 範 時 を 設定 し ます 。 

鉛筆 ツー ル (4 また は V) : ノー ト や リー ジョ ン 、 オ ー ト メー ショ 
ン を 入力 し ます 。 選 択 ツ ー ル の 状態 で 、option Ctrl を 押し て 
いる 間 も 鉛 筆 ツ ー ル に 変更 で きま す 。 

@ 直 線 ツー ル (5 また は L) : オー トメ ーション トラ ッ ク で 直線 を 
入力 し ます (P91 参 照 ) 。 

曲線 ツー ル (6 また は C) : オー トメ ーション トラ ッ ク で 曲線 を 入力 し ます 。 
@ 消 し ゴム ツー ル (7 また は EE) : ノー ト や リー ジョ ン 、 オ ー ト メー ショ ン デ ー 
タ を 削除 し ます 。 


ン や 音符 カッ ト し ます 。 

⑳ ミ ュー ト ツ ー ル (0) : ノー ト や リー ジョ ン を ミュ ー ト し ます 。 リージ ョ ン は 
option+command+M Ctrl+AIt+M で も ミュ ー ト で きま す 。 
スナ ッ プ (Q) : スナ ッ プ 機能 (グリ ッ ド へ の 吸着 ) を オン プ オ フ し ます 。 


ッ プ 値 : クリ ッ ク し て ニュー か ら ス ナッ ーー 学 学 還 
⑩ ス ナッ プ 値 : リック し て 開く メニ ュー か ら ス ナッ プ か 
値 ⑥ を 避 べ ます (*1) 。11 は 全音 符 、 2 は 2 分 音 0 1 カー ソル を スナ ッ プ 値 上 
筆 、1M4 は 4 分 音符 と いう 具合 に 、 分 生 の 数 字 が 音符 2 PE 
の 長き を 表し て いま す 。 178(④ 2 
⑩3 較 符 : スナ ッ プ 値 を 3 連 符 に 設定 し ます 。 AG5) 画 四 が スタ ロー ル し ます 
32(6) command プ Alt を 押し な 
オー トス クロ ー ル (shift+A) : オン に する と 再生 時 が ら オ ー ト スク ロー ルポ 人 
に 画面 が スク ロー ル し ます (A2) 。 3 
⑯ Piapro Studio の 設定 (command+, ン C+。) :Piapro Studio 全 般 | 
の 設定 を 行う Piapro Studio の 設定 央 面 (*3) が 開き ます 。 Piepro Siudlo の 間 
ゆめ タイ ム ス ト レッ チ ツ ー ル : 本 書 執筆 時 点 で は 機能 し て いま せん 。 今後 の バ Mac 版 で は メニ ュー の Pia 
ジョ ン テ アッ プ で 有効 に な る 予定 で す 。 PPE ーー 
⑮ の り ツ ー ル : 本 書 雪 筆 時 点 で は 機能 し て いま せん 。 今後 の バー ジョ ン アッ の 役 定 > Plapro Studlo の 
Ai 和 設定 -- か ら も 開く こと が で 
プ で 有効 に な る 予定 で す 。 きる 。 
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peg 


メジ ャ ー パ ー& 拍 子 デ テン ボ ト ラ ッ ク 
ー バ パー⑩ は 小節 番号 や 拍 の 表示 エリ ア で す 。 こ こ を クリ ッ ク し て 再 
生 バー@ を 移動 で きま す 。 再 生 バ パー は 再生 開始 位置 や ペー スト 位置 を 設定 
する と き に 使用 し ます (P69 「1-5」 る 参照 ) 。 

また 、 メ ジャ ーー 間 芳 囲 選択 ツー ル (P67 参 照 ) を ドラ ッ グ する 
と 、 ル ー プ 範囲 が 設定 され ます 。 

を クリ ッ ク す る と 、 拍子 トラ テッ ク き と テン ボ ト ラ ッ ク が 表示 され ます 
(command+2/Ctr+2) 。MIDI フ ァイル や VSQX フ ァイル を 読み 込む 
と 、 ここ に 指 子 と テン ボ が 表示 され ます (P63 「③ 拍 子 と テン ポ 」 参照) 。 


OriginaLEVEG 


@ 


トラ ッ ク と ピア ノロ ー ル の 表示 切り 替え 

トラ ッ ク を 表示 し て いる 状態 償 で 、 ト ラッ ク 上 を ダブ ルク リッ ク す る と ピア 
フロ ー ル 呈 が 表示 され ます (command+E ン Ctrl+E) 。 ピ アノ ロー ル 上 で 
ダブ ルク リッ ク す る と トラ ッ ク 表示 に 戻り ます 。 素 早い 切り 替え が 行え て 便利 
で す 。 


トラ ンス ボー トバ ー 

画面 下部 に は 再生 停止 ボタ ン や 早送り 巻き 戻し ボタ ン が まとめ られ た 
トラ ンス ポー トバ パー が あり ます 。 こ れ ら は ショ ー ト カッ ト を 使う と 便利 で す 。 
⑩ 再 生 プ 一 時 停止 (space ま た は enter) : 再 生 ノ 一 時 停止 し ます 。 
@ 停 止 し て 曲 の 先頭 へ (shift+enter) : 停 止 と 同時 に 再生 バー が 曲 の 先頭 
へ 戻り ます 。 


: ユ 小節 単位 で 早送り し ま 


: ユ 小 館 単 位 で 巻き 戻し 


人 @ 曲 の 先頭 に 戻る ( 曲 の 先頭 に た 戻り ます 。 

ルー プ 再 生 オン プ オ フ ( +R Ctrl+R) : オン に する と メジ ャ 
ー バ ー に 黄色 い オ ビ ③ で ルー プ 生 範囲 が 表示 きれ ます 。 オビ の 両端 は ド 
ラッ グ し て 役 囲 を 変更 可能 で す 。 ルー プ 再 生 範囲 は 時 間 範 園 選択 ツー ル 
(P67 参 照 ) で ドラ ッ グ し て も 設定 で きま す 。 

@ 再 生 ボ ジ ション : 再生 バー の 位置 を 「 小 節 : 拍 : ティ ッ ク 」 で 示し て いま 
す 。 

⑨ テ ン ボ : テン ポ が 表示 され ます 。 

哲子 : 拍子 が 表示 され ます 。 
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① 耳 了 瑞 ティ ッ ク と は ? 

ティ ッ ク は 音符 の タイ ミン ググ 長 さ の 単位 で DAW で も 使わ れ て いま す 。 1 ティ ッ ク の 長 
さ は 、4 分 音符 を どれ くら い の 細 か さま で 分 解す る か に よっ て 決ま り 、 ソ フト に よっ て 異な り 
ます 。 

Piapro Studio で の 1 ティ ッ ク は 4 分 音符 の 1/480 で す 。 つま り 、 4 分 音符 は 480 テ ィ 
ッ ク 、8 分 音符 は 240 テ ィ ッ ク 、 16 分 音符 は 120 テ ィ ッ ク 、 32 分 音 待 は 80 ティ ッ ク と いう 
こと に な り ま す 。 
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3 マー カー を 利用 し た 移動 

前 項 の ボタ ン 類 や ショ ー ト カッ ト だ け で も 再生 や 画面 の 移動 は 行え ます 
が 、 曲 作り に 慣れ て きた ら 、 マー カー を 利用 する と より 効率 的 で す 。 マ ー カ ー 
は その 名 の 通り 、 任 意 の 位置 に マー ク を 付け られ る 機能 で す 。 


間 條 えて マー カー を 付け て し まっ た と き は 、 マ ー カ ー を contro+ ク リッ ク 
ク し て マー カー を 削除 人 @ を 間 択 し ます 。 

マー カー の 位置 を 変え た た いと き は 、 マ ー カ ー を ドラ ッ グ すれ ば OK で す 。 
マー カー も スナ ッ プ 値 に 従い ます 。 


と 


マー カー を クリ ッ ク す る と 、 そ こ に 再生 バー が 移動 し ほす 。 ま た 下記 の 
ショ ー ト カッ ト で 再生 バー を 移動 させ る こと が で きま す 。 


ン 右 ク 


リッ ク し て 、 マー カー を 表示 を 選択 し て チェ ッ ク を 外し ます 。 
マー カー は A メ ロ や B メ ロ 、 サ ビ な ど 、 曲 の 展開 に 応じ て つけ て お 〈 と 、 
すぐ に チェ ッ ク し た い 笛 所 に ジャ ンプ で きる の で 便利 で す 。 
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ズー ム ス ラ イダ ー と 画面 表示 の ショ ー ト カッ ト 

画面 右 下 の ズー ム ス ラ イダ ー 倫 で は 画面 の 内 容 を 左 方 向 
で 縮小 、 右 方 向 で 拡大 し ます 。 ま ド タ ン 人 と ボタ ン 
を クリ ッ ク し て 段階 的 に 縮小 拡大 で きま す 。 


拡大 縮小 は ショ ー ト カッ ト で も 行え る は ほか 、 画面 の スタ 
ロー ル や 表示 に も 寺 つ か の ショ ー ト カッ ト が 割り 当て られ て 
いま す 。 
人 @ 欄 方 向 の 拡大 :G ま た は テン キー[+] 
人 @ 欄 方 向 の 縮小 : 日 また は テン キー ト [-] 
介 ビ アノ ロー ル を 終 に 拡大 : shift+command+] / 
Shift+Ctr+] 
@ ビ アノ ロー ル を 縦 に 縮小 : shift+command+[ ン 
Shift+Ctrr[ 


念 左 に スク ロー ル : shift+ー 

介 右 に スク ロー ル : shift+ 

人 選択 範囲 を 拡大 : shift+Z (⑨ の よう に 選択 し た 場合 は 、 
人 の よう に 拡大 され ます ) 


(①WR 環 ズー ム の 中 心 点 設定 画面 を ドラ ッ グ で スク ロー ル 
メニ ュー の 表示 > ズー ム ス ラ イダ ー の [| 語 軒 ペ テ 
中 心 ⑩ で は 、 ズ ー ム の 中 心 点 を 再生 バ 上 22003228800 2 
ー③/ 画面 中 央 ⑥ 画面 左端 ① の 時 生 3 
いずれ か で 設定 で きま す 。 3 1 
また 、Piapro Studio の 設定 画面 ンー = 
(command+, Ctrlt) の 全般 休 
ペー ジ で スペ ー ス キー ドラ ッ グ で スク ロ 
ー ル する 人 に チェ ッ ク を 入れ る と 、 sp 
ace 十 ドラッグ で 画面 を 上 下 左右 に 動 
か せま す 。 また command 十 space 
ドラ ッ グ (space 一 command の 順 で に ーー 
押す )/Otrl 十 space ドラッグ で 横 
方 向 の 拡大 縮小 が 可能 で す 。 
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馬 トラ ッ ク 

トラ ッ ク の 先頭 部分 を トラ ッ ク ペ ッ ダー と 呼 
び ま す 。 幾つ か の 重要 な 機能 が 用 意 き れ て い 
る の で 紹介 し まし ょ う 。 @-1 


@ 歌 手 ア イコ ン (4) : クリ ッ ク す る と 歌手 リス 
ト 画 面 が 開き 、 歌手 を 変更 で きま す (P121 参 
照 ) 。 歌 手 リス ト 画 面 に つい て は P128 で 解説 
し ます 。 

新規 トラ ッ ク (shif 


ノ Shift+Ctrl+N) : 新規 トラ ッ ク を 


作成 し ます 。 
トラ ッ ク 名 : タク リック し て トラ ッ ク 名 (A5) を 入力 し ます 。 
ボリ ュー ラッ ク の 音量 を 調節 し ます 。 


パン : ト ラッ ク を 左右 の と の 辺り に 位置 させ る か を 設定 し ます 。 な お 、 バ 
ン で 位置 を 決め る こと を “定位 きせ る ” と 呼び ます 。 
ソロ (S) : トラック が 復 数 ある 場合 に 、 この ボタ ン を オン 
ラッ ク だ け を 鳴ら すこ と が で きま す 。 複 数 トラ ッ ク を ツ ロ に 
す 。 shift+M で すべ て の ツ ロ を 解除 で きま す 。 
ミュ ー ト (M) : ト ラッ ク の 音 を 消し ます 。shiftrM で すべ て の トラ ッ ク の 
ミュ ー ト を 解除 で きま す 。 
オー トメ ーション トラ ッ ク の 選択 : オー トメ ーション を 選択 プ 表示 し ます 。 
⑳ 全て の オー トメ ーション トラ ッ ク を 開く "閉じ る : すべ て の オー トメ ーション ト 
ラッ ク を 開閉 し ます 。 

トラ ッ ク ヘ ッ ダ ー を contro+ クリ ッ ク 右 クリ ッ ク す る と 、 歌手 の 選択 を 合 
め 上 記 の 一 部 を メニ ュー 介 か ら 実 行 で きま す 。 ま た メニ ュー の トラ ッ ク ゆ に 
る 各 機能 が 集約 きれ て いま す 。 


NN ie 
WW トラ ッ ク を 削除 


歌手 を 選択.…… 


る と 、 そ の ト 
る こと も 可能 で 


トラ ッ ク を ミュ ー ト . 
トラ ッ ク を ソロ 
すべ て の ミュ ー ト / ソ ロ を 解除 


オー トメ ーション トラ ッ ク を 選択 。。 | 


トラ ッ ク の 書き 出し .… て S8T 


リッ ク し て 開く メニ ュー か 
ら 歌 手 アイ コン を 変更 を 
眉 ぶ と 、 リ スト の 中 か ら ア 
イコ ン 画 像 を 選ん で 変更 で 
きる 。 また 同 メニ ュー の 束 
手 ア イコ ン を 追加 .… で は 
オリ ジ ナ ル の 画 係 も 使用 可 
能 ( フ ァイル 形式 は JPEG 
/PNG/BMP)。 オリ ジ ナ ル 
画像 は 歌手 アイ コン を 変 
更 .- で 開く リス ト の 中 に 
登録 され る 。 と こ へ 直接 ド 
ラッ ク し で 追加 する こと も 
可能 (256x 256 ビ クセ ル 
以下 の 画像 に 対応 ]。 


5 
トラ ッ ク 名 

リー ジョ ン 名 も 同時 に 変更 
され ます 。 リー ジョ ン 名 は 
個別 に 変更 も 可能 で す 。 個 
別に 変更 し た リー ジョ ン は 
トラ ッ ク 名 を 変更 し て も を 
の まま 変更 され ませ ん 。 


リー ジョ ン ノート 表示 | 


トラ ッ ク を 導 (P) 
トラ ッ ク を 間 除 (D) 


ミュ ー ト ノッ ソロ 
オー トメ ーション トラ ッ ク . 
トラ ッ ク レ イヤ ー 


トラ ッ ク の 春 き 出し 


記 】 トラ ッ ク 関 連 の ショ ー ト カッ ト 
トラ ッ ク の 複製 や 削除 な ど は 前 述 の メニ ュー か ら も 行え ます が 、 シ ョ ー ト カ 
ッ ト を 覚え て お と 便利 な の で 弓 介 し まし ょ う 。 
人 @ ト ラッ ク を 複製 : RBF 
⑯ ト ラッ ク を 削除 eleteEo(xe)/ShifttCtrl+Delete 
また トラ ッ ク の 表示 関連 の 機能 も 挙げ て お きま す 。 
代 ト ラッ ク ヘ ッ ダ ー を 最小 化 … 最 大 化 :Command+1Ctrl+1 (トラ ッ ク ヘ ッ 
ダー を 左 方 向 に 縮小 、 あ る い は 元 に 戻し ます 。 リ ー ジ ョ ン や ピア ノロ ー ル を 
より 多く 表示 し た いと き に 便利 で す 。 旬 の ボタ ン で も 同様 の こと が 可能 で す ) 
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6 
shiftTcommand+ 
deletey 

「deleleE の 」 は 「 フ ォ ワー ド 


1e で は 機能 し な い 場 合 が あ 
る 。 その 場合 は shiftrcom 
mandrfn+delete で 削除 
で きる 。 


G ( 縦 幅 を 最小 借 に し ます ) 


CrHHH (人 トラック を 初生 居 了 に 大 し ま す ) 

きら に 、 ト ラッ ク ヘ ッ ダ ー の 下部 に カー ソル を 当て る と 矢印 
アイ コン に な り ま す 。 ド ラッ グ で トラ ッ ク ヘ ッ ダ ー の 表示 領 
域 を 広げ る と 、 ビ アノ ロー ル と 同じ よう に オー トメ ーション の 
ボタン な ど が 現れ ます 。 オー トメ ーション に つい て は PF86 以 
降 で 
介 ト ラッ ク の 書き 出し : 
(トラ ッ ク を オー ディ オ ・ ファ イル よし て 書き 肌 し ます ) 
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男 還 各 セ クシ ョ ン の 基本 的 な 使い 方 


Fiapro Studio で の 最も 基本 的 な 作業 の 流れ は 下記 の よう に な り ま す 。 
円 トラ ッ ク を 作成 


iapro tudio va て 


ASI IMKU.V4X。OrignaLEVEC 
K ガ ン 


ン を クリ ッ ク し て トラ ッ ク 作成 


『 M IKU.VaX_OrglnaLEVEC | 


ビア ノロ ー ル 上 で 欠 委 ツー 
ル を ドラ ッ グ する と リー 
ジョ ン が 作成 され る 。 
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(①WHR 天 ホイ ー ル も 活用 し よう 
画面 の スク ロー ル は マウ ス に 付い て いる ホイ ー ル で も 可能 で す 。 初期 設定 は 下記 の 
通り で す 。 
人 @ 控 スク ロー ル : ホ イー ル 
人 @ 持 スクロール: ホイール 十 shi 作 
但 横 方 向 の 拡大 縮小 : ホ イー ル 寺 command+shift 
この 設定 は 、Piapro Studio の 設定 画面 (Command+, Ctrl+,) に ある 全般 ペ 
ー ジ で 変更 で きま す 。 マウ スホイ ー ル 欄 の タイ プ 旬 で は A/B/C/D の 組み 合わ せ が 用 意 
され て いる の で 、 使い や すい も の を 選ん で くだ さい 。 
また ホイ ー ル を 回 し た と き に 、 ど れ く らい スク ロー ル さ せる の か も @ の 欄 の スラ イダ ー で 
選べ ます 。 


Plapro Studio の 誠二 


な お 、Mac で は の よう に トラ ッ ク バ ッ ド も 利用 で きま す (Windows は 非 対 応 )。 に 
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2 ノー ト の 入力 


Piapro Studio で 最初 に 行う こと は メロ ディ を 作る こと で し ょ う 。 ノ ー ト は 鉛筆 ツー ル で 箇 単 に 入力 で き 


ます が 、 ス ピー ディ に 入力 する た め の テ クニ ッ ク を 紹介 し ます 。 


76 


ショ ー ト カッ ト を 活用 し よう 

Piapro Studio で メロ ディ を 作る 方 法 に は 、 大 きく 分 け て 2 通り あり ます 。 
(①DAW の イン スト ゥ ル メ ント トラ ッ ク (ある い は MIDI ト ラッ ク ) で 、 MIDI デ ー タ 
(MIDI ノ ー ト ) を 入力 し て メロ ディ を 作り 、 MIDI フ ァイル を 書き 出し て 、 Piapro 
Studio へ 読み 込む 。 

(⑬Piapro Studio で 直接 ノー ト を 入力 し て メロ ディ を 作る 。 

DAW ソフ ト の 操作 (れれ て いる 人 で あれ ば 、 ① の 方 法 は と て る 効率 的 だ 
と 思い ます 。 し か し 、 音 楽 制作 初心 者 の 方 で あれ ば 、 実際 に ボー カロ イド の 
声 を 聴き な が ら イ メー ジ を 膨らませ つつ メロ ディ を 作れ る ②④ の 方 法 も よい で し 
よう 。 い ずれ に し て も 、 Piapro Studio は ノー ト の 入力 や 編集 を スム ー ズ に 
行え る 工夫 が 施さ れ て いま す 。 特に 覚え て お きた い の は 2 点 で す 。 

島 ショート カッ ト を 活用 し て ツー ル を 持ち 替え る と 効率 的 
但 ビ ピア ノロ ー ル で の ダイ ナミ ッ ク な 編集 機能 が 用 意 さ れ て いる 
以降 で 、 こ れ ら の 詳細 を 解説 し まし ょ う 。 


[ その 1 ] 鉛筆 ツー ル へ の 切り 替え 

ノー ト は 通常 、 鉛筆 ツー ル で 入力 し ます が 、 実は 選択 ツー ル (矢印 ) か ら 
簡単 に 鉛筆 ツー ル に 持ち 替え る 方 法 が あり ます 。 option Ctrl を 押す と 、 
選択 ツー ル が 鉛筆 ツー ル に 変化 する の で す 。 キー を 離せ ば 選択 ツー ル に 戻 
り ま す 。 


[ その 2 ] ノー ト の 移動 と コピ ー 
鉛筆 ツー シル で あっ て も 、 ノ ー ト の 上 に カー ソル を 置け ば 3 
し 、 中 内 辺り を クリ ッ ク し て ドラ ッ グ する と 上 下 左右 に 移動 で きま す (1) 。 


w1 
上 下 左右 に 移動 

スナ ッ プ を オン に し て いる 
と 、 左右 は スナ ッ プ 値 で 移 
動 で きる 。 


きら 5 に 、option Ctrl を 押し な が ら ノ ー ト を ドラ ッ グ する と 、 そ の ノー ト が 
コピ ー さ きれ ま す 。 


[ その 3 ] ノー ト の 長 さ 変更 

フー ト の 左端 る しく は 右端 に カー ツル を 連 く と 、 アイ コン が 諾 右 の 矢印 に 変 
わり 、 ド ラッ グ で 長 さ を 変更 で きる よう に な り ま す (*2) 。 こ の 長 さる スナ ッ 
プ 値 に 従い ます 。 
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廊 2 
長 さ を 変更 で きる よう に 
な り ま す 

ノー ト が 竹 沙 に 短い 場合 や 


ら な い 場合 が ある 。 その 際 
は option At を 押し な 
が ら カ を 当て る と 、 
矢印 表示 に 変更 され る 。 


この よう に ツー ル を 持ち 替え る こと な 《 ノ ー ト の 入力 や 移動 、 編集 な ど が 行 
える の が Piapro Studio の 大 き な 特 長 と 言え ます 。 も ちろ ん 、 コ ピー や ペー 
スト 、 それ に アン ドッ ( 元 に 戻す ) 、 リ ドゥ (やり直す) も 一 般 的 な ソフ ト と 同 
じょう に 可能 で す 。 念 の た め 、 以下 に 挙げ て お きま し ょ う 。 

介 コ ピー: command+CCtrHG 
介 カ ッ ト (切り 取り ) : command+X/Otr+X 
VCtrl+V (再生 バー の 位置 か ら ペ ー ス ト さ れき ま 


人 @ ノ ー ト リー ジョ ン の 削除 : delete 
介 ア ンド ゥ :command+Z ン Ctrl+Z 
@ リ ドゥ ma ノ CtrtY 
人 @ 援 数 選択 : shift+ ク リッ ク (先頭 を クリ ッ ク で 選択 し て か ら 、 最後 を shiftr 
クリ ッ ク す る と 、 そ の 間 が すべ て 選択 され ます ) 
介 ノ ー ト の 全 選 択 :c nd+A/Ctrl+A 

メニ ュー の ヘル プ > マ ニュ アル .… を 選ぶ と 、PDF で マニ ュ ア ル が 表示 され 
ます 。 こ の 中 に ショ ー ト カッ ト の リス ト も ある の で 確認 し て みて 《 だ さい 。 自 
分 が よく 使う 機能 の ショ ー ト カッ ト が な いか 探し て みる と よい で し ょ う 。 
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ノー ト 編 集 に 便利 な 機能 
前 項 で 複数 選択 に つい て 触れ まし た が 、 ピ アノ ロー ル の 鍵盤 部 分 を 
する と 、 そ の 音程 の ノー ト を すべ て 


* 記 の 操作 や ショ ー ト カッ ト な ども 覚え て お く と 使 利 で す 。 


on 


@1 オ クタ ー ブ 上 げ る : 
全 1 オ クタ ー ブ 下 げ る : F ! 

上 記 の うち 、 コ ビー 以外 は メニ ュー の ノー ト > ト ラン スポ ー ズ 、 あ るい は ノー 
ト を contro+ ク リッ ク 右 クリ ッ ク し て 開く メニ ュー に も 用 意 さ きれ て いま す 。 


音 の 重なり を 自動 で 解消 ノー マラ イズ 

TP58 で 2 つの 音 が 同じ タイ ミン グ に ある と 、 と ちら か が 
と を 紹介 し まし た 。 こ れ を 解消 する の が ノー マラ イズ ( 
N ン Ctrl+Alt+N) と いう 機能 で す 。 シ ョ ー ト カッ ト の ほか 、 ノ ー ト を 右 ク リッ 
ク し て 開く メニ ュー、 あ る い は メニ ュー の ノー ト > ノ ー マ ラ イズ か ら ゃ 実行 で き 
ます 。 

例え ば 、 左下 の 画面 の よう に 重なっ て いる ノー ト が ある 場合 、 ノ ー マ ラ イ 
ズ す る と 右 下 の 画面 の よう に 重なっ て いる 部 分 が 削除 され ます 。 


サン プル 音 の 再生 と 選択 

ここ まで に 上 既 に 何 回 か 体験 し て いる と 思い ます が 、 ノ ー ト を 入力 する と 「 ら 
[4 a]」 と いう 文字 が ノー ト 上 に 表示 され 、 実際 に 「 ら 一 」 と いう 声 が 再生 き 
れ ま す 。 こ の 声 を 消す に は 、 ビ アノ ロー ル 右 上 に ある 欠 の アイ コン を クリ ッ 
ク し て オフ に する か 、 shift+S を 押し ます (な 3) 。 


3 

shift+S を 押し ます 

メニ ュー は ノー ト > サ ウン 
ド プ レビ ュー オフ 。 
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な お 、 あ まり 使う こと は な いか も し れ ま せん が , 
に する に は 休 を 、 音素 記号 (P130 参 照 ) を 非 表 ぇ 
し ます 。 


フート 上 の 文字 を 非 表示 
する に は 愉 を クリ ッ ク 


また 、 以外 の 発音 も 可能 で す 。 
Studio の 設定 画面 を 開き 、 VOCALOID ペ 
きま す 。「 デ フォ ルト の 歌詞 」 内 に ある 日 本 語 氏 が 初期 設定 で は 「5」 に な 
つて いま す が 、 例 えば 、 クリ ッ ク し て 「 に ゃ 」 と 入力 し 、OK め を クリ 
ッ ク し て 画面 を 閉じ ます 。 す る と 、 ノー ト 入 力 時 に 「 に や ゃ 」 と 発音 し 、 ノ ー ト 
上 に も 「 に ゃ [J a]」 と 表示 され ます 。 

な お 、⑳ の 「 デ フォ ルト の 歌手 」 は トラ ッ ク 作成 時 に 割り 当て られ る 歌声 
DB で す 。 初 音 ミク V4X の 初期 設定 は 「MIKU_V4X Original EVEC」 ーー 
で す が 、 ほ か に よく 使う 歌声 DB が あれ ば 、 変更 し て る よい で し ょ う 。 


+, ン Ctrl+, で Piapro 
@ の 基本 設定 タブ を 義 
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ノー ト 固 有 の 設定 

1 つ 1 つ の ノー ト に は ビブ プラート や アク セン ト を 付け る こと が 可能 で 3 
細 は 後述 する と し て 、 まず は どん な 画面 が 用 意 き され て いる か 見 て み ま し ょ う 。 

ノー ト に カー ソル を 当て る と 上 部 に 給 の アイ コン 、 下 部 に 介 の アイ コン が 
表示 され ます 。 介 を ダブ ルク リッ ク す る と 、 ノ ー ト の 設 の 中 の 歌唱 スタ 
イル タプ が 開き ます (%42) 。 こ こ で は ノー ト 個 々 の 音程 変化 や 音量 変化 ( ア 
クセ ント な ど と ) を 設定 で きま す 。 詳 細 は P122 で 解説 し ます 
の 渋 線 は ビブ プラ ー ト を 表し て いま す 。 ビ ブラ ー ト は 細か 〈 音 程 を 揺らす 
歌唱 テク ニッ ク で 、 責 の 個性 r の 一 つ で す 。 ダ ブル ク 
リッ ク す る と ノー ト の 設定 画面 の 中 の ビブ ラー ト タ ブ が 開き (な 5) 、 ビ ブラ ー ト 
の 長 さ や バリ エ . ョ ン を 設定 で きま す 。 詳細 は P108 で 解説 し ます 。 

2 つの 画面 は いずれ も ノー ト の 設定 画面 内 に ある の で 、 上 部 の タブ で 切り 
替え 可能 で す 。 ま た 複数 の ノー ト を 同じ 設定 に し た いと き は 、 ノ ー ト を 複数 
選択 し て 画面 を 開き 、 設定 を 行い ます 。 


4 
歌唱 スタ イル タブ が 
開き ます 

メニ ュー か ら 開 く 場合 は 
フート > 誤 唱 ス タイ ル の 設 
定 .…。 ノ ー ト を 右 ク リッ ク 
し て 開く メニ ュー で も 選択 
で きる 。 


5 
ビブ ラー ト タ ブ が 開き 
メニ ュー か ら 開 く 場合 は 
ノー ト > ビ ブラ ー ト の 設 
定 .…。 ノート を 右 クリ ッ ク 
し て 開く メニ ュー で も 択 
で きる 。 


ピアノ ロール の 便利 な 編集 機能 

TPiapro Studio に は トラ ッ ク と ピア ノロ ー ル の 2 種類 の 表示 形式 が あり ます 
が 、 実は ピア ノロ ー ル だ け で ほとん どの 編集 作業 を 行え ます 。 例 えば 、 ピ ア 
ノロ ー ル 上 の リー ジョ ン が な いと ころ で は 、 鉛筆 ツー ル で リー ジョ ン を 作成 
で きま す 。 リー ジョ ン を 作っ た 後 は 、 を の まま ノー ト の 入力 へ 移 れ る の で と て 
る 効率 的 で す 。 


ouechsnne 


さら に ズー ム ア テウ ト し た り 5、 横 方 向 に スク タク ロール す れ ば 、 ピ アノ ロー ルト 上 
で 複数 の リー ジョ ン も 表示 きれ る の で 、 複数 リー ジョ ン 間 で ノー ト を コビー を 
ペー スト し た り 5、 一括 し て 歌唱 スタ イル や ビブ ラー ト の 設定 を 変更 する こと も 
で きる の で す 。 

慣れ な いう ち は リ ー ジ ョ ン と いう 概念 を 把握 し づら いか も し れ ま せん が 、 
Tiapro Studio で は リー ジョ ン を こと さら 意識 せ ず と も 使え る よう な 工夫 が な 
され て いま す 。 も ちろ ん 、 慣 れ て くる と 、 リ ー ジ ョ ン 単 位 で の 編集 の 便利 きも 
理解 で きる よう に な り ま す 。 
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(3 歌詞 の 入 カ 


ノー ト を 打ち 込ん だ ら 、 次 は 歌詞 を 入力 し て み ま し ょ う 。 P56 で は 歌詞 入力 の 基本 的 な こと を 紹介 し まし た が 、 
ここ で は 一 括 入力 な どの 便利 な 機能 を 紹介 し ます 。 
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歌詞 入力 の 基本 ルー ル 
P56 で 説明 し た 通り 、 歌 詞 は ノー ト を ダブ ルク リッ ク す る と 開く 歌詞 入力 バ 


レッ ト で 行い ます 。 基 本 的 に は 1 つの ノー ト に 、 1 つの 文字 を 割り 当て て いく 
の で す が (1) 、 歌 詞 入力 パレ ッ ト で は 下 の 画 面 の よう に 歌詞 を まとめ て 入 OU ee 
力 す る こと も で きま す 。 1 つの 文字 を 割り 当て る 
この よう に まとめ て 入力 する こと を “流し 込み "と 呼び ます 。 先 頭 の ノー ト ES 
を ダブ ルク リッ ク し て 歌詞 入力 パレ ッ ト を 開き 、 複数 の 文字 を 入れ て OK を MJR 
が 確定 され る 。 そし て 、tab 
クリ ッ ク (る し は enter) する と 、 後ろ の ノー ト へ 自動 的 に 割 9 振ら れ ま す 。 を 押す と 次 の ノー ト が 選択 


され る の で 、 次 々 に 文字 を 


下 の 画 面 は 「 は つね みく 〈」 の 5 文字 を 5 つの ノー ト に 流し 込ん だ 例 で す 。 スカ で きる 


は っ ね みく 
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基本 的 に 歌詞 の 入力 に 使え る の は ひら が な 、 カ タカ ナ 、 ロー マ 字 (*2) の Ed 了 
6 ロー マ 字 入力 の 共に は 1 音 
3 種類 で す 。 洪 字 は 無視 され て し まう の で 、 歌詞 は 3 種類 の うち の どれ か に CE スパース の が 
エー に ょ る ある 。 例え わ 
置き 換え て お 《 と よい で し ょ う 。 下 の 画 面 は 左 が カタ カナ 、 有 が ロー マ 字 で た し と 入り する と ま は 、 
wa ta shi] と 入力 する 


の 入力 例 で す 。 


言葉 の 基本 的 な 使い 方 

歌詞 を ひら が な 等 に 置き 換え る 際 に 注意 し た いこ と が 幾つ か あり ます 。 
④「 は 」「 へ 」 な ど は 発音 通り の 言葉 に 

ボー カロ イド は ひら が な や カタ カナ を 正直 に 発音 する の で 、 例 えば 「 わ た 
し は 」 の 「 は 」 は 、「 わ た し わ 」 に し て お か な いと 、 を の まま 「 は 」(ha) と 
発音 し て し まい ます 。「 き み へ 」 の 「 へ 」 も 「 え 」(e) に し まし ょ う 。 


② 小 さい 「 っ ] は 無音 

「 ず っ と 」 の 「 っ 」 を 入力 し た 場合 、 こ の ノー ト だ け を 単独 で 再生 し て み 
る と わか り ま す が 、 実は 無音 で す 。 で す の で 、 ノ ー ト の 位置 関係 や 長き に 
よっ て は 「 ず と 」 だ け で 「 ず っ と 」 に 聴か せる こと が で きま す 。 


「 っ 」 は 無 音 


無く て も 院 ご え 方 は 上 の 画面 と ほ ば 同じ 


(⑬ 伸 ば す と き は 「 一 ( 音 引き ) ] 「-(-) 」] また は 母音 

言葉 を 伸ばし た いと き は 2 つの 方 法 が あり ます 。 一 つ は 「 一 」( 音 引き ) も 
し は 「-」( ハ イフ ン ) を 入力 し ます 。 も う 一 つ は 伸ばし た い 言 葉 の 母音 を 
入れ る 方 法 で す 。 


「」( 府 引き ) る し く は 「-1( ハ イフ ジ 
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流し 込み で の 文字 数 に つい て 

歌詞 の 流し 込み を 行う と き に 、 文字 数 が ノー ト 数 より も 多い 場合 、 余っ た 
文字 は 切り 捨て られ ます 。 下 の 画面 の よう に 、 4 つの ノー ト に 5 文字 を 流し 込 
むと ⑩、@ の よう な 表示 が 出 ます 。 を の た め 流し 込み は 、 ノー ト 数 と 文字 数 
を 把握 で きる 分 量 に 分 け て 行う こと を お 窒 め し ます 。 


また 、 余っ た 文字 数 に 関し て 切り 捨て 以外 の 居 


せん ぶ 一 き さ いこう 


択 肛 も 用 意 さ きれ て いま す 。 油 詞 入力 パレ ッ ト の 詳 

細 設 定 人 を クリ ッ ク し て 、 余 っ た 歌詞 人 @ を クリ ッ ] 

ク し ます 。 こ こ に 「 切 り 捨 て 」 ⑩、「 ノ ー ト を 追加 」 ト ] ト ] 
⑮、「 最 徐 の ノー ト に まとめ る 」( 〇 ⑤ の 3 種類 が あり 

ます 。 寒 


の 
最 体 の ノー ト に まとめ る | 国 


基本 的 に は 「 切 り 捨 て 」 が 使い や すい と 思い ま 
す が 、 ほ か の 選択 肢 も 紹介 し て お きま し ょ う 。 


084 


「 ノ ー ド を 追加 」 を 選ん だ 場合 は 追加 時 の ノー ト 長 介 
ー ト が 自動 的 に 追加 され ます 。 


設定 し た 長き さ の ノ 


FTTarTSTgTmTmTm 


「 最 後 の ノー ト に まとめ る 」 を 選ん だ 場合 は 、 余っ た 文字 が 最後 の ノー ト に 
すべ て 入力 され ます ぬ 9。 


| せん ぷ [ 一 きき いこう] 
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英語 歌詞 の 入力 

英語 に 対応 し た 歌手 (歌声 DB) で は 、 英文 を 入力 し て 歌わ せる こと が で 
の 場合 は 基本 的 に 1 ノー ト に 1 単語 を 入力 し ます 。PART 6 の デ 
証 DB の 「MIKU_V4_English」 を コー ラス に 使用 し た バー ジョ 
ン も 用 意 し で チェ ッ ク し て みて て だ さい 。 

英語 対応 で な い 歌 手 に 英語 を 歌わ せ する に は 、 ひ ら が な や カタ カナ に 置き 
換え て みる と よい で し ょ う 。 例え ば 「 ド ント タッ チ 」 と 入力 する と 、 い わ ゆ る 
日 本 語 な まり の 英語 に な り ま す 。 ある い は 別 トラ ッ ク を 作り 9、 一 部 分 だ け を 
英語 対応 の 歌手 に 歌わ せる 方 法 も あり ます 。 さ ら に 
本 語 を 歌わ せる と 、 英語 な まり の 日 本 語 に な り ま す 。 こ れ も 面 白い ので 、 皆 
きん も いろ いろ 試し て みて くだ さい 。 
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4 再 声 の 基本 


さま ざま な 機能 を 駆使 し て ポー カロ イド の 声 を 作っ て いく こと を “ 調 声 "と 呼び ます 。 送 に 、 ノ ー ト と 歌詞 を 
入力 し た だ け で 、 何 も 調 声 し て いな い 状 態 の と と を “ペタ 打ち "と 呼び ます 。 


p8e 


オー トメ ーション の 種類 
ベタ 打ち で も 十分 な 歌唱 力 を 発揮 する 初音 ミク で す が 、 調 声 を 行う と 、 よ 
5 表現 力 豊か に 歌わ せる こと が 可能 で す 。 そ の 際 に と て も 重要 な の が オー ト 
メー ショ ン と E.V E.C. で す (E.V.E.C. に つい て は P135 以 降 で 解説 し ます ) 。 
オー トメ ーション は ノー ト ご と 、 あ る い は 連続 的 に 声 の 表情 を 変え る こと が 
で きる 機能 で す 。 ま ず は を の 種類 を 紹介 し まし ょ う 。 


V4_English 


人 Volume (ボリ ュー ム ) : 音量 を 調整 し ます 。 


@ Pan (バン) : 定位 を 設定 し ます 。 

@ Velocity (VEL プ ペ ベロシティ) : ノー ト ご と の 発音 ニュ アン ス を 調整 し ま 
す 。 上 げ る と アタ ッ ク 感 が 強まり 、 下 げ る と ゆっ くり し た 発音 に な り ま す 。 た 
だ し 、 この 効果 は 言葉 に よっ て 異な り ま す 。 


@ Dynamics (DYN ノダ イナ ミク ス ) : 声 の 大 き さ や 質感 を 調整 し ます 。 

人 Breathiness (BRE ノ ブレ シネ ス ) : “ 息 っ ぽ さ "を 調整 し ほす 。 上げる 

と 息 っ ぽ さ が 加わ り ます 。 

@ Brightness (BRI ノブ ライ ト ネ ス ) : 声 の 明る さ を 調 整 し ます 。 上 げ る と 

明る く な り 、 下げ る と 落ち 着い た 雰囲気 に な り ま す 。 

め Clearness (CLE プ クリ ア ネ ス ) : これ も 声 の 明る さ を 調整 する パラ メー 

ター で す が 、 プ ライ ト ネ ス と は ニュ アン ス が 異な り ま す 。 上 げ る と シャ ー プ な 

雰囲気 、 下 げ る と こも っ た 感じ に な り ま す 。 

⑯ Opening (OPE ノ オー プ ニ ン グ ) : 口 の 開け 方 を シミ ュ レ ーション する パ 

ラメ ー タ ー で す 。 デフ ォ ル ト は 最 る 日 を 開け た 状態 で 、 下 げ る と こも っ た よう 

な 感じ に な り ま す 。 

@ Gender Factor (GEN プ ジ ェ ンダ ー フ ァ ク ター) : 上 げ る と 男性 的 な 声 、 

下げ る と 女性 的 な 声 に な り ま す 。 

⑳ Portamento Timing (POR ノ ボルタ メ ント タイ ミン グ ) : 2 つの ノー ト の 

音程 を 滑ら か に つなぐ で ポル タメ ント と いう 効果 の タイ ミン グ を 調整 し ます 。 結 

果 と し て 音程 が 変わ る タ グ が 変化 し ます 。 

⑳ Pitch Bend (PIT ピッチ) : ピッ チ (音程 ) を 連続 的 に 変化 させ る と き 

に 使い ます 。 人 @ の Pitch Bend Sensitivity を 最大 に する と 上 2 オク ター ブ の 

範 半 で ピッ チ を 変化 きせ られ ます 。 

Pitch Bend Sensitivity (PBS プ ピッ チ ベ ン ド ・ セ ン シ テ ィ ビ ティ ) : の 

変化 量 を 調整 し ます 。 

人 @ Pitch Snap Mode (ビッ チ ス ナッ プ モ ー ド ) : カロ イド は 、 ノート 間 の 

音程 変化 が 自然 に な る よう に 自動 的 に 調節 し て いる の で す が 、 を それ を オフ 

に する 機能 で す 。 機械 的 な いわ ゆる ケロ 声 (*1) を 作り 出せ ます 。 

@ Growl (グロ ウル ) : が な り 声 の よう な 効果 を 得 られ る 機能 で す 。VOCA 

LOID4 の 音声 ライ プラ リー に の み 使 用 可能 で す 。「 初 音 ミク V4X」 は 対応 

し て いま す 。 

人 @ Vibrato (ビブ ラー ト ) : ビブ ラー ト を 調整 し ほす 。 こ の オー トメ ーション に 

は Vibrato Depth (ビブ ラー ト の 深 さ ) と Vibrato Rate (ビブ ラー ト の 速 さ ) 

の 2 つの 機能 が 用 意 き れ て いて 、 次 項 で 組 介する オー トメ ーション トラ ッ ク も 

2 つ 用 意 き れ て いま す 。 

9Cross Synthesis (タロ スシ ン セ シス ) : 2 つの 音声 ライ ブラ リー (歌声 

DB) の 声 を ミッ クス で きる 機能 で す 。 組 み 合わ せる に は この 機能 に 対応 し 
音声 ライ プラ リー が 必要 で す 。「 初 音 ミク V4X」 は 対応 し て いま す 。 


PART 2 | Piapro Studio の 使い 方 


w1 
タロ 声 

人 間 の 歌 を 、 ピ ッ チ 補 正 ソ 
フト で 極 交 か つ 機 的 に 正 
確 な 音程 へ と 補正 し た 枯 馬 
の 声 の こと 。 
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オー トメ ーション トラ ッ ク の 基本 操作 
前 述 の オー トメ ーション の ボタ ン ( 下 の 画 面 で は VEL 介 ) を クリ ッ ク す る 
と 、 画面 の 下部 に オー トメ ーション トラ ッ ク 人 き が 表示 され ます 。 


きら に 、 ほか の オー トメ ーション の ポ ボタン ( 下 の 画 面 は DYN ⑩) を クタ リッ 
クタ する と 、 オ ー ト メー ショ ント ラッ ク が 追加 され ます @) 。 


オー トメ ン は 次 ペー ジ の 画 面 の よう に 、 二 ボタン ほ で 開く リス ト か ら 
選ぶ こと も で きま す 。 また ー ボ タン き で に な り ま す 。4A ボ タン (*2) 
で は 、 すべ て の オー トメ ーション を 非 表 示 に で きま す 。 こ れ ら の 操作 は オー 
トメ ーション トラ ッ ク 上 で contro+ ク リッ ク 右 クリ ッ ク し て 閉 く メニ ュー 人 
か ら も 可能 で す 。 

の エリ ア を ドラ ッ グ する と 順番 を 入れ 替え る こと が 可能 で 、 こ の 場所 を 


共 2 
ム ボ タン 

上 向き の 4 ボタ ン で オー ト 
メー ショ ント ラッ ク を すべ 
て 閉じ た 場合 、 下 向き の w 
が 安 更 され る 。 
こと を 再度 クリ ッ ク す る と 、 
編 信 が 加え られ た オー ト 
メー ショ ント ラッ ク が すべ 
て 家 示 され る (VEL、 OPE、 
Vibrato 以 外 )。 
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ダブ ルク リッ ク し て 縦 方 向 の 拡大 / 元 に 戻す と いう 操作 も 行え を ます 。 を その は ほ 
か オー トメ ーション トラ ッ ク の 境目 を ドラ ッ グ し て 高 さ を 変更 する こと も 可 
能 で す 。 


オー トメ ーション トラ ッ ク は ピア ノロ ー ル だ け で な く 、 ト ラッ ク の 画面 で も 
表示 され 、 と て も テク セス し や すく な っ て いま す 。 作り 手 の 個性 の 反映 や よ 
り 豊 か な 歌唱 表現 に お いて 、 調 声 と いう プロ セス が いか に 効果 的 で ある か 
を 示し た 仕組 み と 言 を る で し ょ う 。 
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オー トメ ーション の 入力 
オー トメ の パラ メー ター に は 、 ノ ー ト ご と の 棒グラフ が 表示 され る 
る の よ 、 連続 的 な 変化 を グラ フ で 入力 で きる も の の 2 移 類 が あり ます 。 


権 グ ラフ は 選択 ツー ル (1) を 当て る と 上 下 の 矢 印 アイ コン (43) に 変化 し ki 
上 下 の 矢 印 ア イコ ン 
て 、 を の まま 上 下 に ドラ ッ グ で きま す 旬 。 ま た 数 値 め も 表示 され ます 。 電 筆 ツー ル で は 直 療 狙っ た 
値 で 書き 込め る 。 


い 線 人 が 初 
ョ ン の 種類 に よっ 


連続 的 な 変化 を 入力 で きる オー トメ ーション で は 、 最初 
期 の 値 の 高き で 表示 され て いま す (初期 値 は オー トメ ー 
て 異な り ま す ) 。 


この 上 で 鉛筆 ツー ル 電 (4、 も し 〈 は option ノ Ctrl を 押す ) を ドラ ッ グ す 
る と ダグ ラフ を 描く こと が で き 、 編集 用 の ドッ ト 人 が を その 線上 に 打 た れ て いき 
ます 。 

スナ ッ プ を オン に し て いる 場合 、 ド ッ ト は スナ ッ プ 値 の 間隔 に な る の で 、 
直線 的 な 変化 を 入力 し や すく な り ま す 。 
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スナ ッ プ を オフ する と 自由 な カー ブ を 描け ます 。 


鉛筆 ツー ル 以 外 に 、 直線 ツー ル (5) 介 と 曲線 ツー ル (⑥) 倫 も 利用 で きま 
す (4) 。 曲 線 ツ ー ル は command / Alt を 押す こと で カー ブ の 上 下 を 変 
更 で きま す ⑲。 


ロ V ツ ソソ ツ ツ ツ ソソ ツ ツ | 


さ 4 
直線 ツー ル と 曲線 ツー ル も 
利用 で きま す 
選択 ツー ル か ら 一 時 前 に 持 
ち 替 える 場合 は 下記 の ショ ー 
トカ ッ ト を 使用 で きる 。 
option 
shift /Cttshift 

宮 ツ option+ 
command CtrltAlt 
ツー ル を ドラ ッ グ 中 に 入 
カカ を キャ ン セ ル し た いと き 
は esc を 押す 。 
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オー トメ ーション の 初期 値 

オー トメ ン の 初期 値 は スラ イダ ー 但 で 変更 で きま す 。 例え ば 、 初期 
値 が 中 央 に な っ て いる グラ フ が ある と し ます 。 ス ライ ダー を マイ ナス 方 向 
へ 動か す と 青い 線 も 下 に な り ま す @。 こ の 状態 で グラ フ を 入力 する と 、 書き 
込ん だ 部 分 以外 は 変更 し た 初期 値 に な り ま す 電 。 


スラ イダ ー を 初期 値 に 戻し た いと き は 、A ボ タン 
を オフ に し て 、 ス ライ ダー を ダブ ルク リッ ク し ま 
す 。 


オー トメ ーション の 書き 込み モー ド 

オー トメ ン は 入力 し た 部 分 以外 は 初期 値 に な り ま す が 、 最後 に 書き 
込ん だ 値 を 持続 させ る こと も 可能 で す 。 

オー トメ ーション トラ ッ ク 上 で contro+ ク リッ ク / 右 クリ ッ ク し て メニ ュー 
を 表示 し 、 オ ー ト メー ショ ン の 書き 込み モー ド > 書 き 込ん だ 最後 の 値 を 持続 させ 
る を 選べ ば OK で す 。 


最 邊 の 値 が 持 陸 す ら 
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オー トメ ーション の 編集 ① 


表示 され る の で 


オー トメ ーション の グラ フ は 、 ドッ ト を ドラ ッ グ し て 編集 で きま す 信 。 入 力 ドラ ッ グ 時 以外 で も 、 オ ー 
時 る 同様 で す が 、 ド ラッ グ 時 は 値 が 表示 @ さ れる の で (4) 、 参考 に する と 3 
よい で し ょ う 。 カー ソル の 位置 の 値 が 常に 

表示 され る 。 


ロ 


選択 ツー ル を 使用 する と 、 グ ラフ の 一 部 分 を 選択 し て 、 ド ラッ ダグ する こと で コビー に な り まず 
オー トメ ーション カー ズブ を 移動 で きま す 介 。 こ の と き 、option+ ド ラッ グン 2 
Ctrl+ ド ラッ グ す る と コビー に な り ま す (*6) 。 Th/1」 に する と 選択 し や す 
い 。 


3 


オー トメ ーション を 選択 し て 、 command+C Ctrl+C で コビー し た 場 
合 は 、 再生 バー の 位置 か ら Command+ VCtrl+V で ペー スト で きま す @ 


オー トメ ーション の 編集 ③④ 

ドッ ト を command+ ク リッ クン Alt+ ク リッ ク す る と 答 、 次 の ドッ ト が ある 
位置 まで 、 同 じ 値 を 保っ た まま の 形 に な り ま す @ (この 操作 を ホー ルド と 呼 
び ま す ) 。 


1 


|command+ タ リック All+ クリ ッ ク で 
の 形 が 変わ る 


ドッ ト が な い 部 分 を 選択 し て @、 そ の 部 分 を ドラ ッ グ し て も ユビ ピー 可能 で 
す 。 ま た 、 元 の グラ フ に は 選択 部 分 に ドッ ト が 生成 され ます 人 @。 


また ドッ ト を ダブ ルク リッ ク す る と 初期 値 に 戻り ます 。 
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オー トメ ーション の 削除 

オー トメ ーション を 削除 し た いと き は 、 ド ッ ト を 選択 し て delete を 押し ま 
す 。 もしくは 消し ゴム ッ ツール (7⑦) で 消し た い 部 分 を 選択 し 鈴 、 マ ウス ボタ ン 
を 離す と 削除 きれ ます 。 
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オー トメ ーション の オン オフ 
オー トメ ーション を 一 時 的 に オフ に し た いと き は 、A ボ タン 倫 を クリ ッ ク し 
ます 。 オ ー ト メー ショ ン 設定 前 と き 比べ る と き に 便利 で す 。 


Dynamics 
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powmuotp 


5 ベロ シテ ィ (VEL) EE 


つ 


ここ か ら は オー トメ ーション の 各 機 能 を 詳し くみ て いき ます 。 最初 は ベロ シテ ィ で す 。 この パラ メー ター は 
調 声 を 行う 上 で 、 と て も 多用 する 重要 な も の と いえ ます 。 
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EE 還 』 ベロ シテ ィ は 子音 の 長 さ を コン トロ ー ル 8 
ベロ シテ ィ (41) は 子音 の 長 さ を 調整 する パラ メー ター で 、 結果 的 に 発音 1 

の ニュ アン ス が 変化 し ます 。 多く の 日 本 語 は 子音 と 母音 で 構成 され て いて 、 

例え ば 、「 き 」(sa) で あれ ば 「s」 が 子音 で 、「a」 が 母音 で す 。 ベロシティ 


われ る 。 その た 


イ 陣 長き 
2 本 EE a コン トロ ー ル に 使用 され る 
で は この 「s」 部 分 の 長き が 次 わり ます 。 2 
初期 値 は 64 で 、 最小 値 は 0、 最大 値 は 127 で す 。 オー トメ ーション 表示 は いる だ ろう 。 シン も セ サイ 
上 8 ザー な ど で は 鍼 穫 を 押す 連 

ノー ト そ れ ぞ れ に 対応 する 棒グラフ な の で 連続 的 な 変化 の カー ブ は 描け ま きき を べ ロ シテ ィ と 呼 中 
せん 。 値 が 低い ほど 子音 が 長く な り 、 高い ほど 短く な り ます 。P2_05A_ppsf 人 KS 
P2_05A.Wav で は 、 下 の 画面 の よう に 「 き 」 を 3 種類 の ベロ シテ ィ で 鳴ら 2 
と な の で 「 子 音 が 長い 」 = 

し て いる の で チェ ッ ク し て みて (だ さい 。 「 め っ くり し た 発音 、「 子 


子 言 が 短く な る 


子 言 か 挟 く な る 


音 が 短い 」 素早 い 発音 


子音 は ノー ト よ り も 手前 で 発音 され る と 考え れ ば 実は 字 革 通り で 
P2_05ALppsf を 聴く と 、 ベロシティ が 小さ い ノ ー ト で は 「 さ 」 の 先頭 部 分 の 02 


の 音 が 長 て な っ て いる こと が わか る と 思い ます 。 し か も 、 よ く 聴 て と 子音 は ノー 
ト の 位置 より も 手前 で 発音 し て いま す 。 幾つ か の 言葉 は ノー ト の タイ ミン ダ 
より る 前 か ら 発音 され て いて 、 ベ ロ シ テ ィ を 下げ る と 、 を その タイ ミン グ は より 
早まる の で す 。 次 ペー ジ の 画面 は あく まで イメ ー ジ で す が 、 ベ ロ シ テ ィ 値 が 
低い ほど 、 手前 へ 子音 が 伸び が て いき ます 。 
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回 是 ド 」 に | ド 」 に | 
EE 


つき り 、 子 音 の 発音 は 前 倒し 気味 に 開始 され 、 ノ ー ト の 開始 位置 で 母音 に 
バト ンタ ッ チ する の で す 。 そ の た め 直 前 に 隣接 する ノー ト の 言葉 は その 分 だ 
ひ 発 音 時 間 が 


短縮 され ます 。 


な お 、 す べ て の 言葉 の 子音 が 同じ よう に 長く な る わけ で は な い の で 、 ベ ロ 
シテ ィ の 効果 は 言葉 に よっ て 異な り ま す 。 傾向 と し て は 「 か 行 」 や 「 き 行 」 
「 た 行 」、 あ る い は 「 な 行 」 や 「 ま 行 」 な ど は 子音 の 変化 が わか りや すい と 
思う の で 、 試し て みて くだ きい 。 


ベロ シテ ィ の 使い 方 
低い ベロ シテ ィ 値 は 、 ゆ っ た り 穏 や か に 歌わ せ た い 場合 や 歌い 出し に タ 請 還 
メ を 作り た い 場合 に 適し て いま す 。 直 前 に 障 接 する ノー ト は 短く 発音 さ れる 
の で 、 リ ズミ カル か つ ス タッ カー ト 気 味 に 歌わ せる 場合 に 全体 的 に 低 て す 
る と よい で し ょ う 。P2_05B.ppsf/P2_05B.wav で は 、 下 の 画面 の よう に 
同じ フレ ー ズ を 3 回 繰り 返し て 、 ベ ロ シ テ ィ を 高中 低 の 順番 で 入れ た の 
で 確認 し て みて くだ さい 。 


6 ダイ ナミ クス (DYN) 


powoAp 
皿 EmP2 nppsi 
P2_06wav 


情感 の 込 も っ た 歌 に 抑揚 は 不可 欠 で す 。 Piapro Studio で は ダイ ナミ クス の オー トメ ーション を 活用 する こ 


と で 、 音 量 や 言葉 の 質感 を 変化 させ る こと が で きま す 。 
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融 l 音量 と 質感 が 変化 

ダイ ナミ クス は 声 の 大 き さ や 質感 を 調整 する パラ メー ター で 、 初 期 値 は 64、 
最小 値 は 0 で 、 最大 値 は 127 で す 。 値 が 小さき い ほ ど 声 は 吸 く 細く な り 、 値 が 大 
きい ほど 声 は 力強く な り ます 。 

音 を 変化 きせ る オー トメ ーション に は ボリ ェ ュー ム も あり ます が 、 ダ イナ ミ 
クス で は 単純 に 音量 が 変化 する の だ け で は な く 質 感 も る 変わ り ま す 。 例 えば 、 
減 計 す る よう な グラ フ を 書き 込む と 吐息 っ ぼ さ が 先 に 聴こえ な く な り 、 続い 
て 声 そ の も る の が 消え て いき ます 。 

逆 に 増大 する よう な グラ フ を 書き 込む と 、 声 と と も に 吐息 っ ぽ き も 強 て な っ 
て いき ます 。 下 の 画面 の サウ ンド は P2_06.ppsf/P2_06.wav で 確認 し 
て みて 《 だ さい 。 


流れ る よう な 抑揚 を 演出 し よう 

ダイ ナミ クス は メロ ディ に 合わ せ て オー トメ ーション の カー ブ を 描く こと で 、 
流れ る よう な 抑揚 を 表現 で きる の が 最大 の メリ ッ ト で す 。 た だ し 、 ダ イナ ミ 
クス 単独 で 大 胆 に 声質 を 変え ん る こと は で きま せん 。 張 り 上 げた よう な 声 、 逆 
に ささ や 《 よ うな 声 を 作る と き は 、 ほ か の オー トメ ーション や E.V.E.C.、 ほか 
の 歌声 DB と うま く 組 み 合わ せま し よう 。 

な お 、 ダ イナ ミク ス を あま り 大 きく 《 し て し まう と 音 が 歪む 恐れ が あり ます 。 
Piapro Studio 自体 の 音 景 (DAW 上 の ミキ サー で 調 館 し ます ) や 、 オ ー ト 
メー ショ ン の ボリ ュー ム と の バラ ンス に 注意 し て くだ さい 。 


(U 7 プレ シネ ス (BRE) 
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07 か ら 12 に か け て 紹介 する オー トメ ーション は 、 い ずれ も "“ 声 の 音質 "に 対し て 機能 し ます 。 最初 に 紹介 する 


ブレ シネ ス は 息 っ ぼ さ を コン トロ ー ル する パラ メー ター で す 。 


ハス キー な 声質 に 

プレ シネ ス は 初期 値 が 0 で 、 最大 値 は 127 で す 。 オー トメ ーション カー ブ を 
使っ つ ぽ さ を 加 えて いく こと が で きま す 。 値 が 大 きい と 吐息 っ ぽい 声 に 
な 0 り ます “" 声 の 旋 " が 細 ( な っ て いき ます 。 ま た どちら か と いう と 、 さ さや 
き 声 と いう より る ハス キー な 声 に 近 て な り ま す 。 下 の 画面 の サウ ンド は P2_07. 
ppsf ン P2_07.wav で 確認 で きま す 。 


言葉 を 聴き 取り や すく する 効果 も 

ブレ シネ ス は 自分 好み の 声質 に 近づけ る た め の 機 能 の よう 
は を それだけ で は あり ませ ん 。 デブ 
詞 が 聴き 取り や す 〈 な り ま す 。 特 に 
に 音量 を 上 げ る こと な く 表 の 存 有 
メー ター で ある と いえ る で し ょ う 。 

例え ば 、 PART 4 の 「05 こぶ し を 付け て 歌わ せる 」(P157) の デモ ッ ン グ 
で は 、 ブ レシ ネス を 上 げ る こと で 母音 を 強調 する テク ニッ ク を 使っ て いる の 
で 聴い て みて くだ さい 。 

また 、 ほ か の パラ メー ター と 組み 合わ せる と 、 声 の 力 み 具合 や 力 の 抜き 具 
合 な ども 表現 で きる 、 地味 な 割 に 機能 性 の 高い パラ メー ター な の で す 。 

た だ し 、 本 質 的 な 面 で 声質 を 変え る こと は で きま せん の で 、 初 音 ミク の 声 
で きき さや 〈 よ うな 雰囲気 を より 生々 し く 表 現し た いと き に は 、「MIKU_V4X_ 
Sweet」 の 敬 声 DB を 使用 する の が よい で し ょ う 。 


えま す が 、 
ネス を は ほん の 少し 加え る だ け で 、 歌 
部 分 が か な り 明瞭 に な る の で 、 無理 
増す こと の で きる 、 と て も 便利 な パラ 


吐 邊 っ ば い 声 に 
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8 プラ イト ネス (BRI) 5 


プラ イト ネス は 声 の 明る さ を コ ント ロー ル す る パラ メー ター で す 。 前 セク ショ ン の ブレ シネ ス や P101 で 紹介 
し て いる クリ ア ネ ス と 併用 する こと で 、 さ まさ ざま な 表情 を 生み 出す こと と が で きま す 。 
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EE 語 値 小さ くす る と こも っ た 声 に 

ブラ イト ネス の 初期 値 は 64 で 、 最小 値 は 0、 最大 値 は 127 で 、 オ ー ト メー 
ショ ンカ ー ブ に よる 入力 が 可能 で す 。 

値 を 大 きす る 方 向 で は それ ほど 大 き な 変 化 は あり ませ ん が 、 値 を 小さき く 
する と 、 こ も っ た 却 き に な り ま す 。P2_08.ppsf/P2_08.wav が 下 の 画面 
な の で 確認 し て みて くだ さい 。 


拉 期 価 64| 


に も っ : 


E 野 』 じっくり 自分 好み の ボイン ト を 探 ろ う 

ブラ イト ネス は 、 ブ レシ ネス や クリ ア ネ ス と 併用 する こと で 、 少し 抑え た 感 
じ で あり な が ら も ハリ の ある 歌声 な ど を 作 和 れる よう に な り ま す 。 た だ し 、 プ ブラ 
イト ネス の 東 響 は か な り 強 い の で 、 小 さ な 値 で 使う と ヌケ が 悪く な り が ち で 
す 。 を そのため 、 自分 好み の 声 を 得る に は 時 間 を か け て ビン ポイ ント に 値 を 探 
る 必要 が あり ます 。 

また 小さ な 値 で は 、 芝 詞 中 の 語句 に よっ て は 聞き 取り づら (な る 可能 性 も 
あり ます 。 一般 的 な シン セ サ イ ザー と 比べ て 、 ノ ー ト ご と に 音色 が 大 きく 変 
化す る “ 声 ” は 、 こ うし た 点 で コン トロ ー ル の 容易 さ が 大 きく 異な る と 言え る 
で し ょ う 。 

な お 、 他 の オー トメ ーション と 同様 に 、 ブ プラ イト ネス も 本 質 的 な 面 
が 大 きく 変わ る わけ で は あり ませ ん 。 初 音 ミク の 声 で 暗い 究 囲 人 や ア 
イ な 座 囲 気 を より 生々 し く 出 し た いと き に は 、「MIKU_V4X_Dark」 の 歌声 
DB を 使用 する と よい で し ょ う 。 


声質 


9 クリ ア ネ ス (CLE) 


PART 2 | Piapro Studio の 使い 方 


クリ ア ネ ス も 声 の 明る さ を コ ント ロー ル す る パラ メー ター で す が 、 初 期 値 の 設定 や 変化 の 仕方 な ど が ブラ イト 


ネス と は 異な り ま す 。 特徴 を よく つか ん で 使い 分 け て いき まし ょ う 。 


放 高い 周波 数 帯域 に 作用 する 

クタ リア ネス は プラ イト ネス と よく 似 た 、 声 の 明る さ を も た ら す パラ メー ター 
で 、 キ リキ リ と し た 非常 ヽ 周 波数 帯域 に 作用 し ます 。 初 期 値 は 0 で 、 最 
大 値 は 127 で す 。 ブ レシ ネス と 同様 に 上 乗せ する 方 向 に の み 機能 し ます 。 
オー トメ ーション カー ブ に よる 入力 が 可能 で 、 値 が 大 きく な る ほど 高 域 が 強 
《 な り ま す 。 

下 の 画 面 の 変化 は P2_09.ppsfP2_09.wav で 確認 で きる の で チェ ッ 
ク し て みて 《 だ さい 。 


ロ 


最大 値 は 72 て 100 く らい まで に 留め よう 

前 モク ショ ン で 紹介 し た プラ イト ネス は 64 以 上 の 値 だ た それ ほど 大 き な 変 
化 が 認め られ な い の に 対し 、 ク リア テ ネ ス は 64 か ら 127 に か け て の 領域 で は 高 
い 周 波数 帯域 に お いて 明らか に 大 き な 変化 や を も た らし ます 。 そう いう 意味 で 
は 、 声質 を と が っ た 感じ に し た いと き な ど に クリ ア ネ ス を 活用 する と よい で 
し ょ う 。 

し か し 、 入力 可能 な 最大 値 の 127 に 至る と 、 か な り 耳 に 色 い 音 に な っ て し 
まい ます 。 実 用 上 は 72>100 程 度 の 間 で 収め た ほう が よき そう で す 。 

PART 4 で 紹介 し て いる デモ ッ ン グ で は 、 ク リア ネス や ブラ イト ネス 、 そ れ 
に ジェ ンダ ー フ ァ ク ター な ど 、 幾つ か の オー トメ ーション を 組み 合わ せ て 曲 
調 に 合わ せ た 声 質 を 作っ て いる の で 参考 に し て みて くだ さい 。 も ちろ ん 、 歌 
声 DB の 選び 方 に よっ て も 組み 合わ せ 方 は 異な り ま す 。 


101 


和 1 人 オー プ ニ ング (OPE) 2 


普段 は あま り 意 識 し て いな いか も し れ ま せん が 、 人 間 は 歌う と き に 口 の 開け 方 で も 音質 を コン トロ ー ル し て 
いま す 。 オー プ ニ ン グ は そん な 口 の 開き 具合 を 再現 する パラ メー ター で す 。 
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初期 設定 は 最大 

オー プ ニ ン グ は ノー ト ご と の 棒グラフ で 調整 し ます 。 初期 値 は 127 で 、 こ れ 
は 最も 大 きく 日 を 開け た 状態 で す 。 こ こ か ら 6 最小 値 の 0 へ 向け て 、 値 を 下げ 
て いと 、“ ど ん より ” し た 人 雰 時 気 に な り ま す 。 下 の 画面 は P2_10.ppsf/ 
P2_10.wav で 確認 で きま す 。 


所 値 は 127 


変化 の 予測 を 付け づら い バ パラメーター 

人 間 の 歌声 は 言葉 に よっ て 声質 が 変化 し て いき ます 。 い わ ば 1 ノー ト ご と 
に 音色 が 変わ る わけ で す 。 を こ で 、 オ ー プ ニン グ は 1 ノー ト ご と に 、 を の 効 
果 を 流動 的 に 切 9 震え て くれ る 仕組 み に な っ て いま す 。 例 えば 、 口 を 閉じ 気 
味 に し て 発音 し た 「 あ 」 と 「 え 」 で は 聞こ え に 〈〈 な る 周波 数 淀 域 か 
と いっ た 具合 で す 。 時 に は まる で 別 の 歌声 DB を 使っ て いる よう な ! 
る こと も あり ます 。 を その た め 、 ほ か の オー トメ ーション より も 変化 の 予測 を 付 
け づ らい か も し れ ま せん 。 

と は いえ 、 こ れ も 本 質 的 な 面 


質 が 変化 し て し まう わけ で は あり ませ ん 。 


と き に は 、「NMIKU_V4X_Dark」 の 歌声 DB を 使用 する ほう が 効率 は 圧倒 
的 に よい で し ょ う 。 


PART 2 | Piapro Studio の 使い 方 


| | | ジェンダー ファ クタ ー(GEN) 言 := 


人 間 の 声 は 性 別 的 に も 特徴 が あり 、 女 性 は 高い 声 、 男 性 は 低い 声 と いう の が 一 般 的 で す 。 ジェ ンダ ー フ ァ ク ター 
は こう し た 特徴 を 調整 する こと で 、 声 質 を 大 きく 変化 させ る こと が で きま す 。 


太い 声 や 幼い 声 に で きる 
同じ 曲 で も ボー カル が 女性 で ある か 男性 で ある か で 、 を その 印象 は ずい ぶ 


ん と 異な る も の で す 。 も ちろ ん 、 同じ 声 DB で 女性 の 声 を 完全 に 男性 の 声 w1 
大 人 っ ぽい 声 、 幼 い 声 


に 、 あるいは を の 逆 が 可能 な わけ で は な い の で す が 、 ジ ェ ンダ ー フ ァ ク ター を ジェ ンダ ー フ ァ ク ター は 
用 いる こと に よっ て 、 少 し 大 人 っ ぱい 声 に 変え た り 、 幼い 声 に 変え た りす る 1 
こと が で きま す (1) 。 ラメ ー タ ー。 その 周波 数 分 
市 の 変化 を 見 る と 、 値 を 小 
初期 値 は 64 で 、 最小 値 は 0、 最大 値 は 127、 オ ー ト メー ショ ンカ ー ブ で の 入 さく する ほど 周 注 数 分 布 が 
力 が 可能 で す 。 値 が 大 きい ほど 太い 声 に な り 、 値 が 小さ い ほ ど と 細い 声 に な YS 
り ま す 。 下 の 画面 と と も に P2_11.ppsf/P2_11.wav で 変化 の 仕方 を 確認 で いく 。 その 清らか ど 人 
や 宙 度 感 は 音声 合成 ソフ ト 

し て みて だ さい 。 ウェ ア の 強み あの 一 つ 。 


賢 放 】 声質 や 聞こ え や すさ の 補正 に も 利用 


基本 的 に ジェ ンダ ー フ ァ ク ター は 、 少 し 大 人 っ ぱい と か 少し 幼い と か 、 そ 
の 曲 の カラ ー に 従っ て 歌い 手 の キ ャ ラク ター を 決め る た め に 使用 する の で 
す が 、 歌 い 回 し の 最 中 の 声質 の 補正 や 聞こ え や すさ の 補正 に 用 いる こと も あ 
り ま す 。 例え ば 「 い 」 の 発音 が や や と が り 過 ぎ て 耳 に つく と 感じ た ら 5、 ジ ェ 
ンダ ー フ ァ ク ター の 値 を 一 時 的 に 大 き ( す る こと で 補正 する こと が で きま す 。 
ぜひ 、 お 試し を 。 全 語 
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1 2 | ボル タメ ント タイ ミン グ (POR) 購 : 


ボル タメ ント は 2 つの 異な る 音程 を スム ー ズ に つなげ る た め の 揚 能 で す 。 ボー カロ イド で は この 機能 を 働 
か せる こと に より 自然 で な め ら か な 歌い 回 し を 実現 し て いま す 。 


2 音 間 の 音程 変化 を コン トロ ー ル 

ボル タメ ント タイ ミン グ は 、 ほ か の パラ メー ター と 比べ る と 少し 特殊 で 、 最初 
は わか り づ らい と 感じ る か も し れ ま せん 。 し か し 、 使 いこ な せる と 歌い 回 し に 
銘 く ほど の 効果 を 発揮 し ます 。 

まず 、 ボル タメ ント と は 骨頭 で も 組 介 し た 通り 、2 つ の 音程 間 を な め ら か に 
つ な で 機能 で て 、 シ ン セ サイ ザー な と に る 装備 され て いま す 。 シ ン セ サイ ザー 
で は 2 つの 音程 が 途切れ る こと な く 完 全 に つなが っ た よう に 音程 を 変化 きせ 
る 場合 も あり ます が 、 ボ ー カ ロイ ド で は 2 つの 音程 を 自然 に つなげ る も の と 考 
える と よい で し よう 。 ボル タメ ント タイ ミン グ は 、 そ の 音程 が 切り 替わる タイ ミ 
ング を 前 後 き は せる パラ メー ター で す 。 

初期 値 は 64 で 、 最小 値 は 0、 最大 値 は 127、 オ ー ト メー ショ ンカ ー ブ を 用 い 
た 入力 が 可能 で す 。 値 が 小さ いと 直前 に 隣接 する ノー ト の 音程 を 参照 し つ 
つ 前 倒し 気味 に ポル タメ ント が か か り 信 、 値 が 大 きい と 遅れ 気味 ( 
メン ト が か か り ま す 人 @。 

償 れ な いう ち は “音程 を な め ら か に つなぐ "と 言わ れ て も 、 な か な か イメ ー 
ジ し づら いか も し れ ま せん 。 実際 に いろ いろ な 値 で オー トメ ーション の グラ 
フ を 作っ て みて 、 を その 変化 を 体感 し て みて くだ さい 。 


。 


面倒 し 気 中 
が か か る 
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PART 2 | Piapro Studio の 使い 方 


下 の 男 面 は P2_12.ppsf/P2_12.wav の 例 で す 。 こ ちら る 参考 に し て 
〈 だ さい 。 


拉 基 価 は 6| 


前 倒し 気味 の ボル タメ ント | 


"しゃ くり 上 げ " を 効率 的 に 作れ る 

体 的 な 音程 の コン トロ ー ル 方 法 は PART 4 で 紹介 し ます が 、 例え ば ナイ 
フツ ー ル を 使用 し て ノー ト を 2 分 割 し 、 1 つ 目 の ノー ト の 音程 を 下げ る こと で 、 
“し ゃ くり 上 げ ” (1) と 呼ば れる 音程 変化 を 演出 する こと が で きま す 。 ま た 、 


に | 
し ゃ くり 上 げ 


隣接 する ノー ト を 活用 し て ポル タメ ント タ グ を 調整 する こと で も し ゃ く メロ ディ の 音程 より も 少し 
り 上 げ の 表現 は 可能 で 、 手間 の 節約 や ヤ タ イミ ング の 微 調 整 の 面 で と て も 手軽 MT 
と 言え ます 。 こと 。 ほぼ 一 明 の 変化 だ が 

独特 の ニュ アン ス が 生ま れ 


な お 、 し ゃ くり 上 げに 使う パラ メー ター と し て は 、 ほ か に ノー ト の 設定 画面 る 。 し ゃ くり 上 げ を 意識 
の 歌唱 スタ イル タブ に あお る 音程 柚 が あり ます 。 こ れ は 1 つの ノー ト だ け で も 3 
し ゃ くり 上 げ を 付け る こと が で きる 機能 な の で す が 、 ペ ンド の 長 さ 但 と いう パ 
ラメ ー タ ー を 変え る と 、2 音 間 の ポル タメ ント の スピ ー ド (音程 が 変化 する ス 
ビー ド ) も 変わ り ま す 。 
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1 3 ピッ チ ペ ンド (PIT/PBS) 


powNtoAp 
本 Wsz isppst 
Vs2 wov 


ビッ チ ペ ベンド と は 音程 を 変化 させ る パラ メー ター で 、 ボ ポル タメ ント と は 異な り 、1 つの ノー ト の 中 で も 自由 


に 音程 を 変化 させ る オー トメ ーション カー ブ を 作る こと が で きま す 。 
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連続 的 な 音程 変化 を 作る 機能 

ギタ ー や バイ オリ ン な ど 多 て の 弦楽 器 は 、 指 を 滑ら せる こと で 首 
的 に 変化 きせ る こと が で きま す 。 ま た 避 も 「 あ ー」 と 仲 ば し な が ら 音 程 を 自 
由 に 変化 きせ られ ます 。 こ うし た 連続 的 で な め ら か な 音程 変化 を 実現 する た 
め の 機能 が ビッ チ ペ ンド (41) で す 。DTM で も 、 さまざま な 
と き に ビ ピッチベンド は 多用 きれ て いま す 。 

Piapro Studio の ビッ チ ベ ン ド 機 能 に は 、PIT (ピッチベンド ) ⑳ と PBS 
(ピッチ ベン ド ・ セ ン シ チ ィ ビ ティ ) き と い う 2 つ の オー トメ ーション トラ ッ ク 
が 用 意 き れ て いま す 。 PIT は 音程 の 変化 、PBS は 音程 の 変化 の 幅 を コン ト 
ロー ル し ます 。 


PIT の 初期 値 は 0 で 、 十 8191 一 一 8192 の 間 で オー トメ ーション カー ブ を 用 
いた 入力 が で きま す 。 値 が 小さ い ほ ど 音 程 が がり 、 大 きい ほど 音程 が 上 
が る と いう 仕組 み で す 。 

PBS の 初期 値 は 1 で 、 こ れ は 半音 と いう こと を 意味 し て いま す 。 例え ば ノー 
ト が 「 ド 」 の 場合 、 下 は 「 シ 」 か ら 上 は 「 ド 后 」 まで 音程 を 変化 きせ る こと が 
で きる と いう こと に な り ま す 。 ま た PBS の 最大 値 は 24 な の で 、 上 下 2 オ クタ ー 
プ ま で 変え られ る こと に な り ま す 。 値 は 半音 単位 で す 。PBS の 値 が 0 の と き 
に は PIT は 全く 機能 し ませ ん 。 


き 1 
ピッ チ ペ ンド | 

ベン ド (bend) は "曲げ る " 
と いう 意味 な の で 、 ピ ッ チ 
ベンド は "間宮 を 曲 ける "と 
いう 意味 に な る 。 名 人 楽器 
で は 音程 を 連続 的 に 矯 化 き 
せる こと が 雛 し い が 、 シ ン 
セ サ イザ ー で は 指 で 動か す 
ホイ ー ル や ジョ イス ティ ッ 
ク な どの 操作 子 で ピッ チ ベ 
ンド が 可能 と な っ て いる 。 


半 各 が 語る | 
寺 が 低く な る | 


PART 2 | Piapro Studio の 使い 方 


下 の 画 面 は 2 つめ の ノー ト が PBS=1、 3 つゆ が PBS=12 で す 。P2_13.ppsf 
P2_13.wav で 確認 で きる の で チェ ッ ク し て みて くだ さい 。 


ピッ チ ベ ン ド で 音質 は 変化 し な い 

既に DTM な ど を 経験 きれ て いる 方 は 、「 ビ ピッ チ ベ ン ド を 使う と 音質 も 変化 
し て し まう の で は ?」 と 心配 する 方 も いる か も し れ ま せん 。 し か し 、 ボ ポー カロ 
イド の ピッ チ ベ ン ド は 特殊 な 仕組 み に な っ て いて 、 音質 を 変え る こと な く 音 
程 を 変化 させ る こと が で きま す 。「 ツ 」 の 音程 を 時 らし た 声質 と 、「 ド 」 の 音 
程 を ビッ チ ベ ン ド で 「 ツ 」 ま で 上 げ て 鳴ら し た 声質 は ほぼ 変わ らち な い の で す 


A2) 。 2 還 二 
AM ほほ 変わ ら な い 
ちな み に 、 テ ー プ ・ レ コー ダー の 再生 速度 を 変え て ピッ チ を 変更 する よう 直前 に 隣 持 する ノー ト が あ 
が > tn 了 ae る 場合 な ど 、 状 況 に よっ て 
な 苑 果 、 例え ば 里 回 し で 甲 い 声 に し た り 、 反 回 し で も っ た り と し た 低い 直 0 
に する よう な こと を 再現 し た い 場 合 は 、 ジ ェ ン ダー ファ クタ ー と 組み 合わ せ こと も ある 。 


て 作る と よい で し ょ う 。 例え ば 、 テ ー プ を 早 回 し し た よう な 声 は 、 ピ ッ チ ベン 
ド で 音程 を 上 げ つ つ 、 ジ ェ ン ダー ファ クタ ー を 下げ て 声 を 高く する と を それら 
し (な り ま す 。 逆 に ピッ チ ベ ン ド で 音程 を 下げ て 、 ジ ェ ン ダー ファ クタ ー を 上 
ば げ れ ば 遅 回 し の ニュ アン ス を 出せ ます 。 
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14 ビブ ラー ト を か ける 


powNLOAD 
町 2 IAppst 
町 本 誠 P2 14wav 


ー ト は つき も の 。 ビブ ラー ト で 歌 の 印象 は 大 きく 変わ る と いえ る で し ょ う 。Piapro Studio で は 
前 和 個別 に ビブ ラー ト を 調整 し た り 、 オ ー ト メー ショ ン で コン トロ ー ル し た り で きま す 。 


連続 的 な 音程 変化 を 作る 機能 
ビブ ラー ト と は 音程 を 小刻み に 揺らす こと で 、 歌 に 情感 や つや を 加え る テ 


Piapro Studio で は 、 あ ら か じ め 設 定 し て お いた ビブ ラー ト が ノー ト に 対 
し て 自動 的 に か か る オー トピ ビブラート 機能 と 、 ノ ー ト ご と に ビブ ラー ト を か ける 
2 通 0 の 方 法 で 設定 で きま す 。 さ ら に 、 オ ー ト メー ショ ント ラッ ク を 使う と 、 ビ 
ブラ ー ト の パラ メー ター を 変化 きせ て より 細か い 表 現 を 行う こと る 可能 で す 。 


オー トピ ブラ ー ト 

で は 、 オ ー ト ビブ プラ ー ト の 機能 か ら 見 て いき まし ょ う 。 ま ず 、 メニ ュー の 
Piapro Studio> 環 境 設定 .…… 伯 (Mac) プ 設定 > Piapro Studio の 設定 
・ (Win) 、 も し く は 画面 右上 の 歯 事 アイ コン を 選び ます (1) 。 


1 
個 束 アイ コン を 選び ます 
ショ ー ト カッ ト は comma 
Eo 


する と 、 次 ペー ジ に 掲載 し て いる Piapro Studio の 設定 画面 が 開き ます 。 
左 サ イド の VOCALOID を 選び 、 ビブ ラー ト タ ブ @ を 選ぶ と 、 ビ ブラ ー ト 
の 設定 画面 が 表示 され ます 。 オート ピ ブ ラー ト を 有効 に する @ に チェ ッ ク を 入 | 
れる と 、 で 設定 し た ビブ ラー ト が 入力 する ノー ト へ 自動 的 に か けら れ ま 
す 。 こ れ が オー トビ ブラ ー ト 機能 で す 。 

オー トビ ブラ ー ト が 有効 に な る 最小 の 音符 の 長 さ ⑲ で は オー トビ ブラ ー ト を 
か ける ノー ト の 長き を 1 拍 …4 拍 の 中 で 選択 で きま す 。 1 拍 未 満 の 長き の ノー 

に は オー トビ ブ プラート は か か り ま せん 。 

その他 の パラ メー ター の 機能 は 次 項 の ノー ト ご と の ビブ ラー ト 設 定 と 同じ 
で す の で 、 そ ちら で 解説 し ます 。 


で は 、 オ ー ト ピ ブ ラー ト を 有効 に する に チェ ッ ク を 入れ た 状態 で ノー ト を 入 
力 し て み ま し ょ う 。 す る と 、 下 の 画面 の 左側 の ノー ト の よう に 涼 線 が 表示 され 
ます 。 こ れ が ビブ ラー ト が か けら れ て いる こと を 表す アイ コン で す 。 ビ ブラ ー 
ト を か け な い 場合 は 、 右側 の ノー ト の よう に 波線 が 表示 され ませ ん 。 


ノー ト ご と に ビブ ラー ト を 設定 する 

ト ご と の 設定 方 法 を 見 て いき まし ょ う 。 前項 の 通り 、 オ ー ト ビブ ラー ト 
定 き れ て いる ノー ト は 、 渋 線 倫 が 表示 され て いま す 。 ま た オー トビ 
ー ト が な い 場 合 は 、 ノ ー ト 上 に カー ツル を 当て る と 、 右 下 に 波形 アイ コン 人 @ 
が 表示 きれ ます 。 


ラ 
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波形 アイ コン と ビブ ラー ト の 波 朝 、 い ずれ の 場合 も ダブ プル クリ ッ ク す る と ノー 
ト の 設定 画面 が 開き 、 ピ ビブラート タ ブ が 表示 され ます (2) 。 


フー ト の 邊 


ビデ プラ ー ト 固 面 に は 2 つの パラ メー ター が あり ます 。 ビ ブラ ー ト の 長 さ と 
ピ ブ ラー ト の 種類 @ で す 。 


[ ビブ ラー ト の 長 さ ] 

ノー ト の 長 さ に 対す る パー セン テー ジ で ビブ ラー ト の 長き を 設定 し ます (ノー 
ト の 終端 か ら の 長き に な り ま す ) 。09%% で は ビブ ラー ト は か か り ま せん 。509% 
で は ノー ト の 半分 、 100% で は ノー ト 全体 に ビブ ラー ト が か か り ま す 。 


『 


ooYYcy 
py 
ビブ ラー ト の 波線 の 左端 に カー ソル を 当て る と 左右 の 矢印 に 変化 し 、 ド ラッ 
ダ で ビブ ラー ト の 長き を 調節 する こと も で きま す 。 


mazzrrrrrpn 5 


六 2 
ビブ ラー ト タ ブ が 

表示 され ます 

ノー ト を control+ ク リッ ク 
/ ク リック する と 開く メ 
ニュ ー か ら 、 ピ プラー ト の 設 
定 . を 選ん で も 開け る 。 


Evee oe 


Ware 
3 


サラ ー プ 7S 6 


[ ピ ブ ラー ト の 種類 ] 

ビブ ラー ト の 種類 を プリ セッ ト の 中 か ら 選 択 で きま す 。 ビ ブラ ー ト に は 、 音 
程 を 揺らす 速 さと 音程 が 変化 する 幅 (音程 の 深き ) と いう 2 つの 要素 が ある の 
で す が 、 プ リセ ッ ト で は これ ら ょ っ て いま す 。Extreme (強い ) 、 
Normal (中 くら い ) 、 Fast (速い ) 、 Slight (控え め ) と いう 4 カテ ゴリ ー に 、 
を 入れ Type1-…4 の バリ エー ショ ン 、 計 16 種 類 が 収め られ て いま す 。 ま ず 
は 試し て みて 好み の ビブ ラー ト を 選ん で みて くだ さい 。 

な お 、 ビブラート 画面 と 歌唱 スタ イル 画面 は タブ で 切り 替え られ ます 。 ま た 、 
プリ セッ ト 名 を ダダ ブル タリ ッ ク す る と 、 設 定 を 反映 し て 男 面 を 閉じ る こと が 可 
能 で す 。 


ビブ ラー ト の オー トメ ーション 
オー トメ ーション の Vibrato 但 を 選ぶ と 、 同 時 に 2 つの オー トメ ーション ト 
ラッ ク が 表示 され ます 。 


bate Dep 


Vibate Rae 


Vibrato Depth @ は | 化す る 幅 ( 三 ビ ブラ ー ト の 深き ) 
を 、 また Vibrato Rate は 音程 を 描 ら す 速 さ ( 王 ビ ブラ ー ト の 速 さ ) を コン 
トロ ー ル で きま す 。 

これ ら の オー トメ ント ラッ ク に は 、 最初 に ビブ ラー ト の 種類 で 選ん だ 
プリ セッ ト の 設定 が 上 の 画面 で は 、 下 記 の よう に な っ て いま 
す 。 音 は P2_14.ppsf/P2_14.wav で 確認 で きま す 。 

@1 つ め の ノ ー ト : [Normal] :Type:1 
人 @2 つ め の ノ ー ト : [Normal] :Type:1 
介 3 つ め の ノ ー ト : [Normal] :Type:4 
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ビブ ラー ト の オー トメ ーション 編集 

Vibrto Depth と Vibrato Rate は 互い に コピ ー& ペ ー ス ト が 可能 で す 。 ま 
た 、 フ ノー ト の ピ ブ プラート の 長 さ が 09% に な っ て いる と 、 オ ー ト メ 
へ は 書き 込め ませ ん 。 先 
お きま し ょ う 。 


ント ラッ ク 
ビブ ラー ト 画 面 で ビブ ラート の 長 さ を 設定 し て 


Extreme か ら SIight ま で の 4 つ は Vibrato Rate が 同値 で も 微妙 に 吉 き が 
異な り ま す 。 そ の た め オ ー ト メー ショ ント ラッ ク を 使っ て ビブ ラー ト を カス タ 
マイ ズ す る 際 に は 、 最初 の プリ セッ ト 選 択 が 重要 と 言え ます . 
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15 ピッ チレ ンダ リン グ で 
音程 変化 を 可視 化 


ボル タメ ント や ピッ チ ペ ベン ド な どの 音程 変化 を 把握 する の は 、 慣 れ な いう ち は な か な か わか り づ らい か も し 
れ ま せん 。 そん な と き に 便利 な の が ピッ チレ ンダ リン グ 機 能 で す 。 


ビッ チレ ンダ リン グ の オン オフ 

画面 右上 に ある ミニ メニ ュー の 倫 の ポタ ン が ピッ チレ ンダ リン グ で す 。 クリ 
ッ ク し て オン に する と 音程 変化 を 赤い 線 欠 で 表示 し て くれ ます 。 再 生 し な く 
て も 目 で 調 声 の 結果 を 確認 で きる た め 、 慣 れれ ば (すぐ 慣れ ます ) 効率 アッ 
プ 間 違い な し で す 。 次 項 で 紹介 する ノー ト を 分 割 し た 場合 の 音 各 変 化 や ポ 
ル タ メ ント が 開始 / 終 了 す る 位置 の 調整 な ど 、 さ ま ぎ ざま な 場面 で 重宝 する の 
で 活用 し て いき まし ょ う 。 


ビブ ラー ト の 音程 変化 も 表示 可能 
⑳ も ピッ チレ ンダ リン グ の ボタ ン で 、 こ ちら は 緑 の 線 欠 で ビブラート の 音 
程 変化 を 表示 し て くれ ます 。 


] の 音程 の コン トロ ー ル 


TI 
皿 Emr2 ippsi 
P2_1ewav 


ノー ト を 打ち 込め ば メロ ディ 作り は 完了 、 と 言っ て も いい の で す が 、 実 は 歌 な ら で は の 音程 コン トロ ー ル の 


手法 が あり ます 。 その 基本 テク ニッ ク を 紹介 し まし ょ う 。 
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ノー ト を 分 割 し て し ゃ くり を つく る 

P105 で も 少し 触れ まし た が 、 人 間 が 歌う と き に よく ある 現象 と し て “し ゃ く 
り ” か あり ます 。 実 際 の メロ ディ より も 低い 音程 か ら 歌 い 出し て 、 メ ロディ の 
音程 まで 上 げた り 、 あ る い は メロ ディ の 音程 より も る 下げ た りす る の で す 。 前 
者 を し ゃ くり 上 げ 、 後 者 を し ゃ くり 下げ と 呼び ます 。 し ゃ くり の 入れ 方 に よっ て 
は 民 語 や 演歌 の よう な こぶ し 的 な 歌い 回 し に も な り ま す 。 

し ゃ くり は 音程 の 変化 な の で 、 音程 の 呉 な る ノー ト を 組み 合わ せれ ば 簡単 
に 作る こと が で きま す 。 以下 で 方 法 を 説明 し て み ま し ょ う 。 


[ その 1 ] 
ナイ フッ ツー ル を 選択 し て 、 分 割 し た い ノ ー ト の 上 に 置く と 、 分 割 位置 が 縦 線 
@ で 表示 され ます 。 ち な み に 、 ス ナッ プ は ナイ フツー ル に も 有効 な の で 活用 
し まし ょ う 。 


[ その 2 ] 
分 割 位置 で タリ ッ ク す る と ノー ト が 分 割 され 、 後半 の ノー ト に は 自動 的 に 音 
を 伸ばす 「-」 が 入り ます 人 @。 


@ 


部 分 の ノー ト の 音程 を 下げ れ ば ひと まず 完成 介 。 あ と は ノー 
ト の 長 さ や ポル タメ ント タイ ミン グ を 調整 し て イメ ー ジ に 合う し ゃ くり を 作っ 
て いき まし ょ う 。 
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さま ざま な "し ゃ くり ” 

し ゃ くり は いろ いろ な 方 法 で 作る こと が で きま す 。P2_16.ppsf (90BPM 
に 設定 する と P2_16.wav と 同じ テン 9 ます ) P2_16.wav で は 、 短 
い フ レー ズ の 中 に 9 種類 の し ゃ くり と 装飾 音 的 な 音程 変化 の 効果 を 詰め 込ん 
で み ま し た 。 ノー ト 分 割 は も ちろ ん 、 ポ ル タ メ ント タイ ミン グ と の 合わ せ 技 、 
そし て ビ ピッチベンド な ども 使用 し て いま す の で 、 参考 に し て みて くだ さい 。 以 
下 で どん な 調 声 を 行っ て いる の か 解説 し て み ま し ょ う 。 


⑩ し ゃ くり 上 げ : 無 音 の ノー ト と ポル タメ ント タイ ミン グ を 使用 し た し ゃ くり 上 
げ で す 。 歌 詞 入力 パレ ッ ト の 音楽 記号 に [Asp] (81) と 入力 する と 、 そ の ai 

ノー ト は 無音 に な り ま す 。 し か し 、 ポル タメ ント の 機能 は 働く の で 、 結果 と し ンー 

て 次 の ノー ト の 音程 を し ゃ くる こと が で きま す 。 こ こ で は ボル タメ ント タイ ミ ERR 


ング を 上 げ て し ゃ くり 上 げ る タイ ミン グ を 調整 し まし た 。 
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しゃ くり 上 げ : ノ フー ト 分 割 を 使用 し た し ゃ くり 上 げ で す 。 も と も と は ③ の 音 
程 だ っ た ノー ト を 分 割 し て いま す 。 分 割 し た ノー ト の 前 半分 ⑤ は 1 音 下げ 
て 、 し ゃ くり 上 げ を 作っ て いま す 。 


下がっ て 上 が る し ゃ くり : ピッ チ ベ ン ド を 使用 し た し ゃ くり で す 。 い っ た ん 
ド が っ て ③、 再び 上 が っ て いま す 。 ビ ピッ チ ベ ン ド ・ セ ン シ テ ィ ビ チ ィ は 2 
な の で 、1 音 下がっ て いる こと に な り ま す 。 


@ 装 飾 音 : ノー ト 分 割 を 使用 し た 装飾 音 的 な フレ ー ズ で す 。 こ うし た 音程 
の 上 下 を 繰り 返せ ば トリ ル (*2) 的 な 表現 に も な り ま す 。 た だ し 、 も と も と 
カロ イド で は ノ ル タ メ ント の 効果 が 付加 きれ て いて 、 そ の 影響 に よ 

音程 が 変化 する 速度 に 限度 が ある た め 、 高 速 な トリ ル と し て 使う 場合 は 工 
夫 が 必要 (*3) で す 。 


吉 2 
トリ ル 

本 来 の メロ ディ の 音 と 1 音 
上 の 音 を 交互 に 素早 く 奉 
する こと 。 


立 3 
工夫 が 必要 

DAW 上 で 人 音 欄 補正 の 機能 
(プラ グイ ン な ど ) を 使え る 
環境 に あれ ば 、Piapro Stud 
ip 上 で トリ ル を 作っ て あき 、 
機 か ら 音 短 補 正 ソ フト で 音 
程 変化 を 編集 する と いう 方 
法 が 考え られ る 。 
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人 … 語 必 上 げ : 無音 の ノー ト (Asp) を 使用 し た フレ ー ズ 末 必 の 語尾 上 げ の 例 
で す 。 


フレ ー ズ 中 の 尻 上 げ : 無音 の ノー ト (Asp) と 早め の ポル タメ ント タイ ミン 


グ を 使用 し た 、 フ レー ズ 中 の 毛 上 げ (2) です 。 ポ ボル タメ ント タイ ミン グ を 円 
早く し て 言葉 の 最後 が 少し だ け 上 が る よう に し て いま す 。 名 必 の き 租 を 上 げ る と と 。 


違 め に ボル タメ ント が か か る | 


め フ レー ズ 中 の 頭上 げ : 無音 の ノー ト (Asp) と 遅 め の ポル タメ ント タイ ミン 
ダグ を 使用 し た 、 フ レー ズ 中 の 頭上 げ (*5) で す 。 コ ミカ ル な 歌 に 使用 する と 
効果 が 大 きい で し ょ う 。 計器 の 音 吾 を 上 げ る と と 。 


逝 め に ボル タメ ント が か か る 
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ノー ト 分 割 と 遅 め の ポル タメ ント タイ ミン グ を 使用 し た 尻 下げ (6) の 例 
で す 。 


ピッチベンド を 使用 し た 装飾 音 で 、 言葉 を 伸ばし て いる 間 に 一 瞬 だ け 音 
程 を 上 げ て いま す 。 Piapro Studio の ピッ チ ベ ン ド は か な り 鋭 く 利く た め 、 垂 
直 の オー トメ ンカ ー ブ を 描く と ロボ 声 的 に な り ま す 。 そ れ は それ で 面 
自 い の で す が 、 ここ で は スナ ッ プ 機能 を オフ に し て 、 わずか に 勾配 を 作り ま 
し た 。 


チ ベ ン ド ・ デ ー タ 作成 の コツ 
歌 の うま い 人 で も な けれ ば 、 し ゃ くり を 入れ る と 多少 な り と も ビッチ 
の ズレ が 伴い ます 。 を こ で ピッチベンド で し ゃ くり を 作る と き は わずか に ズ 
レ た ピッ チ を 目 が け て グラ フ を 描 ( と 生々 し き を 上 乗せ で きま す 。 さ ら に 、 全 
体 的 に わずか な ピッ チ の 揺れ を ピッ チ ベ ン ド き 込 むと 、 歌 に 麗 々 し さ を 
与え る こと が で きま す 。 手 間 は か か り ま す が 、 根 性 と 時 間 に 余裕 が あれ ば ぜ 
ひ お 試し を 。 

ちな み に し ゃ くり 技 と は 関係 あり ませ ん が 、 ノ ー ト 分 割 で 母音 の 敗 き が 一 
時 的 に 変わ る こと が あり ます 。 こ れ を 逆手 に と り 、 言葉 の 響き が 不 自然 だ と 
思っ た ら ノ ー ト 分 割 を 試し て みる と よい で し ょ う 。 


6 
選 け 
語 必 の 音程 を 下げ る こと 。 
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1 7 ピッチ ス ナッ プ モ ー ド 
(Pitch Snap Mode) 


ボー カロ イド は 、 ペ ベタ 打ち で も ノー ト 間 で 自然 に 音程 が 変化 する よう に 作ら れ て いま す 。 これ を あえ て オフ に 
し て 、 機 械 的 な “ケロ 声 " を 作り 出せ ます 。 それ が ピッ チ ス ナッ プ モ ー ド で す 。 


直線 的 な 音程 変化 に 

ピッ チ ス ナッ プ モ ー ド は 、“ ケ ロ 声 ”" を 簡単 
Snap Mode ボタ ン 稚 を クリ ッ ク し て する と 、 
トメ ーション トラ ッ ク が 開き ます 。 

トラ ッ ク の 値 は 0 (オフ ) と オン (1) の みな の で 、 ト ラッ ク 全 体 を ケロ 声 に し 
た い 場 合 は オー トメ ーション の スラ イダ ー を 十 側 に スラ イド させ れ ば よい で し 
ょ う 。 部 分 的 に ピッ チ ス ナッ プ モ ー ド を 使い た いと き は 、 下 の 画面 の よう に 


天 現 する 機能 で す 。Pitch 
ッ チ スナ ッ プ モー ド の オー 


オン と オフ が 切り 替わる グラ フ を 書き 込み ます (な 1) 。 下 の 画面 は P2_17. 1 3 
ppsf/P2_17.wav で 確認 で きま す 。 Te 
な お 、 ピ ッ チ スナ ッ プ モー ド を オン に し て も ビブ プラ ー ト は 有効 人 @ で す 。 ま 4 


オフ の みな の で 、VSQX で 和書 
た ビ ピッチベンド も 有効 な の で 、 実は 思い の は か 自由 度 が 高く 、 面 白い 表現 を き 由 す 際 に は 注意 し よう = 
作り 出せ る で し ょ う 。 
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1 8 グロ ウル (Growi) 


powmotp 
Pepew 
Pe_ieyay 


動物 の うな り 声 や 、 感 情 の 高まり の あま り 喉 を ガラ ガラ させ て 叫ぶ 声 の こと を “グロ ウル "と 呼び ます 。 ロッ 
ク 系 の 歌唱 な ど で も よく 聞か れ ま す が 、 そ ん な 声 を 表現 で きる オー トメ ーション が グロ ウル で す 。 
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ここ ぞ と いう と き に 効果 的 

グロ ウル 但 の 初期 値 は 0 で 、 最大 は 127 で す 。 オ ー ト メー ショ ン を 上 げ て 
いく と 、 ガ ラガ ラ と し た ニュ アン ス が 加わ っ て いき ます 。 

実際 に 人 間 が 歌っ て いる こと を 思い 浮か べ る と わか る と 思い ます が 、 ノ ド 
を ずっ と ガラ ガラ いわ せな が ら 歌 う 人 は 、 も と も と そう いう 声質 の 人 で な い 限 
り 、 め っ た に な いで し ょ う 。 つ まり 、“ こ こ ぞ "” と 力む 箇所 で 使う の が で 
す 。 

下 の 画 面 は P2_18.ppsf/P2_18.wavV の も の で 、 最初 の フレ ー ズ は 
Grow1 が 0 で す 。 2 番目 倫 で は 低い 音 各 か らし ゃ くる 上 明 間 に 、 一 時 的 に 
て いま す 。 し ゃ くり に Growl を 使う と 力 強 き を 加え られ る 
例 で す 。 こ の ほか に 、 かけ声 や 金 切り 声 の 表現 、 あるいは 「 ん 」 を 力強く 発 
音 さ せ た い と き に も 有効 で し ょ う 。 

3 番目 の @ で は 、 低 ゆめ の 値 で ランダム に オー トメ ーション を 書き 込ん だ 例 
で す 。 こ れ は マニ ュ テ ル に も 記載 され て いま す が 、 こ うす る と 声質 が 少し 
れ て いる よう な 究 野 気 に な り ま す 。 ス ナッ プ を オフ に し て 、 鉛筆 ツー ル で 自 
由 に 書き 込ん で みる と よい で し ょ う 。 


9 いろ いろ な "ミク "を 選ぶ 
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powmtoAp 
証 mpz 2AppsfーP2_1Erpst 
Po-19Away 一 P2-19Eway 


ここ まで 基本 的 な 調 声 テ クニ ッ ク を 紹介 し て きま し た が 、 調 声 は あく まで その 声 の 持ち 味 を 生か す た め に 行 
う も の で す 。 も し 曲調 に 声質 が 合っ て いな いと 感じ た ら 、 歌 声 DB を 変更 し て み ま し ょ う 。 


初音 ミク の 歌声 DB の 特徴 

P13 で も 熊 れ まし た が 、『 初 音 ミク V4X』 の パッ ケー ジ に は 、5 つ の 
DB が 含ま れ て いま す 。 その 特徴 を 簡単 に 紹介 し て み ま し ょ う 。 ダウ ン ロ ー 
ド ・ デ ー タ の ppsf WAV ファ イル で 歌声 を 確認 し て みて くだ さい (ppsf フ 
ァイル は すべ て 120BPM) 。 

介 MIKU_V4X_Original_EVEC (P2_19A.ppsf/S2_19A.wav) 

最も 均整 の 取れ た 伸び や か な 歌声 が 持 味 で 、 多 く の ジ ャ ン ル の 曲 に な じみ 
や すい 声質 で す 。 

人 @MIKU_V4X_Soft_EVEC (P2_19B.ppsf/S2_19B.wav) 
爺 明 感 の ある 優し い 歌声 で 、 さわ や か な ポッ プス や クラ シカ ル な 曲 
と 思い ます 。 

今 MIKU_V4X_Solid_EVEC (S2_19C.ppsfS2_19C.wav) 
ハリ の ある 力強い 歌声 で す 。 荒 々 し い ロ ッ ク や 明る い ポ ッ プ ス に 使っ て みて 
《 だ さい 。 

MIKU_V4X_Dark (S2_19D.ppsf/S2_19D.wav) 

吐く 沈ん だ 歌声 で 、 暗め の バラ ー ド や 静か な ジャ ズ ・ バ ラー ド 、R&B な ど に 
適し て いま す 。 

@MIKU_V4X_Sweet (S2_19E.ppsf/S2_19E.wav) 

吐息 の 多い 、 は か な げ な 歌声 が 特徴 で す 。 繊 細 な パラ ー ド や 愛らしい ポッ 
プス で 使う と 効果 的 で し ょ う 。 

曲 を 作る と き は 、 最初 に どの 歌声 DB が 最も 曲 の イメ ー ジ に 合う か 選ん で 
みみ まし ょ う 。 こ こ で 挙 ジャ ン ル は 例 に 過ぎ ませ ん の で 、 セ ンス と 発想 を 
存 分 に 生か し て 、 ぜ ひ 自 分 だ け の 新た な 境地 を 開拓 し て みて 《 だ さい 。 た 
ま に 意 外 な 歌声 DB を 使っ て みる と 新た な 発見 が ある か も し れ ま せん 。 調 声 
を 行っ た 後 で も 歌声 DB は 簡単 に 切り 替え られ る の で 、 い ろ い みろ 試し て み ま 
し ょ う 。 

この ほか P12 で も 紹介 し まし た が 、『 初 音 ミク V4X バン ドル 』 に は 、 英語 
歌唱 に 対応 し た MIKU_V4_English も 含ま れ て いて 、 こ れ は 単体 の 製品 
『 初 音 ミク V4 ENGLISH』 と し て も リリ ー ス され て いま す (SONICWIRE に 
て ダウ ン ロ ー ド 販売 ) 。 声 質 は MIKU_V4X_Original_EVEC に 近似 し て い 
ます 。 
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フ [歌唱 スタ イル で キャ ラ 設 定 


歌声 DB を 選択 し て 調 声 を 行え ば 、 
を 設定 し て お く と 、 調 声 を より スム ー 


ー カ ロイ ド は ほぼ 攻略 で きた も 同然 で す が 、 あ ら か じ め “ 歌 唱 ス タイ ル ” 
に 行う こと が で きま す 。 


歌唱 スタ イル の 設定 ( 
歌唱 スタ イル と は 、 ノ ー ト の 
す 。 こ の 歌唱 スタ イル は 2 通り の 方 法 で 設定 で きま す 。 
① 入 力 す る ノー ト に 対し て あら か じ め 設 定 し て お く 方 法 
⑧ 入 力 し た ノー ト ご と に 設定 する 方 法 (複数 選択 も 可能 ) 
前 者 は 初期 設定 、 後 者 は 調 志 の 一 工程 と 考え る と よい で し ょ う 。 
まず 、① の あら か じゅ め 設定 し て お く 方 法 か ら 紅 介 し ます 。 メニュー の 
Piapro Studio > 環境 設定 .… (Mac) 設定 > Piapro Studio の 設定 


… (Win) を 選び 、Piapro Studio の 設定 画面 を 開き ます (*1) 。 そ し て 左 1 
Piapro Studio の 


サイ ド の VOCALOID を 選び 、 歌唱 スタ イル タブ を 開き ます 。 は 設定 較 面 を 岡 きま す 
音程 @ 、 音量 の @、 発 音 @ の 3 項目 が 並ん で いま す 。 に 
@ の 箇 車 アイ コン を クリ ッ ク 
し て も 須 け る 。 


apto Studio の 唐 
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歌唱 スタ イル の 設定 ③④ 
各 項 目 の 詳 細 は 後述 する と し て 、 次 に ② の ノー ト ご と に 演唱 スタ イル を 設 
ミ を 紹介 し まし ょ う 。 ノ ー ト に カー ツル を 乗せ る と 上 側 に 山形 の ア 


これ を ダブ ルク タリ ッ ク す る と (2) 、 下 の 画面 の よう に 、 ノ ー ト の 設定 画面 の 
ルク リッ ク す る と 
の 歌唱 スタ イル タブ が 開き ます 。 こ こ に 並ん で いる 項目 も 前 ペー ジ と 同じ く ンー ト S parWad み 5 
音程 ⑩、 音量 の 、 発 音 ⑳ の パラ メー ター が 並ん で いま す 。 こ の 画面 の 設定 SN イク 


は ノー ト 単 位 


対し て か か り ま す (複数 選択 も 可能 ) 。 設定 -- を 選ん で も 開け る 。 


ノニ ト の : 上 


区 5 


eee 


ap 


9 jmgato 


歌唱 スタ イル の "音程 "に つい て 5 
歌唱 スタ イル タプ ブ と ノー ト の 設定 画面 と も に 、 パ ラメ ー タ ー の 内 容 は 同じ な 

の で 、 こ こ か ら は ノー ト の 設定 画面 を 例 に 各 バ パラ メー ター を 解説 し て いき ま ーー 

す 。 ま ず は 音程 で す 。 
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@ の @@ 


ペン ド の 深 さ 稚 と ペン ド の 長 さ @ は “しゃ くり 上 げ "” の 効果 が 欲し いと き に 
使い ます 。 ベ ンド の 長 さ は 、 小さ けれ ば 速い し ゃ くり に 、 値 か が 大きけれ 
ば 遅い し ゃ くり に な り ま す 。 ま た ベン ド の 深 さ は 、 値 が 小さ けれ ば 軽い し ゃ て 
り 、 値 が 大 きけ れ ば 深い し ゃ くり に な り ま す 。 こ の ベン ド に よる し ゃ くり は 少 
し クセ が 強い の で 、 好 み で な い 場 合 は どちら も 0 に し て お く 《 と よい で し ょ う 。 

上 上行 形 で ポル タメ ント を 付加 と 下行 形 で ボル タメ ント を 付加 人 の は 隣接 する 
ノー ト と の 音程 を 滑ら か に つ な で 働き を 果たし ます 。 例え ば 「 ド つ ミ 」 と 音程 
が 上 が る 場合 に は 上 行 形 ポ ボル タメ ント が 、 逆 に と 音程 が 下がる 場 
合 に は 下行 形 ポ ボル タメ ント が 働き ます 。 下行 形 が 形 よ り わ か り に 〈 い の 
で す が 、 ベ ロジ シテ ィ を 調整 し て 子音 を 短 ( す る と 効果 が よく わか る の で 試し 
て みる と よい で し ょ う 。 な お 、 レタ メン ト タ イ ミン グ で の オー トメ ーション 
の 方 が コン トロ ー ル 可能 で 可視 性 も 高い た ゆめ 、 筆者 と し て は ポル タメ 
ント タイ ミン グ の 活用 を お 和 勧め し ます 。 


歌唱 スタ イル の "音量 "に つい て 
音量 に は ディ ケイ 但 と アク セン ト @ の 2 つの パラ メー ター が あり ます 。 


ディ ケイ は ノー ト の 減衰 を コン トロ ー ル する も の で 、 値 が 小さ い ほ ど 
遅く な り 、 値 が 大 きい ほど 減 論 が 速く な り ま す 。 声 を 最後 まで 伸ばし た いと 
き は 値 を 小さ くし 、 声 を 短め に 切り た いと き は 大 き 《 す る と よい で し ょ う 。 長 
め の フ ノート (#3) で 効果 を 確か め て みる と わか りや すい と 思い ます 。 

アク セン ト は 、 子音 部 分 を 除い た 音 の 出だし 部 分 に 作用 する パラ メー ター 
で 、 値 が 小 き い は ほど アク セン トカ な り 、 値 が 大 きい ほど アク セン ト が つい 
た 発音 に な り ま す 。 

この 下 に ある プリ セッ ト か ら 選択 する ⑯ は 
セッ ト で す 。 次 ペー ジ で 簡単 に 紹介 し まし ょ う 。 


音量 の パラ メー ター の プリ 


「 初 音 ミ 
(120BPM だ と 8 小節 ) を 超 
える 長い 発音 は で き な い の 
で ま 意 。 
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normal : デフ ォ ル ト の 状態 で す 。 
accent : 各 ノ ー ト の 頭 に メタ セン ト が つき ます 。 
strong accent : 文字 通り 、 よ り 強 い ア クセ ント が つき ます 。 
legato : レガ ー ト と は “なめ ら か に 演奏 する ” と いう 意味 の 音楽 用 語 で 、 ア 
クセ ント が 弱く な り 、 ベ ンド が 深 《 な り ま す 。 
slow legato : legato よ り も さら に アク セン ト が 弱く な り ま す 。 

これ ら を を それぞれ 試し て 効果 の 太い を 確認 し て みる の も よい で し ょ う 。 


臣 一 歌唱 スタ イル の "発音 "に つい て 
ここ に は 子音 の 長 さ (ベロ シテ ィ ) と オー プ ニ ング の 2 つが あり ます 。 


これ ら は オー トメ ーション と し て 紹介 し た パラ メー ター と 同じ も の で す 。 
Piapro Studio の 設定 画面 に ある 歌唱 スタ イル タブ で これ ら を 設定 し て お く 
と 、 入 力 す る ノー ト は すべ て を の 設定 値 に な り ま す 。 各 ノー ト か ら 開 く 歌 唱 ス 
タイ ル タ プ で は オー トメ ーション を 調整 し て いる こと と 同じ 結果 に な り ま す 。 
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フ クロ スシ ン セ シス 
(Cross Synthesis) 


Piapro Studio で は 、1 つの トラ ッ ク の 中 で 同じ キャ ラク ター の 2 種類 の 音声 を ミッ クス し て 、 音 色 を 作る 
こと が 可能 で す ( 対 応 す る 音声 ライ ブラ リー で の み 可 能 ) 。 この 機能 を クロ スシ ン セ シス と 呼び ます 。 


powNLOAD 
町 WP zppsi 
P2_21wav 


2nd singer の 画面 を 開く 

クロ スシ ン セ シス で は 、 ト ラッ ク に あら か じ め 設 定 し て いる 音声 ライ ブラ リ 
ー を 1st singer と 呼び 、 こ れ に 対し て ミッ クス する 音声 ライ ブラ リー を 2nd 
singer と 呼び ます 。 ク ロス シン セ シ ス を 使う に は 、 まず 2nd singer を 設定 し 
ます 。 

トラ ッ ク ヘ ッ ダ ー の 歌手 アイ コン W を クリ ッ ク し て 歌手 リス ト 画 面 を 開き 、 
2ND ボタ ン 9 を クリ ッ ク し ます 。 す る と 、 画面 が 横 に 広がっ て 2nd singer 
の 拉 が 開き ます @。 例え ば 、「MIKU_V4X_Original EVEC」 が 1st singer 
の 場合 は 、 初 期 設定 で 2nd singer に 「MIKU_V4X_ Soft EVEC」 電 
定 き れ て いま す 。 


mmm 
FEDEIS 


回 還 2nd singer を 選ぶ 

2nd singer を 変更 し た いと き は 、 歌 手 リス ト 画 面 を 開い て 、command+ 
E ン Ctrl+E (を 1) を 押し ます 。 す る と 、 歌 声 DB の 各種 パラ メー ター を 設定 
可能 に な り ま す 。 鈴 を ク リッ ク す る と 、 き の よう に 歌声 DB の リス ト が 表示 
きれ て 選択 で きま す 。 選択 後 は OK ゆ を クリ ッ ク し ます 。 


EET コ 


NN oo 


W 


MIKULV4X_Dark 


MIKU_V4X_Soft EVEC 
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1 
command+E CfrtE 
手 リス ト 画 面 で control 
エク リッ ク 右 クリ ッ ク し て 
半 く メニ ュー で 、 歌手 パラ 
メー タ を 編集 .. を 選ん で も 
開け る 。 


MKUV4X OnginaL VEC 


MIKUV4X_Solid_EVEC 5 


オー トメ ーション トラ ッ ク を 開く 

2nd singer を 設定 し 、 オ ー ト メー ショ ン の Cross Synthesis 答 を クリ ッ 
ク す る と 、1st singer 名 休 と 2nd singer 名 欠か 表示 され ます 。 オー トメ ー ジ 
ョ ン の 初期 値 は 0 で 、 1st singer だ けが 鳴る 状態 で す 。 下 の 固 面 で @ と 人 
の 部 分 は 、 すべ て 1st singer の 「MIKU V4X_ Original EVEC」 が 再生 き 
れ ま す 。 

で は 「 ミ 」 の 途中 か ら 1st singer の 「MIKU_V4X Original EVEC」 
2nd singer の 「MIKU_V4X Sweet」 へ と 徐々 に 変化 し ます 。 を し て 
@ は 最大 値 の 127 な の で 2nd singer の 声 だ け に な り ま す (*2) 。 は 1st と 
2nd の 中 間 の よう な 音色 で す 。 下 の 画面 は P2_21.ppsf/P2_21.wav の 
も の な の で 、 実際 に デー タ で 確認 し て みて くだ さい 。 


2nd singer が 
ウス され て いく 


補 誠 値 は 0(1st singer 


2 
2nd singer の 声 だ け に 
な り ま す 

艦 密 に いえ ば 、 オ ー ト メー 
ショ ン 何 を 最大 に し て も 完 
singer の 声 と 同一 
に は な ら な い 。 た だ 、 そ の 
違い は わずか な の で 、 神 経 
必要 は 全く な い だ 


ノ フ 歌手 リス ト 画 面 で の 設定 


歌手 リス ト 画 面 の 役割 は 、 単 に 音声 ライ ブラ リー( 歌 声 DB) を 選ぶ だ け で は あり ませ ん 。 前 項 の よう に 2nd 
singer を 設定 する の は も ちろ ん 、 幾 つか の パラ メー ター を あら か じ め 設 定 し て おく こ と が で きま す 。 
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声 を 確認 

歌手 リス ト 画 面 で 但 を クリ ッ ク す る (も し (は space を 押す ) と 、 短い フ レ 
ー ズ が 再生 きれ て 声 を 確認 で きま す 。 ま た 歌手 リス ト 男 面 を contro+ ク リッ 
クン 右 クリ ッ ク し て 、 メ ニュ ー か ら 、 プ レビ ュー フレ ー ズ を 変更 狗 を 選ぶ と 、 ブ 
レビ ュー フレ ー ズ の 選択 画面 介 が 開き 、 ほ か の フレ ー ズ 『 で きま す 。 @ 
を クリ ッ ク し て 、 ユ ー ザ ー か ら 寄 せら れ た フレ ー ズ に も 変更 可能 で す 。 


CE ューzome 


革 琶 音色 を 設定 可能 
或 手 リス ト 画 面 を 因 い て command+E ン Ctrl+E を 押す と 、 下記 の パラ 

メー ター で 音色 作り を 行え ます (*) 。 1 

@ BRE : プレ シネ ス (P99 参 照 ) 8 2EIv2= 
@ BRI : プラ イト ネス (P100 参 照 ) 0 
 CLR : タク リア ネス (PF10] 参 照 ) に な る < 合え は N あ る パラ 
@ GEN : ジェ ンダ ー フ ァ ク ター (P103 参 照 ) 32 に お か 
⑥ VOL: 音 硫 。2nd singer の み 4 


2nd singer の VOL は マイ ナス の 値 も 設定 で きま す 。1st と 2nd の 音量 差 
が 気 に な る 場合 は 調整 し て みる と よい で し ょ う 。 


トラ ッ ク 作 成 時 の 歌手 変更 & そ の 他 

トラ ッ ク 作 成 時 の 歌手 は 、 葵 手 リス ト 固 面 で contro+ クリ ッ ク ン 右 ク リッ ク 
し て 、 メニュー から デフ ォ ル ト 歌 手 に 設定 する 倫 を 選ん で 変更 で きま す 。 

また 、 タ ロス シン セ ジ シス を 使う と き に 、 い ろ ん な 組み 合わ せ を 作り た い ケ 
ー ス も 出 て くる と 思い ます 。 そん な と き は 歌手 を 複製 人 @ を 選べ ば 、 歌手 を コ 
ビー で きま す 。 不 要 に な っ た 歌手 は 歌手 を 削除 .… 人 き で 削除 で きま す 。 

この メニ ュー で 歌手 アイ コン を 変更 .… @ を 且 ぶ と 、 歌手 アイ コン の 選択 画 
面 が 開き 、 さま ぎ ま な 表情 の ミク を 選ぶ こと が 可能 で す 。 ま た 、 オ リ ジ ナ ル 
の 画像 を 追加 し た いと き は 、 歌 手 ア イコ ン を 追加 .… ⑱ で 行い ます 。 追 加 で 
きる 画像 は JPBG/PNG/BMP の いずれ か で す 。 
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フレ ビュ ー フ レー テ e を 再生 
フレ ビュ ー フ レー ズ を 穫 。 


① 馬 天 同一 の 歌手 で クロ スシ ン セ シス 

クロ スシ ン セ シス で 同一 の 音声 ライ ブラ リー を 2nd singer に 設定 し て お き 、 2nd singer 
の BRE と GEN を 、 1 st と は 異な る 設定 に し た と し まし ょ う 。 この 状態 で クロ スシ ン セ シス の 
オー トメ ーション を 設定 する と 、 実 賞 的 に BRE と GEN を 同時 に コン トロ ー ル する パラ メー 
ター と し て 機能 し ます 。 も ちろ ん 、 ほか の パラ メー ター で も 同様 で す 。 歌手 リス ト 画面 の パ 
ラメ ー タ ー と クロ スシ ン セ シス は 、 そ ん な 使い 方 も で きる こと を 党 え て お く と 、 効率 的 な 調 声 
を 行え る で し ょ う 。 
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吉 powNLoAp 
ヒー ゴ ーー ズ 加計 P2 23A ppsf 一 P223D-Kppsf 
三 | 号 ENP2 23Away 一 P2_23Kwav 


歌詞 の 入力 は 通常 ひら が な や カタ カナ 、 ロ ー マ 字 で 行い ます が 、 音 夫 記 号 を 変え る こと で 、 ニ ュ ア ンス の 異な 
る 発音 に する こと が で きま す 。 また 発音 記号 は 特殊 な 技 で も 使用 され る の で 紹介 し まし ょ う 。 
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発音 の ニュ アン ス を 変え る 


記号 と 呼ば れる ボー カロ イド 独 
自 の 発音 記号 を 入力 する こと が 可能 で す 。 こ の 音素 記号 を 使う と 、 より イメ ー 
ジ に 近い 発音 を 得 られ る こと あり ます 。 


音素 記号 攻 
で は 、 音 未 記 号 の 使用 例 を 紹介 し まし ょ う 。「 お 」 と 「 を 」 は と ちら も 音楽 
記号 は [o] な の で 同じ 発音 た な っ て し まい ます 。「 う おぉ 」(*1) と 入力 する 前 
か 、 音素 記号 を [w o] に すれ ば 、「 を 」 の 音 に 近 ( な り ま す 。 下 の 画面 の 順番 1 9 と 入力 する と 、 人 
で P2_23A.ppsf/P2_28A.wav に 収録 し た の で 確認 し て みて くだ さい 。 SSColCe3< 


OHE 還 ””" ド Cm "”"〔“ ド EPRE 画 ”*” ド OOW 画 


| 0 
また 、「 は 」 の 音素 記号 は [h a] が 一 般 的 で す が 、 ほ か に [ha] (Mac) 
グ [hY a] (Win) と いう バリ エー ショ ン が あり 、 こ ちら は より 「 あ 」 の 発音 
に 近い 感じ で す 。 同 じ よ うに 、「 ほ 」 も [ho] (Mac) / [h\o] (Win) と 
入れ る と 、 よ り 「 お 」 に 近い 感じ に な り ま す 。 これ も 画面 の 順番 通り に 
S2_23B.ppsf/S2_23B.wav に 収録 し まし た 


ha | mg gl 


その ほか 「 ん 」 と 入れ る と 音素 記号 は [NJ (Mac)  [NY] (Win) に 
な り ま す が 、 バ リエ ーション に は [n] [N] [N'] [m] [m'] 日 ] が あり 、 そ を 
れ ぞ れ ニ ュ ア ンス が 異な り ま す 。 画面 を 見 な が ら P2_23C.ppsf/P2_23C. 


wav を 聴い て みて 〈 だ 


い 。 
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に IO に の SUcvC は の < の ぱに トロ に IKO oool 


本 m 
mmmr3rsiiirrgri mmmiirtirinanli msYTIrYIECruimmmm 
IOMI m ON 
この よう な 音素 記号 の バリ エー ショ ン は ほか に も た (さん あり ます 。Piapro 


Studio の マニ ュ ア ル (2) に は 「 日 本 語 版 VOCALOID 音素 記号 表 」 と いう 
リス ト が 掲載 きれ て いま す の で 、 も し 思っ た よう な 発音 が 得 ら れ な か っ た と 
き は 、 は か の 音素 記号 が な いか チェ ッ ク し て みる と よい で し ょ う 。 な お 、 音 
号 を 入力 する 際 は パッ コン の 入力 モー ド を 半角 英 数 字 に し て 、 大 文字 
グ 小 文字 プス ペー ス を 正しく 入力 し て くだ さい 。 


特殊 な 音素 記号 

TP115 で [Asp] (な 3) と いう ノー ト を 無音 に する 音素 記号 を 紹介 し まし た 
が 、 ほ か に る 特 殊 な 音素 記号 が あり ます 。 こ こ で 幾つ か 紹介 し て み ま し ょ う 。 
た だ し 、 歌 声 DB に よっ て は 効果 が な いも の も あり ます 。 な お 、 表記 中 の 「 
は その 前 に 何ら か の 音素 記号 が 必要 な こと を 示し て いま す 。 

また 、P2_23D-K.ppsf に は 以下 で 挙げ た 音素 記号 の 例 を まし た 。 
WAV ファ イル は それ ら を オー ディ オ 化 し た も の で 、 掲載 し た 画面 と 対応 し 
て いる の で 参考 に し て みて くだ さい 。 
介 [Asp] (P2_23D.wav) 
この 音素 記号 を 入れ る と 言 : 
ポル タメ ント は 働く た め 、 
が で きま す 。 


に か か わら ず ノ ー ト は 無音 に な り ま す 。 し か し 、 
語 必 の 音程 を 上 下さ きせ て し ゃ くり を 作る こと 


軸 


本 2 

Piapro Studio の 

マニ ュ アル 

Piapro Sludio を アク ティ ブ 
に し た 状態 で メニ ュー の へ 
ルプ ブッ マニ ュ アル 、、 か ら 開 く 。 


3 
【Asp1 

2016 年 8 月 現在 、Piapro St 
udio か ら VSO、VSQX を 書 
き 出 し た 場合 は 、[Aspl や 
次 ペー ジ で 取り 上 げ て いる 
[Si は 、 [al の 発音 に を っ 
て し まう 点 に 注意 し て ほし 
we 


し ゃ くり 上 け 


Pig 画 
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介 [Sil] (P2_23E.wav) 
日 本 語 小文字 の 「 っ 」 で 入力 され る 記号 で す が 、 ほ か の 言葉 で も この 
記号 を 入れ る と 無音 の ノー ト に な り ま す 。 ノー ト 間 の 距離 が 近い と き に 連続 
し た 発音 に な っ て し まう の を 防 で こと が で きる ほか 、 ポ ル タ メ ント の 効果 を 
抑制 し た い 場 合 に 使い ます 。 


ノート 問 に すき 間 は ある が つなが っ て 発音 され る ノー ト 則 に 無音 が 挟ま れる 


介 [* 0] (P2 23Fwav) 

子音 母音 に か か わら ず 無 声 化 し て 、 無 声音 に し ます 。 魚 は 声帯 の 
振動 を 伴わ な い 発 音 で 結果 的 に 音程 感 の な い 、 ささ やく よ うな 音 に な り ま す 。 
例え ば 「 を し て 」 の 「 し [Si 」 の 母音 が 強い と 感じ た と き に [Si0] に す 
る と 母音 の [i] が 抑え た 感じ に な り ま す 。 [S_0i 0] [S_0 il と いう 入れ 方 


も る あり ます 。 
男 s 項 加 j し Co | 
Lo を 子音 に [01 子音 と 司 音 に [01 買 音 に [LO1 


[2] (P2_23G.waV) 

声 門 閉鎖 で 発声 を 閉じ ます 。 し っ か り 語 尾 を 閉じ た よう な 発音 に な る の で 、 
「 わ っ !」 と いっ た 表現 で 有効 で す 。「 わ 」 を 入力 し 、 発音 記号 [wa] を [w 
ョ ?] に 変更 し て 聴き 比べ て みて 〈 だ きい 。 


(ea し (あり 


介 [*j] (P2_23H.wav) 

語尾 に 半 母 音 の 「 い 」 を 短く 加え ます 。 半 母音 と は 日 本 語 で は 「 や 行 」 や 
「 わ 行 」 の こと で す 。 例え ば 「 ら [4a] 」 を 「 ら [4aj 叶 」 に する と 「 ら 一 い 」 
と いっ た ニュ アン ス に な り ま す 。「 し な い 」 と いっ た フレ ー ズ の 語尾 を 弱め 
た いと き に 便利 で す 。 


@[* w] (P2_23I.wav) 
尾 に 半 母 音 の 「 う 」 を 短く 加え ます 。 例え ば 「 ら [4 a] 」 を 「 ら [4aw] 」 
に する と 「 ら て うぅ 」 となり ます 。 


[N 和 1 [JH[N 1 (P2_23J.wav) 

発音 を 鼻音 化 、 つ まり 鼻 に か か っ た よう な 発音 に する 音素 記号 で す 。 主 に 
「 が 行 」 を 邊 濁音 に する と き 使 いま す が 、 少し 存在 感 が 強い の で ブラ イト ネ 
ス で 抑え る と よい で し ょ う 。 ま た 、[] *] は 本 来 「 に 」「 に ゃ 」「 に ゅ 」「 に ょ 」 
1 号 で す が 、「 ぎ 」「 ぎ や 」「 ぎ ゆ ゅ 」「 ぎ ょ 」 の 供 音 に 使用 す 
る の も よい で し ょ う 。 [N' *] で も 同様 の 効果 が 期待 で きま す 。 


が gi ば Wi | 


[pl[* k] [tl (P2_23K.wav) 

[*p] [*k] [1 は 語末 閉鎖 音 と 呼ば れる 発音 を 作れ ます 。 具 体 的 に は 、 
例え ば 「 ら [4 a p] 」 と 入力 する と 、「 ら 」 の 最後 に か すか に 「 ぷ 」 と いう ニュ 
アン ス が 加わ り ま す 。 


国 呈 S 画 EEES 画 ” EE 正 画 


号 の 入力 で は 、 この よう 6 を 末 
発音 を 作っ た り 、 歌 詞 の 文字 同士 の つなが り を 改 
力 で は 困難 な 発音 の 補正 な うこ と が で きま す 。 

さら に 、 語頭 の 子音 が 弱く て 聴き 取り に くい と き に は [S Si] と いう よ 
語頭 の 子音 を 重 物 し て 入力 し て 発音 を 強化 する 方 法 も ある の で 、 ぜひ 
て みて (だ さい 。PART 4 や PART6 の デモ ッ ン グ で すき 音 の テク ニッ 
ク を 使っ て いる の で 、 そ ちら も 参考 に し て みて (だ さい 。 


に 付け 足し て 英語 風 の 
する な ど 、 単 な る 歌詞 入 
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(CEIRMW 壁紙 機能 に つい て 

Piapro Studio で は 、 壁紙 を 読み 込む こと も で きま す 。 画面 右 下 の W を クリ ッ ク する と 、 
読み 込み 画面 が 開き 、 JPEG/PNG/BMP の いずれ か の フォ ー マ ッ ト の 画像 を 選択 で き 
ます 。 

読み 込ん だ 画像 は マー ム 介 と 透明 度 介 も 調節 可能 で 、 ⑳ で 開く メニ ュー で は レイ ア 
ウト 方 法 な ども 選べ ます 。 


上 の 画面 で は 本 書 の カバ ー で 使用 し た イラ スト 画像 を 使用 させ て いた だ きま し た が 、 ご 
の 画像 デー タ を 読者 の 皆様 に も プレ ゼン ト さ せ て いた だ きま す ! 下記 の URL へ アク セス 
し て 「 壁 紙 ダ ウン ロー ド ] 欄 の 記述 を 参照 し て 、 ダ ウン ロー ド ペ ー ジ で 下記 の パス ワー ド を 
入力 し て くだ さい 。 


http://www.rittor-music.co.jp/books/14617361.html 


パス ワー ド :20161118MIKUV4X 


な お 本 イラ スト 画像 は 、 個 人 的 に ご 利用 に な る 場合 を 除き 、 無 断 で 上 演 放 送 / 配 
信 等 に 利用 する こと 、 ま た ネッ ト 等 を 通じ て 再 配布 する こと は 禁じ られ て お り ます 。 あら かじ 
め ご 了承 の 上 、 お 楽し みく だ さい 。 


E.V E.C. の 使い 方 


“"E.VE.C.” は 、 簡単 な 操作 で 表現 力 を 格段 に アッ プ で きる V4X の 
独自 機能 で す 。 と て も 効果 的 な の で 、 細 か い 調 声 を 行う 前 に 、 ま ず 
は "E.V.E.C.” を 試し て みる と よい で し ょ う 。 


01 E.VE.C. の 基礎 知識 04 Voice Release 
02 発音 拡張 05 E.VE.C。 を より 使い こなす た め に 
03 Voice Colom 


| ] EVE.C. の 基礎 知識 


YE.VE.C.” と は 、“Enhanced Voice Expression Control" の 申 で 、 い わ ば “歌声 の 表現 の 可能 性 を よ 


り 自 由 に 


る た め の 機 能 * で す 。 これ を 使い こなす こと で 、 調 声 を より 繊細 か つ 区 率 的 に 行え ます 。 
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皿 E.VE.C. の 構成 要素 

「 初 音 ミク V4X」 の E.V.E.C. ( き ) は 、 以下 の 3 つか ら 構 成 き れ て いま す 。 
師 発音 拡張 :「 強 い 発 音 」 と 「 翌 い 発音 」 を 切り 替え て 強弱 を 作り ます 。 
乱 Voice Color : 声 の 表情 や コ ント ロー ル し ます 。 
乱 Voice Release : 語尾 の 息 成分 コン トロ ー ル し ます 。 

これ ら は 単独 ある い は 複数 の ノー ト に 対し て 、 簡 単に 設定 で きま す 。 曲 を 
通し て の 歌声 の キャ ラ 付 け だ け で な 〈 く 、 オ ー ト メー ショ ン 代 わり に 細か く 切 ひ 
替え て いけ ば 、 より 効率 の よい 調 声 が 行え を る で し ょ う 。 


E.VE.C. が 使え る 歌声 DB 

E.V.E.C. が 使え る あか どう か は 歌声 DB ご と に 決ま っ て いま す 。「 初 音 ミク 
V4X」 で は 、 以 下 の 8 つ の 歌声 DB で 使用 可能 で す (な 2) 。 歌 声 DB 名 に 
“EVEC” の 表記 境 が ある の で わか りや すい で し ょ う 。 

旬 「MIKU_V4X_Original_EVEC」 
人 「MIKU_V4X_Soft_EVEC」 
旬 「MIKU_V4X_Solid_EVEC」 

「MTKU_V4X_Dark」 と 「MIKU_Y4X Sweet」 で は E.VE.C. が 使え ま 
せん が 、 ク ロス シン セス で 1st singer に E.V.E.C. 対 応 の 歌声 DB、 2nd sin 
ger に 非 対 応 の 歌声 DB を 設定 する と 、 直接 的 で は な いも の の 、 非 対 応 の 歌 
声 DB も る 1st singer の E.V.E.C. の 影響 を 受け た 効果 を 期待 で きま す 。 


1 
[ 補 彰 ミク V4X」 の 
EViEG 

[ 夢 音 ルカ V4X] で は 、Vojoe 
Color Voice Release 
子音 撤 半 の 3 租 、「 負 音 リ 
ンー レン V4X] で は 、Voioe 
Color Voice Release 。 
発音 拓 ([ 強 い 発 音 」 の み ) 
の 3 種類 。 


基 2 
以下 の 3 つの 歌声 DB で 
使用 可能 で す 

[陣痛 リン ・ レ ン V4X] で は 
TRIN_V4X_Power_EVEC] 
[LEN_V4X_Power_EVECI 
の 2 種類 、「 選 音 ルカ V4X] 
で ほ 「LUKA_V4X_Hard_EV 
ECIILUKA_V4X_SofLEV 
EC」 の 2 種類 


E.VE.C. の 設定 方 法 

ノー ト を contro+ ク リッ クノ 右 クリ ッ ク し て 開く メニ ュー か ら 、E.VE.C. の 
設定 .… 介 を 選び ます 。 す る と 、 ノ ー ト 設定 両面 の E.VE.C. タブ @ が 開き ま 
す 。 て ここ に 発音 拡張 倫 、 Voice Color@⑳、 Voice Release の 各 欄 が あ 
り ま す 。 こ れ ら の 使い 方 は 後述 し ます 。 


歌詞 の 編集 .… 
歌唱 スタ イル の 設定 .. 
ビブ ラー ト の 設定 .… 


1 オク ター ブ 上 げ る 人 381 
1 オク ター ブ 下 げ る 人 ひ 説 』 


また 、 ノ ー ト に カー ツル を 乗せ た と き 上 部 に 表示 され る 3 つの 口 は 、 それ 
ぞ れ E.V.E.C. の 設定 内 容 を 表示 する た め の も の で 、 発 音 拡 張 條 、Voice 
Color@、 Voice Release と な っ て いま す 。 い ずれ か を ダブ ルク リッ ク 
し て も 上 の 画面 を 開け ます 。 実 際 に E.VE.C. を 設定 する と 、 下 の 画面 の よ 
きれ ます 。 こ れ ら を 非 表示 に し た いと き は め を クリ ッ ク し て オフ に 


【。 EEESH @ [oice Release [。】 
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吉 powNtoAp 
ピーコ 軌 EPa_ 02A ppsi/P3_02Bppst 
百 P3_02Awav7P3_02Byay 


音 拡張 機能 は 「 強 い 発 音 」 と 「 弱 い 発音 ] を 切り 替え て 、 声 の 強弱 を 作る た め の 機 能 で す 。 初音 ミク V4X」 
で は 歌声 DB ご と に 異な る 「 強 い 発音 」「 弱 い 発音 」 が 用 意 さ れ て いて 、 各 歌声 DB に 応じ た 表現 が 可能 で す 。 


138 


パラ メー ター 
発音 拡張 は 声 の 強弱 を 付け る 機能 で 、 設定 項目 は 以下 の 3 つ で す 。 


人 ⑲ な し : 初 期 設定 

@ Mild/Soft : 「 弱 い 発音 」 。 節 や か で 優し い 声 に な り ま す 。 

@ Accent/Strong : 「 強 い 発音 」 。 か な り ハ キハ キ と し た 声 に な り ま す 。 
Mild/Soft を 設定 する と ノー ト の 頭 に 億 の 記号 が 示 き れ 、Accent/Stro 

ng で は の 記号 が 表示 され ます 。 


使い 方 の ヒン ト 
1 つの ノー ト を 「 始 まり 途中 プ 終 わり 」 の 3 つ に わけ て 考え た 場合 、 
機能 は 以下 の よう に 当て は め ら れ ま す 。 
信 始 まり : 発音 拡張 
信 途 中 : Voice Color 
信 終 わり : Voice Release 
例え ば 、 Voice Color で 全体 的 な 声 の 表情 を 設定 し た けれ ど 、 各 ノ ー ト の 


歌い 出し が 硬い な と 感じ た ら 、 発音 拡張 で Mild/Soft を 使っ て みる と いっ た 
使い 方 を し て みる と よい で し ょ う 。 

下 の 画 面 は P3_02A.ppsf/P3_02A.wav で 、 最初 の フレ ー ズ は 設定 
な し 介 、 2 つめ は Mild/Soft @、 3 つゆ は Accent/Strong ⑳ を 設定 し て い | 
る の で 聴き 比べ て みて 《 だ さい 。 
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子音 拡張 
子音 拡張 稔 は 、 子音 の み を 自動 的 に 連続 入力 し て くれ る 機能 で 、 言葉 を 
強調 し て 歌っ て いる よう に 聞こ えさ せる こと が で きま す 。 発 音 拡張 の Mild/ 
Soft あ る い は Accent/SLrong の いずれ か を 選択 し た 場合 の み 使 用 可能 で す 。 
「X2」「X3」「X4」 の 3 段階 が あり 、 例え ば 「X2」 で は ノー ト 上 の 音素 
記号 が 介 の よう に 、「X3」 で は 人 @ の よう に 、「X4」 で は ⑲⑳ の よう に 、 それ 
ぞ れ 数 字 が 表示 され ます 。 


還 還 っ 
@ @$ @ ら 


子音 拡張 を 設定 する と 、 特に 「 ナ 行 」 や 「 マ 行 」 、「 ワ 行 」 で は ベロ シテ 
ィ を 下げ た よう に 、 し っ か り と 溜め て 発音 する よう に な り ま す 。 カ 行 や サ 行 な 


どの 麻 接 音 や 破裂 音 で は 少々 ノイ ジー な 音 に な り ま す が 、 オ ケ と 合わ せ た と 
き の 聞 こえ 方 も 考慮 し て 調 声 し て いく と よい で し ょ う 。 

P3_02B.ppsf/P3_02B.wav で は 以下 の 園 面 の よう な デー タ を 用 意 し 
まし た 。 最 初 の フレ ー ズ は 設定 な し 但 で 、2 つ め は 「Accent/Strong ※ 
4」 ⑲、 3 つめ は 「Accent/Strong X4」 と 子音 拡張 の 設定 を 「 な し 」 に し 
た Nild/Soft」 を 織り 交ぜ て いま すめ 9。 参 考 に し て みて くだ さい 。 


powNtoAp 


03 Voice Color ーー 


Voice Color は 声 の 表情 を コン トロ ー ル する た め の 機 能 で 、「Power」 と 「Soft」 の 2 種類 が あり ます 。「 初 音 
ミク V4X」 で は 発音 拡張 と 同じ く 、 各 歌声 DB に 合わ せ た 「Power」 と 「Soft」 が 用 意 さ れ て いま す 。 


パラ メー ター 
Voice Color (*1) は 音 が 伸び て いる 最 中 の 声 の トー ン を 決め る も の で A 
_ Voice Color 
す 。 設 定 項目 は 以下 の 3 つ で す 。 「 箇 音 リ ン * レ ン V4X」 の 
Voce Coler も 「SofliPo 
人 ⑯ なし: 初期 設定 er の 2 福 脆 だ が 、「 近 音 
@ Soft : 優し い ニ ュ ア ンス に な り ま す 。 ルカ V4X」 で は この 2 竹 類 
の ほか に [WhisperliHus 
⑯ Power: 振り の ある ニュ アン ス に な り ま す 。 IIINetivellPower Po 
Soft を 設定 する と ノー ト に @ の 記号 が 、 Power で は の 記号 が 表示 され 
ます 。 


使い 方 の ヒン ト 

Voice Color は 発音 の ベー シッ ク な 部 分 を 設定 する も の な の で 、 最初 に 
Voice Color で 基本 的 な 発声 を 作っ て か ら 、 細 や か な ニュ アン ス を オー トメ 
ーション で コン トロ ー ル すれ ば 、 イ メー ジ 通 り の 効果 を 得る こと が で きる で し 
よう 。 

ド の 画面 は P3_03.ppsf/P3_03.wav で 、 最初 の フレ ー ズ は 設定 な し 
⑩ 、2 つ め は 要 所 に Soft を @ 、 3 つめ は 要 所 に Power を 設定 し まし た 人 @ 。 
参考 に し て みて くだ さい 。 


140 


PART3 | EVE.C. の 使い 方 


あ powNtoAp 


04 Voice Release 還 議 記 


Voice Release は 言葉 の 終わ り 部 分 、 つ まり 語尾 の 皿 成分 を コン トロ ー ル する 機能 で す 。 例え ば セク シー 
な 吐息 や アン ニュ イ な 有 雰囲気 な ど を 表現 で きま す 。 


パラ メー ター 
Voice Release は 語尾 に 息 の 成 分 を 追加 する 機能 で 、 以下 の 設定 項目 
が 用 意 き れ て いま す 。 
⑩ な し : 初期 設 定 
@ Breath-Short : 如 め の 吐息 成分 を 追加 し ます 。 
@ Breath- Long: 長め の 吐息 成分 を 追加 し ます 。 
Breath-Short を 設定 する と 音符 に ⑲ の 記号 が 、 Breath-Long で は ⑲ の 


使い 方 の ヒン ト 

Voice Release は 直後 に 音符 が な い 場 合 に の み 機能 し ます 。Breath- 
Short は 息 を 大 むように 早め に キュ ッ と 終息 し 、 Brcath-Long は 音 が スッ と 
穏やか に 終息 する と いう ニュ アン ス で す 。 発 音 拡張 を た た 場合 は を の 
影響 も 受け て 、 わずか な が ら 音 符 の 消え る タイ ミン グ が 変化 する の で 、 気持 
ちよ く 音 が 終わ る よう な 設定 を 探す と よい で し ょ う 。 

下 の 画 面 は S3_04.ppsfS3_04.Wwav で 、1 つ ゆめ の フレ ー ズ は 設定 な 
、2 つ め は 最後 の ノー ト に Breath-Short を き 、 3 つゆ は 最後 の ノー ト 
に Breath-Long を 設定 し まし た @。 


員 E.VE.C. を より 使い こなす た め に 


E.VE.C. を 活用 する 上 で の 注意 点 を 幾つ か 紹介 し て お きま し ょ う 。 調 声 中 に 「 あ れ ?」 と 思っ た ら 、 読 み 返し 
て みて くだ さい 。 
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極端 に 短い ノー ト に 注意 

E.V.E.C. を 設定 する と 、1 つ の 音 を 内 部 的 に 2 つか ら 3 つ に 分 割 し て 、 い 
わ ば 高 ー ト メー ショ ン 処 理 し て いる よう な 状態 に な り ま す 。 を その た め 、 
フー ト が 極 叶い と 効果 が 発 押さ きれ に 《《 な り ま 


効果 の 発揮 きれ な い ノ ー ト は E.V.E.C. の アイ コン が 湾 い 色 で 表示 され 、 き 
ら に 小さき な 「!」 介 が 表示 され ます 。 
し リ 


E.VE.C. ノ ー ト 分 離 

- を 設定 し た ノー ト を 分 割 する に は 、 ハサミ ツー ル 以 外 の 方 法 も あ 
ノ 右 クリ ッ ク し て 開く て メニ ュー か ら 、 E.VE.C. ノ ー 
ト 分 粒 の を 混 ぶ 分割 で きま す 。 これ は Voice Color/Voice Release が 設 
定 きれ た ノー ト の み で 、 発音 拡張 は 通常 の 方 法 で 分 割 し ます 。 


歌詞 の 編集 .… 
歌唱 スタ イル の 設定 .… 
ビブ ラー ト の 設定 . 
ワー マラ イズ 


EVEC. の 設定 . 
EVEC. ノー ト 分 産 ー@ 


半 斉 上 げ る に 3 
半音 下げ る に 3 
1 オク ター ブ 上 げ る 人 88 和 1 
1 オク ター ブ ド 下げる 合 88」 


E.VE.C. ノ ー ト 分 離 で は 、 分 割 する 位置 は 自動 的 に 判別 され ます 。 下 の 
賠 面 が Voice Color と Voice Release を 設定 し た ノー ト を 分 割 し た 状態 で 
す 。3 分 割 きれ て いま す が 、Voice Color あるいは Voice Release の み の 場 
合 は 2 分 割 さき れ ま す 。 こ の 分 割 に より 、 EE.V.E.C. 専 用 の 音素 記号 が 割り 当て 
られ た ノー ト が 生成 され る の で 、 発音 の 編集 は 若干 し に くく な り ま す が 、 音 
程 や 音 の 長き の 変更 は し や すく な り ま す 。 


歌手 の 変更 

E.V.E.C. を 設定 し た トラ ッ タ の 歌手 を 、 E.V.E.C. 非 対応 の 歌手 等 に 変更 
し た 場合 、 ノ ー ト 上 の E.VE.C. の アイ コン は な く な り 5、 発音 記号 な ども 変更 
され る よう に 見 えま す 。 し か し 、 こっ そり 内 容 は 保持 きれ て いる の で 、 再度 
E.V.E.C. 対 応 の 歌手 に 変更 すれ ば 元 通り 復元 され ます 。 

と は いっ て も 、 思いがけ な い 操 作 で 、 せ っ か がく 細かく 設定 し た デー タ が 矢 
われ る 可能 性 は あり ます の で 、 ま め に デー タ を 保存 する よう に し まし ょ う 。 


(①WET 環 他 の ボー カル エディ ター で の 再現 

Piapro Studio で E.V.E.C. を 適用 し た VOCALOID シ ー ケ ンス ファ イル (VS 
QX ) は 、 同じ 音声 ライ ブラ リー を 使用 し て いる の で あれ ば 、Piapro Studio 以外 の 
ボー カル エディ ター (VOCALOID4 Editor VOCALOID4 Editor for CUBA 
SE ) で も きち ん と 再生 され ます 。 
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マス ト 調 声 テ クニ ッ ク 


本 章 で は 、 Piapro Studio の 機能 を 複合 的 に 駆使 し た 短い デモ ソ 
ング を 用 意 し まし た 。 ダウ ン ロ ー ド 素材 の デー タ を 開い て 、 多彩 な テ 
クニ ッ ク の 数 々 を じっくり 読み 解い て くだ さい 。 


元気 に 滑 知 よく 歌わ せる パワ フル に 歌わ せる 

や さ し く 歌わ せる パラ ー ド を 歌わ せる 

無 表 情 に 歌わ せる 高速 で 歌わ せる 

ささ や く よ う に 歌わ せる 巻き 舌 で 歌わ せる 
し を 付け て 歌わ せる 


吉 powNtoAp 


(] ] | 元気 に 滑 舌 よく 歌わ せる 財 : 


EHPCripzzre 91.song 


最初 に 紹介 する の は テン ボ の 速い ほ ビ ピート の ボッ プ な 曲 に の せ た ノ リ の よい 元気 な 感じ の ボー カル ・ ス タイ ル 。 
元気 な 感じ を 出す 税 訣 は ノー ト 分 割 に よる ボル タメ ント の コン トロ ー ル で す 。 
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[ Setting & Lyric ] 

人 使用 歌声 DB : MIKU_V4X_Original EVEC 

人 主要 オー トメ ーション 初期 設定 : BRE-=8/BRT-56/CLE=16/GEN=48/ 
POR=76/PBS=2. 

介 歌唱 スタ イル 初期 設定 : デア クセ ント =100 プ ディ ケイ =0 

人 調 声 ポイ ント : ノー ト 分 割 ご ベロシティ ノア クセ ント 

人 歌詞 ^ テ ン ボ : 「 ヒ ロイ ン は ツイ ン テ ー ル ンプ その 声 は チャ ー ム の 廃 法 」 ご 170BPM 


lil il jm iii 川中 | 


IIIIMIIIMI 川 | | 川中 | 


還 』 ボル タメ ント タイ ミン グ は 76 が お 勧め 

ベタ 打ち で も 初音 ミタ は 十分 野 力 的 で す が 、 時 と し て 「 テ ン ボ 感 が ポルタ 
メン ト に ジャ マ さ れ て 聴こえ る 」 と いう 現象 に 出くわす こと が あり ます 。 特 に 
ノリ の 良い 曲 で は これ が 気 に な り が ち で す 。 

104 で も 上 既に 述べ た 通り 、 ボ ー カ ロイ ド で は 2 ノー ト 間 の 音程 変化 を 自然 
に 聴か せる ポル タメ ント の 機能 が 働い て いま す 。 基 本 的 に は いい 感 
じ に 聴こえ る よう に 作用 する の で す が 、 曲調 に よっ て は 音程 変化 の タイ ミン 


グ が イメ ー ジ 通り に 行わ れず 、 リ ズム 感 が 悪く 聴こえ て し まう 場合 が ある の 
で す 。 そ ん な と き は ポル タメ ント タ グ で 調整 し まし ょ う 。 最適 な 値 は 曲 
に も より ます が 、 筆者 の お 勧め は 76 辺 り 。 ハ キハ キ し た 印象 に な り ま す 。 


ノー ト 分 割 で も ボル タメ ント は 早く な る 

ノー ト 分 割 し て 、 後ろ の 音符 で 母音 を 伸ばす 形 に する こと で も ポル タメ ン 
ト の タイ ミン グ を 早め ゆる こと が で きま す 。 デ モツ ソン グ は テン ポ が 速い の で 少 
し わか り づ らい か も し れ ま せん が 、「 を の こえ 」 の 「 こ 」 を 「 こ 」 と 「-」 に 分 
割 し て 、 そ の 次 の 音程 が 変わ る 「-」 へ 、 ル タ メ ント を 早め て いま す 介 。 
「 ち ゃ ー む 」 の 「 も ちゃ 」 も 分 割 し て スピ ー ド を 上 げ ま し た 価 。 


ボル タメ ント の タイ ミン グ を 古 倒 し に | 


ポル タメ ント の タイ ミン グ 前 倒し に 
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な お 、 ノ ー ト 分 割 の 影響 で 歌 の 音量 が ガタ ガタ に 聞こ えて し まう 場合 は 、 
歌唱 スタ イル の アク セン ト や ディ ケイ で ある 程度 調整 する こと が で きま す 。 


ブレ シネ ス や ブラ イト ネス プク リア ネス も 調整 

タ 打 ち で も う 一 つ 気 に な る 点 は 歌詞 の 聴き 取り や すき で し ょ う 。 基本 的 
な 調整 方 法 と し て は 、 ブ プレ シネ ス や クリ ア ネ ス を わずか に 上 生 せ し て 、 プ ラ 
イト ネス を わずか に 縮 る と よい で し ょ う 。 具 体 的 な 値 は 曲 に より ます が 、 デモ 
ツン グ で は ブレ シネ ス =8、 プ ライ ト ネ ス =56、 ク リア ネス =16 に し まし た 。 


アク セン ト と ベロ シテ ィ に も 気 を 配 ろう 
元気 の 良き を 出す に は 、 や は り ア クセ ント は 強め の 方 が よい で し ょ う 。 デ 
モッ ング で は 歌唱 スタ イル の アク セン ト を 100%%、 デ ィ ケ イ を 0% に 設定 し て 
いま す 。 
また べ ベロシティ も 発音 ニュ アン ス に は 大 切な 要素 。 ポ イン ト と な る 言葉 の 
べ ロ シテ ィ を 下げ て 、 直 前 の 言葉 を 短 《 す る と 、 リ ズミ カル に 上 ね れる 元気 な 
感じ を 演出 する こと が で きま す 。 
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例え ば 、 デ モッ ング で は 「 つ いん て 一 る 」 の 「 て 」 の ベロ シテ ィ 値 を 小さ 
くす る こと で 、 直 前 の 「 ん 」 の 発音 時 間 を 短く し た り 倫 、「 ま ほう 」 の 「 は ほ 」 
の ベロ シテ チ ィ 値 を 小さ くす る こと で 、 直 前 の 「 ま 」 か ら [Asp] へ の し ゃ 《 り 上 
が っ て か ら の 発音 時 間 を 短縮 し まし た 旬 。 


臣 言葉 の 使い 方 に も ひと 工夫 

デモ ッ ン グ の 歌詞 の 中 で 「 魔 法 」 の 「 は ほう 」 の 「 う 」 を 「 う ぉ 」 倫 に し て 、 
か わい らし い 発音 に アレ ンジ し まし た 。 消 舌 や 聴 する た ゆめ に 
は 、 か な の 書き 方 を 工夫 する の も と て も 有効 な 手段 と 言え ます 。 
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2 や さ し く < 歌わ せる に 


次 は ミド ル テ ン ボ の 小 粋 な 曲調 で の ボー カル ・ ス タイ ル で す 。 柔らか く や さ し い 感 じ に 歌わ せ た い の で 、 デ モ 
ソン グ で は MIKU_V4X_Soft_EVEC を 選択 し まし た 。 MIKU_V4X_Sweet で も いい 感じ に な る と 思い ます 。 


[ Setting & Lyric ] 

@ 使用 歌声 DB : MIKU_V4X_ Soft EVEC 

人 主要 オー トメ ーション 初期 設定 : BRE=8/BRL59/CLE=8/GE 
POR=76 

人 歌唱 スタ イル 初期 設定 : アク セ モント =50 デ ィ ケ イ =50 

調 声 ポイ ント : ダイ ナミ クス 

人 歌詞 テンポ :「 そ っ と 皮 を 揺らす 、 秋 色 の 風 が …」 プ 94BPM 


ダイ ナミ クス を 一 瞬 上 げ て 子音 を 強調 
この デモ ッ ン グ の よう に 、 ふ ん わり と 敬い 上 げ る タイ プ の 曲 で は 、 歌 い 出 
し の 言葉 で ベロ シテ ィ を 低 て し て 子音 を 長め に し 、 歌 い 回 し に タメ を 作り た 
な る と 思い ます 。 実 際 、 人 間 が 歌う 場合 は 、、 そ の よう な ポー カル も よく 聴か 
れ ま す 。 
し か し 、 子音 が あま り 日 立ち すぎ る と 少し キザ っ ぱ 《 な っ て 、 か えっ て 不 
自然 な 印象 を 与え る こと も あり ます 。 で す の で 、 発音 に つい て は 過剰 演出 に 
な ら な いよ うに 配慮 し た 方 が よい で し ょ う 。 せ っ か く や き し し 須 囲 気 を 出す ーー 
た め に 歌声 DB も ふん わり と し た MIKU_V4X_Soft_EVEC を 選ん で いる の 
で 、 ナ チュ ラル な 仕上 が り を 日 指し た いと ころ で す 。 


149 


それ で も 子音 を 強調 し た いと き は 、 ダ イナ ミク ス を 一 皮 上 げ る 方 法 が 有効 
で す 。 例え ば 「 を っ と 」 の 「 を 」 倫 、「 あ きい ろ 」 の 「 き 」@ な ど を 参考 に 
し て みて くだ さい 。 の よう に ノー ト よ り も 早い タイ ミン グ か ら カ ー ブ プ を 作る 
と 、 ノー ト 直 前 の 子音 を 強調 で きる こと も 意識 し て お きま し ょ う 。 


また . 


う 。 特 


E ら か い 感 じ で 抑揚 を 付け 
に 、 長い ノー ト は 8S 字 の イメ ー 


い 場 合 も ダイ ナミ クス を 活用 し まし ょ 
頭 を 緩やか に 持ち 上 げ 、 最後 の 方 


を 緩やか に 下げ る と より 自然 に 聴こえ ます 。 例え ば 、 デモ ッ ン ダ 財 頭 の 「 を っ 
と 」 の 「 と 」、「 ゆ ら す 」 の 「 す 」⑲ な ど を 参考 に し て みて くだ さい 。 
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【O in 


歌い 出し の 「 そ っ と ] は 、 
「 そ 」 と 「 と 」 の 問 に [S 串 の 
フー ト を 入れ て 「 そ っ と 」 
と 医 か せ て いる 。 また 「 
ゆめ ら す 、 あ きい ろ ー」 の 「 す 」 
と 「 あ 」 の 則 に も [Si を 入 
れ て フレ ー ズ の 区 切り を 明 
玉 に し て いる 。 


2 ノー ト の ダイ ナミ クス 技 

デ ヂ モ ソング で は も う 一 つ ダ イナ ミク ス 技 を 使っ て いま す 。 最後 の 「 風 が 」 
の 「 が 」 は 「 が 」 と 「-」 の 2 ノー ト で 構成 きれ て いま す 。 1 ノー ト 目 の 「 が 」 
は S 字 の イメ ー ジ で ダイ ナミ クス の カー ブ を 作り 、 最後 の 方 で 緩やか に 下げ 
。 そし て 、2 ノ ー ト 目 の 「-」 で も う 一 度 ダ イナ ミク ス を 上 げ る こと で 
歌 に 表情 を 付け て いま す 。 
こ ビィ 


これ は 実際 の 人 間 の 歌い 回 し を 横 し た ダイ ナミ タス の 使い 方 で す 。 も ちろ 
ん 、「 あ えて 人 間 っ ぱ 《 し な い ほ う ー カ ロイ ド ら し さ が あ っ て よい 」 と い 
う 見 方 も ある で し ょ う 。 皆さん それ ぞ れ の 好み で 判断 し て みて 《 だ さい 。 

いずれ に し ろ 、 歌 詞 の 中 で 大 事 な 部 分 を 強調 し た い 場合 は 、 ポ ボリ ュー ム 
を 上 げた り 、 あ る い は エフ ェクト で 加工 する だ け で な く 、 ダ イナ ミク ス な どの 
パラ メー ター を 活用 し て 演出 し て いく こと も 有効 で す 。 

も ちろ ん 、 ポ ル タ メ ント タイ ミン グ で も る 歌詞 の 聴こえ 方 は 変わ り ま す 。 例え 
ば 、 デ モッ ング で は し ゃ 〈 り 上 げ 人 @ や 音程 が 跳躍 (sk1) し て いる 部 分 代 で 、 
ボル タメ ント タイ ミン グ を 増減 し て 、 音程 変化 を 調節 し まし た 。 ほ か に も 数 
カ所 で 調整 し て いる の で 、 デ モッ ング の デー タ を 参考 に し て みて くだ さい 。 


tn | 


し ゃ くり 上 げ 
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1 
呈 起 

2 つの ノー ト の 音程 が 区 ん 
て いる 場合 、 "音程 が 名 
し て いる "と 呼ぶ 。 
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(3 無 表情 に 歌わ せる に 


RTHIEETR P4_03.song 


“ 無 表情 "に も 実は いろ いろ あり ます が 、 こ こ で は 通称 “ケロ 声 " と 呼ば れる 機械 的 な 歌い 方 を 再現 し て みた い 
と 思い ます 。 歌声 DB に は MIKU_V4X_Original_EVEC を 使用 し まし た 。 
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[ Setting & Lyric ] 

候 使用 歌声 DB : MIKU_V4X_Original EVEC 

人 主要 オー トメ ーション 初期 設定 : BRE=15 BRI=71/CLE=23/GEN-=50 
POR:64 

島 歌 唱 ス タイ ル 初 期 設 定 : デア クセ ント =100 プ ディ ケイ =0 

人 調 声 ボイン ト : ビッ チ ス ナッ プ モ ー ド ディ ケイ (歌唱 スタ イル ) 

人 歌詞 ブテン ボ :「“ 今 すぐ 逢い た い の ”" 喚 く 文字 」 プ 128BPNM 


ビ ピッチ ス ナッ プ モ ー ド を 活用 

“ケロ 声 ”" と は 、 も と も と Antares Auto-Tune に 代表 きれ る ピッ チ 補 正 ツ フ 
ト な ど を 使っ て 、 あ えて ロボ ッ ト 的 に 人 間 の 声 を 加工 し た る の を 指し ます ( 声 
が ケロ ケロ と 裏 返 ろ る よう に な る こと か ら こ の 名 前 が 付い た よう で す ) 。 

Piapro Studio で は 、 P119 で 紹介 し た Pitch Snap Mode (ピッ チ ス ナッ 
プ モ ー ド ) を オン 倫 に する こと で 人 科 単に ケロ 声 を 作る こと が で きま す 。 

Pitch Snap Mode は オー トメ ーション で 自由 に オン オフ を 切り 符 え 可 
能 で す 。 、 タ イミ ング に よっ て は 、 Pitch Snap Mode が オン な の に 、 
ポル タメ ント が か か っ て 聴こえ る こと が あり ます 。 そ うし た 場合 に は 、 


の よう に ノー ト の 間 に わ ず か な 隙間 を 作る と 改善 する こと が あり ます 。 ピ ッ チ 
レン ダリ ング を オン に し て 音程 変化 の グラ フ を 表示 し 、 ド ケロ っ と 鳴る タイ 
ミン グ を 目 で 確認 し な が ら 調 整 す る と サク サク 進め られ る で し ょ う 。 

な お 、 ピ ッ チ スナ ッ プ モー ド が オン の と き 、「 歌 唱 ス タイ ル 」 の 「 ベ ンド の 
深き 」「 ベ ンド の 長 さき 」「 上 行 形 で ポル タメ ント を 付加 」「 下 行 形 で ポル タメ 
ント を 付加 」 や オー トメ ーション の ポル タメ ント タイ ミン グ は 機能 し な い の で 


注意 し て くだ さい 。 ビ ブラ ー ト や ピッ チ ベ ン ド は 機能 し ます 。 
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ディ ケイ は 0 に 

無 表情 な 歌 と いう 意味 で は 、 音量 的 な 抑揚 は 少な い 方 が 機械 的 な 感じ に 
な りや すい と 言え ます 。 を そこ で 歌唱 スタ イル の ディ ケイ 但 は 0 に し て 音 を 伸 ば 
す と よい で し ょ う 。 
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(4 ささ や く よ う に 歌わ せる 過 : 


ETHIRRTRwZzP4 04ong 
スロ ー テ ン ボ の 曲 で ささ や く よ う に 、 な お か つ 情 感 豊 か に 歌わ せ た い と いう 場面 は 多い と 思い ます 。 ここ で 


は パラ ー ド 曲 で の 例 を MIKU_V4X_Sweet と MIKU_V4X_Solid_EVEC を 使っ て 作っ て み ま し た 。 
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[ Setting & Lyric ] 
候 使用 歌声 DB : 1st singer=MIKU_V4X Sweet 
2nd singer=MIKU_V4X Solid EVEC 
人 主要 オー トメ ーション 初期 設定 :GEN=82/POR=80/PBS-2 
島 歌 唱 ス タイ ル 初 期 設 定 : デア クセ ント =100 プ ディ ケイ =0 
人 調 声 ポイ ント : ダイ ナミ クス プク ロス シン セ シ ス 
便 歌詞 / テ ン ポ :「 季 節 は 繰り 返す プ 僕 を 取り 残し た まま 」78BPM 


国 昌 キ 旧 | II 山 


ジェ ンダ ー フ ァ ク ター を 曲調 に 合わ せる 

声質 に 特徴 が ある 歌 を 作る と き は 、 まず 歌声 DB 選び か ら 始 め る と よい で 
し ょ う 。『 初 音 ミク V4X』 の 場合 、 き さや よう な 歌い 方 に は MIKU_V4X 
が 合っ て いる と 思い ます 。 

この 歌声 DB は 幼い 感じ の 声 な の で 、 ジ ェ ン ダー ファ クタ ー を 82 ま で 上 げ 
て 大 人 っ ぱく し まし た 。 こ れ だ け で も か な り 歌 の 究 囲 気 が 変 わり ます 。 制 作 
の 初期 段階 は 曲調 に 合わ せ た ジ ェ ン ダー ファ クタ ー の 設定 も 大 切 で す 。 


Sweet 


| 


ダイ ナミ クス で 情感 を 強調 

MIKU_V4X Sweet は 音量 が か な り 低い の で 、 ダ イナ ミク ス を 全体 的 に 
上 げ 気 味 で 書き 込み まし た 。 細か な コン トロ ー ル で 歌 の 押し 引き を 表現 し て 
いる 点 に 注目 し て みて くだ さい 。 例え ば 、「 と り の こし た まま 」 の 最後 の 「 ま 」 


で は 、 比較 的 短い ノー ト に 対し て ダイ ナミ クス を すっ と 下げ 倫 、 余 彰 を 残す 
雰囲気 を 演出 し て いま す 。 

きら に 、 P150 で 紹介 し た S 字 カー ブ プ を 意識 し て ダイ ナミ クス の グラ フ を 描 
く と より 自然 な 雰囲気 に な り ま す 。 デ モッ ング の 「 ま ま 」 は 、 実際 に は 「 ま 」 
「 あ 」「 ま 」 と いう 3 つの ノー ト で 表現 し て いる の で 、 最初 の 「 ま 」 か 63 つめ 
の 「 ま 」 にかけて 緩やか な S 字 を 描い て いま す 人 @。 
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クロ スシ ン セ シス で 力 強 さ を 加え る 

この デモ ッ ン グ で は 、 ク ロス シン セ ジ シス も 利用 し て 情感 を 強調 し て いま す 。 
2nd singer に は MIKU _V4X Solid EVEC 億 を 設定 し 、「 繰 9 返す 」 の 
「 か 」@ や 、「 残 し た 」 の 「 こ 」@ で クレ ッ シ ェ ンド 気味 *1) に 聞こ を る よ 


うに グラ フ を 描く こと で 、 音量 や ダイ ナミ クス だ け の コン トロ ー ル より も 、 さ ら 
に 力 強 き が 加え られ て いる の が わか る と 思い ます 。 


1 
クタ レッ シ ェ ンド 気味 

クレ ッ シ ェ ンド は 音楽 用 庄 
で 「 だ ん だ ん 強く 演奏 する 」 
と いう 意味 。 


(OTR 


この 例 で は 2nd singer に 所 
VEC. 装 応 の 斑 声 DB を 設 
定 し て いる が 、1st singer が 
EVEC 非 寺 応 な の で EV 
EC. を 使え な い 。 P157 の 
105」 で は 、 逆 に 1st singer 
で EVEC. 対 応 、2nd sing 
er に EVE.C. 非 対応 の 歌手 
を 設定 し 、EVEC. を 使う 
方 法 を 取り 上 げ て いる 。 
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音素 記号 を 活用 する 

テン ボ が 遅い 曲 は オー トメ ーション の 細か い 書 き 込み が し づら いと 思い ま 
す 。 そ ん な と き は [Asp] や [Sil] な ど 特殊 な 音 『 で ポル タメ ント タイ ミ 
ング や ビ ピッチベンド 、 ダ イナ ミク ス を 代用 し て みる と よい で し ょ う 。 テ ン 
速い 曲 だ と 音程 変化 も 急激 な も の が 求め られ る の で 、 ピ ッ チ ベン ド で な いと 
表現 し きれ な い 場 合 が あり ます 。 し か し 、 バ ラー ド な どの スロ ー な 曲 で あれ 
ば 、[Asp] に よる ポル タメ ント で し ゃ くり な ど を ラク に 作る こと が で きま す 。 

デモ ッ ン グ で は 、「 き せつ 」 の 「 き 」 の 手前 に [Asp] の ノー ト を 挿入 し て 
し ゃ くり 上 げ を 作っ て いま す 倫 。 ま た 「 く りか えす 一 」 の 「 一 」 の 後に も 
[Asp] を 挿入 し て 語尾 上 げ を 作り まし た き 。 こ れ ら は どちら も ピッチベンド 
の カー ブ を 書 て より る 簡単 で す 。 

きら に 、「 の こし た 」 の 「 し 」 の 後に は [Sil] を 挿入 し て 、 次 の 「 た 」 と の 
間 を 無音 化し 、 ポ ボルタ メン ト の 影響 が 直後 の 音符 に 出 な いよ うに し まし た 人 g。 
ここ も ダイ ナミ クス を 下げ る より 5 素早 く 無音 の 部 分 を 作れ ます 。 


し ゃ くり 上 げ 
Ip 


nm ハハ ハハ ハハ ハン プッ 


【O HihT」 

デモ ソン グ で は 、「 く りか 
えす 」 の 「 か 」 の 音 朱 記号 が 
lk で は を く lk al に な っ 
て いる 。 と れ は 【K 4] だ と 
次 の 「 え ] が あい まい に 琵 
こえ る た め 。 半 太 音 の 「 ぃ 」 
を 加え る [] を 追加 し て [k 
ョ 中 に する こと で 、「 か ー い 
えす ]」 発音 させ て 「 え ] を 
明 際 に 聴か せ て いる 。 


| こぶ し を 付け て 歌わ せる 
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powwuomp 


“こぶ し "と は メロ ディ に 細か い 音 程 変化 を 付け て 、 印 象 的 な フレ ー ジ ング に する 歌唱 テクニック で す 。 演歌 


や 民謡 で お な じみ で す が 、R&B な ど で も よく 耳 に し ます 。 ここ で は ペタ な 演歌 調 の 


こぶ し を 取り 上 げ ま す 。 


[ 5etting & Lyric ] 

人 使用 歌声 DB : MIIKU_V4X Solid EVEC プ MIKU_V4X_Dark 

人 主要 オー トメ ーション 初期 設定 : BRE=0/BRT-127GEN=56/CLE=8/ 
TPOR=76/PBS=13 

人 歌唱 スタ イル 初期 設定 : アク セン ト =100 プ ディ ケイ =50 

人 調 声 ポ イン ト : E.VE.C. プ グロ ウル ベロ シテ ィ ン ノノ ー ト 分 割 プ ピッ チ ベ ン ド 

人 歌詞 ブテン ボ :「 愛 し い 貴 方 を 夢 に 見 て 」〆70BPM 


ノー ト 分 割 で 生々 し さ を 演 出 

こぶ し は ビ ピッチベンド で も 可能 で すか が 、 ノ ー ト 分 割 の 方 が リア リティ は あり 
ます 。 ボル タメ ント は 音程 が 上 が りき ら な いう ち に 次 の 音程 へ 移る 場合 が あ 
り 、 これ が 逆 に 生々 し さ を 演 出し て て くれ る の で す 。 短 い ノ ー ト に 分 割 する と 
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ポル タメ ント が 早まる こと は P147 で も 触れ まし た が 、 そ れ で も ポル タメ ント が 
追い つか な いこ と が あり 、 そ れ が 逆 に こぶ し に は 効果 的 と 言え ます 。 

以下 の 画面 は デモ ツン グ で の こぶ し 回 し の 例 で す 。「 あ な た を 」 の 「 た 」 
を 分 割 し て 「-」 で 伸ばし 、 音程 を 変え て こぶ し 回 し を 作り まし た 。 


きら に 、 こ ぶし に リア リティ を 持た せる 技 と し て 、“ 正 し く な い 音 程 を 使う " 
と いう 方 法 が あり ます 。 上 の 固 面 の 答 の ノー ト は 「 ツ 」 で す が 、 実は この 音 
は 正しく あり ませ ん 。 楽曲 の 音階 上 は 「 ツ b 」 に な る べき な の で す 。 し か し 、 
あえ て 「 ツ 」 に し た 方 が “こぶ し らし い 究 囲 気 " に な り ま す 。 下 の 画面 の @ 
の ノー ト も 同様 で 、 本 来 は 「 ツ b」 で す が 、 や は り 「 ツ 」 に し て いま す 。 目 
標 の 音程 (こぶ し 回 し の 最後 の ノー ト ) へ た どり 着く 前 に 、 少 し 外し た 音程 を 
経由 し た 方 が 人 間 っ ぽく な る の で す 。 


この 技 は ポル タメ ント の 速度 と 音程 変化 の 飛 ね 合い に よっ て 成り 立ち ま 
す 。 ま ず は 正しい 音 で こぶ し を 作っ て みて 、 し っ くり こない な と 思っ た ら 、 音 
程 を ずら し て 理想 に 近づけ て いき まし ょ う 。 ビ ピッチ レン ダリ ング を オン に し 
て お く と 、 効 率 よ く 作業 を 進め られ る と 思い ます 。 
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グロ ウル で 力強い し ゃ くり に 

この デモ ッ ン グ で は 、 演歌 的 な 歌い 回 し に な る よう な 調 声 を 閥 つか 施し て 
いま す 。 例 えば 、⑳ や @ な と の 力強く し ゃ くり 上 げ る 人 科 所 に は グロ ウル @ 
設定 し て 、“ い きむ ” よう な 歌い 方 に し まし た 。 


= 


演歌 的 な 調 声 

演歌 らし い 情感 を 演出 する た め 、 こ の デモ ソング で は ベロ シテ ィ を 全体 的 
に 下げ 気味 に し て 、 子音 の 問 合 い を 若干 仲 ば し て いま す 。 多く の ノー ト が 初 
期 値 の 64 よ り 下 に な っ て いる の で 、 P157 の 画面 や デー タ を 確認 し て みて くだ 
さい 。 

また ノー ト の 位置 を 本 来 の タイ ミン グ か ら 遅 ちら せ て タメ 気味 に 歌わ せ た 個 
所 物 も あり ます 。 


国広 硬 
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を その ほか 、「 落 に 見 て 」 の 「 て 」 を 伸ばす 部 分 で の ビブ ラー ト の 速度 と 深 
さき は クレ ッ シ ェ ンド 伯 と デクレ ッ シ ェ ンド @ (*2) 気味 に 入力 し まし た 。 


k2 

デクレ ッ シ ェ ン ド 

音楽 用 語 で 「 だ ん だ ん 一 
演奏 する ] と いう 意味 。 ク 
レッ シェ ンド の 途 。 


「 あ 行 」 の 強調 

デモ ソング で は ブレ シネ ス で 母音 を 強調 し て いる 部 分 が あり ます 。 それは 
「 い と し い 」 の 「 し い 」 介 で す 。 

この 「 し い 」 は 「 し 」@ の ノー ト 1 つ だ け で 表現 し て いま す 。 つ まり 、 入 
力 し て いる 歌詞 は 「 い と し 」 で 、 これ を 「 い と し い 」 と 聞か せ て いる の で す 。 

当然 、 を の まま で は 「 し い 」 と いう ニュ アン ス に は 之 し い の で す が 、 母 音 
が 発音 され て いる 部 分 で プレ シネ ス を 少し 上 げ る と 、「 い 」 の ニュ アン ス が 
出 て きま す 。 同時 に ダイ ナミ クス を 下げ て 人 @、「 い 」 が 強 《 な りす ぎ な いよ 
うに し まし た 。 

ベロ ジテ ィ で 子音 を 強め る こと の で き な い 「 あ 行 」 の 言葉 は この テク ニッ 
ク で 、 音節 の 区 切り を 明確 に 示す こと が 可能 に な る の で 参考 に し て みて 〈 だ 
きい 。 


E.VE.C. で 表情 付け 

この デモ ッ ン グ で は 、 E.V.E.C. の 発音 拡張 、Voice Color、Voice Release 
を 要 所 で 使用 し て いま す 。 

た だ し 、 そ の 使い 方 は 少し 特殊 で す 。 こ の 歌 で は MIKU_V4X_Dark を 
使用 し た か っ た の で す が 、 この 歌声 DB は E.V.E.C. に 対応 し て いま せん 。 
そこ で 癌 ワ リザ を 用 いま し た 。 

TP155 の HINT で も 少し 紹介 し まし た が 、 タ ロス シン セ シ ス で 1st simnger に 
E.V.E.C. 対 応 の 歌声 DB を 使う と 、 2nd singer が E.VE.C. 非 対応 で あっ て 
も 、 E.V.E.C. の 効果 を 得 ら れ ま す 。 

そこ で 、 こ の デモ ッ ン グ で は 1st singer に MIKU_V4X_Solid_EVEC、 
2nd singer に MTKU_V4X_Dark を 使用 し 倫 、 タ ロス シン セ シ ス の スラ イダ 
ー を 127 ま で 上 げ て 人 @、 2nd singer の 音声 で 歌わ せ て いま す 。 


P127 の 注 秋 で も 解説 し た 通り 、 ク ロス シン セ シ ス を 完全 に 2nd singer 側 
に し て も 、 を の 声 が 完全 に 2nd singer に 切り 震 わ る わけ で は あり ませ ん 。 譜 
鶴 に は 、 2nd singer は 1st singer の 声質 に 細工 され た 、 いわ ば “を っ りき 
ん ” な の で す 。1st singer が 、 2nd singer の 声 真似 も し て いる と 考え る と わ 
か りや すい で し ょ う 。 

で すか ら 、 こ の デモ ッ ン グ の 例 は “ .C. 非 対応 の 歌声 DB で 、 
C. を 使用 し て いる ” と は 言え ない の で す が 、“ そ っ くり さん ” の 器用 き を 利用 
し な い 手 は あり ませ ん 。 ぜ ひ 、 皆さん も る 試し て みて 《 だ きい 。 
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クロ スシ ン セ シス を 大 き な 
昌 合 は 、1st snger 
アン ス の まま 、 
2nd singer の 母音 色 に 大 
きく 近づく こと に な り ます 。 
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あ powNtoAp 


PA_0eppst 
06wav 
RTEIPRPZZP4 06.song 


06 パワ フル に 歌わ せる 


荒 々 し い ロ ッ ク ・ テ イス ト の 曲 で は 、 歌 い | に 力 強 さ が ほし いと ころ で す 。 し か し 、 こ ご これ は ポー カロ イド に と っ 
て な か な か が 難し い 調 声 の ひと つと 言え ます 。 ここ で は 抜け の よい パワ フル な 声 を 目指 し て み ま し ょ う 。 
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[ Setting & Lyric ] 

但 使用 歌声 DB : MIKU_V4X Sohd EVEC 

人 主要 オー トメ ーション 初期 設定 : BRE=14/BRI-127CLE=8/GEN-=68 
POR=76/PBS=5 

但 歌 唱 ス タイ ル 初 期 設 定 : テク セント =100 プ ディ ケイ =0 

人 調 声 ポイ ント : ジェ ンダ ー フ ァ ク ター ベロ シテ ィ ブ アク セン ト (歌唱 スタ 
イル ) プ ダ イナ ミク スン Voice ColorE.V.E.C. ノ ー ト 分 離 

人 歌詞 ご テン ボ :「 徹 体 角 ん で く 狂 想 喉 焦がす 絶望 の 」 プ 180BPM 


ILL』JLIJLLIJL』JLI」! 


章 間 導電 骨 朋 | 軒 間 III 目 間 B 間 | 


攻 』 ジェ ンダ ー フ ァ ク ター で キャ ラ 付 け 

バッ クト ラッ ク が 激しい サウ ンド だ て と 、 声 が 埋 も 
れ て し まい が ち で す 。 声 の 抜け を よく する に 
ず ジ ェ ン ダー ファ クタ ー の 調整 が 有効 で す . 
デモ ッ ソング で は ジェ ンダ ー フ ァ ク ター を 68( 
し まし た 人 ぴ 。 


Voice Color で キャ ラ 付 け 
抜け の 良い 声 を 作る に は E.V.E.C. も 有効 で す 。 こ の 曲 で は 基本 の Voice 
設定 し 、 発 音 拡張 は 「Accent/Strong」 に 設定 し まし 


Color を 「Power」 に 謀 
た 。 

し か し 、 デ ー タ を 開い て みる と わか り ま す が 、「Power」 を 示す 「P」 と 、 
「Accent/Strong」 を 示す 「>」 の アイ コン が 沸く 表示 きれ て いる ノー ト 倫 
人 @ が あり ます 。 こ れ ら は E.V.E.C. が 幾つ か の 理由 (<1) で 機能 し て いな 
いこ と を 表し て いま す 。 @ 


機能 し な い ノ ー ト に は 、 そ も を も 設定 する 必要 も な いわ け で す が 、 な ぜ こ 
うな っ て いる か と いう と 、 し ゃ くり を 多用 し た フレ ー ズ の 作業 工程 に 理由 か 
あり ます 。 

この 曲 で は 最初 に 基本 の フレ ー ズ を 入力 し て 、 ナ イフ ツー ル に よる ノー ト 
分 割 で し ゃ くり 部 分 を 作り まし た 。 その後 、 す べ て の ノー ト を 選択 し て 、 
E.V.E.C. の 設定 を 行っ て いま す 。 そ の た め ノ フート 分 割 で 作ら れ た 「ー」 人 @ 
( 音 引 き ノ ハイ フン ) の ノー ト は E.V.E.C. が 無効 と な っ て いる の で す ( 介 は 
無音 の ノー ト の た ゆめ 、@⑳ は 長き が 足り な いた め ) 。 

E.V.E.C. を 設定 し た 一 度 聴い て みて 
な い ノ ー ト は を の まま で よい で し ょ う 。 

し か し 、 気 に な る 部 分 が 出 て きた と き は 、 幾つ か の 方 法 で Voice Color を 
反映 きせ られ る 場合 か あり ます 。 


で あっ て る 特に 問題 が 


[ その 1 ] 母音 に 変更 する 

「 し ば ん で え 」 の 「 ぇ え 」 は 、 も と も と 音 引 き の 「 一 」 で し た 。 音 引き に 
は Voice Color が 反 喘 きれ な い の で 、「 え 」 に 打ち 込み 直し て 、Voice Color 
を 設定 し て いま す 。 
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で 1 
其 つ か の 理由 

本 書 雪 時 点 の Piapro Stu 
dio で は 、 音 引き ([「 - 」『 一 ) 
の ノー ト 、 お よび 無音 の 「As 
Pl「Sil で は 発音 拡張 と Voi 
Ce Color が 無効 に な る 。 ま 
た 、 あ 行 音 で は 発音 撤 参 が 
無効 に な る 。P142 で も 組 
介し た よう に 、 ノ ー ト が 知 
い 場 合 も EVE.C. が 機能 
し な い 。 
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[ その 2 ] E.VE.C. ノ ー ト 分 離 を 利用 する 

ナイ フツ ー ル に よる ノー ト 分 割 で 生成 され た 音 引 き の 「 一 」 に は 、Voice 
Color が 反映 きれ ませ ん が 、 E.VE.C. ノ ー ト 分 離 で ノー ト 分 割 を 行う と 、Yoice 
Color を 反映 で きま す 。 例 えば 下 の 陸 面 の 「 き ょ ー を 一 」 を 見 て 《 だ さい 。 
ここ に は E.V.E.C. の アイ コン が 表示 され て いま せん が 、 実は Voice Color が 
設定 きれ て いま す 。 作り方 を 紹介 し まし ょ う 。 


円 基本 の フレ ー ズ と 歌詞 「 き ょ 」「 そ 」 を 入力 


引 ノ ー ト を 2 つと も 選択 し て 、Voice Color「Power」 、 発 音 拡張 「Accent/ 
Strong」 を 設 


国 2 つ の ノー ト を 選択 し た まま Cc クノ 右 ク リッ ク し て 、 メニ ュー か ら 
TE.VE.C. ノ ー ト 分 離 ] を 選択 し 、 ノ ー ト を 分 割 


の 攻 。 


スタ イル の 
ピ ブ ラー ト の 到 。 
フー ャ ラ ィ テ 


引 分割 され た 「 一 ] の ノー ト の 音程 を 変え て し ゃ くり フレ ー ズ を 作成 


分 割 さ れ た 各 ノ ー ト の 長 さ を グリ ッ ド に 合わ せ て 調整 
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の @ 


これ で 完成 で す 。E の アイ コン は あり ませ ん が 、「 一 」 の ノー ト に 
は [o#6] ⑥ と いう 音素 記号 が 表示 され て いま す 。 こ れ は 「 お 」 を Voice 
Color の 「Power」 で 発音 する と いう 意味 で す 。 

また 、「 き ょ 」 は も と も と 【[k'o] と いう 発音 記号 で す が 、 E.V.E.C. ノ ー ト 分 
離 後 は [kky#G o] と な り ま す 。 こ の 中 の [k#6 o] 人 @ は 発音 拡張 の 
「Accent/Strong」 を 意味 し て いま す 。 つ まり 「 き ょ 」 十 「 一 」 で 、 発音 拡張 
と Voice Color が 設定 きれ て いる と いう こと に な り ま す 。「 を 」 二 「 一 」 も 同 
様 の 形 な の で 確認 し て みて 《 だ さい 。 

な お 、 E.VE.C. ノ ー ト 分 離 で は 分 割 位置 を 指定 で きま せん 。 そのため 
の ノー ト の 長き 調整 は 必ず 行う こと に な る こと は 覚え て お きま し ょ う 。 


[ その 3 ] 音素 記号 を 入力 する 

[その 2] の 国 の 画面 を 確認 する と 「 き ょ 」 
の 次 の 「 一 」 は [o#6] で す が 、 デ モッ ング 
の デー タ で は [o#2] に な っ て いま す 。 こ れれ 
は Voice Color の 「Soft」 を 示す 音 
で す (2) 。 

実は 、[ そ の 2] の 手順 で 


し た 後 、 再 


を 入力 し 直し た の で す 人 ⑲。 も ちろ ん 、「 一 」 
を 「 お 」 に 書き 換え て E.VE.C. で Voice 
Color を 「Soft」 に する と いう 方 法 も あり ま 
す 。 


(①WET 枯 E.VE.C. の 音素 記号 

Piapro Studio の マニ ュ ア ル ( メ ニュ ー の ヘル プ > マ ニュ アル .… か ら 開け ます ) で 
「VOCALOID4 Editor で E.V.E.C. の 音楽 を 入力 する 方 法 」 を 見 る と 、E.VE.C. の 音 
素 記号 に 関す る 解説 が あり ます 。 これ を 参考 に する と 、 上 記 の 音 擬 記 号 の 書き 換え な ど 
も 、 より 理解 が 深まる と 思い ます の で チェ ッ ク し て みて くだ さい 。 


2 

TSoft」 を 示す 

音楽 記号 で す 

「 財 音 の アル ファ ベッ ト (a/ 
iM/e/o」+「#2」 で Sof 
1 「 殺 音 の アル ファ ベッ ト 
(a/i/M/e7o)」 6] で 
TPowerl に な る 。 
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アク セン ト ベ ロ シ テ ィ ン ダ イナ ミク ス 

力 強 さ を 演出 する に は 、 や は り ア クセ ント は 高め の 方 が よい と 思い ます 。 
デモ ッ ン グ も 基本 を 100 に し まし た 。 

また ベロシティ で 子音 の 長き を 微 調整 し 、 ダ イナ ミク ス の オー トメ ーション 
を 設定 する と 、 言 葉 の 強 き や 歌 詞 の 聴こえ 方 は か な り 際立ち ます 。 必 要 に 応 
じ て プ レシ ネス も ノー ト ご と に 書き 込む と よい で し ょ う 。 

例え ば 、 デ モッ ング の ボー カル は 迫力 を 出す た め に わ ぎ と Studio One 
APE で 人 歪み 系 の エフ ェクト (3) を か け て いま す 。 その 分 だ け 歌 詞 が 聴き 
取り づら 《 な っ て いる こと は 舎 め ま せ ん 。 を こ で 、「 き ょ ー を 一 」 の 「 き ょ 」 の 
部 分 で は 、 直前 で ダイ ナミ クス を 下げ 、「 き 」 の 了 間 に 上 げ て 、 前 の 言葉 と 
明確 に 分 ける こと で 聴こえ や すく し て いま す W。 


言葉 の 明 貯 性 を と る か 、 そ れ と も 楽曲 全体 の 雰囲気 を 取る か は 、 楽曲 の 方 
向 性 や タリ エイ ター の 好み が わか れる と ころ だ と 思い ます 。 ま た 、 特に 
た 曲調 の 場合 は 、 歌 詞 の 聴こえ 方 を あま り 気 に し すぎ る と 、 曲 全体 の 勢い が 
そ が れる 場合 も ある の で 、 極 路 に 神経 質 に な る 必要 も る な いと 思い ます が 、 参 
考 に し て みて 〈 だ さい 。 


ノー ト の 音程 を わざ と 不安 定 に する 

フー ト と ノー ト の 間 は 、 見 た 目 で は すき 間 が あっ て $ 実 際 に は つなが っ て 
発音 され る 場合 が あり ます 。 簡 単に 言え を ば 、 すき 間 が 短い と 「 す き 間 」 と し 
て 認識 きれ ず 、 つ な が っ て 発音 きれ る の で す 。 し か し 、 同 じ よ うに つなが っ 
て 発音 きれ て いて も 、 す き 間 の 有無 に よっ て ポル タメ ント の か か り 方 は 変化 
し ます 。 例え ば 、 前 の ノー ト を 短く し て すき 間 を 作る と 、 次 の ノー ト の 音程 た 
移 あ うと し て ポル タメ ント が 早め に か か る こと に な り ま す 。 


A3 
歪み 系 の エフ ェクト 

エレ キ ギタ ー な ど で よ く 使 
われ る ディ スト ーション や 
オー バー ドラ イブ と いっ た 
音 を 牌 ませ る エフ ェクト は 、 
ドラ ム や 歌 の 迫力 を 出す た 
め に 使わ れる こと も ある 。 
な お 、 エ フェ クト は Plapro 
Studio 上 で は な く 、Studio 
One APE な どの DAW 介 で 
使用 する 。 


この 現象 を 利用 する と 、 少 し 音程 を 不安 定 に し て 、 感情 の 揺らぎ の よう な 
雰囲気 を 演出 する こと が 可能 で す 。 デ モッ ング で は 、「 せ し ば ん で え く う 」 
の 「 ば 」 但 や 「 ぜ つぼ ーー」 の 2 つめ の 「 一 」 この テク ニッ ク を 使用 し 
まし た 。 
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な お 、 ノ ー ト 間 の すき 間 が 無音 と し て 内 部 的 に 処理 され る か どう か は 実際 
に は ノー ト 間 の 時 間 で 判断 され ます 。 そ し て 前 述 し た よう に 短 す ぎる 無音 部 
分 は 無音 と 認識 さき れず 、 前 の 音符 が 発音 さき され る こと に な り ま す 。 

また 、 あ る 程度 の 長き の 無音 部 分 が ある 場合 は 、 先行 する ノー ト の 末尾 に 
ボル タメ ント の 形 響 が 出 て 、 を の 後に 無音 部 分 を 挟ん で 後続 の ノー ト に 移る 
た め 、 先行 する ノー ト に 生 ドル タメ ント の 影響 が 印象 と し て 目立っ て 聴 
える こと に な り ま す 。 こ れ が 結果 と し て 、 こ の デモ ソン グ で 聴か れる よう な 
の 不安 定 感 に つなが る と いう わけ で す 。 

も ちろ ん 、 この ポル タメ ント の 影響 が 好ま し く な いと 感じ られ る 場合 も ある 
で し ょ う 。 特に フレ ー ズ の 区 切り な ど で ポ ル タ メ ント が 目立つ と 究 囲 気 が 損 
な われ が ち で す 。 そ ん な と き に 、 ポ ル タ メ ント が か か ら な いよ うに 無音 を 作 
る た め に は 音素 記号 の [Sil] が 有効 で す 。 こ の PART 4 で 使用 し て いる デ 
モッ ング で も 、[Sil] を 多用 し て いる の で 参考 に し て みて くだ さい (P150 の 
HTNT も 参照 し て て だ きい) 。 
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io 
07 バラ ー ド を 歌わ せる 2 
HR&B テイ スト の パラ ー ド 曲 に お ける 感情 表現 の アプ ロー チ を 紹介 し て み ま し ょ う 。 基本 は ダイ ナミ クス で 抑 
揚 を 付け て いき ます が 、 そ の 他 の オー トメ ーション も うま く 組 み 合わ せる こと が ボイン ト と な り ま す 。 
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[ Setting & Lyric ] 

人 使用 歌声 DB : MIKU_V4X_Soft BEVBC プ MIKU_V4X_ Sweet 

@ オー トメ ーション 初期 設定 : BRE-9/BRI-54/GEN-59 プ POR-76 ノ 
Cross Synthesis=96 

介 歌唱 スタ イル : プク セン ト =100 プ ディ ケイ =0 

人 調 声 ポ イン ト : ダイ ナミ クス ベロ シテ ィ ン ノ ー ト 分 割 ノ クロ スシ ン セ シス 

人 歌詞 テンポ: 「 是 降る 夜 鞭 る キミ へ の 想い 面影 空 に な ぞ っ て 」/82BPNM 


5 
間 則 有明 前 


川 1 昨 叫 川 | 昨 川 


2nd singer と の 中 間 的 な 音色 を 使っ て みよ う 

この デモ ッ ン グ で は 、 タ クロ ン セ シス の 2nd singer を 利用 し て 、1st 
に 調 声 し まし た 。 

1st singer は MIKU_V4X Soft EVEC 答 で 、2nd singer は MIKU 
V4X Sweet ⑳ で す 。 ま た 2nd singer で は ブレ シネ ス を ーー24、 ブ ライ ト ネ 
ス を 5 紛 、 ジ ェ ン ダー ファ クタ ー を 32 介 に 設定 し 、1st singer と の バラ ンス 
を 調整 し まし た 。 

その 上 で クロ スシ ン セ シス の オー トメ ーション の 値 を 96、 つ まり MIKU_ 
V4X_Soft FVEC と MIKU_V4X Sweet が 、 1 : 3 の 割合 で 混ざり 合う 声 に 
し て いま す 員 。 


singer と 2nd singer の 中 間 的 な : 


発音 拡張 を 「Mild/Soft」 に 設定 

全 ノ ー ト を 選択 し て 、 E.V.E.C. の 発音 拡張 を 「Mild/Soft」 に 設定 し まし 
た 。 一 部 の ノー ト で アイ コン が 薄く な っ て 発音 拡張 が 効い て いな いも の が あ 
り ま す が 、 これ ら は 母音 八 や 音 引き 9 の ノー ト だ か ら で す 。 を の た め 、「 お 
も か げ 」 の よう に 発音 拡張 が 効い て いる 部 分 と を う で な い 場 合 が 混在 し て い 
る フレ ー ズ で は 、 声 の ニュ アン ス が ころ ころ 変わ っ て 面白 い 効果 が 生ま れ て 
いま す 。 
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し ゃ くり や こぶ し は ビッチ ベ ンド で 

R&B 系 の 遅い チン ポ の 曲 で は 、 速い し ゃ くり 上 げ を 使用 する と 雰囲気 を 
出せ ます 。 フ ノー ト 分 割 を 使う と 楽 で す が 、 ポ ル タ メ ント の スピ ー ド に は 限界 
が ある た め 、 ビ ピッチ ベン ド を 活用 する の が 得策 で す 。 デ モ ソ ング で は 、 数 カ 
所 で し ゃ くり 上 げ 但 を 入れ た ほか 、 こ ぶし の よう な 人 節 回 し 伯 も 入れ まし た 。 


ハモ リバ ー ト の 追加 

本 項 の 冒頭 に 掲載 し た 画面 で は 掲載 し て いな い の で す が 、 曲 の デー タ を 
開い た り 、WAV フ ァイル を お 聴き に な っ た 方 は 既に お 気づき だ と 思い ます 。 
実は に の デモ ッ ン グ で は 2 トラ ッ ク 使 っ て いま す 。 下 の 画面 が デモ ッ ツン グ の 
ppsf「 フ ァイル で す が 、 下 の トラ ッ ク は ハモ リ (いわ ゆる コー ラス ) の パー ト で 
す @。 歌 声 DB は MIKU_V4X_ Soft EVEC を 使用 し て いま す 。 


トバ 
NN 本 So 
! 


ハモ リ を 作る に は 、 メ イン の メロ ディ の パー ト を コピ ー し て 、 すべ て の 音程 
を 選択 し 、 任意 の 音程 に 変更 する と 楽 で し ょ う (も ちろ ん 、 メ ロディ に よっ て 
は 個々 の ノー ト の 音程 の 調整 る 必要 に な り ま す ) 。 
デモ ッ ツン グ で は メイ ン と ハモ リ の トラ ッ ク を 、 そ れ ぞ れ Studio One 
APE の ミキ サー の 別 チ ャ ン ネ ル に 出力 (*1) し て いま す 。Piapro Studio は 
態 だ と 、 す べ て の トラ ッ ク が 1 つの チャ ン ネ ル に 出力 され ま 
Studio One APE 上 の ミキ サー で は 各 ト ラッ ク の 音量 を 


1 
別 チャ ン ネ ル に 出力 

バラ アウ ト と 呼ぶ こと も あ 
る 。 ソフ ト 音 泊 で 国 時 に 家 
数 の 音色 を 出せ る 場合 ( ド 
ラム 音源 や スト リン ダス 音 
奴 な ど ) に は 、 こ の 機能 を 
価 え で い る 場合 が 多い 。 
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調整 で きま せん し 、 ト ラッ ク 別 に エフ ェクト を か ける こと も で きま せん 。 

そこ で 、 Piapro Studio は 個別 に 16 チ ャ ン ネ ル ま で 各 ト ラッ ク を ミキ サー へ 
出力 する こと が 可能 と な っ て いま す 。 を その た め の ス イッ チ が 各 ト ラッ ク に あ 
る Out Channel で す 。 メ イン の トラ ッ ク は ch1@ を 使用 し て いて 、 ハ モリ 
パー ト は ch2 を 使用 し て いま す 。 

な お 、Piapro Studio 側 だ け で な 《、 DAW の ミキ サー 側 で も パラ アウ ト を 
受け 取る た め の 設 定 が 必要 で す 。Studio One APE の 設定 方 法 は P209 で 
解説 し ます 。 
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8 高速 で 歌わ せる は 本 


-08wav 
BRTICRPZZP4 08 song 


生身 の 人 間 に は 極め て 困難 な 息継ぎ ナシ の 早 ロ フレ ー ズ は ボー カロ イド な ら で は の 新しい 表現 、 ボ ー カ ロイ ド 
の 真骨頂 と も 言え る で し ょ う 。 デモ ソン グ で は 局所 的 に 早口 に な る 部 分 を 作っ て み ま し た 。 


[ Setting & Lyric ] 
人 使用 歌声 DB : MIKU_V4X_Original EVEC ブ 
MIKU_V4X Solid EVEC 

人 主要 オー トメ ーション 初期 設定 : BRE=12BRI-81GEN=48POR=76 
PBS-=2 

人 歌唱 スタ イル 初期 設定 : ア クセ ント =100 プ ディ ケイ =0 

介 調 声 ボイン ト : ダイ ナミ クス プ ノ ー ト 分 割 ノ 音楽 記号 で の 入力 

人 歌詞 ブテン ポ :「take me to the moon 月 まで 連れ て っ て / 星 層 散 ら ば 
る 夜空 浴 な moonlight」 160BPM 


IN 陣 TNITMIIIIIITIIIR 上 IIIIR 


| MI 11 


E 革 英語 フレ ー ズ の 入力 
この デモ ッ ン グ で は 、 日 本 語 の 歌声 DB で 英語 フレ ー ズ を 歌わ せ て いま 
す 。 い わ ゆ る カタ カナ 英語 を 使っ て いる わけ で す が 、“ 英 語っ ぽく 歌わ せる 
に は 、 音 素 記号 も 活用 し て いき まし ょ う 。 例え ば 、 冒頭 の 「 て 」 倫 は 、 
記号 を [te k] と 入力 し 直し て いま す 。 


"take" と 発音 きせ る た め に 、 
@ 


また 、 最後 の 「moonlight」 の 「hight」 は 、「5」 の 1 ノー ト に [4 ajt] 人 で 
と 入力 し 、 半 母 音 の 還 と 、 語末 閉鎖 音 の [t] で 、“ ら いっ ” と いう 英語 っ ぽ 
い ニ ュ ア ンス を 出し まし た 。 


@ 
この 手法 は 日 本 語 で も 利用 で きま す 。 例 えば 「 星 違 ]」 の “ほし ”" は 、「 ほ は 」 
の 1 ノー ト に [hhoS] ⑳ と 入力 し て 、“ ほ し” と 歌わ せ て いま す 。 


これ ら の 工夫 は スピ ー ド 感 を 損ね な いた め に 、 あ えて ノー ト を 減ら し て 音 
素 記号 の 中 で まかなっ た と いう わけ で す 。 を の は ほか 、「 月 まで 」 の 「 つ [ts 
ts M_0] 」@ や 「 連 れ て っ て 」 の 「 つ [ts M_0] 」@ で は 、[_0] (*) で 
示さ れる 無声 子音 を 実現 する 音素 記号 を 使っ て 、 音程 感 を 出さ な いよ うに 発 
音 さ きせ て いま す 。 こ れ も 歌 の スピ ー ド 感 を 演出 する 工夫 で す 。 
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き 1 
[し 0] で 母音 を 無声 化 

日 本 語 で は ある 一 定 の ルー 
ル に よっ て 同音 が 声 化 さ 
れる こと が ある 。 し か し 、 
アナ ウン サー な どの 専門 陸 
で な い 明 り 、 その こと に 意 
識 的 な 人 は 少な いか も し れ 
な い ( 無 声 化 さ れる 度合 い 
は 地方 に よっ て も 異な る と 
言わ れ て いる )。 実際 に ボー 
カロ イド を 発音 させ で みて 、 
呈 音 が は っ きり 発音 され す 
ぎる と 惑 じ た ら [ Ol で 舞 
声 化 を 試し て みる と よい だ 
ろう 。 同じ 単語 で あっ て も 、 
長い ノー ト の 場合 は 無声 化 
が 適し て いな いこ と も 考え 
られ る 。 また 音 未 記号 の 効 
果 は 避 声 DB に よっ て も 暴 
な る の で 、 い ろ いろ な パタ ー 
ン を 入力 し て 琵 き 比べ る の 
が 最適 だ 。 例え ば 、 デ モン 
ング の 「 つ き 」 で の 「 つ 
入力 する 音 朱 記号 は 以 
列 学 し た よう な パタ ー ン が 
考え られ る が 、 天 除 に 入力 
し て 「 月 」 と いう 単語 に 取 
こえ る か 、 リ ズム が 崩れ て 
巧 こ えな いか な ど を 実際 に 
試し て みた 結果 「 つ (ts ts 
M_0]] を 選択 し た 。 
mM 

| 

[st 

tstsM_0l 
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E.VE.C. ノ ー ト 分 離 と 音 引き 「 一 」 

ノー ト 分 割 に は ナイ フツ ー ル に よる 方 法 と 、 E.Y」 
ある こと は 「06」(P162) で る 解説 し た 通り で す 。 
し ュ ユニー タク な 入力 方 法 を 弓 介 し ます 。 


.C. ノ ー ト 分 離 の 2 つが 
F は それ を 踏ま え 、 少 


[ その 1 ] E.VE.C. ノ ー ト 分 離 の 後に 音素 記号 を 加工 

フレ ー ズ 冒頭 「take me to the moon」 の 「moon」 は 、「 む 」 と だ け 歌 詞 
入力 し て 、Voice Color を 「Power」 に 設定 し ます 倫 。 そ し て E.V.E.C. ノ ー 
ト 分 離 を 行う と 「 お [m M]」@ と 「 一 [M#6]」⑳ に 分 けら れ ま す 。 こ こ で 
「 [M#6] 」 の 音素 記号 を 「 一 [M#G NN]」@ と 書き 換え る と 、“ む セー ん ” 


と 歌っ て て れる よう に な り ま す 。 


な お 、「 む 」 の 段階 で 「 む [m M N\] 」 に 書き 換え て し まう と Voice Color 
が 反映 きれ ませ ん 。 先 に Voice Color を 適用 し 、 E.V.E.C. ノ ー ト 分 離 を 行っ 
て 、 E.VE.C. の 音素 記号 が ノー ト 上 で 確定 し た の ち す を 書き 換え 
る の が キモ で す 。 


[ その 2 ] 「 一 ( 音 引き ) は 直前 の 母音 の Voice Color を 継続 
ナイ フー ル に よる ノー ト 分 割 で は 、 後ろ 側 に 「 一 」( 音 引き ) の ノ 

生成 され ます 。 こ れ は 直前 の 母音 を 継続 し て 鳴ら すこ と を 意味 し て いま す 。 

つま り 、 直 前 の ノー ト に Voice Color が 設定 され て いれ ば 、「 一 」 の ノー ト で 


も 同じ Voice Color の 音 で 鳴ら きれ る と いう こと で す 。 

これ を 利用 し た の が 、 フ レー ズ 最 後に 出 て くる Fmoonlight (実際 の 歌詞 
入力 は 「 む サー ん ら 」 ) 」 の 「 む 」 で す 。 Voice Color 設 定 代 を 行っ て か ら 、 
ナイ フツ ー ル で ノー ト 分 割 し ⑯、 生成 きれ た 「 一 」 の 音程 を 変え て @⑲、 音素 
記号 を 「 一 [-] 」 か ら 「 一 [- n]」⑲ に 書き 換え る こと で 、「 一 ん 」 と 発音 き 
せ て いま す 。 こ の 方 法 で あれ ば 声質 を 変え た る こと な 《、 し ゃ くり を 作っ て 発 
音 も 変え られ ます 。 

⑨ 


RTcrrrenissssm 
Fo >。。 パパ ボ 1 {jj パパ 


に に 


この 方 法 を 使え ば 、 本 来 だ だ その まま で は Voice Color を 適用 で き な い 、 
「moonlight」 の 「light」 部 分 の ノー ト 、「 ら 6 [4 ajit] 」 も る 、 ピッチ ベンド を 
使う こと な く 、 ノ ー ト 分 割 で し ゃ 《 り 上 げ フ レー ズ に する こと が で きま す 。 デ 
モ 曲 の デー タ は この 手法 を 反映 する 前 の 状態 に な っ て いま す の で 、 興味 が 
あれ ば チャ レン ジ し て みて (だ さい 。 
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PART 4 の 最後 に 紹介 する の は 江戸 っ 子 の 「 べ らん め え !」 の よう な 巻き 舌 (タン グ ト リル ) 式 の 発音 で す 。 ロッ 
ク や ブル ー ス の 荒 々 し い 感 じ を 表現 し た いと き に 活用 で きる で し ょ う 。 
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[ Setting & Lyric ] 

人 使用 歌声 DB : MIKU_V4X_Sohid_EVEC 

人 主要 オー トメ ーション 初期 設定 : BR BRT71/ GEN=101/PBS-2 
@ 歌唱 スタ イル 初期 設定 : ア タ セ ント =100 プ ディ ケイ =0 

人 調 声 ボ ポイント : 音素 記号 

人 歌詞 :「 陽 洗 揺れ る 楼 左 」 


E 語 l 子音 拡張 で パワ ー ア ッ プ 

この デモ 曲 で は 、 幾つ か の ノー ト で 子音 拡張 を 設定 し て いま す 。 こ れ は 
本 来 、 子音 を 強く 発音 させ る た め に 用 いる 機能 で す が 、「X4」 を 選ぶ と 「 カ 
行 」 や 「 タ 行 」 な どの 磁 音 で 、“ カ カカ カッ ” と いう 感じ の 人 間 離 れ し た 
発音 に な り ま す 。 い わ ゆ る “巻き 舌 ” と は 異な り ま す が 、 実験 と し て 試し て み 
まし た 。 

する と 、「 陽 炎 」 の 「 か 」 や 「 ぎ ぇ 」 に は 名 実に 反映 され まし た 。 一 方 
「 腸 災 」 の 「 ろ 」 や 「 播 和 れる 」 の 「 れ 」「 る 」 、「 栓 典 」 の 「 ろ 」 な どの ラ 行 で 
うほ どの 効果 は 出 ま せん で し た 。 巻 き 舌 の 効果 は ラ 行 で ほし い の で 、 
ド は あま り 有 効 で は な いよ う で す (巻き 舌 専用 の 機能 で は な い の で 
当然 で すか が) 。 し か し 、 子音 拡 張 を 設定 し た こと で 、 全 体 に 力強い 歌唱 に な 


つて いま す 。 と いう わけ で 、 子音 拡張 は 採用 する こと に し まし た 。 


グロ ウル を 試し て みる 

次 に 、 巻き 逢 に 近い サウ ンド が 得 られ る も の と し て グロ ウル を 、「 播 所 る 」 
の 「 る 」 し て み ま し た 但 。 こ の 場合 は 子音 が 強まる と いう より も 、 母 
音 に 力 強 さ が 与え られ る 結果 に な り ま し た 。 こ れ は これ で 採用 する こと に し 
ます 。 
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@ 
で は 最終 手段 、 音素 記号 の 細工 を 試し て み ま し ょ う 。「 楼 典 」 の 「 ろ [4 
o] 」 の 出だし に 16 分 音符 の ノー ト を 追加 し 、 そ の 音 率 記号 に 「 ろ 」 の [4o] 
を 4 回 繰り 返し て 入力 し まし た 人 @。 


る [4o4o4o4go] ろ [4 g] 


通常 、1 ノ ー ト に は 1 語 ず つ 入 れ て い 《 の が 基本 で す が 、 実は 1 個 の 音符 
の 中 に 音素 記号 を 複数 人 れ て も 発音 され る の で す 。 を し て 、 そ の 効果 は まさ 
に 求め て いた 巻き 逢 の それ で す 。 な お 、 ど れ く らい の 早 さ で 言葉 を 繰り 返す 
か は 、 ノ ー ト の 長き に より ます 。 

この デモ 曲 で 見 て きた よう に 、 E.VE.C. の 子音 拡張 は 子音 の み を 繰り 返 


す も の で す が 、 音 雪 記 号 の 書き 換え で は 通常 な ら あり 得 な い 発音 を も 可能 
に し ます 。 ど うし て も 求め る 発音 が 得 ら れ な いと き に は 最終 手段 と し て いろ 
いろ な アブ ロー チ を 試し て みて て だ さい 。 
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曲 作 り と 
Studio One APE の 基礎 知識 


音楽 制作 の 要 と な る の が 、DAW の Studio One APE で す 。 その 
全 機 能 を 紹介 する に は 紙面 が 足り な い の で す が 、 本 章 で は 曲 作り 
を 始め る に あたっ て 必要 な 機能 を 中 心 に 紹介 し て いき ます 。 


DAW ソフ ト で 考え る “ 曲 作 り " と は 2 オー トメ ーション に つい で 

Studio One APE の 概要 ルー プ を 活用 し よう 

ソフ ト 音 源 に つい で プラ グイ ン に つい で 

エフ ェクト に つい て イン スペ クタ ー に つい て 

パス と VCA に つい て 2 Studio.One APE の ファ イル に つい て 


0 1 DAW ソフ ト で 考え る 
" 曲 作 り " と は ? 


曲 作り の 方 法 は 人 に よっ て 千 差 万 別 で す が 、 こ こ で は DAW ソ フト で 制作 する こと を 考慮 し な が ら 、 オ ー ソ ドッ 


クス と 思わ れる アプ ロー チ を 解説 し て いき ます 。 
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思 " 曲 作り "と は ? 

と は 自由 な も の で すか ら 、 基 本 的 に は 人 それ ぞ れ が 自分 の 好き な 方 
法 で 作れ ば よい と 思い ます 。Piapro Studio で 自分 が 納得 いく まで メロ ディ 
を 打ち 込ん で 、 を アカ ペラ で 歌わ せ て も よい で すし 、 そ れ に 合わ せ 
て ギタ ー を か き 鳴 らし て も よい わけ て ある い は ピア ノ を 弾き な が ら 帳 歌 
で メロ ディ を 作り 、Piapro Studio に 入力 し て る よい で し ょ う 。 

し か し 、 作 品 と し て 多く の 人 に 聴い て も ら う 場 合 に は 何ら か の 
介する 必要 が あり ます 。 を その メデ ィ ア は CD か も し れ ま せん し 、 
信 す る ファ イル の 場合 も ある で し ょ う 。 い ずれ に し て も 演奏 を 記録 (録音 ) し 
て メデ ィ ア 化す る 必要 が あり ます 。 

いわ ば 曲 を イメ ー ジ し て か ら メ ディ ア に する まで の 一 連 の 流れ が すべ て “ 曲 
作り " と いう こと に な り ま す 。 で は 、 具体 的 に どの よう な 工程 が ある か 挙げ て 
み ま し ょ う 。 


① 作 詞 & 作 曲 

+ 

(@ 編 曲 (アレ ンジ ) 

+ 

③ 録 音 / 打 ち 込み 編集 
+ 

④ ミ ックス 

! 

マス タリ ング 


上 記 の 順番 は 最後 の マス タリ ング を 除い て 、 し ば し ば 前 後 し ます 。 特 に 


DAW を 使っ た 制作 で は 、 ① か ら ④ が 同時 に 進行 し て いく こと る 珍し く 
あり ませ ん 。 
な ぜ な ら 、DAW は 録音 も 打ち 込み も る で きま すし 、 さま ざま な 編集 作業 や ミ 


ックス も で きる か ら で す 。 メ ロディ 作り と 楽器 の アレ ンジ 、 音色 の 作り 込み な 
ど を 同時 進行 で 行え を る わけ で す 。 その こと を 念頭 に 置き つつ 、 以 降 で 各 項 
目 を 解説 し て いき ます 。 
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作曲 

現代 に お いて “作曲” の 方 法 は 多岐 に 渡っ て いま す 。 メ ロディ 作り を 指す 
こと も あれ ば 、 コ ー ド か ら 考 える 場合 も あり ます 。 ま た 、 ド ラム ・ パ ター ン や 
シン セ サ イ ザー の 音色 か ら 曲 を 思い つく 《 と いう 人 も いま す 。 曲 の イマ ジ ネ ー 
ショ ン を 喚起 し て て れる も の が 自分 に と っ て 何 な の か に よっ て アプ ロー チ は 
きま ざま と いう わけ で す 。 

例え ば 、 Studio One APE に ギタ ー を 録音 し て 、 を こ か ら Piapro Studio 
で メロ ディ を 作り 始め て も よい で し ょ う 。 楽 器 を 弾け な く て も 、Studio One 
APE に は ツ ソフト ウェ ア の 楽器 で ある ソフ ト 音 源 (P203 参 照 ) が 付属 し て いる 
の で 、 ピ アノ や シン セ 、 ド ラム を 鳴ら すこ と が で きま す 。 さ ら に 、 ル ー プ (P221 
参照 ) を は じ め と する オー ディ オ ・ フ ァイル を 組み 合わ せ て 曲 を 作る こと る で 
きま す ( 図 ①) 。 


ソフ ト 音源 を 鳴ら 


回 ① 作曲 に は いろ いろ な アプ ロー チ が ある 


作詞 

曲 を 作る と き 、 メ ロディ の 前 に まず 貢 詞 か ら 考 える と いう パタ ー ン も あり ま 
す 。 こ れ を 詞 先 と 呼び ます 。 ま た 、 メ ロディ に 員 詞 を 当て は め て いく 方 法 も 
あり ます 。 こ れ を 曲 先 と 呼び ます 。 当然 、 歌 詞 と メロ ディ が 同時 と いう 場合 も 
あり ます 。 

これ ら は と どれ が 良い と いう こと で は な く 、 人 それ ぞ れ の 好み で す 。 曲 先 の 
\ー カ ロイ ド で 「 ら らら て 」 と 歌わ せな が ら 歌 詞 を 考え る と 、 より 楽曲 ーー 
し や すい で し ょ う 。 調 先 の 場合 は 、、 メ ロディ を 作っ た 
ド で すでに 歌わ せら れる の で 、 歌詞 と メロ ディ の マッ チン グ を すでに チェ ッ ク = 一 一 
で きま す 。 曲 先 、 詞 先 の いずれ に し て も 、 ボ ー カ ロイ ド に 歌わ せな が ら メ ロ 
ディ や 歌詞 を 修正 し て いく こと で 、 イ メージ に 添っ た 償 曲 を 作れ る で し ょ う 。 
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編曲 

編曲 (アレ ンジ ) と は 、 楽 曲 の イメ ー ジ に 合わ せ て 使用 する 楽器 を 選び 、 
曲 の 展開 に 応じ て 複数 の 楽器 の 旋律 を 組み 合わ せ て いく 工程 で す 。 プ ロ の 
音楽 制作 で は 編曲 家 (アレ ンジ ャ ー) と いう 専門 の 方 が 担当 する こと が 多い 
の で す が 、 ア マチ ュ ア の クリ エイ ター で 、 な お か つ DAW を 使っ て 音楽 を 作 
つて いる よう な 場合 は 、 作 曲 と 編曲 が ほぼ 同時 に 行わ れる 場合 も 少な 《 あ り 
ませ ん 。 

例え ば 、 DAW で は ソフ ト 音 源 で 多彩 な 楽器 を 鳴ら せる の で 、 最初 に ド 
ム の パタ ー ン を 作り 、 シ ン セ サイ ザー で コー ド を 鳴ら し 、 を その 上 で メロ ディ や 
歌 詞 を 考え る と いっ た こと が 可能 で す 。 こ の 場合 、 既 に 楽 貼 を イメ ー ジ し な 
が ら ド ラム や シン セ サ イ ザー の サウ ンド を 選び 、 リ ズム ・ パ ター ン や フレ ー ズ 
を 考え て いる わけ で すか ら 、 作 曲 と 同時 に 編曲 も 始ま っ て いる と いう こ 
な り ま す 。 

ちな み に 、 ソ フト 音源 に は 本 格 的 な サウ ンド の スト リン ダス 音源 な ども あり 
ます 。 や る 気 さ え あれ ば 、 パ ソコ ン 上 だ け で オー ケス トラ の サウ ンド を バッ 
ク に 初音 ミク を 歌わ せる こと も 可能 な の で す 。 


馬 録音 と オー ディ オ ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス 

録音 (し コー ディ ング ) その も の に つい て は 説明 する まで も な いと 思い ます 
が 、 現代 の 音楽 制作 で は プロ の 現場 で も DAW に 録音 され る こと が ほとん ど 
で す 。 

また 、 DAW で 録音 する 際 に は 、 音楽 制作 用 の オー ディ オ ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス 
と 呼ば れる 機材 を パッ コン に 接続 し て 行う と いう こと は 覚え て お いた 方 が よ 
いで し ょ う 。 

オー ディ オ ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス と は 、 マ イク や 楽器 な ど を 接続 する 入力 端 
子 と 、 DAW の 音声 を 出力 し て スピ ー カ ー や ヘッ ド フ ォ ン で 再生 する 出力 端 
子 が 装備 され て いる 機械 で す (写真 ①) 。 そ の 内 部 で は 、 マ イク や 栄 器 な ど 
の アナ ログ 音声 を デジ タル 音声 に 変換 し て DAW に 受け 渡し た り 、 ある い は 
その 逆 と いっ た 変換 処理 が 行わ れ て いま す 。 そ の た め 、 オ ー デ ィ オ ・ イ ンタ 
ー フ ェ ー ス の 性 能 が 音質 を 左右 する 場合 も あり 、 夏 重要 な 存在 と 言え ま 
す 。 多 (は USB で パッ コン と 接続 し ます ( 図 ④) 。 

パッ コン 内 蔵 の 音声 デバ イス が 入力 に 対応 し て いれ ば 、 録 
こと も 可能 で は あり ます が 、 音質 や パフ ォ ー マ ンス の 面 で 音 
計 き れ て いる オー ディ オ ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス の 使用 を お すす めし ます 。 な お 、 
Studio One APE の オー ディ オ 人 入出 力 に 関す る 設定 は 、 P36/P38 を 参照 し 
て 《 だ さい 。 
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写真 ① オー ディ オ ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス の 例 。 Sleirberg UR44 
スピ ー カ ー 
「 ヘッドフォン 
中 
バッ コン オー ディ オ ・ イ ンダ of 還 6 


^ 団 オー ディ オ ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス を 使用 し た シス テム 構 全 


記 3 オー ディ オ 絹 集 

TDAW ッ フト の 登場 に より 飛 虫 的 に 自由 度 が 
高まっ うた の は オー ディ オ の 編集 で し ょ う 。 編集 
と は コビー や ペー スト 、 分 割 、 削除 と いっ た 作業 
の こと で す 。 不 要 部 分 を カッ ト し た り 、 あ る 部 分 
を コピ ビー& ペ ー ス ト で 繰り 返す と いっ た こと は も 
ちろ ん 、 別 々 の 演奏 (楽器 が 達 っ て いた っ て 構 
いま せん ) を つなぎ 合わ せ て 新た な フレ ー ズ を 
作り 出す こと る 可能 で す 。 テ イデ ィ ア と や る 気 さ 
え あ れ ば 、1 つ の 素材 か ら 、 多 彩 な パリ エー ショ 
ン を 作り 出せ る の で す ( 図 ③) 。 


『 図 G 注 集 の 一 例 。 ド ラム を キッ ク や スネ ア の タイ ミン グ で カッ ト 
し て 、 キ ッ ク や スネ ア を 切り 張り し て 組み 特 え る こと で あら た な パタ ー 
ン を 作れ る 。 ハイ ハッ ト な ど が スネ ア や キッ ク と 一 緒 に 只 っ て いる 場 
合 は 完全 に は 切り 各 せ な い が 、 そ れ も ま た 独 精 の 味 と な る 


元 の オー ディ オ ・ デ ー タ 


! 


ミン グ で カッ ト し た オー ディ オ ・ デ ー タ 


キッ ク ハイ ハッ ト スネ ア 


1 
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リー ジョ ン と オー ディ オ 編 集 

TDAW 上 で は 、 オ ー デ ィ オ ・ デ ー タ を 編集 し て も 簡単 に 元 に 戻せ る と いう 
特徴 が あり ます 。DAW 上 の 渋 形 を 切っ て も 、 そ れ は “見 た 目 だ け ” で 、 オ 
ー デ ィ オ ・ デ ー タ 自体 は 元 の 姿 の まま 残っ て いる と いう 仕組 み に な っ て いる 
の で す ( 非 破壊 編集 と 呼び ます )。 ここ で 登場 する の が リー ジョ ン (1) で す 。 

P51 で Piapro Studio の リー ジョ ン に つい て 解説 し まし た が 、 基本 的 な 考 
え 方 は 同じ で す 。DAW 上 の オー ディ オ ・ デ ー タ は 、 リ ー ジ ョ ン と いう 箱 の よ 
うな も の で 取り 扱わ れ ま す 。 リ ー ジ ョ ン を 短 《 す れ ば 、 そ の 分 だ けり 波形 も 短く 
な り ま す が 、 こ れ は 決し て 無く な っ た わけ で は あり ませ ん 。 リー ジョ ン を 伸 
ば せ ば ま た 波形 が 現れ ます 。 見 た 目 上 で 無く な っ た よう に 見 える だ け な の で 
す ( 図 ④) 。 


1 いつ で も 元 に 戻せ る 
前 化 を 太 め た リー ジョ ン 


よ 四 6 リー ジョ ン の 仕組 み 


一 部 分 を カッ ト し て 削除 し た り 、 コ ピー& ペ ー ス ト し た り し た 場合 も 同じ 
で 、 元 の オー ディ オ ・ デ ー タ は を の まま 残っ て いま す 。 こ の 仕組 み が あ る か 
ら こ そ 、 思 いき り い ろ い ろ な 編集 が 行え を る の で す 。 

な お 、 元 の オー ディ オ ・ タタ 自体 を 複製 し た り 、 編集 し た 結果 を 新た な 
オー ディ オ ・ デ ー タ と し て 生成 する こと も で きま す 。 た だ し 、 一 部 の 機能 
つい て は 非 破壊 で は な く 、 破壊 戻せ な い 編 集 ) の 場合 ある の で 
注意 し まし ょ う 。 


馬 胃 MIDI と 打ち 込み 

打ち 込み と は 、 MIDI と 呼ば れる デー タ を 使用 し 、 そ の MLIDI に 対応 し た 
シン セ サ イ ザー な ど を 鳴ら し て る こと を 指し ます 。 

MIDI デ ー タ は 、 い わ ば デジ タル の 楽 語 の よう な も の で す 。 普 程 や 音 の 長 


1 
リー ジョ ン 
DAW に よっ て クリ ッ プ や イ 
ベン ト と も 呼ば れる 。 Stud 
io 0ne シ リー ズ で は イペ ン 
ト と 呼ぶ 。 
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さ 、 音 の 大 き さ 、 タ イミ ング な どの 演奏 情報 が 含ま れ て いま す 。 下 の 画面 は 
Studio One APR 上 の MIDT デ ー タ の 例 で す 。Piapro Studio と 同じ く ピ アテ 
フロ ー ル が あり 、 ノ ー ト を 入力 し て いく こと が で きま す 。 ま た ベロ シテ ィ (DAW 
ほ を コン トロ ー ル し ます ) や ビ ピッチベンド な どの 情報 も 入力 で き 


も と も と は “シー ケン サー” と 呼ば れる 専用 の マシ ン を 使い 、 MIDT デ ー タ 
を 数 値 で “打ち 込ん で " いき 、 シ ー ケ ン サ ー と シン セ サ イ ザー や ドラ ム ・ マ シ 三 寺 
ン な ど を MIDI ケ ー ブ ル と いう 専用 の ケー ブル で 接 

その 後 、 シ ー ケ ン サ ー は ソフ ト 化 き れ て 、 よ り 簡 単に パッ コン 上 で “打ち 込 ーー 
み ” が 行え る よう に な り ま し た 。 打 ち 込 み の 方 法 に は 幾つ か あり ます が 代表 
例 を 紹介 し て お きま し ょ う 。 
介 ピ アノ ロー ル 画 面 で ノー ト を 入力 

これ は 上 既に Piapro Studio で 体験 済み で すね 。Studio One APE に も ピ 
テア フロ ー ル 画面 が あり 、 Piapro Studio と 似 た よう な 感覚 で 入力 し て いく こと 
が で きま す 。 
⑯MIDI キ ー ボ ー ド で 入力 

パッ コン に キー ボー ド ( 鍵 脆 楽 器 の 方 で す ) を 接続 し 、 実際 に 演奏 し て 入 
力 す る こと も で きま す 。 感覚 と し て は 録音 と ほ ば 同じ な の で 、 リ アル タイ ム ーー 
MIDI 録音 と か リア ル タ イ ム 入 力 と 呼ば れ ま す 。 ま た 鍵盤 を 使っ て 1 音 ず つ 入 
力 す る こと も 可能 で す 。 こ ちら は ステ ッ プ 入力 と 呼ば れ ま す 。 こ の 時 に 使用 ーー 
する キー ボー ド は MIDT キ ー ボ ー ド と 呼ば れ 、USB な ど で パ ッ コ ン と 接続 し 
ます 。 
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馬 』 ミッ クス 

作曲 や 編曲 が 進む に つれ て 、 ド ラム や ギタ ー、 ベ ペー ス 、 キ ー ボ ー 
て 初音 ミネ タ な ど 、 ト ラッ ク の 数 は どん どん 増え て いき ます 。 こ れ ら の トラ ッ ク 
を すべ て 同じ 音量 で 鳴ら す と 、 騒 々 し い 音 に な っ て し まい ます 。 
ま 曲 の イメ ー ジ に ふさ わ 
し い バ ラン ス で 再生 きれ る よう に し な く て は な り ま せん 。 そ の た め 、 DAW に 
は ミキ サー と 呼ば れる 機能 が 装備 きれ て いま す 。 下 の 画面 は Studio One 
APE の ミキ サー (コン ツー ル ) で す 。 


、 を 


仙 


この ミキ サー 上 で 音量 を 調整 し た りす る こと を ミッ クス (ある い は ミキ シン 
グ ) と 呼び ます 。 ち な み に 、 プ ロ の 現場 で は レコ ー デ ィング も 合 め て エン ジニ 
ア と 呼ば れる 専門 の 方 が ミッ クス を 行い ます 。 

ミッ クス で は 音量 の 調整 だ け で な く 、 左右 の どの 辺り に 音 を 配置 する か を 
決め た り 、 各 に 必要 な エフ ェクト を か けた り も し ます 。 そし て 、 ミ ックス 
が 済ん だ 段階 で 、 最終 的 に は ステ レオ の オー ディ オ ・ フ ァイル を 書き 出し ま 
す (&2) 。 こ れ を ミッ クス ・ ダ ウン (ある い は トラ ッ ク ・ ダ ウン ) と いい ます 。 な 
お 、 ミ ックス 自体 の こと を ミッ クス ・ ダ ウン と 呼ぶ こと も あり ます 。 

また 、 書 き 出 きれ た 最終 的 な オー ディ オ ・ フ ァイル は 、2 ミ ックス (2mix) と 
呼ば 和 れ ま す 。 こ うし た 用 語 は 音楽 作り を 行う 多く の 仲間 の 間 で 広く 使わ れる 
言葉 な の で 覚え て お (と コミ ュ ニ ケー ショ ン が は か どる で し ょ う 。 

2 ミッ クス が 出来 上 が れ ば 、 楽曲 は ひと まず 完成 と 言え ます 。 し か し 、 2 ミッ 


s2 
ステ レオ の オー ディ オ ・ 

ファ イル を 書き 出し ます 

DAW で は オー ディ オ ・ フ ァ 
イル を 書き 出す こと を パウ 
ンス (も し く は レン ダリ ン 
グン レン ダー) と ! 
クス ・ ダ ウン 時 に 胡 ら ず 、 
えば 打ち 込ん だ MIDI デー 
タ で 只 ら し て いる ソフ ト 音 
所 の トラ ッ ク の み を オー ディ 
オ ・ フ ァイル 化す る 際 や 、 
オー ディ オ ・ ト ラッ ク に エ 
フェ クト を か け て 新た な オー 
ディ オ ・ フ ァイル を 書き 出す 
場合 も バウ ンス と 呼ぶ 。 
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クス を CD に し た り 、 配信 する 際 に は 最後 の 工程 で ある 、 マ スタ リン グ と い 
う 作業 が 残っ て いま す 。 


中 四 マ スタ リン グ 

マス タリ ング と は 、2 ミ ックス を 世の中 に 発表 する た め の 最後 の 調整 段階 で 
す ( 國 ⑥) 。 例 えば 、 CD に 複数 の 作品 が 収録 きれ て いる 場合 、 それぞれ の 
音量 が 途 い すぎ る と 、 開 き 手 が いち いち ボリ ュー ム を 調整 し な 《 て は な ら な 
く て なり ます 。 そ を こ で 、 マ スタ リン グ で は 各 作品 の 音量 の 塗 を 抑え る よう な 調 
整 を 行い ます 。 音 質 面 に 関し て も 同様 に 差 を な る べく な くし て いき ます 。 


オー ディ オ ・ デ ー タ に は 大 


あま で 2 ミッ クス に 対し て 行う の で 、 個 々 の 楽器 の バラ ンス な ど を 根本 的 きく 分 け て 非 圧 絡 と 圧 弥 の 
に 調整 する こ = * ング ・ エ ンジ ニ ば 2 竹 類 が ある 。 一 貧 的 に 音 
に 調整 する こと は で きま せん が 、 マ スタ リン グ ・ エ ンジ ニア と 呼ば れる 専門 の 朱 作 に は 寺 圧 千 の アニ タ 
方 は 、 きま ざま な チク ニッ ク を 又 使 し て 音量 や 音質 を 整え て いき ます 。 最 終 が 使用 され る 。 非 結 デー 

_- 5 る タ の 租 類 に は WAV (Wave) 

的 な 作品 の 音質 は マス タリ シグ に よっ て 決ま る と いっ て も 過言 で は な い の で AIFF な ど が ある が 、 い ずれ 
チ も サン プリ ング - レ ー ト と 
ビッ ト ・ デ ブス が 高い ほど 

また 、 CD と ネッ ト で 配信 する 場合 で は オー ディ オ ・ デ ー タ の フォ ー マ ッ 副 音 抽 と され て いる 。 圧 給 


デー タ は 、 非 圧 結 の デー タ 


ト (3) が 異な る こと が ほとん ど で す 。CD は ビッ ト ・ デ プス (4) が 16 ビ ッ の 容量 を 小さ くす る た 
ト 、 サン プリ ング ・ レ ー ト (5) が 44.1kHz と 決め られ て いま す 。 一 方 、 配信 FN 2 
で は を の 配信 サイ ト の ルー ル に 従っ て MP3 や AAC と いっ た 圧縮 フォ ー マ ッ 2 
し て は MP3 や AAC な ど が 
ト が 用 いら れる こと が 多い と 言え ます ( 非 圧縮 フォ ー マ ッ ト が 可能 な 場合 も あ 一 艇 的 。 同じ MPS や AAC 
り ます ) 。 こ れ ら の フォ ー マ ッ ト に 合わ せ た デ ー タ 作り も マス タリ ング の 重 間 DP の 
な 工程 で す 。 オ ー デ ィ オ の フォ ー マ ッ ト が 異な る と 、 音 質 自 体 が 異な っ て く 2 
る の で 、 各 フォ ー マ ッ ト に 合わ せ た 音 質 調整 も 必要 に な り ま す 。 ーー 
TDAW に は 、 マ スタ リン グ に 必要 な 機能 を 備え て いる も の も あり ます 。 例 ビッ ト - デ フス 
えば Studio One シリ ー ズ の ハイ エン ド 版 で ある Studio One Professional で ーー 
は マス タリ ング 専用 機能 を 備え て いて 、 音量 や 音質 の 補正 は も ちろ ん 、 CD 了 に 、 音 便 を 條 上 で 表現 
- _ する か を 表す 。 単位 は ビッ 
ライ ティ ング や MP3 の 書き 出し 機能 な ど を 備え て いま す 。Studio One APE ト (50。 16pt 24pt ご 
で の 曲 作 り に 慣れ て きた ら 、 アップグレード を 検討 て みて も よい で し ょ う 。 は 
量 変化 を 再現 で きる 。 
訪 5 
最終 的 な メデ ィ ア 0 
サン プリ ング 周 浮 数 サン 
音量 調整 ブル ・ レ ー ト も 同じ 意味 。 
= Rm = | し 
フォ ー マ ッ ト 変 換 
作業 を 行う か を 表す 。 単 位 
2 ミッ クス cp MP3 は Hz( ヘ ルツ )。 44.1kHz 生 5 
ン 49kHz / 882Kz 
こつ 96kHz /192kHz な ど が 一 


投 的 で 、 値 が 大 きい ほど 高 = 
音質 と きれ て いる 。 


マス タリ ング の イメ ー ジ 
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曲 作り に つい て の まとめ 

駆け 足 で DAW を 中 心 と し た 曲 作 り の 工程 を 紹介 し まし た が 、 何 と な く イ 
メー ジ は つか め た で し ょ うか 。 こ こま で の 解説 を 図 (に まとめ て みた の で 、 
確認 し て みて 《 だ きい 。 


作曲 編曲 


打ち 込み (MIDI 
録音 
ルー プ ( オ ー デ ィ オ ・ フ ァイル ) 


MIDI 編 集 


音色 編集 


ー ピ 
= 
医 22Z 


オー ディ オ 舞 集 


ょ 図 6) 曲 作り の お お ま か な 流れ 。 多く の 工程 を DAW 上 で 行う こと が で きる 


DAW で の 曲 作 り は 1 人 で すべ て 完結 する こと る 可能 で す が 、 友 だ ちな ど 
と コラ ボレー ショ ン す る の も 楽し いと 思い ます 。 図 を 参考 に 、 自 力 で で きる 
範囲 と を う で な い 範囲 を 見 極めて みて くだ さい 。 例え ば 、 メ ロディ だ け 作 っ 
て 友だち に アレ ンジ を 頼む 場合 、 同 じ 『 初 音 ミク V4X』 を 持っ て いれ ば 、 
ppsf フ ァイル や song ファ イル を や り 取 り し て 作業 を 進め て いく こと が で きま 
す 。 も ちろ ん 、 楽器 の 演奏 や ミッ クス 、 マ スタ リン グ な ど を ほか の 人 に 頼む 
と いう ケー ス も 考え られ る で し ょ う 。 

コラ ボレー ショ ン す る 際 は 、 力 を お 借り する わけ で すか ら 、 お 願い する 際 
の マナ ー (自己 紹介 、 期 日 、 謝礼 の 有無 な ど ) に 気 を 配り 、 お 互い 気持 ちよ 
く 制 作 で きる 段取り を 考え る こと が 大 切 で す 。 
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そし て 、 も う 一 つ 重 要 な ポイ ント が あり ます 。 マス タリ ング まで 終わ っ た か 
ら と いっ て 、 そ の 曲 は そこ で 終わ り に な る わけ で は あり ませ ん 。 “初音 ミク " 
が その 代名詞 的 な 存在 で ある よう に 、 ネ ッ ト を 通じ た 創作 の 世界 で は 自由 な 
次 創作 、 三次 創作 が 醍醐 味 と 言え ます 。 一 次 創作 等 の リク エス ト に 応え る 
た め に は 、 曲 作り の 段階 か ら デ ー タ を わか りや すく 管理 し て お きま し ょ う 。 バ 


ッ ダ ア 


ズ な 創作 活動 の 基礎 と 言 を る で し ょ う 。 


COLUMN 
タタ コラ ボレー ショ ン 時 の デー タ 


友人 や 遠 合 地 の 人 と 共同 で 曲 作 り を 進め る 際 に 、 異 
な る DAW を 使っ て いる 場合 は 、 何 ら か の 共通 フォ ー マ ッ 
ト を 使用 し て デー タ の や り と り を 行う 必要 が あり ます 。 こ 


れ は 、 大 きく 分 けれ ば MIDI デ ー タ (SMF フ ァイル ) か 
オー ディ オ ・ デ ー タ か と いう こと に な る わけ で す が 、 ど ちら 
が 好ま し いか は シチュ エー ショ ン 次 第 と いう 部 分 も ある の 
で 名 し いと ころ で す 。 

MIDI デー タ で あれ ば フレ ー ズ の 変更 は 容易 で す が 、 
同じ ソフ ト 音源 な ど を 持っ て いな いと サウ ンド の 再現 性 は 
低く な り ます 。 一 方 、 オ ー デ ィ オ は サウ ンド に 関し て は 完 


プ も 重要 で す 。 完成 し た 曲 の デー タ を 整理 し て お 《 こ と は 、 ス ムー 


べき な 状態 を 聴か せら れ ま す が 、 フ レー ズ の 変更 な ど が 、 
MIDI デー タ ほ ど 容 易 で は あり ませ ん 。 

し か し 、DAW ソ フト の 発達 に よっ て 、 以 前 は 音質 が 
劣化 する と いっ た トラ ブル が 発生 する こと も 多かっ た テン 
ポ や 音程 の 変更 を 高 精度 に 行う こと が 可能 と な っ て きま 
し た 。 ま た 、 遂 再生 や ロー ファ イ な エフ ェクト 理 、 あ る 
い は グリ ッ チ 的 な 加工 な ど 、 オ ー デ ィ オ な ら で は の 表現 
方 法 も 魅力 で す 。 

そう いう わけ で 、 近 年 は オー ディ オ ・ デ ー タ を 中 心 に や 
り 取り する の が 一 般 的 に な っ て き て いま す 


(| 2 | Studio One APE の 概要 


Studio One APE に は 前 セク ショ ン で 解説 し た 曲 作り に 必要 な 機能 が 備え られ て いま す 。 以降 で は 、 実 用 的 
な 機能 に 絞っ て 説明 を 加え て いき ます 。 
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Studio One シリ ー ズ に つい て 

Studio One APE は 、 PreSonus 社 に よる DAW で す 。 最 上 位 の “Profe 
ssional" を は じ め 、“Artist" “Prime" と いう ライ ン ナ ッ プ が あり 、Studio 
One APE は “Artist" と 同等 の 製品 で す (た 、 通 常 の Artist 版 は Piapro 
Studio を 使用 で きま せん ) 。 

Studio One APE は ミド ル グ レ ー ド な 位置 付け の 製品 で す が 、 そ れ で き 音 
楽 作り 機能 は ほぼ すべ て 備え て いる と いっ て も 過言 で は あり ませ 
ん 。 ど の よう な こと が で きる か と いう と 、 大 きく 分 け て 以下 の 3 つが 挙げ られ 
ます 。 
① 外 部 の MIDI 音源 も し く は 内 蔵 の ソフ ト 音 源 を 用 いた MIDI プ ログ ラミ ング 

(打ち 込み ) 
④ オ ー デ ィ オ の レコ ー デ ィング (録音 )& 編 集 
③ エ フェ クト な ど を 使用 し た 音 作り と ミッ クス 

それ で は 、 以 降 で Studio One APE の 概 略 を 見 て いき まし ょ う 。 


ソン グ 画 面 
下 の 両 面 は Studio One APE の ソン グ 両 面 で す 。 
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ッ ン グ 画 面 で は 、 オ ー デ ィ オト ラッ ク 但 や イン スト ゥ ウル メ ント トラ ッ ク 人 、 そ れ 【9 HiNr | 
に Piapro Studio の トラ ッ ク 人 な と ど を べべ て いて こ と が で きま 画面 の ズー ム に 関す る 
思 了 ショ ー ト カッ ト を 増え て お 
す 。 ト ラッ ク の 給 幅 は 但 の プル ダウ ン ・ メ ニュ ー や トラ ッ ク 下 部 を ドラ ッ グ し く と 、 採 作 が と て も 楽に な 
て 変更 可能 で す 。 る の で 紹介 し て お きま し ょ 


オー ディ オト ラッ ク で は 録音 が 可能 な ほか 、 オ ー デ ィ オ ・ フ ァイル を 
込む こと も で きま す 。 ま た イン スト ゥ ル メ ント トラ ッ ク で は 、 ソ フト 音源 を 使っ 
て MIDI の 打ち 込み が で きま す (も ちろ ん 、 外 部 の MID 音源 を 鳴ら すこ と も 
可能 で す ) 。P47 で 、 こ の 画面 を “コン サー ト 会 場 " に た と えま し た が 、 実は 0 
“レコ ー デ ィング ・ ス タ ジ オ ” で も ある わけ で す 。 ほか に も 規 つ か 用 意 さ れ て 


いる の で 、 メ ニュ ー の 表示 
> ズ ー ム を チェ ッ ク し て み 


トラ ッ ク 0 
で は 、 オ ー デ ィ オ イン スト ゥ ル メ ント トラ ッ ク の 中 身 を 見 て み ま し ょ う 。 各 【@ HiNT | 
トラ ッ ク の 中 に 表示 きれ て いる “ 釘 ” は 、 イベ ント ⑳ と いい ます 。 閉 の 
ラック や イン メス トゥル メン 
また トラ ッ ク 名 が 表示 され て いる エリ ア に は 音量 を 調節 する ボリ ュー ム @、 トラ ッ ク 以外 に も 和 つ か の 
3 ャ R 太っ es ミッ 種類 が あり ます 。 
それ に ミュ ー ト @ (M) と ソロ ⑨ (S) の ボタ ン 、 さら に 録音 ボタ ン 和 9 (R) な 0 2 
ど が 並ん で いま す 。 オー ディ オト ラッ ク で は 坦 で オー ディ オイ ンタ ー フ ェ ー 3 ンク た 
ー ト メー ショ ント ラッ ク : 
ス の 入力 端子 を 選択 で き 、 欠 を クリ ッ ク し て ステ レオ と モノ ラル を 切り 震え さま ざま な パラ メー ター を 
られ ます 。 さ きら に 、 イン スト ッ ル メン トト ラッ ク で ツ フ ト 音源 を 使用 し て いる 坦 の 
合 は 人 @ を クリ ッ ク す る と 、 ツ フト 音源 の 画面 を 開く こと が で きま す 。 ACGEo2 


FX チャ ン ネ ル の オー トメ ー 
ショ ン を 表示 入力 / 幼 集 。 
@ パ バス チャン ネル トラ ッ ク : 
バス チャ ン ネ ル の オー ト 
メー ショ ン を 表示 ご 入力 - ニー 


nw_drm 


メー ショ ン を 表示 / 入 力 に 


湯 集 。 
MI 回 同 彫 wuyv.pma 串 ゃ ーー 
上 presence 
**』 すべ て の 入力 
呈 な し a1 

オー ディ オ を 銀 音 


オー ディ オ 人 出力 の 訟 定 は 
P36P38 を 参照 


簡易 的 に 音量 を 調節 し た り 、 ある トラ ッ ク だ け を 鳴ら し た り 、 逆 に ミュ ー ト し So 


MIDI 録 音 
た り と いっ た こと は この ソン グ 画 面 上 の トラ ッ ク だ け で も 可能 と いう わけ で す 。 MY ド を 接 Pi 
し た 場合 は 、 メ 9 
そし て 、 録音 ボタ ン を クリ ッ ク し て 、 ト ラン スポ ー ト ・ セ クシ ョ ン に ある 録 Sudio One > 環 夫 設定 
音 ポ タン を クリ ッ ク す れ ば 、 オー ディ オ を 録音 (1) し た り 、 パ ッ コ ン に 接続 2 ーー 
し た MIDI キ ー ボ ー ド で リア ル タ イ ム に MIDI 録 音 (*2) し た り と いっ た こと 2 人 還 20 志 2 


ス 画 面 で 設定 を 行う (P200 
が 可能 に な り ま す 。 参照)。 
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トラ ッ ク の 作成 ① 
ッ タ ク 作 ) は 2 通り あり ます 。 一 つ は オー ディ オ ・ フ ァイル や ソフ 
ト 普 源 を ドラ ッ グ & ド ロッ プ す る や り 方 で す 。 こ れ は 既に Piapro Studio の 起 
動 時 に 経験 済み で すね 。 
例え ば 、 ブ プラ ウザ の イン スト ウゥ ル メ ント タブ 内 に ある PreSonus フォ ル ダ を 
タク リック する と 5 種類 の ツ フ ト 音 源 が 並ん で いま す 働 。 こ れ を その まま ソン グ 
画面 へ ドラッグ ドロ ッ プ すれ ば 、 そ の ソフト 音 ッ ク が 作成 きれ ます 。 
さら に 、 ブ ラウ ザ 内 の ソフ ト 音源 名 を クリ ッ ク す る と プリ セッ ト の 音色 名 人 
が り リスト 表示 きれ ます (サブ プ フ ォ ル ダダ が 表示 きれ る ツ フ ト 音 源 も あり ます ) 。 
これ を ツン グ 画 面 に ドラ ッ グ & ド ロッ プ す れ ば 、 音色 を 選ん だ 状態 で ッ フ ト 
音源 を 立ち 上 げ る こと が 可能 で す 。 


に 


s5 | 4 還 5 了 属 


と 


オー ディ オト ラッ ク も 同様 に ドラ ッ グ ドロ ッ プ で 作る こと が で きま す 。 こ 
れ は ブラ ウザ か ら で な く て も 構い ませ ん 。 も し 、 ハ ー ド ディ スク 内 に オー ディ 
オ ・ フ ァイル が あれ ば 、 デ スク トッ プ な どか ら ソ ング 画 面 に ドラ ッ グ ドロッ 
プ し て みて 《 だ さい 人 @ (3) 。 こ れ だ け で オー ディ オト ラッ ク が 作成 され ま 
す 。 ブ プラ ウザ の ファ イル タブ を 使っ て 、 パ ツッコ ン 内 の オー ディ オ ・ フ ァイル を 
表示 させ て 、 ド ラッ グ & ド ロッ プ し て も よい で し ょ う 。 


3 
オー ディ オ ・ フ ァイル を 
グ & ド ロッ プ 

オー ディ オフ ァイル を ドラ ッ 
グ & ド ロッ プ し て トラ ッ ク を 
作成 し た 場合 は 、 ブ ラウ ザ 
の プー ル タ ブ を 開き 、 オ ー 
ディ オフ ァイル を Control 
+ ク リッ クン 右 ク リッ ク し 
て 開く 外部 ファ 
イル を コピ ー を 選ん で お ご 
う 。 これ に より オー ディ オ ・ 
ファ イル が song フ ァイル と 
同じ フォ ル タ 内 の Media 
フォ ル ダ に コピ ー さ れる の 
で 見 失う 心配 が な く な る 。 
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EE トラ ッ ク の 作成 ⑧ 

も う 一 つの トラ ッ ク 作 成 方 法 は ウン ダグ 画面 の 左 
上 に ある 十 ボ タン 但 (T) を クリ ッ ク す る 方 法 で す 
・ ト ラッ ク を 追加 面 面 が 開く の で 、 タイ プ @ 
「 オ ー デ ィ オ 」 も し く は 「 イ ンス トゥ ル メ ント 」 を 
選択 し ます 。 は ほか に も 選択 肢 は あり ます が 、 まず 
は この 2 つ を 覚え まし ょ う 。 

オー ディ オト ラッ ク ( 下 の 画面 諾 ) の 場合 は フォ ー 
マッ ト @ で モノ (モノラル) か ステ レオ を 選択 で き 
ます 。 録音 す る 楽器 な ど に よっ て 選び まし ょ う 。 そ 
の は ほか プリ セッ ト は エフ ェクト の プリ セッ ト を 選択 する こと が 可能 で 、 イ 
ンプ ブッ ト @ で は オー ディ オ ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス の 入力 チャ ン ネ ル を 選ぶ こと が 


4 

ポタ ン を クリ ッ ク す る 

方 で す 。 

メニ ュー の トラ ッ ク か ら 作 

で きま す 。 成す る こと も で きる 。 
イン スト ゥ ル メ ント トラ ッ タ ( 下 の 画 面 有 ) を 選ぶ と 画面 の 下 半 分 の 表示 が 

変わ り ま す 。 出 力 ⑳ で 新規 イン スト ゥ ル メン ト を 選ぶ と 、 を その 下 の プ ル ダ ウ ン ・ 


ソ 自生 本 名 


ソン グ 画 面 で 知っ て お きた い 機 能 ① 
曲 作り で は イベ ント を 移動 し た り 、 コ ピー し た り 、 削除 し た り 、 並べ 替え た 
り と いっ た こと を 頻繁 に 行い ます 。 そ うし た 作業 に 必要 最低 限 の ツー ル や 機 
能 を 紹介 し て お きま し ょ う 。 
まず カッ ト や ュ コ ペー スト と いっ た 作業 は 一 般 的 な アプ リケーション と 


同じ ショ ー ト カッ ト で 行え ます 。 メ ニュ ー の 編集 を 開く と これ ら の コマ ンド や 、 ーーー 
複製 、 削除 、 各種 の 選択 方 法 な ども 用 意 さ きれ て いる の で 、 慣れ て きた 
ら 少 し ずつ 覚え て いく と 、 より 効率 化 が 図れ ます 。 チ ェ ッ ク し て みて くだ さい 。 
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ペー スト する 位置 は 再生 カー ソル 倫 で 指定 で きま す 。 ま た 小 館 番号 の 上 
辺り の エリ ア 欠 に カー ソル を 当て る と ペイ ント ツー ル 人 @ に 変化 し 、 ロ ケー ター 
⑨ が 設定 され ます 。 そ し て 、 ト ラン スポ ー ト で を クリ ッ ク し て オン (テン キ 
ーL/] ) に する と 、 ル ー プ 再生 が 可能 に な り ま す 。 こ の ロケ ー タ ー で は 231 
で 解説 する バウ ンス 徹 囲 も 指定 で きま す 。 


ソン グ 画 面 で 知っ て お きた い 機 能 ② 

ッ ン グ 画 面 上 部 に ある ツー ル バ ー を 見 て いき まし ょ う 。 
[ その 1 : ツ ー ル 類 ] 

o@e 6 @6@9@@9@《 ら 9 


⑳ イ ベン ト エ リア 上 便 の 範囲 ツー ル (1) : イ ベン ト の 上 半分 に カー ツル を 堂 
いた 場合 に 範囲 ツー ル 、 下 半分 で は 矢印 ツー ル と な り ま す 。 デフ ォ ル ト で は 
オン に な っ て いて 、 矢 印 ー ル に よる イベ ント の 全体 の 選択 や 移動 と 、 範囲 
ツー ル に よる イベ ント 内 の 芳 囲 選択 な どの 編集 作 肖 を 効率 よく 行え ます 。 こ 
クタ リック し て オフ に する と 、 人 の 矢印 ツー ル の み に な り ま す 。 
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@ 矢 印 ツ ー ル : ⑳ の イベ ント エリ ア 上 側 の 範囲 ツー 
ル を クリ ッ ク し て オフ に する と 、 イ ベン ト の 選択 や 移 
動 な と で 使う 矢印 ツー シル に な り ま す 。 ま た 、 別 の ツ 
ー ル を 選ん で いる 状態 で も 、command/Ct を 
押し て いる 間 は 矢印 ツー ル に 持ち 答え られ ます 。 
\ 択 し た 状態 で 再度 クリ ッ ク す る と 、 
代替 ツー ル を 選択 メ が 表示 され ます 。 代替 
ツー ル と は 、 command Ctrl を 押し て いる 間 の 
み 持 ち 震 える こと の で きる ツー ル で す 。 ショ ー ト カ 
ッ ト の 1 を 複数 回 押し て 代替 ツー ル を 選ぶ こと も で 
きま す 。 代替 ツー ル に は 青い バー⑤⑮ が 表示 され ま 
す 。 

範囲 ツー ル (2) : イベ ント 内 の 任意 の 部 分 を 選択 し て 、 移動 し た り コ ピー 
し た りす る た め の ツ ー ル で す 。 こ の ツー ル で 選択 し て 、 矢 印 ツー ル で 移動 す 
る と 、 そ の 部 分 だ け を 切り 出せ ます 。 コ ピー や カッ ト な ども 可能 で す 。 


@ 分 割 ツー ル (3) : イベ ント を 分 割 し ます 。 

人 @ 消 し ゴム ツー ル (④) : イベ ント を 削除 し ます 。 ニッ 
作 ペ イン ト ツ ー ル (5) : ソン グ 両 面 で は イン スト ゥ 
ル メ ント トラ ッ ク に 空 の イベ ント を 作成 する た め に 使 
いま す 。 エ ディ ター 画面 で は ノー ト の 入力 に も 使用 
し 、 プル ダウ ン ・ メ ニュ ー で 選べ る ツー ル (②⑤ (5 を 
複数 回 押す こと で も 選択 可能 ) で は オー トメ ー シ ョ 
\ き 込み に も 使用 し ます 。 

ル (@) : イベ ント を クリ ッ ク し て ミュ ー 
きま す 。 

ペン ド ツー ル (7) : オー ディ オイ ベン ト を 伸縮 し 
た り 、 後述 の オー ディ オ ベ ン ド 機 能 で 使用 する ペン 
ド マ ー カ ー の 編集 等 で 使用 し ます 。 時 
リッ スン ツー ル (8) : タク リック し た イベ ント を ツ ロ 再生 し ます 。 
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[ その 2 : パ ネル 等 の 表示 非 表示 ] 
ツー ル 類 の 右側 に 並ぶ ボタ ン で は 幾つ か の 設定 パネ ル を 開け ます 。 


oeeoe 


⑳ イン フォ ピュ ー: ツン グ 男 面 上 部 に イン フォ ピュ ー(③ が 開き 、 カ ー ツ ル 位 軒 
に 応じ て 、 答 種 の 説明 が 表示 きれ ます 。 


四 委 ノ の の 回 選 昌 


オー ディ オペ ンド : オー ディ オイ ベン ト の クオ ンタ イズ や スラ イス に 使用 す 
る オー ディ オペ ンド パネル を 開き ます 。 オーディ オ ・ フ ァイル に 対し て この 
機能 を 適用 する と 、 オ ー デ ィ オ イベ ント を カッ ト す る こと な く 、 る その 中 身 の タ 
イミ ング な ど を フレ キシ ブル に 編集 で きま す 。 


ョ ノ み ノ / 耶 7 計上 QG ま * 


スト リッ プ サ イ レン ス : スト リッ プ サ イ レン ス と は 、 オ ー デ ィ オ イベ ント の 無 
音 部 分 を 検出 する 機能 で 、 を の た め の ス トリ ッ プ サイ レン スパ ネル (⑤⑥ が 開き ま 
部 分 を カッ ト す る と き な ど に 重宝 し ます 。 


⑨ ク オン タイ ズ : クオ ンタ イズ と は 、MIDI デ ー タ や オー ディ オイ ベン ト 内 の 
波形 を グリ ッ ド の タイ ミン グ に を そろえ て くれ る 機能 で す 。 そ の た め の ク オン タ 
イズ パネ ル (③ が 開き ます 。 ク タオ ンタ イズ を 実行 する と き は Q を 押し ます 。 打 
ち 込 み で は 多用 する 機能 の 一 つ で す 。 ま た 、 入 力 クオ ンタ イズ (⑤ を クリ ッ ク 
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し て オン に する と 、MIDI デ ー タ を リ テ ル タイ ム 入 力 し た 際 、 自動 的 に タオ ン 
タイ ズ さ れ て 記録 きれ ます 。 


還 ノ フゥ ノロ ロキ mW ? ル 上 回 2 ol 


マク ロ : マク ロ と は 、 妊 つか の 一 連 の 操作 を 登録 で きる 機能 で 、 よ 使う 
機能 を 登録 し て お て と 作業 の 効率 化 に 役立ち ます 。 こ こ を クリ ッ ク す る と 、 マ 
クロ ツー ル バ パー が 開い て 設定 を 行え ます 。 


[ その 3: そ の 他 ] 


クオ ンタ イズ : 前 述 し た クオ ンタ イズ パネ ル の 簡易 的 な 機能 で す 。 


プル ダウ ン ・ メ ニュ ーC 


ゲ リ ッ ド の 音符 を 選択 し 、Q を 押す と 、 
MIDT デ ー タ や オー ディ オイ ベン ト 内 の 波形 を 設定 し た タイ ミン グ に 
を そろ える こと が で きま す 。 

タイ ムペ ー ス : 時 間 軸 の 表示 を プル ダウ ン ・ メ ニュ ー⑤ で 小節 
秒 プ サン プル フレ ー ム か ら 選択 で きま す 。 

スナ ッ プ : Piapro Studio に る 装備 きれ て いる スナ ッ プ の オン プ オ 
フ 、 設定 を 行え を ます 。 プ ル ダ ウ ン ・ メ ニュ ー(⑤⑥ で スナ ッ プ 値 と と どこ に 
スナ ッ プ する か を 設定 可能 で す 。 

@ グ リッ ド に スナ ッ プ (N) : ⑯⑳ の スナ ッ プ で 選べ る グリ ッ ド に スナ ッ プ 
を ボタ ン と し て 用 意 し た も る の で す 。 な お 、shi 人 t を 押し な が ら イ ベン ト 
を 移動 し た 場合 は 、 ス ナッ プ が 一 時 的 に オフ に な り ま す 。 
自動 スク ロー ル (F) : 再生 時 に 画面 を 自動 的 に スク ロー ル し ます 。 
カー ソル は 編集 位置 に 追従 : イベ ント を 移動 し た と き な ど に 再生 
カー ソル が 追従 し ます 。 


r 小節 ⑩ ェ 順応 
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3 エディ ター 

オー ディ オ や イン スト ゥ ル メ ント の イベ ント を ダブ ルク リッ ク す る と 、 エ ディ 
ター 画面 (fn+F2F2) が 開き ます (な 5) 。MIDT デ ー タ の 打ち 込み や オー 
ディ オノ MIDI の 編集 は ここ で 行い ます 。 


[ その 1: オ ー デ ィ オ イベ ント の エディ ター ] 

上 部 に ツン ダグ 画 面 上 部 と ほぼ 同じ 機能 の ツー ル バ ー 倫 が あり 、 左側 に は 
ミュ ー ト や ツ ロ な どの ボタ ン 介 も あり ます 。 

また 、 イベ ント の 左右 両端 の 上 部 に ある 三角 マー ク 作 を ドラ ッ グ する と フ 
エー ドイ ンプ テア ウト を 設定 で き 、 イ ベン ト 中 央 上 部 の 四角 マー ク @ で イベ ン 


の アク ショ ン メ ニュ ー に は 、 ノ ー マ ラ イズ (6) を は じ め オ ー デ 
に 関す る 多彩 な 機能 が 用 意 き され て いま す 。 


5 
エディ ター 画面 が 聞き ます 
イベ ント を 四 択 し て 、 ト ラ 
シス ポー ト ・ セ クシ ョ ン 右 
の 編集 タプ か ら 開 く こ と も 
で きる 。 


6 
ノー マラ イズ 
音量 を 最大 化す る 深 能 。 
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[ その 2 : イ ンス トゥ ウル メン トイ ベン ト の エディ ター ] 
イン スト ウル メン トイ ベン ト の エディ ター の 中 心 と な る の は 、Piapro Studio 
で お な じみ の ピア ノロ ー ル 画面 で す 。 上 部 に は ツー ル バ が あり 、 左側 


に ミュ ー ト や ソロ の ボタ MIDI ノ ー ト を 打ち 込ん で い 〈 際 の デフ ォ ルト 
の ベロ ジテ ィ 旬 長き 介 な どの 設定 項目 、 選択 し た MIDT ノ ー ト の 数 値 
ほ 項 目 @ な ど が 3 な い / 
集 項目 旬 な ど が 並ん で いま す 。 こう 
アク ショ ン メ を 開く と 長き や ベロ シテ ィ を 一 括 で 編集 する 機能 や 、 送 常 の クオ ンタ イズ は グ 
リッ ド に そろえ 
クオ ンタ イズ や ヒュ ー マ ナイ ズ (47) な どの 能 が 用 意 き れ て いま す 。 テリ し 


ピッ あえ て グリ ッ ド か ら 役 妙 に 
0 ずら し た り 、 そ の ずら す 邊 
示 を 切り 震え た り 、 も 不 規則 に する こと で 、 人 

問 らし い 揺らぎ を 加え る こ 


こと が 可能 で す 。 @ に "で きる 要 


さら 5 に 、 ト 部 
が あ り 、 タ ブ ⑩ で 


[ その 3 : MIDI 打 ち 込 み の 方 法 ] 

イン スト ッ ル メン トト ラッ ク 上 で 、 ペ イン ト ツ ー ル を ドラ ッ グ し て イベ ント を ーー 
作成 し 、 エ ディ ター 画面 を 開き ます 。 その後 の 方 法 は 2 通り あり ます 。 
① ビ アノ ロー ル 画 面 に 直接 入力 ニー 


矢印 ツ ソール で ピア ノロ ー ル 上 を ダブ ルク リ ッ ク (人 8) する か 、 ペ イン ト ツ ー 半 2 
ノロ ー ル 
ル 伯 で クリ ッ ク も し て は ドラ ッ グ し ます 。 その 際 、 ク リッ ク ホ ー ル ド し て 上 トド 人 ダブ ルク リッ ク 
に ドラ ッ グ する と ベロ シテ ィ を 変更 で きま す 。 ドラ ッ グ する と 長き を 変 0 
更 で きま す 。 イズ で 設定 し た 音符 の 長き 
で 入力 され る 。 
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② ス テッ プ 録 音 で 入力 
MIDT キ ー ボ ー ド を お 持ち な ら 、 ス テッ プ 録 音 が お 勧め で す 。 ス テッ プ 録 音 
ボタ ン @ を 押し て ステ ッ プ 録音 ツー ル バ ー⑩ を 開き 、 有効 化 ボ タン ⑳ が オン 
に な っ て いる こと を 確認 し ます 。 そ し て で 音符 を 選び 鍵 般 を 押せ ば 、 再 
生 カ ー ソ ツル の 位置 か ら .MIDT ノート が 入力 され 、 そ の 長 さ の 分 だ け 再 生 カ ー 
に いと き は 伯 を クリ ッ ク し ます 。 演奏 を 行 


ツル が 進み ます 。 体 符 は @@、 戻り 
詩 手 な 方 で る 効率 的 な 入力 が 可能 で す 。 


要 】 MIDI キ ー ボ ー ド の 設定 方 法 

ステ ッ プ 録音 の 話題 が 出 て きた の で 、 MIDT キ ー ボ ー ド を 使用 する 際 の 設 
紹介 し て お きま し ょ う 。 お 使い の MIDT キ ー ボ ー ド で ドラ 
必要 な 場合 は 、 先 に イン スト ー ル を 行っ て お いて くだ さい 。 

次 に Studio One APE を 起動 し 、 command+,/ Ctrl+, で 環境 設定 画 
面 Mfac) プ オ プシ ョ ン 画 面 (Windows) を 開き 、 外部 デバ イス ペー 
選択 し ます 。 こ こ で 追加 伯 を クリ ッ ク し ます 。 


定 
フト 
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デバ イス を 追加 画面 が 開く の で 、 デ パイ ス 名 倫 に わか りや すい 名 前 を 入力 


する と 外部 デバ イス ペー ジ ( = し た MIDI キ ー ボ ー ド が 表示 され ます 
⑨。 OK を クリ ッ ク し て 画面 を 閉じ ます 。 

あと は ソン グ 画 面 で ソフ ト 音 源 を 割り 当て た イン スト ゥ ル メ ント トラ ッ ク を 
作成 し 、 選択 すれ ば MIDI キ ー ボ ー ド か ら 注 奏で きま す 。 


で ① 陳 了 瑞 リア ル タ イ ム MIDI 録 音 

MIDI キ ー ボ ー ド を 演奏 し て 入力 する 方 法 も 紹介 し て お き 
ます 。 MIDI キ ー ボ ー ド を 設定 し た ら 、 ト ラッ ク の 録音 ボタ ン 
⑳ を オン に し て か ら 、 ト ラン スポ ー ト ・ セ クシ ョ ン の 録音 ボタ 
ン @ (テン キー["] ) を クリ ッ ク す れ ば 、 再生 カー ソル の 位置 
か ら 録音 が 開始 され ます 。 プリ カウ ント (shift+C) と メト ロ 
ノー ム (C) を オン に すれ ば 、 ク リッ ク 音 も 1 小節 前 か ら 再生 
され ます 。 


コン ゾー ル 

ミッ クス タブ 人 (fn+F3/F3) を クリ ッ ク す る と 、Studio One APE の ミキ 
サー 機能 で ある コン ソー ル 画 面 倫 が 開き ます 。 

トラ ッ ク を 作成 する と 、 そ の チャ ン ネ ル が コン ソール に 並び ます 。 下 の 画 
面 で 旬 は Piapro Studio の チャ ン ネ ル で す 。 各 チャ ン ネ ル に は 紫 用 
の フェ ー ダ ー や ミュ ー ト プ ソ ロン モニ ター ノ 録 昔 の 各 ボ タン や バン が 並ん で 
いま す 。 

の エリ ア は エフ ェクト を イン サー ト す る 部 分 で 、 人 は エセ ンド (P210 参 
照 ) を 設定 する エリ ナ で す 。 こ れ ら は デフ ォ ル ト で は 非 表示 で す が 、 き の ボ 
タン で 開閉 で きま す 。 

また トラ ッ ク の 表示 エリ ア と の 境界 を ドラ ッ グ し て 、 継 方 向 に 拡大 する こと 
も る 可能 で す 。 セ ンド 欄 が 非 表示 の 場合 は 上 に ドラ ッ グ し て みて て だ さい 。 

に は 使用 中 の ツ フ ト 音 源 が リス ト 表示 され ます 。 き に は 各 チ ャ ン 
が リス ト 表 示さ れ て いて 、⑤ の * を クリ ッ ク し て 表示 示 を 切り 替え ら 
れ ま す 。 さら に 9 の ボタ ン で コン ソー ル 園 面 を 独立 し た ウィ ンド ウ と し て 表 
示す る こと も 可能 で す 。 

右端 の ⑳ は 各 チ ャ ン ネ ル の 音 を まとめ て 最終 的 な 出力 を 行う メイ ン ・ チ ャ 
ン ネ ル で す 。 


に EPCE で ET を 
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U3 ソフ ト 音 源 に つい て 


ここ で は ソフ ト 音 源 の 呼び 出し 方 や Studio One APE に 付属 する 5 種類 の ソフ ト 音 源 、ImpactMai Tai 
Mojito Presence X イ SampleOne に つい て 紹介 し ます 。 


ソフ ト 音 源 の 呼び 出し 方 

P192 で 解説 し た 通り 、 ツ フト 音源 は プラ ウザ か ら の ドラ ッ グ & ド ロッ プ で ト 
ッ ク と 同時 に 立ち 上 げ る こと が で きま す が 、 ほ か の 方 法 も あり ます 。 コ ン ツ 
ー ル の イン スト ウル メ ント 欄 で ボタ ン 介 を クリ ッ ク す る と ソフ ト 音 源 を 選択 し 
て 起動 で きま す 。 同時 に コン ツー ル に は チャ ン ネ ル も 作成 きれ ます 。 


た だ し 、 こ の 方 法 で は トラ ッ ク は 作成 きれ ませ ん 。 イ ンス トッ ル メ ント を 選 
ば な い 状態 で イン スト ウル メ ント トラ ッ ク を 作成 し 、 イ ンス トゥ ル メ ント 出力 @ ーー 
を クリ ッ ク す る と 、 コ ン ツ ー ル で 起動 し た ソフ ト 音 源 を 選べ ます 。 つ まり 、 叱 
に ッ フ ト 音 源 を 選ん だ トラ ッ ク で も 、 コ ン ソ ツール に 起動 し て お け ば 、 ほか の ーー 
ッ フ ト 音 源 を 選び 直せ る の で す 。 


また イン スト ウル メン トト ラッ ク を 削除 し て も (*1) 、 ツ フト 音源 は この コン な 1 = 
ッ ー ル の イン スト ウル メン ト 枝 に 残っ て いま す 。 削除 し た い 場 合 は 各 ツ フト 音 て クタ を し て 


トラ ッ ク の 削除 は shift+T。 
も し く は 前 除 し た い ト ラッ 
ク を contro+ ク リッ クタ 
っ = イン スト ッ ル メン ト タリ ッ ク し て メニ ュー を 開 
1 8 6 き 、 ト ラッ ク を 削除 を 選ぶ 。 


源 を contro+ ク リッ ク 右 クリ ッ ク し て 開く メニ ュー か ら 削 除 信 を 選び ます 。 
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ソフ ト 音 源 ①……Impact 
ここ か ら は 5 つの 付属 ソフ ト 音 源 を 1 つ ず つ 紹 介し て いき まし ょ う 。 ま ず は 
Impact で す 。 


これ は オー ディ オ ・ フ ァイル を 読み 込ん で 鳴ら す サ ンプ ラー と 呼ば れる タイ 
プ の ソフ ト 音 源 で す 。 答 で プリ セッ ト き され た 音色 (2) を 選ぶ と 、 4X4 の 計 
16 の パッ ド 人 と 呼ば れる 部 分 に オー ディ オ ・ フ ァイル が 割り 当て られ て 、 み 
リッ ク す る と 鳴ら すこ と が で きま す 。 ま た ユー ザー が 用 意 し た オー ディ オ ・ 
ファ イル を パッ ド に ドラ ッ グ & ド ロッ プ し て 読み 込ま せる こと も 可能 で す 。 主 
に ドラ ム な ど で 使用 する こと が 多い タイ プ の ソフ ト 音 源 で す 。 

な お 、 打ち込む と き は 各 パ ッ ド に 表示 され て いる 音 名 人 @ (43) を 参照 する 
と よい で し ょ う 。 ま た 、 き で 出力 チャ ン ネ ル を 選ぶ と 、 コ ン ソ ー ル に その チャ 
ン ネ ル が 作成 きれ ます 。 

有 側 の セク ショ ン で は 、 各 バ ッ ド の 音程 を 変更 し た り ④、 フィ ルター(⑤ 
と 呼ば れる エフ ェクト で 音色 を 加工 する こと が 可能 で す 。 フ ィ ル ター は 音 
こも ら せ た り 、 レ ゾ ヅ ナ ンス (Reso) と いう つま み で 独特 の 疾 を 付け る こと が で 
きま す 。 ま ず は いろ いろ いじ っ て 遊ん で みて くだ さい 。 


本 2 
プリ セッ ト さ れ た 音色 

ほか の ソフ ト 音 沈 も Samole 
One を 鱗 き 、 こ の 部 分 で ブ 
リセ ッ ト 音色 を 選択 で きる 


音 名 は アル ファ ベッ ト と オ 
クタ ー プ を 示す 数 宇 で 表示 
され て いる 。 ド (C)、 レ (D)、 
ミ ()、 フ ァ (F)、 ソ (6)、 ラ 
(0)、 シ (8) で 、 族 字 は 低い 
値 ほ ど 低 い オク ター ブ を 胡 
す 。 ピア ノ の 中 央 辺り の ド 
で あれ ば 、「C 8 と な る 。 


PART5 | 曲 作り と Studio One APE の 革 磁 和議 


Mai Tai は 本 格 的 な アナ ログ ・ シ ン セ サイ ザー の サウ ンド が 楽し め る ソフ 
す 。Mai Tai に 限ら ず 、 い わ ゆ る アナ ログ 系 シン セ サ イ ザー は 大 き 

くわ け て 3 つの 要素 を 中 心 に 音 作り を 行 いま す 。 

オシ レー ター (4) : 大 元 の 波形 を 作る セク ショ ン で す 。 0 

介 フ ィ ル ター (5) : オシ レー ター で 作っ た 波形 の 倍音 を カッ ト し て 、 音 の 明 Oscllator 0SC と 天 記 き 
る き を 調節 する セク ショ ン で す 。 カッ ト オ フ ・ フ リケン シー (Cutof Frequency) So Se 
で 、 ど れ く らい の 明る さ に する か を 決め て 、 レ ゾ ヅ ナ ンス (Resonance) で 


朋 衝 (Triangle)、 ノ コギ リ 
淡 (Saw)、 逢 形 波 Square) 


色 に 特徴 を 持た せる と いう の が オー ツ ド ックス な 方 法 で す 。 な ど 。 
介 アン プ : 音 硫 を 調節 する セク ショ ン で す 。 オル ガン の よう に 持続 する 音 As 
ピ フ うに 減 奏 する 音 な と 、 音 最 の 時 間 的 な 変化 を エン ベロ ー プ (E フィ ルター 
ピア テア ノ の よう に 減衰 する 音 な ど 、 音量 の 時 間 的 な 変化 を エン ベロ ー プ (Enve 200 
1ope 6) と いう 機能 で 設定 し ます 。 多い 。 フィ ルター の タイ プ 
が 内 の 貼 F を 選べ る も の も 多く 、 高 地 
Mai Tai に は 4 種類 の 波形 を 備え た 2 基 の オシ レー ター、Osc1/Osc2 側 を カッ ト す る ロー バス (Low 
が あり 、 フ イズ 専用 の オシ レー ター、Noise も 用 意 さ れ て いま す 。Noise SH 
は ドラ ム ・ サ ウン ド 作り な ど に 重宝 する で し ょ う 。 ま た アン プ 用 エン ベロ ー プ Ma 
ッ ト す る バン ド バ ス (Band 
の は ほか に 、 エンベロープ が 2 基 @⑳ ある の で 、 フ ィ ル ター や オシ レー ター の Pe0s /BP) な ど が ある 。 ま 
ビッ チ な ど を 変化 させ る こと も で きま す 。 を の は か 質感 を 微 調整 で きる .Mai ea 
Tai 独 自 の 機能 、 Character 介 や FX AFXB@ の 合計 7 種類 の エフ ェ SE 
数 字 が 高い ほう が 】 
クト 、 複雑 な 音 作 り で 活躍 する モジ ュ レ ーション 給 の セク ショ ン も 備え 、 幅 カー ブ で カッ ト す る こと を 
広い 演奏 表現 を 可能 に し て いま す 。PART 6 の デモ ッ ン グ で も 使用 し て いる 3 ーー 
確 8 6 a6 
の で 確認 し て みて 《 だ さい 。 に 


Envelope ENV と 表記 さ = 
れる こと が 多い 。 音量 に 限 

ら ず 、 時 間 的 な 変化 を 作り 

出せ る の で 、 フ ィ ル ター の 

カッ ト オ フ ・ フ リケン 
か け て 、 徐 々 に 明る く な っ 

た り 、 暗く を っ た りす る 章 

名 を 作っ た りす る と き に も 
使わ れる 。 立ち 上 が り 時 間 
を 設定 する アタ ッ ク (Atta 
CM)、 小 計時 間 を 設定 する 
ディ ケイ (Decay)、 持 続 音 の 
音量 を 融 定 する サス ティ ン 
(Sustain)、 作 名 の 時 間 を 設 
定 する Release が 代表 的 な 
バラ メー ター。 
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ソフ ト 音 源 
IMoiito も る アナ ロ ン セ サイ ザー を 嗜 租 し た ッ フト 音源 
と の 大 き な 違 い は 単音 し か 鳴ら せな い 点 で す (初期 の アナ ログ ・ シ ン セ サイ 
ザー は 単音 し か 鳴ら せな か っ た の で 、 そ れ す ら る 牙 朋 し て いる わけ で す ) 。 
その た め 、 シ ン セ ・ ベ ー ス や リー ド 系 、 シ ー ケ ンス 系 な ど に 適し て いま す 。 
機能 的 に も る シ ンプ ル で 、 オ シレ ー タ ー 欠 は 1 基 で 、 フ ィ ル ター も ロー バ 
ス ・ フ ィ ル ター の み 、 エン ベロ ー プ も 1 基 の み で す が 、 アン プ 用 の 設定 
の つま み で フィ ルター に も か けら れ ま す 。 と て も わか りや すい の で シン セ 
初心 者 の 方 に は 使い や すい モデ ル と 言え る で し ょ う 。 


・Mojito 


攻 還 3 ソフ ト 音 源 ④… 
TPresence XT も サン プラ ー 系 の ソフ ト 音 源 で す が 、 下 ラム を は じ め 、 ベ 
リン グ ス 、 ブ ラス な ど な ど 、 さ きま ざ きか な 栄 内 音 
が プリ セッ ト 普 人 色 と し て 用 意 さ れ て いま す 。 楽曲 制作 の 初期 段階 で は 、 まず 
この Presence X 下 で ピア ノ な ど を 選ん で ラフ な デモ を 作っ て いく と よい か も 
し れ ま せん 。 
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ソフ ト 音 源 $……SampleOne 

SampleOne も る サンプラー で す が 、 プ リセ ッ ト 音 色 は 用 意 さ れ て いま せん 。 
その 代わ り 、 オ ー デ ィ オ トラ ッ ク や ブラ ウザ の ルー プ タ ブ に 用 意 き れ て いる 
オー ディ オ の ルー プ 、 ハ ー ド ディ スク 上 な どか ら オ ー デ ィ オ ・ フ ァイル を 鈴 の 
エリ ア に ドラ ッ グ && ド ロッ プ す る こと で 、 を の ファ イル を 音源 と し て 音階 演奏 
し た り 、 打ち 込み で 鳴ら し た りす る こと が で きま す 。 い わ ば 昔ながら の サン 
プラ ー で す 。 
生年 の クラ ブ ・ ミ ュー ジッ ク は こう し た サン プラ ー を 自由 な アイ ディ ア で 駆 
使 する こと で 、 さま ざま な 音色 を 生み 出し て きま し た 。 そ の テク ニッ ク は 現代 
の オー ディ オ 編 集 に も 生か され て いま す 。 ぜひ 、 自 分 な り の 使い こなし 方 を 
見 つけ て みて くだ さい 。 


① 王 表 ソフ ト 音 源 の レス ボン ス 改 善 

MIDI キ ー ボ ー ド で 演奏 し て いる と き に 、 レス ポン ス が 悪い と 感じ た らち 、 オー ディ オ 
設定 画面 の アパ イス ブロ ッ ク サ イズ を 小さ くし て み ま し ょ う (Mac は P37、 Windows 
は P39 を 参照 。 両 環境 と も に P37 の HINT も 参照 し て くだ さい ) 。 

デバ イス ブロ ッ ク サ イズ の 値 を 小さ くす る と レス ポン ス は よく な り ま す 。 た だ し 、 パソ 
コン へ の 食 荷 は 高まる の で 、 パ ソコン の パワ ー が 足り な い 場合 は 音 切れ 等 の 症状 
が 発生 する 可能 性 も あり ます 。 その 場合 は 値 を 増やす 方 向 で 再 調整 する こと に な り 全 語 


ます 。 一 長 一 短 と いう わけ で す が 、 作業 内 容 に 応じ て 適切 な デパ バイ スプ ブロック サイ 
ズ を 設定 する こと が 、 快 適 な 作業 環境 作り の コツ と 言え る で し ょ う 。 ーーー 
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ソフ ト 音 源 や Piapro Studio の チャ ン ネ ル 

ッ フ ト 音 源 の プリ セッ ト 音 色 に よっ て は 、 ソ ンダ 画面 に は 1 つの イン スト ゥ 
ル メ ント トラ ッ ク し か 作成 きれ な く て も 、 コ ン ツ ー ル 画面 に は 複数 の チャ ン ネ 
され る こと が あり ます 。 

下 の 画 面 は Impact の 「60s a go go」 と いう プリ セッ ト 音 色 を 呼び 出し た 
状態 で す が 、 7 つの チャ ン ネ ル が 立ち 上 が っ て いま す 。 こ れ は Impact の 各 
パッ ド の 音 を 、 個 別 の チャ ン ネ ル に 出力 し て いる こと を 表し ます 。P204 「3-2」 
で 「@⑳ で 出力 チャ ン ネ ル を 選ぶ と 、 コ ン ツ ー ル に を その チャ ン ネ ル が 作成 きれ 
ます 」 と 説明 し まし た か が 、 これが その “作成 きれ た チャ ン ネ ル ” で す 。 こ の よ 
うに 1 つの ソフ ト 音 源 か ら 個別 の チャ ン ネ ル へ 出力 で きる 仕様 を マル チア ウト 
(パラ テア ウト) と 呼び ます 。 

マル チア ッ ト を 使用 する と コン ツー ル 上 で 、 各 パー ト の 音 を 個別 に 音色 加 
華 で きる の で と て も 便利 で す 。 


ル が 表示 


ooo.o10100 were 
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PART5 | 曲 作り と Studio One APE の 革 太 色 識 


Piapro Studio も マル チ テ アッ ウト に 対応 し て いる の で 、 ト ラッ ク を 個別 の チャ 
ン ネ ル に 出力 する こと が で きま す 。 ま ず 、 Piapro Studio で 復 艇 の トラ ッ ク を 
作り 、Output Channel で 「2」 以 降 の 数 字 を クリック し て 選び ます 人 W, 

次 に コン ツー ル 画 面 の Piapro Studio VSTi@⑥ を クリ ッ ク し て 開き 、 先 ほ 
どの 数 じ 数 字 の Output Bus 人 ゆ に チェ ッ ク を 入れ ます 。 する と 、 コ ン 
ッ ツール 画面 に チャ ン ネ ル が 追加 きれ ます 。 こ れ で Piapro Studio の トラ ッ ク 
を 個別 の チャ ン ネ ル に 出力 する こと が 可能 に な り ま す 。 

ハー モニ ー の パー ト を 作っ た り 、 あ る 部 分 だ け 別 の エフ ェクト を か けた い 
と いっ た と き に は 必須 の ノウ ハウ な の で 、 ぜ ひ 覚 えて お きま し ょ う 。 


Outeet put 


4 エフ ェクト に つい て 


Studio One APE に は 26 種 類 も の エフ ェクト が 付属 し て いま す 。 こち ら も ソフ ト 音 源 と 同様 に 、 ま ず は 航 り 
まく っ て 音色 が どの よう に 変化 する の か 体感 し て みて くだ さい 。 
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イン サー ト と セン ド 

Studio One APE で の エフ ェクト の か け 方 を 説明 する 前 
ける 2 通り の エフ ェクト の か け 方 を 解説 し て お きま す 。 
全 イ ン サ ー ト : ミキ サー の チャ ン ネ ル に 入っ て きた 音声 を 丸ごと エフ ェクト で 
加工 する 方 式 で す 。EQ (イコ ライ ザー) や コン プレ ッ サ ー と いっ た エフ ェ ク 
ト は 主 に この 方 式 で 使用 し ます ( 図 ①) 。 
介 セ ンド : チャ ン ネ ル に 入っ て きた 音声 を 分 岐 きせ て 、 セ ンド と 呼ば れる セク 
ショ ン か ら エ フェ クト に 送り ます 。 を し て 、 エ フェ クト で 加工 し た 音 を 最終 の 
出力 段階 で 元 音 と 混ぜ ます 。 元 音 に エフ ェクト 音 を 付け 加え る と イメ ヌー ジ し 
て も 5 えば よい で し ょ う 。 こ の 方 式 の メリ ッ ト は 1 つの エフ ェクト に 復 数 の エ 
フェ クト か ら セ ンド で きる 点 で す 。 例え ば ボー カル に リバ ー プ を か け て 者 き 
を 加え つつ 、 同 じ リ バー プ に ハー モニ ー の 各 チ ャ ン ネ ル か ら も セン ド し て 、 
同じ 空間 の 導 き を 付け 加え る こと が で きま す 。 セン ド の 量 を 調整 すれ ば 、 メ 
イン と ハー モニ ー の 略 か せ 方 も 個別 に 変え られ ます ( 図 ②) 。 


、 ミキサー に お 


四 ーー エ フェ クト 
ーー 


g 


= 図 G イン サー ト の イメ ー ジ = 図る セン ド の イメ ー ジ 


1 エラ ェクト で 


寺 音 
時 mm エフ ェクト を イン サー ト 
= 認 
セン ド 先 を 指定 一 了 Pim 
の セン ド 量 を 設定 
Ez に 2 
EE ーー 
| 
加工 され た 音 
エフ ェクト で 加工 され た 音 1 
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Studio One で の イン サー ト と セン ド 

ー ル 画面 で の アイ コン を クリ ッ ク す る と 、 イン サー ンド qa 
ッ ー ル 画面 で 倫 の アイ コン を クリ ッ ク す る と 、 イ ン サ ー ト と セン ド @ 2 
が 開き ます (*1) 。 コン ソー ル の 表示 エリ ア を 
に 拡大 し て (P202 参 昭 ) 
イン サー ト と セン ド を 表示 
し て も 、 エ フェ クト を 設定 


で きる 。 
⑯ イ ン サ ー ト の 方 法 : イン サー ト の ボタ ン @ を クリ ッ ク し て 、 PreSonus ⑮ KG HiNr | 
を 開く と 付 届 の エフ ェクト を 選べ ます 。 選 ぶ と エフ ェクト 名 が 表示 され ⑲、 同 に 
時 に エフ ェクト の 画面 伯 も 表示 され ます 。 ⑮ で 開く メニ ュー で は 、 さまざま クト 名 を control+ ク リッ 
ar Ba auc うる も ag ク プ 才 ク リッ ク し て 開く メ 
な 楽器 向け の 設定 が 施さ れ た FX チェ ー ン を 選択 で きま す 。 複数 の エフ ェ ク コト SN 


ト が セッ ト さ れ て いる 場合 も あり 、 音 作り を 効率 化 で きま す 。 Mo 
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代 セ ンド の 方 法 : セン ド の 十 ボ タン を クリ ッ ク し て 、FX チ ャ ン ネ ル を 追加 0 【O Hr 


を 選択 し ます 。 す る と 、FX チ ャ ン ネ ル ⑱ が 作成 きれ ます 。 こ れ は セン ド 9 
す 。 あと は 前 玉 の 画面 を 再度 開き た いと き 


は 、 チャ ン ネ ル 上 の エフ ェ 
FX チャンネル の 三角 アイ コン を クリ ッ 3 


う エ フェ クト を イン サー ト す る た め の 特 別 な チャ ン ネ ル て 
「 イ ン サ ー ト の 方 法 」 と 同じ よう に . 


クト 名 部 分 を ダブ ルク リッ 


ク し て イン サー ト を 開き 、 十 ボタ ン 介 で エフ ェクト を 選び ます 。 エ フェ クト の 
効果 を 調整 する セン ド 量 は 人 g の スラ イダ ー で 調節 で きま す 。 


エフ ェクト の 種類 

エフ ェクト に 関し て 、 で きる だ け 人 簡潔 に 説明 し て み ま し ょ う 。Studio One 
APE 付属 の エフ ェクト に 関す る 具体 的 な 使用 例 は PART 6 で の 解説 を 参考 
に し て みて くだ さい 。 
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PART5 | 曲 作り と Studio One APE の 著 和議 


@ ダ イナ ミク ス 系 : 音 長 に 関す る エフ ェクト を ダイ ナミ クス 系 と 呼び ます 。 イ 
コラ イザ ー (EQ) や コン プレ ッ サ ー、 リ ミッ ター な ど が 代表 格 で す 。 基 本 的 
に イン サー ト で 合用 し ます 。 

イコ ライ ザー は 周波 数 ご と の 音 最 を 調節 する こと で 音質 を 補正 する エフ ェ 
と す 。 例 えば 、 低 域 を 上 げ て (増幅 ブー スト ) キッ ク の 追 力 を 出し た り 、 
高城 を 前 っ て (減衰 プ カ ッ ト ) 耳 に 痛い 部 分 を 目立た な くし た り で きま す 。 

Studio One APE 付属 の Pro EQ は グラ フ ③⑤ を 直接 ドラ ッ グ し て 直感 的 に 
操作 で きま す (画面 ⑪) 。 

コン プレ ッ サ ー は 音量 の バラ つき を 抑え る の が 主 な 目的 で す が 、 追 力 を 
出す た め に 使わ れる こと も 多い エフ ェクト で す (画面 ④) 。 主 な パラ メー ター 
は コン プレ ッ サ ー が 動作 する レベ ル を 設定 する スレ ッ シ ョ ルド (Threshold) 
、 ス レッ ショ ルド を 超え た 音 量 を どれ くら い の 割 合 で 抑え る か を 決め る レ 
シオ (Ratio) ⑨、 音 最 を 抑え る タイ ミン ダグ を 調節 する アタ ッ ク (Attack) ⑨ 
と リリ ー ス (Release) ⑤、 抑え た 音量 を 底上げ する メイ クア ッ プ ・ ゲ イン 
(Nakeup Gain) (D な 


コン プレ ッ サ ー の Compreseor 
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乱 空間 系 : 導 き を 加え る エフ ェクト で 、 基本 的 に セン ド で 使用 され ます 。 

リバ ー ブ は 部 屋 や コン サー ト ・ ホ ー ル な どの 折 き を シミ ュ レ ー ト する エフ ェ 
クト で す 。 使 い 方 の 基本 は リバ ー ブ の タイ プ を 選ん で 、 残響 の 長き な ど を 調 
侵し て いき ます 。Studio One APE 付 属 の Room Reverb (画面 ③) に は 
Small Reverb プ Room Medium Hall/Large Hall と いっ た タイ プ が あ 
り 、⑨ の 部 分 で 選び ます 。 

ディ レイ は 山 び この よう な 効果 を 加え る エフ ェクト で す (画面 ①) 。 基 本 
的 に は ディ レイ ・ タ イム (⑪) (掲載 し た Beat Delay で は で は Beats と 表記 ) で 
遅らせ る 時 間 を 決め 、 フ ィ ー ド バッ ク ① で 繰り 返し の 最 を 決め ます 。 


ディ レイ の Beal Deloy 


葉 モ ジュ レー ショ ン 系 : 周期 的 な 揺らぎ 感 を 加え る エフ ェクト で 、 音色 に う ね 
り を 与え る コー ラス の ほか 、 フ ラン ジャ ー や フェ イザ ー、 ト レモ ロ と いっ た 種 
類 が あり ます 。 
介 下 み 系 : 音色 を 歪 ませ る こと で 迫力 を 出し た り 、 微妙 な 歪み を 加え て 温か 
み を 演出 する エフ ェクト で す 。 オー バー ドラ イブ や ディ スト ーション な と が あ 
り ま す が 、 Studio One APE に は RedlightDist と いう 歪み 系 エフ ェクト が 用 
意 き れ て いま す 。 

その ほか 、 多 数 の エフ ェクト が Studio One APE に 用 意 き れ て いま す 。 い 
ろ い ろ 試 し て みて くだ さい 。 


KO ir 


プラ ウザ の エフ ェクト タブ 
に は 者 エフ ェクト の フォ ル 
ダ ご と に プリ セッ ト が 用 意 
され で いま す 。 イン サー ト | 
や ヤセ ンド の エリ ア に ドラ ッ 
ダ & ド ロップ すれ ば すぐ に 
使え る の で 試し て み ま し ょ 
う 。 また エフ ェクト タブ の 
FX チェ ー ン フォ ル ダ に は 、 
複数 の エフ ェクト を 組み 合 
わせ た プリ セッ ト が あり ま 
すれ これ を イン サー ト や セ 
ンド の エリ ア に ドラ ッ グ & 
ドロ ッ プ する だ け で 、 析 数 
の エフ ェクト が 設定 され ま 
す 。 使用 する 楽 大 別 に カテ 
ゴ ラ イ ズ さ れ て いる の で - 
これ ら の プリ セッ ト で エフ ェ 
クト の 使い 方 を 学ん で みる 
の も よい で し ょ う 。 


PART5 | 曲 作り と Studio One APE の 著 和議 


員 パス と VCA に つい て 


パス と は 信号 の 通り 道 の 一 種 で す 。 概数 の 信号 を まとめ て 扱え る こと か ら 乗 り 物 の パス と 同じ 名 前 が 付け 
られ て いま す 。 DAW を 使い こなす 上 で 重要 な 機能 な の で 紹介 し まし ょ う 。 


E 明 』 バ ス と は ? 

P212 で FX チャ ン ネ ル を 作る と き に 、 も う 一 つ パ スチ ャ ン ネ ル と いう 選択 肢 
が ある こと に 気づい た 方 も いる と 思い ます 。 こ れ は 複数 の チャ ン ネ ル の 信号 
を まとめ た いと き に 使い ます 。 

例え ば 、 ド ラム を キッ ク や スネ アテ の チャ ン ネ ル に 分 け て エフ ェクト な ど で 
加工 し て いて も 、 最終 的 に すべ て を まとめ て エフ ェクト を か けた り 、 音 量 を 
調節 し た いと き が あり ます 。 そん な 場合 は キッ ク や スネ ア の 音 を バス チャ ン 
ネル で 1 つ に まとめ て し まう の で す ①) 。 

も ちろ ん 、 Piapro Studio の 複数 の トラ ッ ク を まとめ て 、 歌 全体 の 音量 を コ 
ント ロー ル し た り 、 エ フェ クト を か けた りす る こと も る 可能 で す 。 特 クス 
で は 似 た よう な 役割 の パー ト を バス チャ ン ネ ル で まとめ て お て と 作業 の 効率 
が 格段 に 上 が り ま す 。 

Studio One APE の FX チャンネル と バス チャ ン ネ ル は ほぼ 同 じ よ うな 使 
い 方 が で きる の で す が 、 両者 の 悦 い は バス チャ ン ネ ル に は セン ド が 用 意 き 


れ て いる 点 で す 。 
請 | まとめ て エフ ェクト を か けた り 
音量 を 調節 で きる 
に 
に 
キッ ク || スネ ア | イット ドラ ム 
バス チャ ン ネ ル 計 当 


= 図 バス チャ ン ネ ル の 使い 方 イメ ー ジ 
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パス チャ ン ネ ル の 作成 


で は 使い 方 を 見 て いき まし ょ う 。 ま ず コ ン ツ ー ル 上 で control キ クリ ッ ク ン 
右 ク リッ ク す る と メニ ュー が 開き ます 。 こ こ で バス チャ ン ネ ル を 追加 倫 を 選び 
ます 。 


コン ツー ル 上 に パス チャ ン ネ ル @ が 追加 きれ ます 。 イ ン サ ー ト と セン ド の エ 
リア も 表示 され る の で 、 バス チャ ン ネ ル 上 で エフ ェクト を か ける こと も 可能 で 
ある こと が わか る で し ょ う 。 

次 に バス チャ ン ネ ル に まとめ た い チ ャ ン ネ ル の 出力 先 を 倫 の エリ ア を ク 
リッ ク し て 変更 し ます 。 こ こ に 「 バ ス 1」@⑳ と あり ます が 、 これ が 先ほど 作成 
し た バス チャ ン ネ ル で す 。 パ スチ ャ ン ネ ル を 複数 作成 すれ ば 、 出力 先 の 選 
択 肢 も 増え ます 。 使 用 し た い バ スチ ャ ン ネ ル を 選択 すれ ば 設定 完了 で す 。 
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KO inr」 


バス で まとめ た い チ ャ ン ネ 
ル を 析 数 選択 し て か ら 、 コ 
シソ ー ル 上 で control キ ク 
リッ クー 右 クリ ッ ク し 、 選 所 
され て いる チャ ン ネ ル の バ 
ス を 追加 を 選ぶ と 、 バ パス チャ 
ン ネ ル の 作成 と 各 チ ャ ン ネ 
ル の 出力 先 変 更 を 同時 に 行 
えま す 。 こち ら の 方 が 実際 
の 作業 で は 効率 的 で し ょ う 。 


PART5 | 曲 作り と Studio One APE の 革 太 外 識 


VCA チ ャ ン ネ ル 

バス チャ ン ネ ル よ り も シン プル に 複数 の チャ ン ネ ル を 扱う 仕組 み と し て 、 
VCA チ ャ ン ネ ル が あり ます 。 

バス チャ ン ネ ル は 実際 に 信号 を まとめ る も の で す が 、VCA チャンネル は 
いわ ば り モ コン の よう な も る の で 信号 は を の まま で す 。 フェー ダー や ミュ ー ト 、 
ツ ロ な ど を 一 括 し て コン トロ ー ル で きま す 。 

設定 方 法 は 、 まず コン トロ ー ル し た い チ ャ ン ネ ル を 複数 選択 し ます (shift+ 
クリ ッ ク で 選択 で きま す )。 を し て contro+ ク リッ クノ 右 ク リッ ク し て 、 メニ ュ 
ーー か ら 選 択 さ れ て いる チャ ン ネ ル の VOCA を 追加 倫 を 選び ます 。 こ れ で VCA 
チャ ン ネ ル @ が 作成 され ます 。 ま た 各 チ ャ ン ネ ル に は VCA チ ャ ン ネ ル で コ 
ント ロー ル さ れ て いる こと を 示す アイ コン が 表示 され ます 人 。 

これ で VCA チ ャ ン ネ ル の フェ ー ダ ー を 動か せ ば 、 他 の フェ ー ダ ー も 同時 
に 動き ます 。 こ れ を 行っ て お く と 、 複 数 の チャ ン ネ ル を まとめ て フェ ー ド 
ト し た り 、 ミ ュー ト し た り と いっ た こと を 簡単 に 行え ます 。 


EI 


| 肖 択 まれ て いる チャ ン ネル の VCA を 追加 


① 馬 表 オー トメ ーション トラ ッ ク の 表示 

環境 設定 画面 (Mac) プ オ プシ ョ ン 画 面 (Win) の 詳細 ペー ジ 
で 、 チ ャ ン ネ ル の オー トメ ーション トラ ッ ク を 自動 作成 倫 に チェ ッ 
ク を 入れ る と 、 パ スチ ャ ン ネ ル や VCA チ ャ ン ネ ル を 作成 し た 際 に 、 
オー トメ ーション トラ ッ ク が ソン グ 画 面 上 に 作成 され ます 。 こと に 
チェ ッ ク が 入っ て いな い 場 合 は 、 リ アル タイ ム で オー トメ ーション を 
入力 し た り 、 オー トメ ーション トラ ッ ク を 作成 し て か ら 、 操 作 パ ラメ ー 
ター を 追加 する と いう 手順 に な り ます 。 オー トメ ーション に つい て は 
次 項 で 解説 し て いき ます 。 


6 | オー トメ ーション に つい て 


Piapro Studio で は 、 さ ま ざ ま な パラ メー ター を オー トメ ーション で 動か すこ と が で きま し た が 、Studio One 
APE で も オー トメ ーション が 可能 で す 。 これ も DAW 使 いこ な し の 大 切な ポイ ント で す 。 


218 


W 王 』 オー トメ ーション の 作り 方 〇 

オー トメ ーション の 作り 方 に は 大 きく 分 け て 2 つ あ り ま す 。 最初 に 、 Piapro 
Studio の よう に グラ フ を 書き 込ん で いく 方 法 を 紹介 し まし ょ う 。 

まず ソン グ 画 面 の 左上 に ある 倫 (A) の アイ コン を クリ ッ ク し ます 。 する と 、 
トラ ッ ク の 表示 が オー トメ ーション 用 に 切り 替わり ます 。 

次 に 伯 を クリ ッ ク し て メニ ュー を 表示 し ます 。 イ ンス トゥ ル メ ント トラ ッ ク 
で は @ の 追加 削除 .… を 選ん で 、 オ ー ト メー ショ ン し た い パ ラメ ー タ ー を 
選び ます 。 オー ディ オト ラッ ク で は ポリ ュー ム と パン ⑲ の 選択 肢 が あり ます 。 
その 他 の パラ メー ター は 人 の 追加 削除 .… を 選び ます 。 


Funk.So.sA12 4 


の 6+ 語 
本 衣 


ペイ ンス トゥ ル メン トト ラッ ク 


追加 と 削除 .… を 選ぶ と オー トメ ーション 画面 
が 開き ます 。 右 側 旨 が オー トメ ーション で きる 5 * Pharman 
パラ メー ター の リス ト で 、 イ ンス トッ ル メ ント トラ = 
ッ ク の 場合 は ツ フ ト 音 源 の きま ざま な 機能 が フォ 
ル ダ に 分 か れ て 用 意 き れ て いま す 。 音量 や パン 
な ど は 「 オ ー デ ィ オ 」 フ ォ ル ダ 細 内 に あり ます 。 

ここ で オー トメ し た い パ ラメ ー タ ー を | 
選び 、 追加 クリック する と 左側 の リス ト @ 
に 追加 きれ 、 前 述 の 伯 の メニ ュー に も 表示 され 
ます 。 削除 し た い 場 合 は 削除 人 を クリ ッ ク し ま 
す 。 

この オー トメ ーション 画 休 の パラ メー ター リス 
ト に は 、 イン サー ト し た エフ ェクト の パラ メー タ 
ー な ども 表示 され ます 。 


PART5 | 曲 作り と Studio One APE の 革 磁 和議 


追加 し た オー トメ ーション (画面 は ボリ ュー ム ) を 選ぶ と 、 ト ラッ ク 
に は オー トメ ーション の 線 (*1) が 表示 され ます 


藤 上 に 矢印 ツール を 持っ て いく と 指 の アイ コン 人 に 変わ り 、 ク リッ ク 1 
3 ak の オー トメ ーション の 災 
する と 線上 に 点 が 打 た れ ま す 。 これ も ドラ ッ グ し て グラ フ を 作っ て いき Studio One APE で は オー 
トメ ーション エン ペロ ー プ ブ 
きす 。 と 呼ぶ 。 


EE: 衝 2E 寺 リ 


S 
@ 


また ベイ ント ツー ル ⑯ を 使っ て 、 さ ま ぎ ざま な 変化 を 人 力 す る こと も 可 
人 能 で す 。 


@ 


lpE 広 


オー トメ ーション は 1 つの トラ ッ ク に 複数 の パラ メー ター を 追加 し て 
表示 を 切り 替え る こと が 可能 で す 。 また 、 人 の を クリ ッ ク し て 各 パ ラメ ー 
ター の トラ ッ ク を 表示 する こと も で きま す 。 
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W 室 』 オー トメ ーション の 作り 方 

規則 的 な 変化 や 狙い 通り の 変化 が 欲し いと き は 、 オ ー ト メー ショ ン の グラ 
フ を 入 カ ノ て いく 方 が 効率 的 で す が 、 フ ェ ー ダ ー や ノブ を マウ ス な ど 
(s2) で 実際 に 動か し て オー トメ ーション を 記録 する と 、 思 い が け な い 効 果 
を 得 ら れる こと が あり ます 。 特に シン セ サ イ ザー な ど で 了 臨場 感 の ある 音色 変 
化 を 作り た いと き に は 、 ぜ ひ チ ャ レン ジ し て みて (だ さい 。 

リア ル タ イ ム で の オー トメ ーション 記録 は 、 ソ ング 画面 で も 可能 で す が 、 こ 
こ で は コン ソー ル を 使っ て み ま し ょ う 。 オー トメ ーション を 記録 する に は 最初 
に モー ド を 設定 し ます 。 

モー ド は チャ ン ネ ル の 倫 で 選び ます 。 
③ リ ー ド : 再生 専用 で 記録 は で 
きま せん 。 
⑮ タ ッ チ : フェー ダー な と 対象 
の パラ メー ター を 触っ て いる と 
き 録 され 、 離す と 元 の 値 
あす 。 
⑨ ラ ッ チ : タッ チ と 似 て いま す 
が 、 離す と 最後 の 値 が 維持 され 
ます 。 
⑨ ラ イト : 操作 に 関係 な く 常 に 
現在 の 値 を 記録 し 続け ます 。 

て (の いずれ か を 選ん で 、 ボ リュ ー ム や パン を 動か せ ば リア ル タ イ ム 
で 記録 きれ ます 。 記録 し な いと き は 、 う っ か り 書 き 換 えな いよ うに ③① の リー 
ドモ ー ド に し て お きま し ょ う 。 

ッ ン グ 画 面 で は ⑲ で モー ド を 選び ます が 、 最初 に @ で パラ メー ター を 選 
択 し て お く 必 あり ます 。 ツ フト 音源 や エフ ェクト は 、 各 画 面 左上 に ある 
オー トメ ーション モー ド @ で モー ド を 選ん で 記録 する こと も で きま す 。 こ の 
場合 は 新規 に オー トメ ーション トラ ッ ク 人 (*3) が 作成 され ます 。 


A2 
マウ ス な ど 

MIDI コン トロ ー ラ ー と 呼 
ば れる 外部 機器 を 使っ て コ 
ント ロー ル す る こと も 可能 。 
MIDI コ ント ロー ラー は フェ ー 
ダー を 備え た も の 、 
を 代え た も の な ど 、 さ ま ざ 
まな 製品 が リリ ー ス され て 
いて 、MIDI キ ー ボ ー ド に 義 
休 さ れ で いる 場合 も ある 。 


3 
オー トメ ーション トラ ッ ク 
オー トメ ーション 専用 の ト 
ラッ ク で 、 同 じ ソン グ 画 面 
内 の オー ディ オト ラッ クー 
イン スト ゥ ル メ ント トラ ッ 
ク の パラ メー ター や 、 そ こ 
で 使用 し て いる ソフ ト 音 源 
や エフ ェクト な ど を オー ト 
メー ショ ン で きる 。 


PART5 | 曲 作り と Studio One APE の 革 太 色 識 


人 / ルー プ を 活用 し よう 


現代 の 音楽 制作 で は ルー プ と 呼ば れる 素材 も 多用 され ます 。 Studio One APE に は オー ディ オ と MIDI の ルー 
プ が 付属 し て いま す 。 ぜひ 曲 作り に 活用 し て くだ さい 。 


ルー プ と は ? 
ルー プ (1) と は 短い フレ ー ズ が 録音 きれ た オー ディ オ ・ デ ー タ の こと で す 1 
あー の 
(MIDI デ ー タ を 指す 場合 も あり ます ) 。 例 えば 数 小節 問 の ドラ ム ・ パ ター ン ルー プ は も と も と 、 ヒップ 
な ど が 代表 的 で 、 ル ー プ (繰り 返し ) 再生 を 行え ば 傍 和 感 な くつ な が っ て 再 0 
生き れ ます 。 ま た 、 ル ー プ を の も の は 数 小 飾 分 の 長き で す が 、 そ れ を DAW 2 の レコ ー ド の 
上 で コビー& ペ ー ス ト し て 並べ て いく こと で 、1 曲 分 の 長き に する こと も で き を バッ ク に ラッ プ す る と い | 
ます 。 こ の よう に “繰り 返し て 使え る ” と いう 意味 で “ループ” て 呼ば れ て い 3 
ます 。 に な る 部 分 = ドラ ム ・ プ レ 
イク が 使用 され た )。 その 
異な る ルー プ を 組み 合わ せれ ば 、 リ ズム の パタ ー ン を 途中 で 変え た り 、 後 、 サ ンプ ラー と いう 符 音 


お よび 縮 り 返し ループ) 再 
タル 染 問 が 
ド の ドラ ム ・ 
プレ イク を 録音 (サン プリ 


コー ド 進 行 や フレ ー ズ を 変え た りす る こと も で きま す 。 さ ら に ルー プ を 編集 
する こと で 新た な リズ ム や フレ ー ズ を 生み 出す こと も で きま す 。 


ルー プ の 種類 は ドラ ム 、 ベ ペー ス 、 ギ ター、 シ ン セ サイ ザー な ど な ど 実に 多 ング ) し て ルー プ ま せる 合 
彩 で 、 覆 数 の 楽器 が 組み 合わ きっ た 状態 の も の も あり ます 。 は 22 


リン グ に は 者 作 枚 的 に 問題 
が ある こと や 、 手 間 が か か 


Studio One APE 付 属 の ルー プ 4 に SE を WV メー 
Studio One APE で は 、 ブラ ウザ の ルー プ タ ブ 内 に きま ざま な ジャ ン ル の ドラ ム を は じ め と する さま 二 二 
ルー プ が 用 意 き れ て いま す 。 ち な み に 、 オ ー デ ィ オ トラ ッ ク へ MIDI の ルー ず ま な 染 基 の ルー プ 素 材 集 


を リリ ー ス 。 場代 で は パン 
プ を ドラ ッ グ & ド ロッ プ す る と オー ディ オ ・ デ ー タ 化 さ れ ま す 。 だ 
また 、 Studio Onc APE 上 で オー ディ オ を 編集 加工 する の も 面白 い の で DAW ソ フト に 読み 込ん で 
す が 、 SampleOne (P207) に 読み 込ん で 、 より 復 牧 な フレ ー ズ を 作り 出す こ MG4444220 
と も 可能 で す 。 ぜ ひ 自 分 な ら で は の 表現 を 見 つけ て みて (て だ さい 。 
な お 付属 の ルー プ は 、 Studio One APE を イン スト ー ル し て アタ ティ ベー 
ショ ン を 行っ た 後に 表示 され る 画面 に 従っ て 、「 追 加 コン テン ツ 」 を イン ス 
トー ル し て お か な いと 表示 され ませ ん 。「 追 加 コ ン テ ン ツ 」 に は さま ざま な 素 
材 が 含ま れ て いる の で イン スト ー ル し て 活用 し まし ょ う 。 
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U8 | プラ グイ ン に つい て 


DAW で は 、 ソ フト 音源 や エフ ェクト は プラ グイ ン と いう 仕組 み で 動作 し て いま す 。 これ は 非常 に 便利 な シス テ 
ム な の で 、 ぜ ひ 覚 えて お いて くだ さい 。 
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EE 時 』 プ ラグ イン に つい て 

DAW の 大 き な 特 徴 に プラ グイ ン と 呼ば れる シス テム が あり ます 。 こ れ は 
DAW 上 に 別 の ツ フ ト を 呼び 出し て 使用 する と いう も の で す 。 な ぜ こ の よう 
な シス テム が 採用 され て いる か と いう と 、 好 き な と き に 好き な も の を 使え る よ 
うに する た めで す 。 

具体 、 DAW 上 で 使う ッ フト 音源 と エフ ェクト は 、 こ の プラ グイ ン の 
シス テム で 動作 し て いま す 。 そ し て 、 実は Piapro Studio も プラ グイ ン で す 。 

例え ば 、 イ ンス トゥ ル メ ント トラ ッ ク で ある ソフト 音源 を 使っ て 打ち 込ん だ 
と し ます 。 し か し 、 そ の ソフ ト 音 源 は 合わ な いな と 思っ た ら 、 別 の ツ フ ト 音 源 
を を の トラ ッ ク に 入れ 和 替え る こと が で きま す 。 ま た 同じ ツ フト 音源 を 複数 の ト 
ラッ ク に 呼び 出し て 使用 する こと も 可能 で す 。 

エフ ェクト も 同様 で 、 あ る トラ ッ ク に は EQ と コン プレ ッ サ ー、 あ る トラ ッ ク 
に は EQ と コー ラス な ど 、 エ フェ クト を 自由 に 呼び 出し て 使え る の が プラ グイ 


な お 、 エ フェ クト や ッ フ ト 音 源 あ プラ ダイ ン と 呼ぶ の に 対し 、 DAW の こと 
を ホス ト ア プリ ケー ショ ン と 呼び ます 。 


拡張 性 が 魅力 

プラ グイ ン の ソフ ト 音 源 や エフ ェクト は 市 販 も きれ て いる の で 、 必要 な 製 
品 を 買い 足し て いく こと が で きま す (フリ ー ウ ェ ア や シェ アウ ェ ア な ど が ネッ 
ト 上 で も 公開 され て いま す ) 。P296 で は 、 音楽 制作 に 役立つ 半 つ か の ソフ ト 
介し て いる の で 参考 に し て みて 〈 だ さい 。 
注意 が 必要 な の は 、 Studio One APE は 付属 の エフ ェクト と ソフ ト 
音源 、 そ れ に Piapro Studio のみ 使 用 可能 な 点 で す 。 そ れ 以 外 の プラ グイ ン 
(エフ ェクト や ッ フ ト 音 源 ) を 使用 する に は 、Studio One Professional へ の 
アッ プ グ レー ド が 必要 と な り ま す (P294 参 照 ) 。 

と は いえ 、 当 初 は Studio One APE 付 届 の エフ ェクト お よび ソフ ト 音 源 だ 
け で も 十分 楽し め る で し ょ う 。 ア ッ プ グレ ー ド は それ ら を 使い こなせ る よう に 
な っ て か ら で も よい と 思い ます 。 

な お 、 プ ラグ イン に は 幾つ か の 規格 が あり ます 。 ア ッ プ グレ ー ド 後に プラ 
ダイ ン 製 品 を 導入 する 際 は 注意 し まし ょ う 。 Studio One Professional は 、 
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VST と Audio Units (Mac の み ) と いう 現 格 に 対応 し て いる の で 、 プ ラグ イ 
ン 製 品 も どちら か に 対応 し た 製品 を 選ん で くだ さい 。 

また 、Piapro Studio は VST と Audio Units の 両方 に 対応 し て いる の で 、 
これ ら に 対応 し た DAW 上 で も 使用 可能 で す (画面 ①) 。 


Fer ファ イル ms am es 2 イン ド フ ヘル テ 


川 ll IIIII II 


画面) Apple Logic 上 で 、Audio Unils の Piapro Studio を 立ち 上 げた 析 子 
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9 | イン スペ クタ ー に つい て 


Studio One APE を 使い こなす 上 で 、 も う 1 つ 重要 な 機能 が あり ます 。 それ は 各 ト ラッ ク の 主要 な 情報 や 機 
能 を 集約 し た イン スペ クタ ー と 呼ば れる セク ショ ン で す 。 
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攻 謝 』 イン スペ ベクター と は ? 

イン スペ クタ ー と は 、 各 トラ ッ ク に お ける 各種 の 機能 を まとめ た セタ ション 
人 (画面 は 一 部 の み 掲載 ) で 、 ツ ング 画面 の 1 ボタ ン 代 (fn+F4/F4) で 
開き ます 。 イ ンス ペタ ター 内 の 機能 は 、 別 の 場所 に 同じ 機能 が 用 意 さ れ て 
いる 場合 も あり ます が 、1 個 所 で きま ざま な 機能 を 扱え る の で 、 効率 的 な 作業 
に イン スペ クタ ー は 欠か せま せん 。 ま た 、 こ こ に 用 意 さ きれ て いる 機能 を 調べ 
る だ け で も 、Studio One APE で どん な こと が で きる の か が わか る の で 、 マ 
アル る 参照 し て くだ さい 。 


M S w | Presence 


品 Presence < 


イン スト ゥ ル メ ント トラ ッ ク の イン スペ クタ ー 

まず イン スト ゥ ル メ ント トラ ッ ク の イン スペ クタ ー の 主要 な 機能 を 紹介 し ま 
す 。 な お 、 園 面 は 縦 に 長い の で 分 割 し て 次 ペー ジ に 掲載 し ます 。 
⑳ タ イム ペー ス : イベ ント の 位置 を 「 拍 」 も し く は 「 秒 」 で 管理 し ます 。 イ ン 
スト ゥ ル メ ント トラ ッ ク は 通常 、 拍 で 使用 し ます 。 
グル ー プ : グル ー プ (な 1) を 選択 で きま す 。 
レイ ヤー : レイ ヤー (#2) の 追加 複製 な ど が 行え ます 。 
レイ ヤー は イベ ント に 従う : ここ に ッ ク が 入っ て いる と き は 、 メ イン の レ 
イヤ ー を 移動 し た 際 、 下 位 レ イヤ ー が 追従 し て 移動 し ます 。 
ディレイ : トラ ッ ク の 位置 を ms 単位 で ずら すこ と が で きま す 。 
トラ ンス : ト ラッ ク 上 の 全 イ ベン ト の ノー ト を トラ ンス ポー ズ し ます 。 
た だ し エディ ター 上 に お ける ノー ト の 音程 は 見 か け 上 は 変わ らち な い の で 、 い 
つ で も 元 に 戻せ ます 。 


1 
クル ー プ 

掲 才 ト ラッ ク を 選択 し 、 ト 
ラッ ク 名 が 表示 され て いる 
エリ ア で control+ ク リッ 


nd+G CtrltG) を 較 択 す 
る と グル ー プ を 作成 で きる 。 
ダル ー プ 化す る と イベ ント 
や フェ ー ダ ー な ど を 一 括 で 
光信 / 朱 作 可能 。 


2 

レイ ヤー 

1 つの トラ ッ ク 内 で 別 テイ 
ク の トラ ッ ク を 作成 で きる 
能 。 ト ラック を 増やす こ 
と な く 、 別 フレ ー ズ な ど を 
臣 す て と が で きる 。 ト ラン 
ク を contro+ ク リッ クン 
右 クリ ッ ク し て 開く メニ ュー 
の レイ ヤー シレ イヤ ー を 師 
加 で 作成 で きる 。 
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ベロシティ : ト ラック 上 の 全 イ ベン ト の ノー ト の ベロ シテ ィ を パー セン テー 

変更 で きま す 。 エ ディ ター 上 の 見 か け の ベロ シテ ィ 値 は 変更 きれ な い の 

で 、 これ もい つ で も 元 に 戻せ ます 。 

⑳ オ ー ト メー ショ ン : オー トメ ーション の モー ド を 選択 し ます 。 

パラ メー ター : 追加 し た オー トメ ーション の グラ フ を 選択 し ます 。 

⑯ Note FX : MIDI デ ー タ に エフ ェクト を か ける 機能 で す が 、 Studio One 

APE で は Input Filter (*3) の み を 使用 で きま す 。 人 き 3 
Input Filter 

人 アウト : 起動 中 の ツ フ ト 音 源 を 選択 で きま す 。 MIDI キー ボー ド か ら の 入力 

@ イ ン : 外 部 の MIDTI キーボード の チャ ン ネ ル な ど を 選択 で きま す 。 生生 の 

チャ ン ネ ル : マル チア ウト の ツ ソフト 音源 に お いて 、 選択 中 の トラ ッ ク を どの ティ の 範囲 を 設定 で きる 。 

チャ ン ネ ル に アサ イン する か を 設定 し ます 。 

人 ゆ フ ェ ー ダ ー デ イン サー ト な ど : トラ ッ ク の ポリ ュー ム プ パン プ ソ ログ ミュ ー ト ブ 

録音 準備 モニ ター な どの 操作 と 、 エ フェ クト の イン サー トモ セン ド な ど を 行 

えま す 。 

トラ ンス ポー ズ : 選択 し た イベ ント の ノー ト を トラ ンス ポー ズ し ます 。 た だ 

し 、 エ ディ ター 上 に お ける ノー ト の 見 か け の 音 租 は 変わ らち な い の で 、 い つ で 

も 元 に 戻せ ます 。 坦 の トラ ンス ポー ズ を 設定 し て いる 場合 、 そ の 値 が 

な り ま す 。 

ベロ シテ ィ : 選択 し た イベ ント の ノー ト の ベロ シテ ィ を パー セン テー 

更 で きま す 。 エ ディ ター 上 の 見 か け ベ ロ シ テ ィ 値 は 変更 きれ な い の で 、 これ 

も いつ で も 元 に 戻せ ます 。 紛 の ベロ シテ ィ を 設定 し て いる 場合 、 そ の 値 が 基 

準 に な り ま す 。 っ 


@@o@oO @@o@o@@@@ 


Nole FX garagemand_chordCH1 
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オー ディ オト ラッ ク の イン スペ クタ ー 
次 は オー ディ オト ラッ ク の イン スペ クタ ー で す 。 イ ンス トゥ ル メ ント トラ ッ ク 
と 同じ 機能 は 省略 し ます 。 


入力 LHR 


⑳ テ ン ポ ボ : 3 つの モー ド が あり ます 。「 追 徒 し な い 」 は テン ポ 変 更 時 に イベ ン 
ング 内 の 絶対 的 な 時 間 に 同 定 さ れ ま す 。「 追 従 」 で は テ 更に 追 
従 し て 楽曲 内 の 相対 的 な 位置 を 保ち ます 。「 タ イム スト レッ チ 」(*4) は イベ 
ント の テン ポ が ソン グ の テン ポ に 追従 し ます 。 通 常 は 「 追 従 」 か 「 タ イム ス 
トレ ッ チ 」 を 使用 し ます 。 

タイ ム ス トレ ッ チ : 素材 に 合わ せ て 最も 音質 変化 の 少な い タ イム スト レッ チ 
の モー ド を 選べ ます 。Drums Sound の Solo/ Audio Bend (*5) の 4 種 
類 が 用 意 き され て いま す 。 

オー バー ラッ プ を 再生 : トラ ッ ク 内 で 重なっ て いる オー 
ろ に ある 方 の み が 再 生き れ ま す が 、 チ ェ ッ ク を 入れ る と 
@ イ ベン ト FX : 個々 の イベ ント に エフ ェクト を か け ま す 。 イ ベン ト を 選択 し 
て 有効 化 〇 を クリ ッ ク す る と 「 イ ン サ ー ト 欄 」 が 開き エフ ェクト を 選択 で きま 
す 。 エ フェ クト を 選ん だ ら 、 有効 化 ボ タン が レン ダー ボタ ン に 切り 替わり 、 ク 
リッ ク す る と イベ ント は エフ ェクト 処理 され た オー ディ オ に 書き 換わり ます 。 
イベ ント の スピ ー ド や トラ ンス ポー ズ 、 ゲ イン 、 フ ェ ー ド な ど さ ま ざま な 設 
定 を 行え ます 。 


デイ オイ ベン ト は 後 


DubstepHats&Rides001 
イベ ント FX 


計 4 
タイ ム ス トレ ッ チ 
新規 ソン グ 画 
オフ ァイル を ソン グ 
に スト レッ チ に チェ ッ ク を 
入れ る と 、 作 成す る トラ ッ 
クタ は この モー ド に な る 。 
チェ ッ ク を 入れ な いと [ 追 
従 | が 選ば れる 。 


AB 
Audio Band 

Sudio One APE で は オー 
ディ オペ ンド バネ ル (P196 
参照 ) で オー ディ オイ ベン 
ト 内 の タイ ミン グ を クオ ン 
タイ ズ で きる 。 その 場合 は 
濾 形 の トラ ンジ ェ ント と 呼 
ば れる 音 恒 変化 の 急激 な 操 
分 を 検出 する と と に よっ て 
行わ れる 。 この と き タ イム 
スト レッ チ の モー ド は Aud 
jo Bend が 使用 され る 。 
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| 人 UStudio One APE の ファ イル に つい て 


楽曲 制作 で は ファ イル の 管理 も 非常 に 大 切 で す 。 ここ で は Studio One APE の 保存 方 法 を 紹介 し まし ょ う 。 
また 、 楽 曲 制作 時 に 必要 と な る オー ディ オ ・ フ ァイル の 書き 出し に つい て も 紹介 し ます 。 


新規 ソン グ 作 成 の 流れ 


Studio One APE で は 曲 の こと を ソン グ と 呼び 、 
子 の ファ イル で ! 


し ます 倫 。 新 
規 の ソン グ を 保存 する と 基本 的 に を 


の ソン グ 名 の 
フォ ル ダ が 作成 され 、 オ ー デ ィ オ ・ フ ァイル は 同じ 隔 昌 隊 みみ 


フォ ル ダ 内 の Media フ ォ ル ダ @ に 保存 Cx1) で 


記 New.01 
け 答 康 アク ショ ン 失 有 タグ も 駐 和 に 


Newot 王 


song と いう 拡 


Ne が cam wes ee newousee 人 の 
1 

時 時 の Se Media プ : ダ に 保存 
で は 、 PART 1 で も 簡単 に 紹介 し まし た が 、 新規 に ソン グ を 作成 する 流れ 20 
見 て いき まし ょ う 。 Studio One APE を 起動 する と 最初 に スタ ー ト ペー ジ 8 
画面 が 表示 され ます 。 新規 の ツン グ ・ フ ァイル を 作成 する 場合 は 新規 ソン グ 0 
DI イル を コビー を 選択 する 
を 作成 但 を クリ ッ ク 、 以 前 に 保存 し た ファ イル を 開く て とき は 既存 の ドキ ュ メ ント と 現在 開 いて いる ソン グ ・ 
を 開く ⑯ を クリ ッ ク し ます 。 最 近 使っ た ファ イル ⑬ や ソン グ ⑲ の リス ト か らち 0 ee 
選択 可能 で す 。 オ ー デ ィ オ ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス の 設定 (P36/38 参 照 ) は ⑩ る 。 ファ イル が 送 子 に な ら 
AS NMOS な いよ うに 、 外 部 ファ イル 
か ら 、MTIDT キ ー ボ ー ド の 設定 (P200) は きか ら 行 えま す 。 を コピ ー す る 寿 を つけ よう 。 


jpiQpro ugo 
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新規 ソン グ の 設定 項目 
新規 ソン グ を 作成 を クリ ッ ク す る と 新規 ソン グ 画 面 が 開き ます 。 


@ 
の 
@ 
リ 
@ 
リ 
g 


スタ イル タブ 鈴 に は ソン グ ・ フ ァイル の テン プレ ー ト が 用 意 き れ て いま す 。 
これ ら を 選ぶ と 最初 か ら ト ラッ クタ や ソフ ト 音 源 、 イ ベン ト 、 エ フェ クト な ど と が 用 
意 き れ た ツン グ が 立ち 上 が り ま す 。 こ の テン プレ ー ト は 自分 で 作成 する こと 
も 可能 で 、 作 成 し た 場合 は ユー ザー タブ 人 か ら 選 べ ま す 。 

まっ きら な 状態 の 空 の ツン グ を 開き た い 場 合 は 、 空 の ソン グ を 選び ます 。 
そし て 、 ソン グ タ イト ル @ で 名 前 を 付け て 、⑳ も クリ ッ ク し て song フ ァイル 
の 保存 場所 を 選び ます 。 デ ヂ フ ォ ル ト で は 下記 の 場所 に 保存 きれ ます (括弧 
は フォ ル ダ 名 で す ) 。 
人 Mac :「Macintosh HID (OS が イン スト ー ル され て いる ハー ド デ ィ スク な 
と ) 」 一 「 テ ユー ザ 」 つ 「 ユ ー ザ 名 の フォ ル ダ 」 つ 「 書 類 」 一 「Studio One」 
ー 「Songs」 
介 Windows :「C ド ライ ブ (OS が イン スト ー ル きれ て いる ハー スク な 
ど ) 」 一 「 ユ ー ザ 」 一 「 ユ ー ザ 名 」 一 「 ド キュ メン ト 」 一 「Studio One」 ー 
TSongs」 

以降 の 各 項 目 で は 、 ツ ング ・ フ ァイル の 設定 を 行い ます 。 
サン プル レー ト : サン プリ ング ・ レ ー ト (2) を 設定 し ます 。 値 が 高い ほど 


2 
サン プリ ング レー ト 

サン プリ ング 周 備 と も 呼 
ぶ 。 ボー カロ イド の 季 声 ラ 
イブ ラリ は 44.1kHz で 作成 
され て いる の で 、 高 い 和 数 位 
に し て も 高音 質 に な る わけ 
で は を い 。Piapro Studio は 
44.1kHz 48KHz 96KHz 
で の 動作 に の み 対 応 (2016 
年 現在)。 


PART5 | 曲 作り と Studio One APE の 基礎 知識 


高音 質 で 録音 で きま す が 、 オ ー デ ィ オ ・ イ ンタ ー フ ェ ー ス に より 設定 で きる 
値 は 異な り ます 。 

人 め 解 像 度 : ビッ ト ・ デ プス (x3) を 設定 し ます 。 オ ー デ ィ オ ・ イ ンタ ー フ ェ ー 
ス が 対応 し て いれ ば 、 高 い 値 ほど 高音 質 で 録音 で きま す 。 

タイ ムペ ー ス : ソン ダグ 画 面 上 部 の 時 間 表示 を 、 小 館 秒 サン ブルン フレ 
ー ム か ら 選 択 で きま す 。 ツ ング 画面 上 部 の タイ ムペ ー ス で 変更 も 可能 で す 。 
ソン グ 長 さ : 曲 の 長 さ を 指定 し ます 。 メ ニュ ー の ソン グ > ソ ング 設定 …… で 開 
く ソ ング 設定 画面 の 一 般 タ ブ に ある ソン グエン ド や 、 マ ー カ ー ト ラッ ク の エン ド 
マー カー で 変更 可能 で す 。 

テン ポ : 曲 の テン ポ を 指定 し ます 。 ト ラン スポ ー ト ・ セ クシ ョ ン の テ 
変更 可能 で す 。 

拍子 : 曲 の 拍子 を 指定 し ます 。 トランス ポー ト ・ セ クシ ョ ン の 拍子 で 変更 
可能 で す 。 

人 B オ ー デ ィ オ ファ イル を ソン グ テ ン ポ に スト レッ チ : ここ に チェ ッ ク を 入れ て お く 
と 、 テン ボ 情 報 を 持つ オー ディ オ ・ フ ァイル (4) の 場合 は 、 曲 の テン ボ に 合 
わせ て 自動 的 に タイ ム ス ト レッ チ (5) され ます 。 

オー バー ラッ プ を 再生 :P226 の を 参照 し て くだ さい 。 


ファ イル ・ メ ニュ ー 
ッ ン グ の 作成 や 保存 は メニ ュー の ファ イル で も 行え ます 。 


ソン グ トラ ッ ク 
EN 
WO 
8W 


最近 使っ た ファ イル 


答 新 規 ソ ング (command+N Ctrl+N) : 前 項 で 説明 し た 新規 ソン グ 画 面 
が 開き ます 。 既に ソ ツン グ を 開い て いた 場合 に は 、 そ の ソン グ を 閉じ ず に 追 
加 で 新規 ソン グ を 開き ます 。 

人 @ 開 く .… (command+O Ctrl+O) : 保存 済 み の ソ ング を 選択 で きま す 。 
既に ッ ツン グ を 開い て いる 場合 は 、 追加 で ツン グ を 開き ます 。 

閉じ る (command+W Ctrl+W) : 現在 開か 和 れ て いる ツン グ を 閉じ ま 


ッ ト と 呼ぶ こと が 多 
い 。 ポー カロ イド の 徐 声 ラ 
イブ ラリ は 16 ピ ッ ト で 作成 
され て いる の で 高い 族 仁 に 
し て も 高音 質 に な る わけ で 
は な い 。 


4 
テン ボ 情 報 を 持つ 

オー ディ オ ・ フ ァイル 
DAW な ど で 、 テ ン ポ 情報 を 
含む 設定 で 書き 出し た オー 
ディ オ ・ フ ァイル の と と 。 


3 
タイ ム ス ト レッ チ ーー 


曲 の テン ポ な ど に 合わ せ で 、 
オー ディ オ の 長 さ を 調節 す 
る と と 。 例え ば 、120BPM 


で 作成 し た オー ディ オ ・ フ ァ ーー 


イル を 130BPM の ソン グ 
に 読み 込む と 、 そ の オー ディ 
オフ ァイル は 130BPM の 
長き に 調 妨 され 、 な お か つ 
音程 な ど は 基本 的 に 120 
BPM の 状態 が 経 持 され る 


( 李 冶 に テン ポ が 異な る 場 ーーー 


合 な ど は 音質 が 変化 する 場 
合 も ある )。 


KG hr | 


song フ ァイル は Siudio On 
APE の 画面 上 に ドラ ッ グ る 
ドロ ッ プ し て 開く こと も で 


きま す 。 = 
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す 。 複数 の ツン グ を 開い て いる 場合 は 、 選択 し た ツン グ の み を 閉じ ます 。 
すべ て を 閉じ る : 現在 Sudio One APE で 開か れ て いる すべ て の ソン グ を 
閉じ 、 スタ ー ト ペー ジ 画 面 に 戻り ます 。 
名 前 を 変更 .… : 現在 開か れ て いる ソン グ の 名 前 を 変更 し ます 。 基 本 的 に 
は を の ソン グ を 含む フォ ル ダ の 名 前 も 変更 され ます が 、 後 述 の 「 別 名 で 保 
存 .…」 で 保存 し た song フ ァイル の 場合 は 、 song ファ イル の 名 前 の み が 変 更 
され ます 。 
@ 新規 バー ジョ ン を 保存 h SCtrrShift+ 
Alt+S) : ソング の 別 パ ページ ョ ン を 、 現在 開い て いる ツン グ の フォ ル ダ 内 に 
作成 され る 「Historyj」 フォ ル ダ に 保存 し ます 。「History」 フ ォ ル ダ 内 の ツ 
ング ・ フ ァイル は すべ て バー ジョ ン 悦 いと し て 設 識 され る の で 、 1 つの フォ ル 
ダ に は 別 の 楽曲 を 混ぜ な い 方 が よい で し ょ う 。 ま た 、 こ の メニ ュー を 選ぶ と 
バー ジョ ン の 説明 を 入力 する 画面 が 表示 きれ ます 。「 ギ ター 抜き 」 な ど わ か | 
りや すく 入力 し て お きま し ょ う 。 
バー ジョ ン を 復元 ン を 復元 画面 が 開き 、 ソ ング の 別 ペ ベー ジョ ン 
を 選択 で きま す 。 ス ター トペ ー ジ 画面 の 最近 使っ た ファ イル 欄 の リス ト で 目的 
の ソン グ を control キ クリ ッ ク 右 クリ ッ ク し て 該当 する バー ジョ ン を 選択 す 
る こと も で きま す 。 
保存 +S ン Ctrl+S) : 新規 ツン ダグ の ッ ン グ タ イト ル 欄 に 入力 
し た 名 前 で 、song フ ァイル を 保存 し ます 。 保存 きれ る song フ ァイル に は 、 
Fiapro Stndio な どの プラ グイ ン の 設定 や 内 容 (<6) も 含ま れ ます 。 
on and+S ン Ctrl+Alt+S) : バッ クア ッ プ な 
どの た め に song フ ァイル を 別 の 名 前 で 保存 で きま す 。 ま た MIDI フ ァイル 
(7) な どの 書き 出し で も 使用 し ます 。Piapro Studio の 最新 の 状態 を song 
ファ イル へ 確実 に 保存 し た いと き に も 、「 別 名 で 保存 .…」 を 選ぶ の が オス ス 
ズ で す 。 
新規 フォ ル ダ ー に 保存 …: 現在 開か れ て いる ツン グ が 合 ま れ て いる フォ ル 
ダ と は 別 の フォ ル ダ を 作成 し て song フ ァイル を 保存 し ます 。 
人 ⑳ テ ンプ レー ト と し て 保存 … : 現在 開か れ て いる ツン グ を テン プレ ー ト (ひな 
形 ) と し て 保存 し ます 。 保存 し た テン プレ ー ト は 新規 ソン グ 両 面 の ユー ザー タ 
ブ か ら 開 く こ と が で きま す 。 
@ 元 に 戻す : 開か れ て いる ソン グ を 前 回 保存 時 の 状態 に 戻し ます 。 

慣れ な いう ち は 最初 に 起動 し た と き に 「『 保 存 」 を 選ん で song ファ イル を 
作成 し て お き 、 そ の 後 は 曲 に 重要 な 変更 を 加え る た びに 「 列 名 で 保存 .…」 
を 居 ん で 、 バー ジョ ン 途 いで ある こと が わか る よう な 名 前 を 付け て song フ ァ 
イル を 複数 作っ て い 《 と よい で し ょ う 。 曲 目 の 後に 日 付 を 利用 し た り 、 通 し 
番号 を 付け る な ど 工 夫 し て みて だ さい 。 


O 


吉 8 
Piapro Studio な どの 
プラ グイ ン の 設定 や 内 容 
Sudio One APE で は 設定 
し た 時 間 ど と に 自動 で 
SOng フ ァイル を 保存 する 
指 能 が ある 。 設定 し た 時 間 
内 に ソン グ で の 編集 や 表示 
の 変更 が ー 切 無かっ た 場合 
に は 自重 保存 され な い の で 、 
例え ば Piapro Studio 内 で 
の 加工 し か 行なわ な か っ た 
屋 に は Piapro Studio で の 
変更 が song フ ァイル に 自 
動 保存 され な いこ と に な る 。 
トラ ブル を 防ぐ た め に は 
Piapro Studio か ら poS「 フ ァ 
イル を 定期 的 に 保存 する 
か 、「 別 名 で 作 存 .…] を 行う 
こと を お 勧め する 。 な お 、 
自動 保 存 の 設定 は メニ ュー 
の Studio One > 環境 設 
定 --(Mac) Studlo One 
> オプ ショ ン -.(Win) で オ 
プシ ョ ン 画面 を 表示 し て ロ 
ケー ショ ン 画 面 を 開き 、 ユ ー 
ザー デー タタ ブ 内 で 行う 。 


7 
MIDI フ ァイル 

個別 の MDI イ ベン ト を 
MIDI フ ァイル と し て 書き 
出す に は 、 その MIDI イベ ン 
ト を contro キ クリ ッ ク 右 
クタ リック し て 開く メニ ュー 
か ら 、 イ ンス トゥ ル メ ント パー 
トッ バー ト を MIDI フ ァイル 
に エク ス ボ ポート.… を 選択 する 。 


PART5 | 曲 作り と Studio One APE の 革 太 色 識 


Piapro Studio 使用 時 の 注意 点 

複数 ツン ダ を 開い た 場合 、 Piapro Studio は その 中 の 1 つの ソン グ 内 で 1 
つ だ け 使 えま す 。Piapro Studio を 使う 際 に は Studio One APE で 開い て 
いる ソン ダグ の 中 Piapro Studio を 使っ た ソン グ が 残っ て いな いか 確認 し 
て か ら 使 いま し ょ う 。 

ちな み に 、 復 数 の DAW を 同時 に 起動 し た 場合 で も 、VSTi、Audio Units 
の 違い に か か わら ず 、 最初 に 立ち 上 げた Piapro Studio だ けが 使え ます 。 


四国 2 ミッ クス の パウ ンス 

TDAW 上 の トラ ッ ク や イベ ント か ら オ ー デ ィ オ ・ フ ァイル を 書き 出す こと を 
一 般 的 に パウ ンス (ある い は 書き 出し プレ ンダ リン グレ ンダ ー) と 呼び ま 
す 。 楽 曲 の 2 ミッ タス を バウ ンス する に は 、 メ ニュ ー の ソン グ > ミ ックス タウ ン 
を エク スポ ボー ト .… 但 (command+E ン CtrE) を 選び ます 。 


する と ミッ クス ダウ ン を エク スポ ボー ト 面 
が 開き ます 。 こ こ で は 作成 する オー ディ 


オ ・ フ ァイル の 保存 場所 、 フ ァイル 名 、 /DocumentsSludioOns/Songw-down 
フォ ー マ ッ ト な ど を 設定 で きま す 。 ま た ュー 
トラ ッ ク に イン ポート の チェ ッ ク を 入れ 回 LU 


て お く と 、 現在 開い て いる ツン グ 上 に 、 
書き 出し た 2 ミッ クス が 読み 込ま れ ます 。 


バウ ンス する 範囲 は エク スポ ボー ト 範 囲 
杜 @ で 設定 し ます 。 幾 つか 
ます が 、 P194 で 解説 し た ロケ ー タ ー を 
楽曲 の 最初 か ら 最後 まで 設定 し て 、 ル ー 
プ 問 @ を 選ぶ と よい で し ょ う 。 


芝 斑 トラッ ク イベ ント オー ディ オ | 
ファ イル を イン ポー 
ミッ クス ダウ ン を エ 
ステ ム を エク スポ ー 
Notion に 送信 .… 


マス タリ ング ファ イル を 更新 .、 


行方 不明 の ファ イル を 検索 
行方 不明 の デバ イス を 検索 .… 
使用 され て いな い ファ イル を 削除 プロ セ Y テン ポ を 填 き 出す 
外部 ファ イル を コピ ー. 


メデ ィ ア フォ ル ダ ー を Finder に 表示 


ソン グ 設 定 .… 
ソン グ 情 報 


ー ト 
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複数 トラ ッ ク 単 位 を 同時 に バウ ンス 

メニ ュー の ソン グ > ス テム を エク スポ ー ト .… (shift+command+E ノ Ctr+ 
Shift+E) を 選ぶ と 、 ステ ム を エク スポ ボート 画面 が 開き ま は 左側 の リ 
スト で 選択 し た トラ ッ ク タク もしくは チャ ン ネ ル を 個別 に ベ ウ ンス で きま す 。 ミック 
ス ・ ダ ウン を ほか の 人 に 頼む と き に は この 方 法 で バウ ンス する と よい で し ょ う 。 


エクス ポート 人 


トラ ッ ク プ イベ ント を パウ ンス 

オー ディ オイ ベン ト や イン スト ゥ ル メ ント トラ ッ ク ブ イベ ント を バウ ンス する 
こと も 可能 で す 。 
@ イ ンス トゥ ル メ ント トラ ッ ク を パウ ンス 

トラ ッ ク 名 が 表示 され た エリ ア で control キ クリ ッ ク 右 クリ ッ ク し て メニ ュ 
ー を 開き 、 オー ディ オト ラッ ク に 変換 介 を 選び ます 。 す る と イン スト ゥ ル メ ント ト 
ラッ ク を 変換 画面 が 開き ます 。 で は イン サー ト ・ エ フェ クト 含め て オー デ 
ィ オ 化し た り 介 、 変換 元 の イン スト ゥ ル メ ント トラ ッ ク を 維持 代 、 イ ンス トッ 
ル メ ント を 削除 伯 と いっ た 設定 が 行え ます 。 自動 テイ ル 人 ほ と は 余韻 を 自動 
的 に 検出 する 機能 で す 。 リ バー ブ の よう に 長い 余韻 を 伴う エフ ェクト を 使用 
し て いる 場合 は チェ ッ ク を 入れ て お きま し ょ う 。 


PART5 | 曲 作り と Studio One APE の 革 磁 和議 


EDP 


テイ ル 


介 イ ベン ト を パウ ンス 

イン スト ッ ル メン トイ ベン ト を オー ディ オ 化 する 場合 は 、 イ ベン ト を 選択 し 
て control エ クリ ッ ク 右 クリ ッ ク し て メニ ュー を 開き 、 イベ ント > 選択 を パウ 
ンス 員 (command+B ン Ctrl+B) ある い は 新規 トラ ッ ク に バウ ンス 
(option+command+B ン Ctrl+Alt+B) を 選び ます 。 す る と 新た な オー 
ディ オト ラッ ク に オー ディ オ ・ デ ー タ が 書き 出さ きれ て 、 元 の イン スト ゥ ル メ ン 
トト ラッ ク は ミュ ー ト され た 状態 に な り ま す 。 


デイ オイ ベン ト も 方 法 は イン スト ウル メン ト と 同じ で す が 、 イベ ント > 返 Cm 二 
らい 本 3 ae っ 複数 の イベ ント を パウ ンス 
択 を パウ ンス を 理 ぶ と 、 新た な オー ディ オイ ベン ト が 、 同じ トラ ッ ク 上 に 作成 する 昌 人 は イン スト ッ ル 
され ます 。 こ の 場合 は イン サー ト し た エフ ェクト の 効果 は 合 まれ ず 、 フ ェ ー 2 の 0 の ーー 
ド な どの 情報 だ けが 反映 きれ ます 。 新規 トラ ッ ク に パウ ンス を 選ぶ と イン サー 人 (G) で 先 に イベ ント を 
寺 合 し て か ら 5 バウ ンス を 行 
ト し た エフ ェクト を 反映 し た イベ ント が 新た な トラ ッ ク 上 に 作成 され ます 。 いま 
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Piapro Studio の バウ ンス 


初 バウ ンス する に は 、Piapro Studio 上 
control エ クリ ッ ク 右 クリ ッ ク し て 、 メ ニュ ー か ら リ ー ジ ョ ン の 書き 出 
し .… (option+command+E ン Ctrl+Alt+E) を 選ぶ の が 最も 確実 で す 
(P64 参 照 ) 。 こ の 場合 、 書き 出し た オー ディ オ ・ フ ァイル は 手動 で Studio 
One APE の オー ディ オト ラッ ク へ 配置 する こと に な り ま す 。 

それ 以外 に 、 前 述 し た Studio One APE の 機能 の 中 で も 下記 の 2 つ を 利 
用 する こと も 可能 で す 。 

介 メ ニュ ー か ら ソ ング > ステ ム を エク ス ボ ポート .… (shift+command+E 
Ctrl+Shift+E) を 選び 、 ス テム を エク スポ ボー ト 画 面 の ソー ス 欄 で は チャ ン ネ ル 
を 選ん で 、 Piapro Studio が 出力 され て いる チャ ン ネ ル を 選ぶ 輸 。 

人 @ ト ラッ ク 名 きれ て いる エリ ア で control エ クリ ッ ク 右 クリ ッ ク し て 、 
メニ ュー か ら オ ー デ ィ オ トラ ッ ク に 変換 を 選ぶ 。 


ー ジ ョ ン を 


We ファ イル 


ー ト エッ ド マ ー カ ー 還 


1 


エク ス ボ ー ト 役人 じ る 


ッ プ 。 ァ ャ ッ ント 


キャ ン ャ ル 


(CTR 


ステ ム を エク スポ ー ト で は 、 
チャ ン ネ ル 名 が ファ イル 名 
に な る の で 、 あ ら か じ め コ 
ン ソ ー ル で チャ ン ネ ル 名 を 
付け て お く と わか りや すぐ 
な り ま す 。 


Studio One APE で 曲 作 り 


「 初 音 ミク V4X」 と Studio One APE の お いし い 機 能 を 活用 し た デモ ソ 
ング 、 「Parachute」 を ど 用 意 し まし た 。 ここ まで に 登場 し て いな い 機 能 や 
テク ニッ ク も 含め て 、 音楽 制作 の 醍醐 味 を 味わっ て いた だ けれ ば 幸い で す 。 


01 コン セプト と 収録 ファ イル 05 ペー ス を 打ち 込む 
02 ドラ ム を 打ち 込む 06 歌 の 打ち 込み 
03 ルー プ を 使っ た ビート: メイ キン グ 07 ミッ クス 

04 シン セ の パッ キン グ ・ パ ー ト 


01 コン セプト と ト に 


arachue ypy /Paracnute_Ewav 
フ ア ガ レ EERmgZ Parschute.song / Parachute_Esong 


まず は 制作 する 曲 の コン セプト と 、 楽 曲 デ ー タ に つい て 説明 し ます 。 ダウ ン ロ ー ド 素材 「PART6] フォ ル ダ 内 


の Parachute.wav を 聴き な が ら 読 ん で みて くだ さい 。 
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還 還 コン セプト 

Fiapro Studio と Studio One APE を 使っ た 曲 作り の 具体 例 を ご 紹介 する 
た め に 「Parachute」 と いう デモ ソン グ を 作成 し まし た 。 筆者 の 友人 で ある 
鶏 き ん に 「Parachute」 と いう 歌詞 の 1 コー ラス 分 だ け を お 借り し て いま す 。 

も と も と は 00 年 代 の アシ ッ ド ジャ ズー ク ラブ ・ ジ ャ ズ テ イス ト で 作成 し た 曲 
で す が 、 今 回 の デモ ッ ン ダグ で Studio One の 機能 を 活用 する に あたっ て 
を 加え まし た 。 

歌 の メロ ディ は ほ ば 原 曲 の まま に 、 シ ン セ の ゆっ た り し た 空気 感 と 強め の 
ビー ト 感 で 飾り 付け を 施し て いま す 。 こ うし た 、 復 数 の ジャ ン ル で 混成 する 
スタ イル は か つて 主 に ドラ ムン ベー ス で 活用 きれ た も の で 、 を の 歴史 を 振り 
返る イメ ー ジ で 、 楽曲 後半 に ドラ ムン ペース の ルー プ を 盛り 込ん で み ま し た 。 

楽曲 制作 に 使用 し た ツ フ ト 音 源 や エフ ェクト は すべ て Studio One APE 
付属 の も の で す 。 ま た SONICWIRE (1) の ご 好意 に より 、 半 つ か の オー 
ディ オ 素 材 を ご 提供 いた だ いて 、 加 工 し た も の を 使用 し て いま す 。 


楽曲 デー タ に つい て 

本 章 に 対応 する ファ イル は ダウ ン ロ ー ド 素材 の 「PART6」 フォル ダ に 収 
録 し まえ し た 。 ま た 、 本 曲 は ppsf プ WAYV ノ song と も に 2 種類 ずつ 用 意 し て 
いま す 。1 つ は 『 初 音 ミク V4X』 の み を 使用 し た も の で 、 も う 1 つ は 英語 孤 
『 ミ ク V4ENGLISH』 も 併用 し た も の で す 。 
で は 、 日 本 語 の 歌声 DB の み を 使用 し て 解説 を 進め て いき ます 。 も 
し 、 日 本 語 の 『 初 音 ミク V4X』 の ほか に 、『 初 音 ミク V4ENGLISH』 を お 
持ち の 方 、 あ る い は 『 初 音 ミク V4X バン ドル 』 を お 持ち の 方 は 、 下 記 の ファ 
イル 名 を 参考 に 、 英語 ライ ブラ リー で の 歌 作 り を チェ ッ ク し て みて 〈 だ きい 。 
人 @ 完 成形 の オー ディ オ ・ フ ァイル 

Parachute.wav: 日 本 語 歌声 DB の み を 使用 

Parachute_E.wav : 英語 歌声 DB る 使用 
人 @Studio One APE の ソン グ ・ フ ァイル (32) 

Parachute.song : 日 本 語 歌声 DB の み を 使用 

Parachute_E.song : 英 話 歌声 DB も 使用 
代 ppSf フ ァイル 


w1 
SONICWIRE 

[物音 ミク V4X」 の 開発 
取 売 元 で ある CRYPTON F 
UTURE MEDIA が 通 営 す 


2 
Studio One APE の 
ソン グ - フ ァイル 

[初音 ミク V4Xj の 最低 動 
作 人 条件 と 同等 の パソ コン 環 
境 で は 、 初 回 再生 時 に 音 切 
れ 等 が 発生 する 可能 性 が あ 


る が 、2 回 目 か ら の 再生 で は 
ほぼ 問題 な く な る は ず だ 。 ご 
れ は Piapro Studio が 前 回 
再生 時 の 情報 を キャ ッシュ 
と し て 保持 する た め (編集 作 
業 等 を 行う と 、 再 び 音 切れ 
等 が 発生 する 可能 性 が あ 
る )。 それ で も 解消 で き な い 
場合 は P3S や PS38 を 参考 に 
デパ イス プロ ッ ク サイ ズ の 
価 を 増やし て みて ほし い 。 


Parachute.ppsf : 日 本 話 歌 


DB の み を 使用 
語 歌 声 DB る 使用 


Parachute_E.ppsf: 


フォ ル ダ ー ト ラッ ク 
で は 、 デ モ ソ ング の song フ ァイル を 見 て いく た め に 必要 と な る Studio One 
APE の 機能 を 2 つ 紹 介し て お きま し ょ う 。 ま ず は フォ ル ダ ー ト ラッ ク で す 。 こ 
れ は 複数 の トラ ッ タ を 1 つの トラ ッ ク に まとめ る 機能 で て 、 ト ラッ ク 数 が 多い 楽 
曲 で も ツン グ 画 面 を スッ キリ させ る こと が で きま す 。 

例え ば 「 ド ラム フォ ル ダ ー」 トラ ッ ク 作 が フォ ル ダ ー ト ラッ ク で 、@ が フォ 
ル ダ ー 内 の トラ ッ ク で す 。 (に は フォ ル ダ ー の アイ コン が 表示 され て いま 


す 。 を クリ ッ ク す る と フォ ル ダ ー 内 の トラ ッ ク が まとめ られ ます 。「 シ ン セ 
フォ ル ダ ー」 トラック 人 と 「 ボ ポー カル 」 ト ラッ ク 伯 も フォ ル ダ ー ト ラッ ク で す 。 


ネフ ォ ル ダー トラ ッ ク を 閉じ た 状態 


フォ ル ダ ー ト ラッ ク は 、 まとめ た い ト ラッ 
ク を 複数 選択 し て 、control キ クリ ッ ク 
右 ク リッ ク の メニ ュー で フォ ル ダ ー に 
を 選べ ば 作成 で きま すき 3)。 


PART6 | Studio One APE で 曲 作り 


s3 

フォ ル ダ ター に バッ ク を 

人 違 べ は 作成 で きま す 
メニ ュー の トラ ッ ク ン フォ 
ル ダ ー ト ラッ ク を 追加 、 も 
し < は T で トラ ッ ク を 道 加 
画面 を 問 き 、 タ イプ 樽 で 
「 フ ォ ル ダー] を 選ん で も 
フォ ル ダ ー ト ラッ ク を 作成 
で きる 。 これ ら の 場合 は 、 ま 
と め た い ト ラッ ク を フォ ル 
ダー トラ ッ ク に ドラ ッ グ & 
ドロ ッ プ し て 追加 し て いく 。 
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カビ ド ラジ タグ 

も う 1 つ の 検 能 は マー カー トラ ッ ク 介 で す 。 こ の トラ ッ ク で は マー カー@ と 呼 
ば れる 目印 を 付け る こと が で き 、 再 生 カ ー ソ ツル の 移動 に も 利用 で きま す 。 マ 
ー カ ー ト ラッ ク は 9 の アイ コン を クリ ッ ク し て 開き ます 

この デモ ッ ソング で は 「 イ ント ロ 」「A メロ 」「B メロ 」「 ブ リッ ジ 」「 す サビ 」「 大 
サビ 」 の よう に 、 曲 の 展開 に 応じ て マー カー を 付け て いき まし た 

マー カー の 追加 は Y ン Insert で 行い ます (*%) 。 次 の マー カー へ は 
shift+N、 前 の マー カー へ は shift+B で 再生 カー ツル を 移動 で きま す 。 マ ー 
カー を ダブ ルク リッ ク す れ ば 名 前 も 付け られ ます 。 

な お 、 の は スタ ー ト マー カー、 は エン ド マ ー カ ー で す 。 これ は 新規 ソン グ 
画面 の ソン グ 長 さ で 指定 し た 長き さ に 従っ て 付け られ ます が 、 マ ー カ ー ト ラッ ク 
上 で ドラ ッ グ し て 変更 で きま す 


四半 歌詞 
歌詞 る 紹介 し て お きま し ょ う 。 


公園 の ブラ ンコ 手 を 伸ばす 街 の 灯り 
振り 返る 景色 は あな た の 温もり の 残り 香 


爪先 に か か る まだ 夢 を 見 て る 
つの 思い 出 に 部 を か けた 


壊れ か け の パラ シュ ー ト 広げ て 何処 か 称 く 行け た ら 
あの 日 か ら の エピ ソー ド グラ ス の 中 沈め て 泡 に な る の 


listen to my pain お や すみ な さい 
blazing on this head 夜 に 抱か れ て 
music of my pray 小波 の よ に 

押し 寄せ る 言葉 は 今 は いら な い の 


壁 に もたれ た ら 窓 を 開け て 
乾い た 夜 の 香り に 混 さ りこ む の 
柔らか な 風 の 中 で 

記憶 は 白い 吐息 に 溶け て 


2 
マー カー の 追加 は 
Y/Insert で 行い ます 
マー カー の 追加 は マー カー 
トラ ッ ク を 閉じ た 状態 で も 
可能 。 


OpenGL と いう 層 択 肢 が 
あり ます 。 OpenGL 対応 の 
パソ コン 環境 で あれ ば 、 こ 
れ に より 画面 の 模 画 に か か 
る 貞 揚 が 軽 若 され ます 。 デ 
フォ ルト で チェ ッ ク が 付い 
て いま す が 、 念 の た め に 志 
認 し て み ま しょ う 。 
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(| 2 | ドラ ム を 打ち 込む 


それ で は デモ ソン グ 制 作 の 工程 を 解説 し て いき まし ょ う 。 まず は ドラ ム ・ パ ー ト か ら で す 。 ド ラム は 主 に 打ち 込み 
と ルー プ を 使用 し て いま す が 、 ま ず は 打ち 込み の 方 か ら 見 て いき ます 。 


「 ド ラム フォ ル ダ ー」 トラ ッ ク の 構成 
メイ ン と な る ビー ト を 打ち 込ん だ の は 「 ド ラム フォ ル ダ ー」 トラ ッ ク 内 の 各 ト 
1 
ラッ ク で 、 各 パー ト に 分 け て 打ち 込ん で いま す 。 ド ラム だ け 聴 いて みた い 場 コン ソー ル 画 面 の 


合 は 「 ド ラム フォ ル ダ ー」 トラ ッ ク を ツ ロ (S) に し て 再生 し て 《 だ さい 。 す る の 


と 、 フ ォ ル ダー 内 の トラ ッ ク が すべ て ソロ 状態 に な り ま す 。 1 ウル ズン ト を 使っ くい る 
ON に _- の か 、 ま た コン ソー ル 画 面 

ここ か らき さら に 特定 の パー ト だ け 聴 きた いと き は 、option Alt を 押し な の チャ ン ネ ル が 、 ど の トラ ッ 
Se 電 の 2 の も の な の か は 、 と も す 
が ら ト ラッ ク の S ボ タン を クリ ッ ク し ます 。 れ ば 混乱 し が ちな の で 、 イ 
「 キ ッ ク 」 介 、「 ス ネ ア 」、「 ハ イハ ッ ト 」@、「 シ ン バ ル 」⑲ の 各 ト ラ > 2 コス 億 あ 59M 
人 1 @ 9 本 l の 仙 か 2 タ trol+ クリ ッ ク ンク リッ ク 

ク は 、 コ ン ツ ソー ル 画 面 の イン スト ゥ ル メ ント (*※1) に 表示 され て いる 1 人 台 の し て わか りや すい 名 前 に 変 


Impact (P204 参 照 ) を 時 ら し て いま す 。 こ の よう に 複数 の イン スト ウル メン 002。 


トト ラッ ク で 1 人 台 の ツ フ ト 音 源 を 鳴ら し た い 場合 は 、 Contro+ ク リッ クノ 右 ク 2 


フィ ル 


リッ ク の メニ ュー で 、 ト ラッ ク の 複製 で トラ ッ ク を 増やし て いく と よい で し ょ う 。 フィ ルイ ン (fill in) の 路 。 要 

吉 ど 所 に 入る 閉 飾 的 な フレ ー ズ 

「 フ ィ ル 人 @」 (2) 、「 ド ラム ルー プ 」 め 、「 エ フェ クト 」 は オー ディ オト の こと 。 日 本 語 で は "お か 
ラッ ク で 、 オ ー デ ィ オ ・ フ ァイル を 読み 込ん で 鳴ら し て いま す 。 3 本 語 


@@@@@ ⑨⑤@ 
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時 4 2 種類 の スネ ア と ハン ドク ラッ プ 

ド の エディ ター 画面 で は 、 イ ント ロ 骨 頭 の 2 小節 分 の ドラ ム ・ パ ター ン を 表 
示し て いま す 。「 キ ッ ク 」 倫 ノ 「 ス ネ ア 」@ プ 「 ハ イハ ッ ト 」 ン 「 シ ン バ 
ル 」⑳ の イベ ント を shift+ ク ! し て 複数 選択 し て 、1 つ の 両面 に 表示 
し まし た 。 

スネ ア は 庶 行 き 感 を 出す た め に 8 種類 の 音色 を 使用 し て いま す 。⑨ は メ 
イン の スネ ア 、⑤ は 細か い フ レー ズ 用 スネ ア 、( 〇 は メ イン を 補強 する ハン ド 
クラ ッ プ で す 。 ま た 、 ハ イハ ッ ト も 2 種類 使っ て いて 、 1 つ は クロ ー ズ ド ハ イ 


ハッ ト の ⑨、 も う 1 つ は オー プン ハイ ハッ ト の で す 。 な お 、⑨ は イン トロ 3 
ドラ ッ グ & ド ロッ プ す れ ば ぼ ば 
部 分 で は まだ 登場 し て いま せん 。 ます 


< セン タン ドッ タ シ 5 エ いう 感 に の ゆっ た メニ ュー の ソン ダッ > 外部 ファ 
ドン タン ドッ タン ” と いう 感じ の ゆっ た 7 


これ に 対し て 、 ス ネ ア ⑮⑥ や ハイ ハッ ト ⑨ は 、 外部 の オー ディ オ ・ フ ァ イ 
ル も song ファ イル と 同 随 


メイ ン の スネ ア ③ と キッ ク は . 
り と し 大 2 小節 パタ ー ン で す 


分 音符 を 使用 し た 細か い フ レー ズ 人 に し て 、 EDM らし さ を 出 し まし た 。 層 の 「Media] フォ ル ダ に 
また 、 エ ディ ター の 左端 が 見 慣れ た 鍵盤 の 絵 で は な く 、Tmpact に 読み の 
込ん だ オー ディ オ ・ フ ァイル 名 に な っ て いま す 。 こ の 表示 スタ イル は 条 る オー ディ オ ・ フ ァイル は ブ 
2 ラウ ザ の プー ル タ ブ で 確認 

の アイ コン で 切り 替え られ ます 。 で きる 。 


@ 

@ 
@| 

@- 


@ 


ドラ ム ・ キ ッ ト に つい て 

この デモ ッ ン グ で は 市 販 の オー ディ オ ・ フ ァイル を 使用 し て いま 
す が 、 そ れ ら は Impact の パッ ド ヘ ドラ ッ グ 員 ド ロッ プ す る だ け で 
追加 で きま す (な *3) 。 ま た ブラ ウザ の ルー プ タ ブ 倫 に は 、 単音 の ド 
ラム 普 も 用 意 き れ て いま す 。 例え ば 、Dubstep> Drums > one- 
shot を 開い て みて くだ さい 。 こ こ に ある の は キッ ク や スネ ア 、 
ハイ ハッ ト な どの 単音 素材 で す 。 こ れ ら を Impact の パッ ド ヘ ドラ 
ッ グ & ド ロッ プ す れ ば 、 ドラ ム ・ キ ッ ト を 自作 で きま す 。 プ リセット 
を 選ん で みて 、“ キ ッ ク は いい けど 、 ス ネ ア が ちょ っ と ” と 思っ た 
ら 、 こ うい うと ころ で 別 の スネ ア を 選ん で 追加 し て し まえ ば いい わ 


一 kroonwe 
け で す 。 F 穫 


硬 cxoosww 


ドラ ム の バー ト を マル チア ウト する 

Impact 上 に 好み の ドラ ム 音 を 並べ た ら 、 各 パー ト を エフ ェクト で 個別 に 
音 作 り で きる よう に アウ ト プ ッ ト を 設定 し まし ょ う 。 

各 パ ッ ド の 狼 を クリ ッ ク す る と 、 出 力 先 の リス ト が 人 @ の よう に 表示 され る の 
で 、 そ れ ぞ れ 選 ん で いけ ば 、 コ ン ソ ー ル 画 

この と き チ ャ ン ネ ル に は わか りや すい 名 前 
分 を ダブ ルク リッ ク し て 変更 で きま す ) 。 


和 を 付け て お きま し ょ う (名 前 部 


1 | 1 


バッ ド の 再生 方 法 
Impact で は 、 パ ッ ド を 選択 し て か ら Play Mode @ で 
再生 方 法 を 設定 し ます 。 以 下 の 4 種類 が あり ます 。 
③ One Shot Poly : パッ ド の 音 が 最後 まで 再生 され ます 。 
⑤ One Shot Mono : パッ ド の 音 が 最後 まで 再生 きれ ます 
E 中 に 再度 ペッ ド を 鳴ら す と 、 前 の 音 の 余韻 が 消え 


Toggle : MIDI ノ ー ト (パッ ド ) が スイ ッ チ の よう に 機能 する モー ド で す 。 
最初 の MIDI ノ ー ト で 音 が 鳴り 、 次 の MIDI ノ ー ト で 音 が 止ま り ます 。 
⑱ Note On/Off : MIDI ノ ー ト の 長 さ の 分 だ け 再 生 し ます 。 
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人 間 が た た いて いる よう な ドラ ム を 打ち 込む と すれ ば 、One Shot Poly 
に し て 、 連 打 し た 場合 に 余韻 が 残る よう に する と リア ル な 音 に な り ま す (4%。 

し か し 、 エ レク トロ ニッ ク な ダン ス 系 の ピート で は 、 ドラ ム 音 の 長き を コン 
トロ ー ル し て 、 リ ズム と し て の 強弱 を 作り 、 グ ルー プ 感 を 構築 する と いう 手法 
が よく 使わ れ ます 。 

デモ ソン グ で も る 、 シ ン バ ル 以外 の パッ ド を すべ て Note On/Off に 設定 し 、 
IMIDI ノ ー ト の 長 さ で ドラ ム 音 の 長 さ を コ ント ロー ル し まし た 。 

また 、 シンバ ル は One Shot Mono に 設定 し て いま す 。 こ の は 連 
打 し た 場合 に 前 の 音 の 余 龍 が 消え る の で 、 本来 な ら ば シン バル に は 適さ な 
いわ け で す が 、 そ を の 機械 的 な サウ ンド が エレ クト ロニ ッ ク な 音楽 に ユニ ー ク 
な 効果 を も る た らし ます 。 


音色 の 作り 込み 

Impact 上 で 音色 を 作っ て い 《 と き は 、 まず FLT (フィ ルター) W を 使っ て 
みる と よい で し ょ う 。 

例え ば 、 細か い フ レー ズ 担 当 の スネ ア 人 @ は 高く 鋭い 響き に する た め ハ イ 
パス ・ フ ィ ル ター (A HP 12dB) で 中 域 以 下 を カッ ト し て 、 フィ ルター・ エ 
ン ペ ロープ の ディ ケイ (D) ⑨ を 絞っ て いま す 。 

その 他 の パッ ド で も 、 ピ ッ チ (PITCH) や フィ ルター を 微 調整 し て いる 
の で 参考 に し て みて くだ さい 。 


まん 
リア ル な 音 に な り ま す 
ハイ ハッ ト の クロ ー ズ ド と 
オー プン の よう に 、 同 時 に 
軸 る と 不 自 希 な パー ト の 場 
合 は 、Play Mode の 右上 
に ある Choke で 、 両 者 を 同 
し 番号 に 設定 する と 、 後 か 
ら 鳴 らし た ほう だ け 再 生 さ 
れる 。 


オー トメ ーション で 音色 加工 

「 ス ネ ア ピ ッ チ 」 ト ラッ ク 介 を 見 て て だ さい 。 こ れ は オー トメ ーション トラ ッ 
ク で 、 Impact の 細か い フ レー ズ 用 スネ ア (パッ ド の 表示 は ud _snare_atla 
nta) の ピッ チ ・ エ ン ベ ロ ー プ (Pitch Env Depth6) 介 を コン トロ ー ル し て 
いま す 。26…28 小 節目 ⑳ や 58 小 節目 の 3 て 4 拍 目 人 ゆ を 聴い て みて くだ さい 。 


ここ で は スネ ア が 連打 し な が ら 、 ピッ チ が 上 が っ て いく 効果 が 生ま れ て いま す 。 

単に ピッ チ (音程) を 変え ん る だ け な ら 、Transpose ⑬ を オー トメ ー シ ョ 
ン す れ ば いい の で す が 、 こ の パラ メー ター は 整数 値 だ け な の で 階段 状 、 つ 
まり カク カク し た 変化 に な っ て し まい ます 。 を こ で 、 Impact 上 の Env (ピッ 
チ ・ エ ン ペ ロー ブ ) @ を 使う と 滑ら か に 変化 させ られ る の で す 。 
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で ① 馬 瑞 Impact 上 で の 再生 節 囲 設定 
Impact で は オー ディ オ ・ フ ァイル の 再生 範囲 


則 


カー ソル を 当て る と 手 の ア イコ ン 倫 
で 、 そ の まま 左右 に ドラ ッ グ する と 、 再生 され な い 
範囲 が グレ ー ア ウト 表示 に な り ます 。 不要 な 部 
分 を カッ ト し た いと き に 便利 で す 。 同様 の こと は 
SampleOne で も 可能 で す 。 さら に トラ ッ ク 上 の イ 
ベン ト の 長 さ を あら か じ め 変更 し て お く と 、 そ の イ 
ベン ト の 長 さ で Impact 上 に 読み 込め ます 。 


化す る の LU、LL II 


3 ルー プ を 使っ た ビー ト ・ メ イキ ング 


前 セク ショ ン で は Impact を 使っ た 打ち 込み の ドラム 作 り を 解説 し まし た が 、 こ こ で は ルー プ 素 材 を 使用 し 
た オー ディ オ ・ フ ァイル に よる ビー ト 作 り の 例 を 紹介 し ます 。 


ルー プ は タイ ム ス ト レッ チ モ ー ド で 

「 ド ラム ルー プ 」 トラ ッ ク 介 で は 、“ ド ラム ン ベ ー ス その も の ” と いっ 大 た 趣 の 
ルー プ を 使用 し まし た 。 

この ルー プ は 「dnb_drm170 rugged_ful」 と いう 名 前 で 、 “170" と は テ 
ン ポ が 170BPMI で ある こと を 示し て いま す 。 し か し 、 こ の 曲 の テン ポ は 
180BPM な の で 、 ル ー プ の テン が あり ます 。 
イン スペ クタ ー の テン ポ ボ @ で 、 タイ ム ス ト レッ チ @ を 選び 、 ル ー プ 
を 読み 込み まし た 。 こ れ で ルー プ の テン ポ が 自動 的 に 130BPM に 変更 され 
ます (》1) 。 


イン スペ クタ ー で ピッチ 変更 

ドラ ムン ベー ス 系 の ビー ト で は ピッ チ 感 も 大 切 で す 。 こ こ で は イン スペ ク 
ター の トラ ンス ポー ズ を 6 まで 上 げ て 倫 、 山 の 最後 の 大 サビ に . ふ きわ し い 疾 
走 感 を 演出 し まし た 。 な お 、 こ の イン スペ クタ ー は イベ ント に 対し て の も の 
な の で 、 イベ ント を 選択 し て か ら 変 更 する よう に し まし ょ う 。 


? MS 市 ドラ ムル ー プ 


ip wo 
MS Wo = フェ 


1 
自動 的 に 180BPM に 
変更 され ます 
自動 的 に タイ ム ス ト レッ チ 
され る の は テン ポ 情 報 を 振 
つ オ ー デ ィ オ ・ フ ァイル の み 。 
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EQ で 存在 感 を 調整 

ルー プ は グル ー プ を 簡単 に 曲 に 取り 込め る の で 、 疾走 感 を 表現 する と き な 
ど は と て も 便利 で す 。 し か し 、 こ の デモ ツン グ の よう に A メ ロ 、B メ ロ 、 ブ プリ 
ッ ジ と グル ー プ 感 が 変化 し 、 各 セ クシ ョ ン の 中 で も 細か く リ ズム ・ パ ター ン が 
変化 する よう な 曲 で は 、 ル ー プ を 加え る こと で グル ー ブ が 複雑 に な りす ぎ て 、 
か えっ て 曲 と し て の ノリ を 和 失う こと に も な りか ね ませ ん 。 

そこ で 、 こ の デモ ソング に お いて は 潔く 、 終盤 の 大 サビ まで ルー プ を 使用 
し ませ ん で し た 。 ま た 使用 する 際 も を 希 渡 に し て いま す 。 

存在 感 を 調整 する に は フェ ー ダ ー で 音量 を 調整 する の が 手 っ 取り 早い の 
持 徴 的 な 帯域 を 削る の も 有効 で す 。 
例え ば 、 リ ズム 系 は 高 域 と 低 域 を カッ ト す る こ 
の 場合 は 音程 感 


存在 感 を 抑え られ ます 。 
立つ 帯域 を 探す と よい で し ょ う 。 “よく 
ャ し た 感じ を 押え られ ます 。 
この デモ ソン グ で は 「 ド ラム ルー プ 」 ト ラッ ク に 付属 EQ の Pro EQ を 


3 の 【G Hihr | 
イン サー ト し て 、 HC (ハイ カッ ト ) 人 @ で 11kHz 以 上 を 、LC (ロー カッ ト ) 人 @ 0 EQ では 再生 呼 に | 
で 260Hz 以下 を 、 を それぞれ 36dB/Oct と いう 急激 な カー ブ プ の フィ ルター で の 画面 の よう に EQ 後 の 周 
半 和 域 が グラ フ で 表示 さ 
スッ パリ と カッ ト し て いま す 。 れ ま す 。 


な お 、 グ ルー プ が 強く 惑 目立ち する リズ ム ・ ル ー プ で あれ ば 、 オー ディ オ = 
ベン ド 機 能 で クオ ンタ イズ を か ける と 、 出し ゃ ば っ た 感じ を 抑え られ ます 。 
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イベ ント FX で 音色 加工 

イベ ント FX は 、 ト ラッ ク で は な く 、 イ ベン ト 単 体 に 対し て プラ グイ ン ・ エ 
フェ クト を か けら れる 便利 な 機能 で す 。 

デモ ッ ン グ で は 「 フ ィ ル 」 トラ ッ ク 人 の 75 小 節目 @ と 91 小 節目 で 使用 し 
まし た 。 こ の イベ ント を よく 見 る と Fx の 文字 が 記さ れ て いま す 。 ま た 、 イ 
ンス ペタ ター の ⑳ を クリ ッ ク し て イベ ント FX 棚 を 開い て みる と 、Autofil 
ter され て いる こと が わか る と 思い ます 。 Autofilter は 周期 的 に 
変化 を 繰り 返す フィ ルター で 、 こ の デモ ッ ン グ ュ ワ シュ ワ と し た 効果 
を 生み 出し て いま す 。 イ ベン ト FX 棚 に は 主 机 な パラ メー ター が 表示 され ま 
す が 9、 を ダブ ルク リック すれ ば エフ ェクト 両面 答 が 開き ます 。 

イン スベ ペク ター で は イベ ント FX 以外 に も 、 ピッ チ や テン ポ 、 ゲ イン な ど が | 
用 意 き れ て いて 、 イ ベン ト を きま ざま に 加工 で きる の で 、 ガ ン ガ ン 活 用 し て 
いき まし ょ う 。 


「 フ ィ ル 」&「 エ フェ クト 」 ト ラッ ク 
衣 述 の 「 フ ィ ル 」 トラ ッ ク は いわ ゆる オカ ズ 的 な パー ト で 、 楽曲 の 展開 の 変 
わり 目 に 1 小 飾 の 長 さ の ルー プ を 配置 し て いま す 。 
これ は も と も と 4 小節 の 長 さ を 持つ 氏 れ まく つた フレ ー ズ で す が 、 場所 に よ 
っ て 別々 の 1 小節 を 使用 し 、 楽曲 の 要 所 に ピリ ッ と スパ イス を 加え て いま す 。 
元 の ルー プ を 確認 し た いと き は 、 コ ビー し て 新規 の トラ ッ タ な ど に べ 
ト し た 上 で 、 イベ ント の 左右 を 伸ばし て みる か 、 あ る い は 次 ペー ジ の 画面 を 
参照 し て 、 プール タ ブ 鈴 の dnb_brk170_dirtyjazzer.wav を 見 て (だ 
きい 。 こ こ か ら ド ラッ ダグ & ド ロッ プ で トラ ッ ク に 配置 する こと も 可能 で す 。 
な お 、 プ ブー ル タ プ が ブラ ウザ ー 部 分 に 表示 され て いな いと き は 、⑳ を クリ 
ッ ク し て 開く メニ ュー か ら 開 く こ と も で きま す 。 
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「 エ フェ クト 」 ト ラッ ク 介 は 、 エ ン デ ィング で 初め て 登場 する 印象 的 な サウ 
ンド で す 。 シ ン バ ル に きま ざま な エフ ェクト を か け て 加工 し た 音 で 、 た っ ぷ 
り 登 場 を 待っ た 分 、 大 き な “目印 ” の 役割 を 担わ せ て いま す 。 つ まり 、 この 
音 は “この 音 で 盛り 上 が れ !" と いう 合図 な の で す 。 


TEIOIO ま = 


en ・o 


な お 、 多 く の EDM で は 、 大 人 数 の オー ディ エン ス を 一 斉 に 楽し ませ る た ーー 
め に 、 こ れ よ り も さら に 明示 的 に 上 昇 下 隆 す る エフ ェクト 音 (スウ ィ ー ブ エ 
フェ クト ) を 用 いる こと が あり ます 。EDM 系 の ライ ブラ リー に 含ま れ て いる こ Pa 
と が 多い の で 、 チ ェ ッ ク し て みて くだ さい 。 
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4 シン セ の バッ キン グ ・ パ ー ト 


ここ で 見 て いく の は 「 シ ン セ フォ ル ダ ー」] と いう フォ ル ダ ー ト ラッ ク に 収め られ た 上 モノ 系 の トラ ッ ク 群 で す 。 St 
udio One 3 で 新た に 追加 に な っ た Mai Tai を フル 活用 し て み ま し た 。 
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場面 に 応じ て 2 ろ つ の シン セ を チョ イス 
それ で は 「 シ ン セ フォ ル ダ ー」 ト ラッ ク 内 の 、 シ ン セ ・ パ ー ト を 見 て いき まし 


楽曲 の コー 
パッ ド 」 トラ ッ ク @ 

パリ ッ と サウ ン き 締 め た い 場 面 で は 「 シ ン セ ュ ン プ 」 で バッ キン グ 
を 、 ふ わっ と 余韻 を 残し た い 場 面 で は 「 シ ン セ パッ ド 」 で バッ キン グ を 行い 、 
全体 の 抑揚 を 演出 し て いま す 。 ま た 、 サ ビ で は 両者 が オク ター 
じ フ レー ズ を 演奏 し て 厚み を 出し て いま す 。 


担っ て いる の は 「 シ ン セ コン プ 」 ト ラッ ク 全 と 「 シ ン セ 


「 シ ン セ コン プ 」 ト ラッ ク で は 
Studio One 3 で 新た に 加わ っ た 
ッ フ ト 音 源 、Mai Tai を 使用 し 、 
EDM6 ら し い 重 厚 感 の ある 鋭い サ 
ッ ウンド を 作り まし た 。 Osc 1 で は 短 
形 波 人 @ を 選び 、 PWM @ つ まみ 
を 上 げ て 揺らぎ 


ead ⑮ で 少し 
す 。Osc 2 は 、Osc 1 より 1 オク 
ター ブ 上 の 音 “重ね て 厚み 


を 出し て いま す 。 波 形 は ノコ ギリ 
波 人 めで す 。 


「 シ ン セ バッ ド 」 ト ラッ ク の ツ フ ト 音 源 は Presence XT で 、 プ リセ ッ ト の 
「JP Pad」⑳ を 少し エディ ッ ト し て 使い まし た 。 こ れ は ステ レオ 感 が 強く う 
ね り の ある サウ ンド で す 。 


(①R 枯 シン セ を 上 手 に 使い 分 け よ う 

Mai Tai や Mojito の よう な いわ ゆる バー チャ ルアナ ログ 系 の シン セ サ イ ザー は 、 さ ま ざ 
まな 波形 を 組み 合わ せ て 思い 通り の 音 を 作る の に 向い て いる も の の 、 複雑 な 音 を 作る に 
は 不向き で す 。 一 方 、 サ ンプ ラー の 部 類 に 入る Presence XT は リア ル な 音 や 複雑 な 音 
を 作る の に 向い て いま す が 、 思 い 通り の 音 に 仕上 げ て いく に は か な り 頭 を 使わ な く て は い 
け ま せん 。 

それ ぞ れ の 長所 と 短所 を 活か し 、 適 材 適所 で 選ぶ の が コツ で す 。 遊び 感覚 で あちこち 
いじ っ て いく と 、 思わ ぬ 収 穫 が あっ て 楽し いで す よ 。 


モジ ュ レ ーション で 表情 付け 

幾つ か の シン セ ・ パ ー ト で は 、 コ ント ロー ル ・ チ ェ ン ジ と いう 機能 を 使っ て 音 
色 を 曲 中 で 変化 きせ て いま す 。 

P218 で オー トメ ーション に つい て 紹介 し まし た が 、 コ ント ロー ル ・ チ ェ ン ジ 
ョ ン と 考え て も ら う と よい 
で し ょ う 。 シン セ な どの 表情 付け を 行う た め に よく 使わ れ ま す 。 

また 、 コ ント ロー ル ・ チ ェ ン ジ に は いろ いろ な 種類 が あり 、 例 えば ッ フ ト 音 
源 の 音量 や パン も コン トロ ー ル で きま す 。 


PART6 | Studio One APE で 曲 作り 


249 


Studio One APE で は 、 エ ディ ター 画面 の 下部 に 表示 され る グラ フ 倫 で 
コン トロ ー ル ・ チ ェ ン ジ を 入力 し ます (41) 。 例 えば 、「 シ ン セ 
ク の サビ で は 、Modulation き (モジ ェ ュ レ ーション ) と いう 種類 を 入力 し ま 
し た 。 モ ジュ レー ショ ン の 情報 を Mai Tai が 受け 取る と 、 ビ ブラ ー ト が か か 
る よう に な っ て いま す 。 


で は 、 Mai Tai 側 の 設定 を 見 て み ま し ょ う 。 Mai Tai で は 受け 取っ た 信号 
で 、 どの よう に 音色 を 変化 させ る か を モジ ュ レ ーション マト リッ クス で 設 
し ます 。Mod A プ Mod B の ボタ ン 電 で 切り 圧 え て 、 合計 16 種 類 の 設定 が 
可能 な の で す が 、 ここ で は Mod A の 1 番 全 と 2 番 人 @ を 使い まし た 。 設 定 の 
内 容 は 下記 の 通り で す 。 
③ 入 力 セ レク ター : 音色 を コン トロ ー ル する 信号 の 種類 を 選び ます 。 こ こ で 
は モジ ュ レ ーション を 示す 「Miod Wheel」 (な 2) を 選び まし た 。 
モディファイ アセ レク タ E ジ ュ レ ーション の 信号 で 動か す 機 能 を 選び 
ます 。 こ こ で は 周期 的 な 変化 を 作り 出す 「LFO 1」 を 選ん で いま す 。 

(⑨ ス ライ ダー : ここ で モジ ュ レ ーション を か ける 最大 値 を 決め ます 。 
出力 先 : 最終 的 に 変化 さき させ た い パ ラメ ー タ ー を 選び ます 。 こ こ で は 1 番 で 
Osc 1 の Pitch (ピッ チ ) 、 2 番 で Osc 2 の Pitch を 選ん で いま す 。 

つま り 、 モ ジュ レー ショ ン の 信号 で LFO を 動か し 、 そ の LFO の 周期 的 な 

言 号 で ピッ チ を 揺らす こと で ビブ ラー ト を 得 て い る と いう わけ で す 。 


Mop7fx 


1 
入力 し ます 


ハー ドウ ェ ア の シン セ や MI 


フェ ー ダ ー で 、MIDI レコ ー 
ディ ング 時 に リア ル タ イ ム 
入力 する こと も 可能 。 


立 2 

「Mod Wheel」 

*Mod" は Modulation の 申 
な の で 、" モ ジュ レー ショ ン ・ 


の が 一 般 抱 。 モ ジュ レー ショ 
ン ・ ホイ ー ル は 大 抵 、 名 盤 の 
契 納 に 用 意 さ れ て いて 、Mai 


グ を 林 生 する と 、 モ ジュ レー 
ショ ン を 使っ て いる 瑞 分 で 、 
ここ が 動く こと が わか る だ 
ろう 。 
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ピッ チ ベ ン ド で 表情 作り 

は ビ ピッチベンド 介 も 使用 し まし た 。 こ れ は Piapro Studio 
の ビ ピッチベンド と 同じ 〈、 音程 を 変化 きせ せ る パラ メー ター で 、 コ ント ロー ル ・ 
チチ: 同じ く エ ディ ター 画面 の 下部 で 入力 で きま す 。 

の セ バ パッド 」 トラ ッ ク の サビ で す 。 MIDI ノ ー ト の 頭 の 
で オク ター ブ 下 の 音 か ら 急 激 に 音程 が 本 来 の 音程 へ 上 が る グラ フ に 
いま す @。 こ の 音程 の 幅 は Mai Tai の 場合 は で 設定 し ます 。⑨ が 上 限 、 
が 下限 で 「1」 が 半音 な の で 、「12」 で 1 オク ター プ と いう こと に な り ます 。 


バッ キン グ ・ パ ー ト の フレ ー ズ 作り 

「 シ ン セ コン プ 」 トラ ッ ク ノ 「 シ 
ン セ バッ ド 」 トラック と も に 、 フ レ 
ー ズ と し て は 4 音 以内 介 に 収 ま 
る コー ド を 中 心 に し て 、 アル ペ 
ジ ォ も 一 切 入 れず に 、 音 の 長き 
も そろ えて いま す @。 ベロ シテ ィ 
等 に を そろ えて 
に 人 間 の 手 で 
演奏 する 音楽 と 比べ れ ば 、 か な 
り デ ジタル な 内 容 と いっ て いい 
で し ょ う 。 右 の 画面 は 「 シ ン セ コ 
ンプ 」 ト ラッ ク の サビ 部 分 で す 。 


この よう に デジ タル な 内 容 に する と 、 生 っ ぱ さ は 薄れ 、 打ち 込み っ ぽ さ が 
強調 きれ ます 。 えば 、 音程 の 重ね 方 が も っ と 自由 で 、 音 の 長き ヤ や タ イ 
ミン グ 、 ベ ロジ シティ も ば ら け た も の が 生 っ ぽい と いえ ます 。 フ レー ズ を 生 っ ぽ 
《 す る か 、 打ち 込み っ ぱく する か は 、 こ れ ら を 目安 に 考え る と よい で し ょ う 。 

ちな み に 「 シ ン セ コン プ 」 ト ラッ ク の よう に 、 う ね り の 少な い 音色 は ど と 機械 
的 に 、「 シ ン セ バッ ド 」 ト ラッ ク の よう な 不 規則 っ ぱく うねる 音色 ほど 非 機械 
的 に 聴こえ を ます 。 こ の た め 、「 シ ン セ バッ ド 」 ト ラッ ク の 存在 感 が 大 きい 「 イ 
ント ロ 」 や 「 エ ン デ ィング 」 は 、 デ ジタル っ ぱ ぽ ぱ き さ が 多 少 、 和らい で 聴こえ る は 
ず で す 。 


エフ ェクト で の 音 作り >「 シ ン セ コン プ ]」 

次 に エフ ェクト で の 音 作り に つい て 見 て いき まし ょ う 。 

「 シ ン セ コン プ 」 チ ャ ン ネ ル (x3) で は 、 コ ンプ レッ サー の Tri Comp の と 、 
EQ の Pro EQ @ で 音 圧 と 距離 感 を 調整 し て いま す 。 ち な み に 、 エ フェ クト 
の イン サー ト 棚 で は 、 エ フェ クト 名 を クリ ッ ク す る と 稚 や の よう に 主要 な 
パラ メー ター が 表示 され 、 直接 こと が で きま す 。 エ フェ クト の 
画面 を 開く と き は 、 エ フェ クト 名 を ダブ ルク リッ ク し ます 。 

Tri Comp は 一 般 的 な コン プレ ッ サ ー の 見 弟分 で 、 低 域 プ 中 域 高 域 に 
分 け て コン プレ ッ サ ー を か けら れ ま す 。 

さ し 、 ここ で は 純粋 な コン プレ ッ サ ー と し て で は な く 、 低 域 を うっ すら と 
抑え @、 高城 むう っ すら 持ち 上 げ る @ と いっ た 使い 方 を し て いま す 。 


み 3 
「 シ ン セ コン プ ] 
チャ ン ネ ル 

「 シ ン セ コン プ 」 トラ ッ ク の 
よう に 、 ソ フト 音 流 か ら マ ル 
チア ウト し て いな い 場 合 は 、 
トラ ッ ク と チャ ン ネ ル は 1 
対 1 で 対応 し て いる た め 、[> 
ン セ コン プ 」 トラ ッ 
ン セ コン プ 」 チ ャ ン ネ ル と 孝 
えて 問題 な い が 、 こ の デモ ソ 
ング で は Impact や Pigpro 
Studlo か ら マ ルチア ウト し 
て いる の で 、 ルト の 
各 パ ー ト は "チャ ン ネ ル " と 
呼ん で いる 。 


Pro EQ (前 ペー ジ 下 の 画面 ) で は 、 160HHz 以 下 を 24dB/Oct の ロー 
カッ ト フ ィ ル ター で ば っ さり カッ ト し て 人 、 避 の 周波 数 帯域 と カプ ブ っ て し 
まう 250FHIz も ピン ポイ ント で 一 24dB と ご っ そり カッ ト し まし た 但 。 そ し て 
4.8kHz を 4dB だ け ブ ー ス ト し て いま す 。 こ れ は ちょ っ と し た 色付け で す 。 

EQ は フレ ー ズ と 音色 と の 委 ね 合い で 聴こえ 過ぎ て し まう 帯域 を カッ ト 
し た り 、 聴 こえ に 《 い 帯域 を ブー スト する の が 基本 的 な 使い 方 で す 。 を 
の は か に 、 近 すぎ る 音 を 氷 ざ ける な ど 、 距離 感 の コン トロ ー ル に も 使え 
ます 。 こ の 例 で は か な り 極 端 な カッ トン ブー スト を 行っ て いま す が 、 通 
演 は 1…3dB《 ら い の 控 え め な 量 で る 効果 は 充分 で す 。 


エフ ェクト で の 音 作り <「 シ ン セ バッ ド ] 

「 シ ン セ パッ ド 」 チャンネル で は コン プレ ッ サ ー の Compressor 介 と 、 ス 
テレ オ 感 を 調節 する Binaural Pan @ を 使用 し て いま す 。 

Compressor は 大 きす ぎる 音 を 抑え る エフ ェクト で 、 通常 は 入力 され た 
音 の 音 最 に 応じ E を 行い ます 。 

し か し 、 ここ で は サイ ド チェ ー ン と いう 特殊 な 仕組 み を 利用 し て 、 他 の ト 
ラッ ク の 音 が 大 きく な る タイ ミン グ で 、「 シ ン セ パッ ド 」 トラ ッ ク の 音量 が 急 に 
沈み 込む よう な 効果 を 作り まし た 。 こ れ に より EDML ら し い 独 特 の 雰囲気 が 
出 て いま す 。 こ れ に つい て は P258 で 解説 し ます 。 

Binaural Pan は 、@ の Width で 広がり 具合 を 設定 し ます 。 こ こ で は 
200%% に し て 、 9 も かなり 広げ て いま す 。 
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モノ フォ ニッ クシ ン セ で お 茶 目 な 合い の 手 

Mai Tai は 和音 を 演奏 で きる 、 い わ ゆ る ポリ フォ ニッ ク ・ シ ン セ で す が 、 
あえ て 単音 の モノ フォ ニッ ク ・ シ ン セ と し て 使用 し て いる の 「 シ ン セ リー 
ド 1」 介 、「 シ ン セ リー ド 2」、「8 ビ ピッ ト 風 シン セ 」⑳ の 3 トラ ッ ク で す 。 

Mai Tai 画 面 の 右端 に ある Mono ボタ ン 夫 を クリ ッ ク す れ ば 、 単音 の シ 
ン セ と な り ま す 。 あえ て 単音 の フレ ー ズ に こだわ っ て レト ロ な 計 囲 気 を 出し 
た いと き や 、 シ ン セ の ボル タメ ント 機能 で ある Glid (グラ イド ) で 、 な め ら か 
に 音 を つなげ た いと き は 試し て みて くだ さい 。 


「 シ ン セ リー ド 1」 ト ラッ ク の Mai Tai で は 、 Osc 1 に 知 形 波 人 を 選び 、 
PWM で 揺らぎ 感 を 加え 、 ハ イ パ ス ・ フ ィ ル ター@ で 低 域 を カッ ト し 、 
Character で は Harmonia を 選択 し て 、 ノイ ジー な リー ドサ ウン ド に 仕 
立て まし た 。 さ ら に Gilide 伯 を オン に し て 、MIDI ノ ー ト が 重なっ た 部 分 で 
ポル タメ ント が か か り 、 音 が つなが る よう に し て いま す 。 


「 シ ン セ リー ド 2」 ト ラッ ク と 「8 ビ ピッ ト 風 シン セ 」 トラ ッ ク の Mai Tai も 、 オ 
レー ター は 「 シ ン セ リー ド 1」 ト ラッ ク と 同様 に 、“ 逢 形 波 PWM" と いう 
設定 で 、 レ トロ な 電子 音 の よう な サウ ンド に 加工 し て いま す 。 

きら に 、「8 ビ ッ ト 風 シン セ 」 で は 、 内蔵 テ エフ ェクト の Gater ⑳ を 設 
て ノー ト が 勝手 に 連打 で 鳴る よう に 細工 を し まし た 。 


これ ら の パート は 、 Mai Tai 内 蔵 の ディ レイ や リバ ー ブ 、 EQ な ど を 利用 し 
て 独特 な サウ ンド に 仕上 げ て いま す 。 イ ン サ ー ト の エフ ェクト は 使用 し て い 
ませ ん 。 フ レー ズ も 、 モ ジュ レー ショ ン や ピッ チ ベ ン ド な どの MIDI デ ー タ を 
使っ た だ け の 比較 的 シン プル な 内 容 で す 。 メ ロディ の 隙間 を 縫っ て 見 え 隠 
れ す る イタ ズラ の よう な パー ト と な っ て いま す 。 


オー トメ ーション で 変化 を つけ る 

サウ ンド に 変化 を 与え を る に は コン トロ ー ル ・ チ ェ ン ジ も 有効 で 楽曲 
全体 の 大 き な 流 れ に 変化 を 付け る 場合 は オー トメ ン の は ほう が 把握 し や 
すい で し ょ う 。 そこ で 「 シ ン セ パッ ド 」 トラ ッ ク で は ブリ ッ ジ 部 分 で フェ ー ダ 
ー、 つ まり 音量 を オー トメ ーション で コン トロ ー ル し まし た 。「 ブ リッ ジ 」 か ら 
「 サ ビ 」 に か け て み クレッシェンド の よう な 効果 を 与え る た め 、 56 小 節目 の 途 
中 で いっ た ん 音量 を 絞り 、57 小 節目 の 途中 に 向け て 音量 を 戻す オー トメ ヌー 
ショ ン エ ン ベ ロ ー プ を 書い て いま す 輸 。 


ジ で は な 〈、 オ ー ト メー ショ ン を 使っ た の は 、 ト ラッ ク 


コン トロ ー ル ・ チ 
丸ごと の 音量 を 変化 させ た か っ た か ら で す 。 コ ント ロー ル ・ チ ェ ン ジ で は ツ 
フト 音源 自体 の 音量 を 変化 させ る の で 、 エ フェ クト の 動作 に 影響 を 与え る 場 
合 か が あり ます 。 そ を そこ で 、 オ ー ト メー ショ ン を 利用 し まし た 。 
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【G hiNi | 

イン スト ゥ ル メ ント の イベ 
ント の 中 に は 、 左 下 に あお は 
け の よう な アイ コン が 付い 
て いる も の が あり ます 人 G。 
これ は メニ ュー の 編集 > 共 
有 を 複製 で イペ ベント を コピ ー 
し た 場合 に 表示 され ます 。 
この 方 法 で コピ ー し た イベ 
ント は 井 に 情報 を 共有 "し 
て いる の で 、 ど れ か 1 つの イ 
ベン ト を 舞 集 す る と 、 ほ か 
の お ば け ア イコ ン が 付い て 
いる イベ ント に も 、 そ の 結 
果 が 反映 さ れる と いう 非常 
に 便利 な 機能 で す 。 
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5 | ベース を 打ち 込む 


ペー ス は 低音 で 楽曲 を 下支え する だ け で な く 、 リ ズム や メロ ディ まで を も サボ ポート し うる スー パー サブ の 投 割 を 持っ 
て いま す 。 東 休 西 走 する ペー ス の 仕事 ぶり に 注目 し て くだ さい ! 
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E 還 』 アナ ログ ・ シ ン セ 系 ベー ス 音 色 

「 ペ ー ス 」 トラ ッ ク 介 で は 、 Mai Tai を 使用 し た アナ ログ ・ シ ン セ 系 ベース 
音色 を 使用 し まし た ント は 、 楽曲 を 下支え を する タッ キリ と し た 低 i 
れ と 同時 に リズ ム の フレ ー ズ に スピ ー ド 感 を 与え る よう な フレ ー ジ ング 

音色 的 に は 、 2 つの オシ レー ター を オク ター プ ブ で 重ね 働 、 フ ィ ル ター は 全 
開 伯 に し つつ も 、 アタ ッ ク 感 を 加え る Punch @ で 存在 感 を 強調 し 、Cha 
racter で は 「Fuzzarmonica」 を 選ん で 腰 の 強 さ を 出し まし た 。 き ら 
に 内 蔵 テ エフ ェクト の 、Distortion (ディ スト ン ) き で 人 歪み 感 を 加え 、 
EQ ぬ で 中 低 域 を カット し て サウ ンド の 人 色 味 を 変え て いま す 。 


す 。 


朗 3 セク ショ ン ご と に フレ ー ズ を 変化 させ る 
フレ ー ズ 的 に は 、 イン トロ や B メ ロ で は し っ か り と 低音 を 支え る こと を 意 
し て 、 それほど 大 き な 動 き は あり ませ ん 。 例 えば 下 の 画面 は は メ ロ で す 。 


と ころ が 、 ブリ ッ ジ に 落し か か る 辺り か ら は 、 倫 の よう な 超 短 昔 の ノー 
頻出 し て リズ ム を サポ ー ト し 出し ます 。 こ の 超 短 音 ノー ト は 、 シン コ ペ ー シ ョ 
ン (*1) に よっ て で きた 空白 筒 所 を ビー ト で 刻む 、 い わ ば ドラ ム の ゴー スト ノ 
ー ト (*2) の よう な 役割 を 果たし て いま す 。 

この 音 は 存在 感 が あり 過ぎ る と 駆 々 し く 、 な き 過 ぎる と 気付 いて も ら え な い 
た め 、 絶 妙 な 値 を 求め る の は 難し い の で す が 、 グ ルー ブ を 引き 締め る 効果 
は 絶大 で す 。 淡白 な サウ ンド で も ノー ト の 長短 で ダル ー ブ を 作り 出せ る こと 
に 注目 し て 《 だ きい 。 

さら に 、 サビ や 大 サビ で は 広い 音域 を 行き 来 し て 、 と き に コー ド の サポ ー 
ト を 、 と き に メロ ディ に 対す る 合い の 手 の 役 割 を 果たし て いま す 。 
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1 
シン コ ペ ー シ ョ ン 

拍 (4 分 音符 を 8 分 音符 
2 つ に 分 けた と き の 、 徐 る 


負 の 8 分 音符 の タイ ミン グ ) 
を 強調 し た リズ ム の こと 。 
通常 、 人 間 は 自然 に 表 折 ( 肖 


常 の 拍 の 位置 ) で ビー ト 感 
を じ る (例え ば 足 で リズ 
ム を 取っ て いる と き は 、 大 
抵 、 表 拍 の タイ ミン グ )。 こ 
の 表 拍 を 半 拍 前 の 真 拍 と タ 
イ で 結ぶ と 、 表 拍 の アク セ 
ント が 半 折 分 前 に 先行 し た 


を 出す た め に よく 使わ れる 。 


2 
コー スト ノー ト 

メイ ン と な る 音 の 前 後に 、 
ご く 小 きく 入れ る 音 の こと 。 
ほとん ど 早 こえ な い 場合 も 
ある が 、 あ る と な いと で は 
ノリ が 異な っ て くる 。 
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葉 朗 ボン ビ ピング と サイ ド チ ェ ー ン 

近年 の EDM の 特色 の 一 つ に 、 リ ズム に 合わ せ て 音量 が 沈み 込む よう に 
変化 する サウ ンド が あり ます 。 これ を 通称 ポン ピン グ な ど と いい ます 。 例 え 
ば 、 テ クノ や ハウ ス の よう な 4 つ 打 ちの 楽曲 の 場合 は 、、 シ ン も の LFO で 音量 
を 周期 的 に コン トロ ー ル する こと で 、 科 単に を の 効果 を 得 ら れ ま す 。 

し か し 、 この デモ ッ ン グ は 楽曲 の り リズム が 刻々 と 変化 し て いく の で 、 LFO 
は あま り 適 し て いま せん 。 そこ で 、 サイ ド チ ェ ー ン (サイ ド チ ェ イ ン ) と いう 手法 
を 使い まし た 。 

エフ ェクト の 中 に は 、 あ る 一 定 の 音量 を 超え た と き に 動作 が 始ま きる も の が 
あり ます 。 例え ば コン プレ ッ サ ー は スレ ッ シ ョ ルド で し た 値 を 超え た と 
量 を 抑え る 動作 を し ます 。 こ うし た エフ ェクト に は 、 サ イド チェ ー ン 
と いう 入力 が 設け られ て いま す 。 こ れ は エフ ェクト を イン サー ト し た チャ ン ネ 
ル の 音量 で は な 《、 サ イド チェ ー ン 入力 の 音量 で 動作 させ る と いう も の で す 。 

この 仕組 み を 使っ て ポン ピン グ す る サウ ンド を 作っ て み ま し ょ う 。 


き に 


サイ ド チ ェ ー ン の 使い 方 
で は 、 サ イド チェ ー ン の 使い 方 を デモ ツン グ で 見 て み ま し ょ う 。 こ 
「 ペ ー ス 」 と 「 シ ン セ パッ ド 」 を ポン ピン グ し て いま す 。 コ ン ソ ー ル 
ネル を 見 る と Compressor 邸 が イン サー ト さ れ て いる の が わか る で し ょ う 。 
次 に サイ ド チ ェ ー ン へ 入力 する た め の 「 サ イド チェ イン 信号 」 ト ラッ ク 人 を 
作成 し ほす 。 こ れ は 単に Compressor を 動作 させ る た め だ け な の で 、 音源 
は 何で も よい の で す が 、 ここ で は Mai Tai を 使用 し まし た 。 


音色 は 、 波形 に サイ ン 波 倫 を 選 び 、 ア ンプ の エン ベロ ー ブ @ を 減衰 や 余 
韻 か なく 、 ア タッ ク も 遅く な っ て いな い 状態 に 設定 し ます 。 そ し て 、 音 量 を 沈 


み 込 ませ た い タ イ 


グ と 長 さ で MIDI ノ ー ト を 打ち 込み まし た 。 


258 


次 に 「 サ イド チェ イン 信号 」 トラック の アウ ト 旬 を 「 ベ ー ス 」 の Compre 
ssor、 セ ンド 坦 を 「 シ ン セ バッ ド 」 の Compressor に 指定 し ます ( 下 の 画 面 
は イン スペ クタ ー で 設定 し て いま す ) 。 

最後 に 各 チ ャ ン ネ ル の Compressor 両面 を 開い て 、 サ イド チェ ー ン ぬ を 
クリ ッ ク し て オン に し ます (画面 は 「 ベ ー ス 」 チ ャ ン ネ ル の Compressor) 。 
これ で 完成 で す 。 


H ツ ピ 
ライ ド チェ イシ 信号 p 73 


サイ ド チェ イン 信号 
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ROW 


co 誠 Ret 


サイ ド テ チェ ー シ 


7 ompressor 


実は 、 既に 打ち 込ん で ある 「 キ ッ ク 」 トラ 、Compressor の 
サイ ド チ ェ ー ン に 入力 する ほう が オー ツ ド ックス な 手法 で す 。 そ し て 、 その 
ほう が 手順 的 に も 圧倒 的 に シン プル で す 。 

し か し 、 キ ッ ク の サウ ンド を じっくり 作り 込み た いと な る と 、 音 色 を いじ る 
た びに ポン ピン グ の 効果 は 変わ っ て き て し まい ます 。 “これ だ !" と 思っ た ポ 
ン ピ ン グ の 効果 を 得 ら れ て も 、 キ ッ ク の 音色 を さら に 加工 する と 変わ っ て し 
まう 可能 性 が ある の で 

そう いう 場合 は 、 この デモ ッ ン グ の よう に 別途 サイ ド チ ェ ー ン 信号 用 の トラ 
ッ ク を 作る こと で 解決 で きま す 。 信号 用 に MTDT ノ ー ト を 打ち 込む の が 面倒 


な と き は 、P255 の HINT で 紹介 し た イベ ント の 共有 を 活用 する の る 効率 的 
で 


サイ ド チ ェ ー ン 再 用 の 信号 
は 楽曲 の サウ ンド と し て は 
必要 な い の で 、 サ イド チェ ー 
ン 用 トラ ッ ク の 出力 先 を サ 
イド チェ ー ン 使用 トラ ッ ク 
に 指定 し て し まう の か 迷 率 
的 で す 。 た だ し 、「Parachu 
1e] で は 、1 つ の サイ ド チ ェ ー 
ン 信 号 か ら 2 つ の トラ ッ ク 

送り た い の で 、 出 力 と セ 


を 目的 に 合わ せ て 変更 する 
"ルー ティ ング " は 、 楽 画 の 
レコ ー デ ィング や ミッ クス 
を より よく する 大 事 な 工程 
の ー っ で す 。 
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(6 歌 の 打ち 込み 


いよ いよ Piapro Studio で 歌 を 打ち 込ん で いき ます 。 解説 は 日 本 語 の 歌声 DB を 使用 し た Parachute.song 
/ppsf で 行い ます が 、 英 語 版 歌声 DB を お 持ち の 方 は Parachute_E.song/ppsf も チェ ッ ク し て みて くだ さい 。 


W 琶 』 Piapro Studio は 4 トラ ッ ク を 使用 

楽曲 制作 の どの を 打ち 込む か は 人 それぞれ で す 。 ほ か の 何より 
る 最初 に 歌 を 打ち 込む の も 正解 で すし 、 トラック を 作り 終え て 一 番 最後 に 
を 打ち 込む の も 正解 で す 。 

筆者 の よう に 曲 と 同時 進行 で 歌 を 打ち 込み た いと いう 人 に と っ て 、 Piapro 
Studio は それ が 可能 に な っ た 待望 の 武器 で ある と 言え る で し ょ う 。 

さて 、 こ の デモ ッ ン グ は メイ ン の 1 トラ ッ ク 独 と ハモ リ の 3 トラ ッ ク @ の 合 
計 4 ト ラッ タク 使用 し て いま す 。 こ れ ら は Studio One APE へ 個別 に マル チア 
ウト し て 別 チ ャ ン ネ ル に 立ち 上 げ て いま す 電 。 

な お 、 メ イン と ハモ リ は 曲 の 展開 に より 交錯 する よう な 構成 に な っ て いる 
の で 、 人 間 の ボー カリ スト が 歌っ た な ら ば 頭 が 混乱 する と ころ で す が 、 ボ 
カロ イド な ら は 自分 が 混乱 する だ け で 済み ます (必要 な の は 意地 と 根性 ) 。 


人 QPfO 
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琶 』 メイ ン と ハモ リ の 声質 

「 メ イン 」 ト ラッ ク の 歌声 DB は MIKU_V4X_ Solid EVEC @ で 、 2nd 
singer に は MTKU_V4X_Dark 介 を 選び 、 ク ロス シン セ シ ス を 40 に 固定 し 
て 、 少し だ け Dark っ ぱい Solid の 声 に 設定 し まし た 。 


「 ハ モリ り 」 ト ラッ ク も MIKU_V4X_Solid EVEC と MIKU_V4X_Dark と 
の 組み 合わ せ で す が 、 こ ちら は 「 メ イン 」 ほ ど ハ ッ キ リ 歌 わな いよ うに 、 ク ロス 
シン セ シ ス を 80 に 固定 し て 、 か な り Dark 寄 り の Solid の 声 に 設定 し まし た 。 


NN MIKUV4X_Solid_EVEG 


凍 ーー 


「 ハ モ り L」 ト ラッ ク と 「 ハ モリ R」 ト ラッ ク は 、 い ずれ も MIKU_V4X_ 
Dark ⑥ と MIKU_V4X_Soft_EVEC ⑲ の 組み 合わ せ で 、 クロ スシ ン セ シ 
ス を 49 に 固定 し て 、 吐く な り 過ぎ な い 程 度 の 声 に 設定 し て いま す ( 下 の 画面 
は 「 ハ モ 5L」 トラ ッ ク ) 。 


1 MKUVXpak 


オー トメ ーション で の 調 声 

Piapro Studio 上 で の オー トメ ーション に よる 調 声 は 、 ベ タ 打 ちの 補正 程 
度 に と と め て いま す 。 それ で も “ここ まで 歌え る の か !” と 実感 し て も ら える と 
思い ます 。 

な お 、 演 出 と し て 大 サビ で ビッ チ ス ナッ プ モ ー ド を オン に し て いま す 。 そ 
の ほか 、 り も 速い 速度 で ビブ ラー ト す る よう に 、Vibrato Rate を オ 
ー ト メー ショ ン で 加工 し まし た 。 デ ー タ で 確認 し て みて くだ さい 。 


261 


262 


E.V.E.C. で の 抑揚 表現 

Voice Color は 、 能 め に 歌っ て ほし い 人 箇所 に まとめ て Soft を 、 強 め に 歌っ 
て ほし い 人 箇所 に Power を 設定 し た 程度 で 、Voice Release に つい て る 余韻 
の 味付け を 行い た い 箇 所 に 適宜 設定 し た 程度 で す 。 し か し 、 それ だ け で も 


歌 の 抑揚 が 如 実 に 増し て いる こと が わか る と 思い ます 。 

例え ば 、 A メ ロ 最 後 の 「 あ な た の 温もり の 残り 香 」 の 部 分 駐 (2326 小 節 
目 ) は 、 Power を 中 心 に 設定 し て いて 、 キ ッ タ や スネ ア の フィ ル 的 な フレ ー 
ズ と と も に 次 へ の 展開 を 予感 きせ て いま す 。 

そし て 、A メ ロ の 一 番 最 後 で ビー ト だ け に な る と ころ か ら B メ ロ の フレ ー ズ 
「 爪 先 に か か る 」 人 @ (37 一 28 小 節目 ) が 入っ て くる の で す が 、 ここ は Soft を 
中 心 に 設定 し て いて 、 ふ っ と 力 を 抜い た よう な 発 囲 気 に な つて いま す 。 


調 声 テ クニ ッ ク 

を それ で は 、EVE.C. や 音素 記号 な ど 、 細か い 調 声 テク ニッ ク を 幾つ か 紹 
介し て いき まし ょ う 。 
人 @「 こ うえ ん 」 (11 小 節目 ご ) :「 こ に 一 う ぉ ー」 と Power で 打ち 込み 、 間延び 
感 を 薄め まし た 。 ま た 「 う ぉ 」 と 「 え 」 の 間 に は 無音 の 「Sil」 の を 挿入 し て 
区 切り を 作り 、 言 葉 を 聞き 取り や すく し て いま す 。 
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介 「 ぶ らん ご 」 (13 小 節目 一 ) : Power を 設定 し た 「5」 を EE.C. ノ ー ト 分 
離 で 、「 ら [4 a]」「- [a#6]」 に 分 割 し 、 し ゃ 《 り 上 げ フ レー ズ に し た 上 で 
@、「-」 を さら に ナイ フツ ー ル で 切っ て @、 ポ ル タ メ ント ナッ ク な フレ ー ズ 
に し て いま す 。 


@「 の ば す 」 (16 小 節目 ) :「 の 」 の ベロ シテ 
ィ を 下げ て 子音 を 前 の め ゆり に し W、 さ きら に 直前 
に 「Asp」 人 を 挿入 する こと で 、 高い 音程 か ら 
ギュ ン と 下がる よう な 歌い 方 に し て いま す 。 


⑯「 ま ちの あか り 」 (17 小 節目 一 ) :「 の 」 の よう な 助詞 に 続い て 「 あ か り 」 ーー 
の よう な 「 あ 行 」 で 始ま る 単語 が 続く と き は 、1 つ の 単語 の よう に 妖 い て 聞き 

取り に 《 く な る の で 、 一 時 的 に 「 の 」 の ディ ケイ 人 g を 調整 する こと で 改善 を = テー 
走 み る こと が で きま す 。 ま た 「Sil」 の 挿入 が 有効 な 場合 も ありま す 。 
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人 「 つ まさ き に か か る 」 (27 小 節目 一 ) :「 に 」 は 、 通常 は の と に 負担 の か か 
る 「 イ 段 」 の 音 で の し ゃ くり 上 げ で 、 本来 は 軸 む よう な 声 に な り が ち で す 。 を そ 
れ を 栓 修 す る た め に グロ ウル 人 め を 一 時 的 に 挿入 し て いま す 。 


人 @「 ま だ 」 (31 小 節目 一 ) :「 ま 」 と 「 だ 」 の 間 に 「Asp」⑨ を 入れ て 語尾 の 
音程 を 上 げ 、 切な さ が 漂う イメ ー 声 し まし た 。 


介 「 お も いで に 」(37 小 節目 一 ) : Voice Color の Soft ⑲ を 使う こと で 、 少し 
沈ん だ ニュ アン ス を 出し まし た 。 @ 
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代 「 か ぎ を 」 (39 小 節目 一 ) : 音 引き を 細か い ノ ー ト に 区 切る こと で ポル タ 
メン ト を 効き に くく て し 、 コ ロコ ロ と 素早 く 音程 が 変わ る よう に し て いま す 。 


介 「 い けた ら 」 (50 小 節目 一 ) : その まま の 発音 で は 少し 元気 の あり 過ぎ る 
「 ら 」⑳ は 、 Soft に 設定 し た 後に 、 EVE.C. ノ ー ト 分 離 を 行っ て テン ショ ン 
を 抑え て いま す 。 


介 「 ハ モリ り L」「 ハ モリ 日 」 ト ラッ ク の 「Music of my pain」 (60 小 節目 一) 、 
「Music of my pray」(68 小 節目 一 ) : サビ で 登場 する この 歌詞 は 英語 な 
の で 、 日 本 語 歌 声 DB で は を の まま で は 発音 で きま せん 。 を そこで 、 音素 記号 mm 
の 加工 で 英語 っ ぽく 発音 させ て いま す 。 特に 「pray」 の 「r」 の 発音 は 、 日 

本 語 の よう な ハッ キリ と し た ラ 行 で は な く 近 接 音 に 近い の で 、「 ワ 」 行 の 発 ーー 一 
音 に な る よう に 音素 記号 [p w ei] と 入力 する と 、 空 了 の よう に 義 こ えき 
せら れ ま す 。 
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07 ミッ クス 


ここ まで に も 音色 作り 的 な エフ ェクト に 関し て は 幾つ か 紹介 し て きま し た が 、 仕 上 げ と な る ミッ クス に お ける エフ ェ 
クト 処 理 を 解説 し て いき まし ょ う 。 
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ドラ ム は EQ で 丁寧 に サウ ンド メイ ク 

クス で 大 事 な こと は 、 仕 上 が り の イメ ー ち 、 個 々 の パー ト の 役 
割 を 把握 する こと で す 。 例え ば 、 デ モ ソ ング し た ドラ ム の オー ディ オ ・ 
ファ イル は 、 あ ら か じ め 個 々 に 丁寧 な 処理 が 放さ れ て いて 、 そ の まま で も | 
分 な 質感 が ある の で す が 、 楽曲 に うま く な じ む と は 限り ませ ん 。 そ うし た 存 
在 感 に コン プレ ッ サ ー や EQ を 使用 し ます 。 

で は 、 ド ラム 系 の 主要 な 処理 を 見 て いき まし ょ う 。 以下 で は コン ツール 上 
の チャ ン ネ ル 名 で 示し て いま す 。 
⑲「 キ ッ ク 」 チャ ン ネ ル : も と も と 重 上 
いよ うに デモ ッ ン グ で は 圧迫 感 を ! 


の ある サウ ンド で す が 、 も っ さり し な 
Pro EQ で カッ ト し まし た 。 
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@「 ス ネ ア 」 チ ャ ン ネ ル : ここ に は 「 ス ネ ア 」 ト ラッ ク 上 の 3 種類 の スネ ア の 
うち 、 メ イン の スネ ア (dnb_snare_clean) と ハン ドク ラッ プ (ele_clap_klass) 
の 2 つ を 出力 し て いま す 。 こ こ で も 圧迫 感 を 感じ る 帯 域 ① を Pro EQ で 抑え 
まし た 。 


編 ロ ro 


9「 ス ネ ア ハイ ビッ チ 」 チ ャ ン ネ ル : ここ に は 細か い フ レー ズ 
担当 の スネ ア (ud_snare_atlanta) を 立ち 上 げ て いま す 。 こ 
れ は 特に 処理 の 必要 が な いと 考え 、 EQ も コン プレ ッ サ ー$ 使 
わ ず を の まま 出力 し まし た 。 
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⑥「 ド ラム ミッ クス パス 」 チャ ン ネル : これ は バス チャ ン ネ ル で 、 ド ラム 系 の チ 
ャ ン ネ ル を まとめ て いま す 。 ま た 、 軽 く Compressor を か け ま し た 。 個々 の 
パー ツ を トリ ー ト メン ト (1) し た 後 、 最 後に まとめ て コン プレ ッ サ ー を か け 
る と まとまり の よい サウ ンド に な り ま す 。 激しく 歪ん だ ドラ ム ・ サ ウン ド が お 好 
み の と き に は 強め に コン プレ ッ サ ー を か け て も よい で し ょ う 。 


の Pro EQ 


ペー ス の EQ 

ベー ス は 楽曲 に よっ て 聴こえ 方 が 障 分 と 異な り ま す 。 ロ ッ ク 調 の 歪み っ ぽ 
い エ レキ ペー ス や 、 エ レク トロ 、 ダ ブス テッ プ の シン セ ・ ベ ー ス は 厚い 『 
の お か げ で 控え め な 音量 で も 比較 的 目立た せ や すい で し ょ う 。 一 方 、 ウ 
ド ・ ベ ー ス や デモ ッ ン グ で 使用 し た よう な 倍音 の 少な い シ ン セ も ・ ベ ペース は オ 


ベー ス に 限ら ず 、 EQ で パー ト ご と の 周波 数 帯域 を 整理 する 手法 は と て も 
有効 で す 。 基 本 的 に は 、 明 隊 な る た め に 也 障 りな 周波 数 を 削る こと 
を イメ ー ジ する と よい で し ょ う 。 次 ペー ジ の 図 は 筆者 が 目安 に し て いる 周波 
数 帯域 別 の 各 パ ー ト の バラ ンス を 表し た も の で 、 楽 曲 に よっ て 必ず し も この 
通り に な る わけ で は あり ませ ん が 、 参考 に し て みて 〈 だ さい 。 


1 
トリ ー ト メン ト 
圭 を 整え る "と いう 六 味 。 
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SO 100 200 500 1000 2000 5000 10009 20000 箇 


ベース ・ サ ウン ド は Mai Tai 内 蔵 の エフ ェクト で も 細か く 音 作り を 行っ て 
いま す が 、 さら に イン サー ト で RedlightDist、 Compressor、Pro EQ を イン 
サー ト し て 答 、 EDM ライ ク な 図 太 い 音 を 作り 出し て いま す 。 

これ ら の エフ ェクト の 中 で 、RedlightDist@ は ディ スト ーション エフ ェ 
クト で 條 み 感 を 加え て いま す 。 Compressor は P258 で 解説 し た サイ ド チ ェ 


ー ン 用 で す 。 Mai Tai 内 蔵 の フィ ルター を は じ め と し た 機能 が 、 音 作り に ど 
の よう な 働き を し て いる か は 、 各 機能 の オン と オフ (2) を 切り 替え る と わか 六 2 
各 機 能 の オン と オフ 
りや すい で し ょ う 。 IMai Tai で は 各 セ クシ ョ ン 2 


名 (「osc 1] や [Fi など) 
を クリ ッ ク す る と 、 そ の セ 
クシ ョ ン を オフ に で きる 。 
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最後 に Pro EQ を イン サー ト し て いま す が 、 Mai Tai 内蔵 の EQ も 使用 し 
て いる の で 、 結 果 的 に EQ を 2 回 か け て いる 状態 で す 。 し か も 、Redlig 
htDist の 前 後 を 挟む 形 に な っ て いま す 。 ディ スト ー シ に 通す た め の 音 
作り と し て の EQ と 、 デ ィ ス トー ショ ン を 通し て か ら の 音 作り 9 と し て の EQ と で 
それ ぞ れ 役割 果たし て いる の で す 。 

また Pro EQ の 前 に Compressor を イン サー ト し て いる 点 る ポイ ント で す 。 
あく 《 ま で Compressor を 通し た 後 の 音 を EQ で 削る 、 と いう 目的 で イン サー ト 
し て いて 、 Compressor の 前 に EQ を イン サー ト し た 場合 は サウ ンド が 異な 
て きま す 。 用途 や 目的 に 応じ て イン サー ト の 順番 を 並べ 替え る こと も 考え て 
お きま し ょ う 。 


歌 の EQ& コ ンプ レッ サー 

ボー カル の 「 メ イン 」「 ハ モリ 」「 ハ モリ L」「 ハ モリ R」 の 各 ト ラッ ク に は 、 Pro 
EQ と Compressor を イン サー ト し て いま す 。 こ こ で は 、「 メ イン 」 チ ャ ン ネ 
ル の 例 を 見 て いき まし ょ う 。 

まず は Pro EQ で メロ ディ の 最も 低い 音 を 下回る 帯域 を も カット し て いま す 
⑯。 また 吐息 が 若干 耳 に つく 1.2kHz を や や カッ ト し @、 声質 に ツヤ の 加わ 
る 4kFIz か ら 上 の 帯域 を や や プー スト し て いま す 人 9 

生身 の 人 間 の 歌声 の 場合 は る も ちろ ん そう で す カロ イド の 歌声 DB 
の 遅い に よっ て 、 オ イシ イィ 周 波数 帯域 は 異な り ま す 。 ま た 曲調 や 楽器 の 編 
成 、 個 人 的 な 好み や 流行 に よっ て も EQ の 設定 は 異な り ま す の で 、 この デモ 
ッ ン グ の EQ 設定 は 参考 程度 と 理解 し て くだ さい 。 


Compressor は 4 つの トラ ッ ク に 対し ほぼ 一 律 の 設定 G*3) で イン サー ト 
し まし た 。 どれ 《 ら い の 音 量 か ら 抑 え 込 むか を 設定 する Threshold (スレ ッ 
ルド) 人 き と 、 抑え 込む 比率 を 設定 する Ratio (レシ オ ) は や や 強め で 


す 。 

ここ で の Compressor の 目的 は 、 や は り 歌 を 前 こ え や すく する こと に あり 
ます 。 基 本 的 に 子音 は 、 母音 より も 小さ な 音 に な る の で 、Compressor を か 
ける こと で 子音 と 母音 の 音量 差 を 抑え 、 相 対 的 に 子音 が 聞こ えた や すく な る と 
いう わけ で す 。 
ー カ ル は 、“ 子 音 を Compressor で 、 母 音 を EQ で 整え る " と いう ふう 
に 考え て お きま し ょ う 。 


「 ハ モリ 」「 ハ モリ エ 」「 ハ モリ R」 の 3 トラ ッ ク @ は 、 主役 で は な い の で 控 
え め な 音量 に な っ て いて 、「 コ ユー ラス 」 や 「 デ ィ レ イ 」 な どの エフ ェクト に 
ンド する こと で 存在 感 を ぼや けさ せ て いま す 。 
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し 
ほぼ 一 律 の 琶 定 

イン サー ト し た エフ ェクト を 
その まま 別 の チャ ン ネル に 
ドラ ッ グ する と 、 設 定 を 含 
め て エフ ェクト が コピ ー さ 
れる 。 


(OTR 


コン プレ ッ サ ー は 音量 調整 
に と て も 便利 で す が 、 過 度 
の 設定 は 息 震 し さ を も た ら 
し ます 。 Studio One APE 
で は 、 コン ソー ル 上 の 各 
チャ ン ネ ル で 、Compresi 
の 利き 只 合 を 黄色 い イ ン : 
ダー ター で 艇 単に 確認 で き 
ます ⑨。Compressor の 画 
面 を 開か ず と も 効果 を 目 で 
傘 認 で きる 便利 な 松 能 で す 
の で 、 目 と 耳 と を 活用 し て 
スマ ー ト な ミッ クス を 心 が 
ける と よい で し ょ う 。 


還 受 用 VCA に よる 歌 の オー トメ ーション 

「 ハ モリ L」 と 「 ハ モリ R」 チ ャ ン ネ ル は 、VCA チ ャ ン ネ ル 生 で コン トロ ー 
ル で きる よう に 設定 し まし た 。 

これ は 大 サビ で 「 ハ モリ L」 と 「 ハ モリ R」 の 音量 を 上 げ る 操作 を VCA 
の オー トメ ーション で 行う た めで す 。VCA チャ ン ネ ル を 設定 し て お け ば 、 各 


チャ ン ネ ル で オー トメ ーション を 設定 し な く て も 一 括 で コン トロ ー ル で きま す 。 


VCA チャ ン ネ ル を オー トメ ーション する に は 、 先 に VCA チャ ン ネ ル を 作 
成 し て か ら 、 オ ー ト メー ショ ント ラッ ク を 作成 し 、 追加 / 削 除 欠 を 選択 し て 、 
オー トメ ーション 画面 を 開き 、 コ ン ソ ー ル > VCA @ を 選択 し て 追加 全 し ます 。 


VCR7Ne り 責 
な じ 
マソ を し 


13 


VCA チ ャ ン ネ ル は 、 楽 曲 が 複 維 に な れ ば な る ほど コン ツー ル の 操作 が や 
や こし く な っ て し まう 問題 を 半ば 一 足 飛 びに 解決 で きる 便利 な 機能 で す の 
で 、 まず は 簡単 な 仕組 み の 楽 曲 で 働き を 確認 し て みる と よい で し ょ う 。 
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空間 系 エフ ェクト 

最後 に ディ レイ や リバ ー ブ な どの 、 セ ンド で 使用 し て いる エフ ェクト に つ 
いて 触れ て お きま し ょ う 。 こ れ ら は “空間 系 ” と 呼ば れ て いて 、 バ パラ バラ の パ 
ー ト を 一 体 に まとめ て 〈 れ る 楽曲 制作 の 心強い 味方 で す 。 

た だ し 、 こ の デモ ソン グ で は シャ キッ と し た サウ ンド に する た め に 、 リ バー 
ブ プ は か な り 控え め な 使い 方 を し て いま す 。 具 体 的 に は 、「 シ ン セ パッ ド 」 チ 
ャ ン ネ ル と ボー カル の 「 メ イン 」 チ ャ ン ネ ル か ら の み 、 リ バー プ を イン サー ト 
し た 「 リ パー ブ 」FX チ ャ ン ネ ル 作 に セン ド し まし た 。 

使用 し た リバ ー ブ は Mixverb 人 @ (*4) で 、 そ の リバ ー ブ の 後ろ に Pro 
EQ も イン サー ト し て 高 域 と 中 低 域 を カッ ト し て いま す 。 

「 リ バー ブ 」 FX チャ ン ネ ル を ソロ で 聴く と 、 か な り 控え め な 音量 で 、 な お 
か つ Pro EQ に よっ て 帯域 りこ まれ て いる の が わか る と 思い ます 。 低い 
帯域 に 余韻 が 多い 状態 は どん より と 和 曇っ た 鈍重 な 印象 与え を て し まう の で 、 
な る べく この よう に EQ 等 で 処理 する こと を お すす めし ます 。 


人) Pro mn 
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さき 4 
Mixverb 

PART 4 の 各 song フ ァイル 
で も Mixverb を ボー カル 
使用 し て いる 。 その 後 | 
イン サー ト し た Pro EQ も 骨 
いて 、 どの 辺り の 周波 数 
域 を 前 っ て いる の か 確認 し 
て みて は ほし い 。 
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また 、「 シ ン セ パッ ド 」 チ ャ ン ネ ル の セン ド は 、 オ ー ト メー ショ ント ラッ ク @ 
で 、 H メ ロ 以 降 の セン ドレ ベル を 完全 に 絞っ て いま す 旬 。 こ れ は リバ ー ブ に 
よっ て 楽曲 の 像 が ぼや け て し まう の を 防ぎ 、 リ バー ブ の 有無 で メリ ハリ を つ 
ける た めで す 。 


その は ほか 、 FX チャンネル は 「 デ ィ レ イ 」⑲ と 「 コ ー ラ ス 」⑩ も あり ます 。 

「 コ ユー ラス 」 FX チャ ン ネ ル に は 広がり 感 を 得 ら れる Chorus ⑱ を イン サー 
ト し 、「 デ ィ レ イ 」 FX ナ ャ ン ネ ル に は Analog Delay を イン サー ト し まし 
た 。 こ れ ら は 「 ハ モリ 」「 ハ モリ L」「 ハ モリ R」 チ ャ ン ネ ル か ら セ ンド する こ 
と で 、 バッ キン グ の トラ ッ ク と 混 ぎ り 合い 過ぎ る の を 防い で いま す 。 


@ の 
$ 
以上 、 デ モッ ング の 制作 過程 を 紹介 し て きま し た が 、 い か が で し た で し ょ 
うか ? 自分 な り に デー タ を あれ これ アレ ンジ し て みる と 、 よ り 理 解 が 深まる 
と 思い ます の で 、 ぜひ ト ライ し て みて (だ さい ! 


曲 を 発表 し よう 


本 章 で は 、 主 に ネッ ト を 通じ て 作品 を 発表 する アプ ロー チ を 紹介 し 
て いき ます 。 2 次 創作 を 行う 上 で の ルー ル や マナ ー る 紹介 し て いる の 
で 参考 に し て くだ さい 。 


01 PCL を 守っ て シー ン と つなが ろう 04 SONOCA で 作品 を リリ ー ス する 
02 piapro で 発表 する 05 動画 共有 サー ビス で 発表 する 
03 ROUTER.FM 世界 デビ ピュ ー 


| ] PCL を 守っ て シー ン と つなが ろう 


「 初 音 ミク ]」 は クリ プ ト ン ・ フ ュー チャ ー・ メ ディ ア 株 式 会 社 が 権利 を 有 し て いる キャ ラク ター で す 。 その 利用 に 関 
し て は PCL と 呼ば れる ルー ル が 定め られ て いま す 。 
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四 PCL と は ? 

曲 が 完 成 し た ら 、 多 (の 人 に 聴い て も ら っ た り 、 批 評 し て も らい た く 〈 な る も 
の で す 。 実 際 、「 初 音 ミク 」 を 使っ て 作ら れ た 楽曲 は 、 piapro ( さ )) や ニュ 
ニコ 動画 (な 2) 、YouTube (*3) な ど 、 さ ま ざ ま な Web サ ービス を 通じ て 多 
数 発表 きれ て いま す 。 ま た 、 ボ ー カ ロイ ド マ ス ター (4) や コミ ッ ク マ ー ケ ッ 
ト 5) 、M3 (se) な ど 音楽 作品 を 頒布 可能 な イベ ント る 多数 あり 、 公 開 の 


場 に は 事 欠 き ませ ん 。 

を の よう な 場 で ボー カロ イド 作品 を 発表 する 場合 は 
す 。 そ れ は 、 ボ ー カ ロイ ド の キャ ラク ター を 利用 し た に は 寺 つ か 
の ルー ル が 設け られ て いる と いう こと で す 。 例え ば 、「 初 」 は クリ プ ト 


ン ・ フ ュー チャ ー・ メ ディ ア 株 式 会 社 が 権利 を 有 し て お り 、 を の 利用 に 関し 
て は PIAPRO CHARACTER LICENSE (ビア プロ ・ キ ャ ラク ター・ ラ イセ ン 
ス ) 、 略称 PCL と いう ルー ル が あり ます 。PCL は 「 初 音 ミク 」 な ど を 使っ て 
クリ エイ ター が 自由 な 一 次 穫 作 を 行う た ゆ に 定め られ た も の で す 。 必ず この 
FCL を 守っ て ボー カロ イド ・ シ ー ン を 盛り 上 げ て いき まし ょ う 。 


PCL の 主 な ルー ル 
それ で は 、 PCL の 概要 を 以下 で 紹介 し ます (http://piapro.jp/license/ 

pcl/summary よ り 抜粋 画面 ①) 。 

[ PCL が 適用 され る キャ ラク ター ] 

MEIKO/KAITO/ 初 音 ミタ ノ 鏡 音 リン プ 鏡 音 レ ンプ 巡 音 ルカ 

[ クリ エイ ター が で きる こと ] 

@ 二 次 信 作物 を 作る こと 

@⑯ つく っ た 二 次 創作 物 を 公開 する こと 、 ま た は 配る こと 

[ クリ エイ ター が で き な い と と ] 

@⑯ 宮 伝 や 広告 の た め に 二 次 創作 物 を 使う こと 

⑯ 他 の 人 の 作品 を 、 自 分 の も の だ と 偽っ て 使う こと 

⑯ キャ ラク ター の 価値 を 下げ る よう な 使い 方 を する こと 

@⑯ ほか の 人 を 不快 に させ 、 ま た は 傷つけ る た め に 二 次 創作 物 を 使う こと 
つま り 、 以 上 の ルー ル を 守っ た 営利 目的 で な い 借 作 活 動 で あれ ば 、「 初 

計 ミ ク 」 を タイ トル に 使用 し た 楽曲 を 発表 し た り 、 アー トワ ー ク に 使用 し た り 


1 
piapro 
http:/piaprojp/ 


六 2 

ニコ ニコ 動画 
http://Wwwrnicovideojp/ 
3 

YouTube 
hitps://wmwyoulubecom/ 


き 4 
ボー カロ イド マス ター 
http:/kettorcom/ivny 


1 
コミ ッ ク マ ー ケ ッ ト | 
Hitp://wwwrcomikeLoojp/ 
1 

M3 
hip7/wwwmnetjp/ 
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で きる と いう わけ で す 。 一般 的 に 著作 物 は 営利 / 非 営利 に か か わら ず 、 権 
利 者 の 許諾 を 得 な いま ま 二 次 創作 を 行い 、 イ ンタ ーネット な ど で 発表 する こ 
と は 著作 権 法 な ど で 禁 じ ら れ て いま す 。 し か し 、 PCL は CGM (37) 型 の 文 7 


化 を 促進 し た いと いう 理念 た に 基づい て いる た め 、 非 営利 の 目的 で 一 定 の ルー な ーー 
ル を 守る と いう 条件 下 に お いて 、 ユ ー ザ ー が キャ ラク ター を 使用 する こと が 人 
で きる よう に 定め られ て いる の で す 。 MR 
た だ し 、 た と え 営 利 目 的 で な く て も 、 お 金 を 受け 取る 同人 活動 に 二 次 創作 まさ まな 情報 等 を 和信 し 、 
物 (*8) を 使用 する 場合 は 、 ピア プロ リン ク (な 9) へ 申請 し 、 定め られ た クレ 0 
ジッ ト 表記 を 行う 必 要 が あり ます 。 され た コン テン ツ を UGC 
(User Generated Content) 
本 稿 で 記し た 内 容 は 、 CGM 型 コ ン テ ン ツ 投稿 サイ ト piapro (*10) の 中 と 呼ぶ 。 
に ある 「 キ ャ ラク ター 利 用 の ガイ ドラ イン 」 (1) で 詳し く 説明 きれ て いる の の 
、 ま ず は Web サ イト を 訪れ て 確認 し て みて 《 だ さい 。 ま た 、 正式 な 内 容 に ー 凍 作物 


「 ビ ピア プロ - キ ャ ラク ター・ 


関し て は 「 ピ アプ ロ ・ キ ャ ラク ター・ ラ イセ ンス 」 (12) を 熟読 きれ る こと を ライ セン ス ] の 弟 1 条 第 1 
。 項 第 5 号 に よれ ば 、「 二 次 
お 勧め し ます 。 作物 」 と は [改変 物 お よ 
ザ ニ 次 的 音 作 物 、 そ の 他 秋 
作物 に 依 朋 し て 作成 され た 
著作 物 を 総称 し た も の を い 
いま す 。」 と され て いる 。 
凛 9 
ビア プロ リン ク 
PIAPRO CHARACTER LICENSE ce 申請 に 了 し て は 事前 に piap 
ピア プロ ・ キ ャ ラク ター・ ラ イセ ンス (PCLJ は 、 キ ャ ラク タ To へ の 登録 が 必要 。 
の 析 利 者 が クリ エイ ター の 紅 向 に キャ ラク ダー の 自由 な 
人 作 を 時 策 し 評 語 する た め の も の で す 。 SD 
piapro 
CH が 5 きれ る キャ ラク ター http/7pieplojp/ ーー 
仏 -wEko 。 ・KAmo 。 ・pm= ク 
PTDTDOT1 


さ 1 
「 キ ャ ラク ター 利用 の 

ガイ ドラ イン 」 二 三 = 
http://plaprop/license/ 
haracter_guidelne 


oe 
sao 
の アプ ロキ ャ ラク タ 

人 も を 作 に さ は 、 ま た は 所 つ ける た め に が 本 うこ Rep05p7NCS0S 

: p 


クリ エイ ター が で きる と と 
を っ 
つく っ た 一 が お 区 すら と と 、 ま は 旨 る こと 


gay 


ミク 守っ て いた ぐだ め の 私 ども の り 好 み 」 を 、 
5 の ムー ビー (529) で 因 し て お り ます の て 、 ご覧 くだ さ 


が を いた いと き は 、 

くだ さい 
に ー 交 人 いた いと き は 、 こ ちら の フォ ー ム か がら 
PSRN 


光生 析 の 人 に える よう の に 間 い て 下さ 
= 画面 ① CGM 帯 コン テン ツ 挫 策 サ イト pigfro 内 に 掲載 され て いる PCL の 要約 。 わか りや すく 箇 湊 に ま 
と め ら れ て いる の で 、 ま ず は ここ を 一 読 し て か ら 、 リ ンク 先 の 「 ビ ピア プロ ・ キ ャ ラク ター・ ラ イセ ンス ] や [キャ 
ラク ター 利用 の ガイ ドラ イン ] を 確認 し て みよ う 


02 piapro で 発表 する ep 


Diapro は クリ プ ト ン ・ フ ュー チャ ー・ メ ディ ア 株 式 会 社 が 運営 する CGM 型 の 会 員 制 (無料 ) 投稿 サイ ト で す 。 登 
録 や アッ プロ ー ド も 簡単 な の で 、 多 く の 人 に 聴い て も ら う 最 も 手軽 な 方 法 と 言え ます 。 
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piapro と は ? 
piapro (ピア プロ ) に は 「 オ ン ガ ク 」「 イ ラス ト 」「 テ キス ト 」「3D モ デル 」 
の 4 カテ ゴリ ー が 用 意 され て いま す 。 


ee < 


ロ je 


min1 上 て! 使っ て ! 還 め て 1 る 守る 
CGME っ ン テ ン ツ 色 還 サ イト 


piQpro 


-* 邊 上 gkg・ を ン 


オン ガク 


2 の クー 


2 


ce 


Ro タグ mw 


MTKO KAITO ミク 人 > 


「 オ ン ガ ク 」 に は 、 そ の 名 の 通り 「 初 音 ミク 」 な ど を 使用 し て 作ら れ た 曲 
が た くさ ん 投稿 きれ て いま す 。「 イ ラス ト 」 は さま ざま な キャ ラク ター を 描い 
た 作品 が 、「 テ キス ト 」 に は 歌詞 や 小説 、 を し て 「3D モデル 」 に は MMD 
(*1) な ど で 使え る 3DCG 用 の 素材 な ど が 投稿 きれ て いま す 。 会 員 に な れ RM 
ば 、 だ れ で も 自分 の 作品 を 発表 で きる の で す 。 Windows 用 の 無償 で 入手 
piapro が 楽し い の は 、 ほ か の 人 と コラ ボレー ショ ン で きる 点 で す 。 例 え 0 
ば 、 曲 だ け 作 っ て 歌詞 を は か の 人 に つけ て も ら う と か 、 自分 の 曲 に ほか の 
人 の イラ スト を 使わ せ て も らい 動画 を 作る と いっ た こと が 可能 で す 。 も ちろ 
ん 、 そ れ に は まず 会 員 に な る 必要 が あり ます 。 ま た 各 作品 は を それぞれ 利用 に 
関す る シー ル が 定め られ て いる の で 勝手 に 使う こと は で きま せん 。 ル ー ル だ 
け で な (《、 マ ナー も 守っ て 創作 を 楽し み ま し ょ う 。 


会 員 登 録 に つい て 

piapro を 利用 し て みた いと 思っ た ら 会 員 登録 し て み ま し ょ う 。 新規 会 員 登 
録 但 ボタ ン を クリ ッ ク し て 、 利 用 規約 の 確認 や メー ル ・ ア ドレ ス の 入力 な ど 
を 行っ た ら 、 登録 し た メー ル ・ ア ドレ ス に 「 [ピア プロ ] ユー ザー 登録 仮 受 
付 」 の メー ル が 届き ます 。 メー ル ・ ア ドレ ス に 記載 きれ て いる URL を クリ ッ 
ク す る と 、 ユ ー ザ ー 登 録 の ペー ジ に 飛び ます 。 こ こ で ID や パス ワー ド 、 プ ロ 
ラ ィ ー ル な ど を 入力 し ます 。 ピ アプ ロ ID 以 外 は 登録 後に 変更 可能 で す 。 ま 
た 登録 後 は 「 ビ ピアプロ 本 人 確認 」 を 行い まし ょ う 。 こ の 工程 を 経て お 《 と 、 掲 
示 板 や メッ セー ジ を すでに 利用 する こと が で き 、 コ ラボ レー ショ ン の た め の 
ペー ジ “コラ ボ ” を 作成 する こと も 可能 で す 。 


見 て ! 使 っ て ! 軸 め て 1 を 実現 する 
CRM 還 コン テン ツ 役 サ イト 


piQp7o 


間 い て! 


ログ イン は こち ら か ら >> 


作品 を 投稿 し て みよ う 

登録 が 完了 し た ら 楽 曲 を 投稿 し て み ま し ょ う 。 piapro に アッ プロ ー ド で き 
る の は 50MB 以 下 の MIP3 フ ァイル (2) で す 。 こ れ 以 外 は 投稿 で き な い の 
で 注意 し て くだ さい 。 投 稿 の 手順 で す が 、 まず は ログ イン し て 、 新規 投稿 倫 
を タリ ッ ク し ます 。 


- っ ・ 汗 邊 gg シン 


オン ガク ノイ ラス ト 区 デキ スト 3D モ デル オン 2 


wo タク 人 fe ア : 


グセ Ng フォ ー カ リオ ン バイ ク タク ーッ 


思 eito kiro mm リ > mamr> wmuu on 間 = 
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議 2 
MP3 フ ァイル 

WAV ファ イル な どか らち MP3 
ファ イル へ の 変換 は 、Mac 
ユー ザー な ら Apple ITunes 
の 変換 機能 を 利用 する の が 
最も 手軽 だ ろう 。 その ほか 
ネッ ト 上 で は フリ ー の 変換 
ソフ ト が 公開 され て いる の 
で 、 [MPS 変換 ] な どの キー 
ワー ド で 核 索 し て みて ほし 
い ( フ リー ウェ アン シェ ア . 
ウェ ア の 利用 は 自己 責任 で 
お 願い いた し ます )。 
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する と 、 作 品 の アッ プロ ー ド 画面 が 開き ます 。 投 
稿 する 作品 の 選択 「 オ ン ガ ク 作 品 プ イラ スト 作品 
3D モデ ル 作 品 の 投稿 」@ を 選択 し 、 ファ イル を 
選択 人 9 を クリ ッ ク し て 、 楽曲 の ファ イル を 選択 し ま 
す 。 ピ ビア ブロ 利用 規約 の 確認 人 @ を 読ん で 同意 で き 
る 場合 は 、 利用 規約 に 同意 し ます 人 に チェ ッ ク を 
入 入 て 、 作 品 情報 を 入力 する ⑲⑳ を クリ ッ ク し ます 。 

次 に 開く の は 、 作 品 情報 の 入力 画面 で す 。 こ こ 
で は 作品 の カテ ゴリ ⑩ や 作品 の タイ トル 人 @、 説明 
文 @ の 入力 、 そ れ に タグ の 選択 ⑳ や ヤラ イセ ンス 条 
件 の 設定 便 な ど が 行え ます 。 す べ て 入力 を 終え た 
ら 内 容 の 確認 人 を クリ ッ ク し ます 。 


作品 の アッ プロ ー 


『 投稿 する 作品 の 選択 


の 5 イラ ァ ト eozpmogm 
2 スト 


す る ファ ィ ル 


@- 


『 ピア プロ 利用 直 約 の 確認 
jm em 
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次 に 、 投稿 内 容 の 確認 画面 が 開き 、 入 力 し た 内 容 を 


投稿 内 容 の 確認 
チェ ッ ク で きま す 。 問題 な けれ ば 、 投稿 を 完了 する ⑱ 
を クリ ッ ク し ます 。 1 2 
これ で 曲 が piapro 上 に 公開 きれ 、 ユー ザー の ペー ジ | の 作 
に る 掲載 され ます ( 下 の 画 面 は 筆者 の ペー ジ で す ) 。 |) wmzrky 臣 計 員 
や 回 
ト 本 晴 文 
『 タ グ 


Ws ク 


『 ライ セン ス 条 件 mcseew 
MT の WSEC9 が ダウ ン ロ ー ド され る に し まり 


ピア プロ この を 枯 行 す る に た り 、 下 の 素人 を 守っ て 
W 


9 Pawmsemoar 


コラ ボ に 参加 し て みよ う 還 目 

1 つの 楽曲 を る きま ざま な クリ エイ ター と 共同 作り 上 げ て いく の も 楽し 
いる の で す 。P279 で 紹介 し た 新規 投稿 の ボタ ン の 隣 に ある コラ ボク リッ ク = 寺 
する と 、 楽曲 、 歌詞 、 ミッ タス 、 さら に は 動画 や イラ スト な ど 、 さ ま ざ ま な 「 メ 
ン バ ー 集 中 」 が 表示 きれ ます 。 タイ トル 部 分 を クリ ッ ク す る て 募集 内 容 を テ 二 
確認 で きる の で 「 こ れ は !」 と 思う も の が あれ ば 、 応募 動機 や プロ フィ ー ル な 
ど を 記入 し て 、 管 理 者 の 方 へ 送っ て み ま し ょ う 。 マ ナー を 補っ て 気持 ちの よ 
い コ ミュ ニケ ーション を 心がけ て くだ さい 。 

また 、 自 分 で コラ ボ 募 集 を 行う こと も で きま す 。 こ ちら も ピア プロ の 利用 規 
約 を 守っ て 、 基 集 を 行っ て くだ さい 。 

その は ほか 、 公 式 コラ ボ と 呼ば れる コラ ボ も 用 意 さ れ て いま す 。 こ れ は 企業 
な ど が 間 集 する コラ ボ に 参加 で きる と いう も の で 、 き さまざま な プロ ジェ クト が 
進行 中 で す 。 こ ちら も ぜひ チェ ッ ク し て みて て だ さい 。 


包 uu 


03 ROUTER.FM で 世界 デビ ュー 癌 。 


ROUTER.FM と は 、Apple iTunes Store や amazon MP3、Beatport な ど を 通じ て 、 自 分 の 楽曲 を ネッ ト 
上 で 世界 に 配信 で きる クリ プ ト ン ・ フ ュー チャ ー・ メ ディ ア 株 式 会 社 に よる サー ビス で す 。 


時 楽曲 を 販売 で きる サー ビス 
piapro と は 異な り 、ROUTER.FMI は アー ティ スト が ネ 
売 (s1) する た め の 手助け を し て くれ る Web サ ービス で す 。 


rar25.000 


ROUTERFM 下 要 


we に 
On ーー ニー Ne ゆら ) に 


ROUTER.FM で は 、 個 人 で あっ て も る “レーベル” と いう 形 能 で 参加 する 音楽 を 販売 
こと に な り ま す 。 を し て レー ベル 登録 (有償 ) を 行う と 、1 曲 か ら 色 信 登 録 を USE 人 a5 


信 は 半 利 目的 の 館 囲 と いう 


行う こと が 可能 に な り 、 国 内 外 の 主要 な スト ア で 配信 を 行え ます 。 必 要 な 手 こと に な る が 、ROUTERL 
4 8 生生 っ 6 の FM が 権利 者 か ら 利用 の 許 
続き は すべ て プラ ウザ 上 で 行う こと が で き 、 音源 は ROUTER.FM に 提 由 し 語 を 肢 け て いる VOCALOID 
て か E2 ン 4 週間 で SE ぬき キャ ラク ター に 関し て は 、 そ 
て か ら 2…4 週 間 で 配信 が 開始 きれ ます 。 の 名 称 や イラ スト を 使用 し 
配信 登録 に は 、「Apple iTunes Store」、 iTunes Store 十 iTunes Store た 朱 庫 の 配信 が 可能 。 詳し 
く は ROUTERFM サ イト 内 

以外 」 、iTunes Store 以外 」 と いう 3 つの 選択 肢 が あり 、 を それぞれ で 基本 の FAQ を 参照 。 
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料金 や レー ベル へ の 記 元 率 (レーベル の 収入 ) が 定め られ て いま す 。 

また 、 ト ッ プ ペー ジ に は 、 楽曲 配 信 先 が 掲載 さん て いて 、 どん な スト ア で 
配信 が 可能 に な る の か を 確認 で きる の で 参考 に し て みて 《 だ きい (画面 は 
2016 年 8 月 時 点 の る の で す 。 配信 サイ ト は 順次 追加 きれ ます ) 。 


RUTERFM 


agen 結 RE 
Jamars 。。 の mscp 中 MySound como "ororoyv  AWA 


wasaeear. 著 人 うた 


ROUTER.FM は と て る 上 力 的 で す が 、 配信 登録 を 行っ た か ら と いっ て 、 
すぐ に 多く の 人 が 聴い て て れる と は 限り ませ ん 。 こ れ は piapro も 同様 で す 。 間 還 
長期 的 な 活動 を 視野 に 入れ る な ら ば 、 ど ん な 人 に 聴い て も らい た い の か 、 ど 
うい う 反 応 が 欲し い の か 、 何 を 目指 すか と いっ た こと を 考慮 に 入れ て 、 自 分 ーー 
に 適し た 発表 場所 や 発表 方 法 を 選ぶ と よい で し ょ う 。 

また 、 各種 の Web サー ビス を 利用 し た 音楽 配信 や 、 同 人 市 場 で の 作品 の ー デ 
頒布 は 既に か な り 広 く 浸 廷 し て いる の で 、 意外 と 身近 に 経験 者 が いる か も し 
れ ま せん 。 経験 や 知識 を 分 け て も ら っ た り 、 自 分 の アイ ディ ア を シェ ア し た 
り 、 と き に は 議論 を 交わ すこ と で 、 創作 活動 を より 充実 し た も の に し て いっ 
て くだ さい 。 


283 


0 ん SONOCA で 

作品 を リリ ー ス する 
SONOCA は カー ド 型 の 音楽 メデ ィ ア で す 。 この カー ド を 通じ て 音楽 を 簡単 に スマ ホ ヘ ダウ ン ロ ー ド で きま す 。 
そし て クリ エイ ター は オン ライ ン 上 で オリ ジ ナ ル の SONOCA を 制作 する こと が 可能 で す 。 


因 ue 
SONOCA 
https ガ sonoca net7 
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カー ド 型 音楽 メデ ィ ア 
SONOCA は スマ ホ で 手軽 に 
の 音楽 メデ ィ ア で す 。 
具体 的 に は 、 ク レジ ッ ト カ ー ド サイ ズ の カー ド に 、 ダ ウン ロー ド 先 の 
URL と QR コー ド 、 シ リア ルコ ュー ド な ど が 印刷 され て いま す 。 こ れ を 使 
(MP3/320kbps) を スマ ホ (1) に ダウ ン ロ ー ド する こと が で 


楽 を 聴け る よう に 開発 きれ た カー ド 型 


っ て 音楽 
きま す 。 

音楽 の ダウ ン ロ ー ド だ け な ら 、 さ ま ざ ま な 配信 サイ ト で 事足り る と 思わ 
れ が ち で す が 、 イ ベン ト 会 場 や 同人 音楽 の 頒布 会 と いっ た 対面 で の 販 
は 不向き で す 。 ま た 配信 サイ ト の 多く は クレ ジッ トカ ー ド で の 決済 
と な る た め 、 ク タレ ジッ トカ ー ド を 利用 し な い 人 に は 向き ませ ん し 、 アー ト 
ワー ク も 含め た 実際 の モノ と し て の 殆 力 を 求め る リス ナー も 少な か ら ず 
存在 し ます 。SONOCA は こう し た きま ざま な 状況 に 対応 する た め に 開 
発 さ れ ま し た 。 


SONOCA に EE 


カー ド デ ザ イン / 仕 様 


1 

スマ ホ 

10S ぉ よび Andfold に 対応 。 
また パソ コン へ の ダウ ン 
ロー ド も 可能 。 再生 に は 一 
欠 的 な 埋 楽 プレ ー ヤ ー ア ズ 
リ を 利用 可能 な ほか 、 専 用 
の SONOCA Plsyer も 用 意 
され て いる 。 
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100 枚 か ら オ ー ダ ー で きる ! 
SONOCA 最 大 の 特徴 は 、 タ リエ イタ ー が この SONOCA を 使っ て 自分 の 
音楽 を リリ ー ス で きる 点 で す 。100 枚 か ら の 小 ロッ ト 制 作 に も 対応 し て お り 、 
アー トワ ー ク も オリ ジ ナ ル の 絵柄 で 制作 で きま す 。 こ れ に は クタ リプトン ・ フ ュ 
ー チ ャ ー・ メ ディ ア 株 式 会 社 の VOCALOID キャ ラク ター (2) も 利用 で きま 較 3 


VOCALOID キャ ラク ター 
E は すべ て オン ライ ン で 完結 で きる の で す 。 使用 可能 な キャ ラク ター は 
その た め 棄 に 同人 サー タル の 作品 リリ サー ス に 活用 きれ て いた り 、 イベ ント CDNYSP 
の 特典 に 利用 され る な ど 、 きま ざま な 広がり を 見 せ て いま す 。 0 
ほか に も 、「 ど ん な 管 楽 を 作っ て る の ?」 と 尋ね られ た と き に SONOCA を 使用 する こと が で きる 。 評 
渡せ ば スマ ホ で すぐ 聴い て も ら えま すし 、 CD の よう に 荷物 に ちあ ならない の で SSR 
名 刺 代 わり に 持ち 歩く の に も 好都合 。 自 分 な ら で は の 活用 方 法 も 編み 出し LV44220 


活用 し て みて は いか が で し ょ うか ? 本 の 付録 に 付け る な ど 、 き ま 
ざま な アイ ディ ア が SONOCA の Web サ イト に 掲載 され て いま す 。 価格 や 注 
文 方 法 な ども 含め て 、 ぜひ 一 度 、 SONOCA の Web サ イト を チェ ッ ク し て み 
て (だ さい 。 


攻 SONOCA 
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ボカロ ・ シ ー ン の ムー ブ メ ント を 作っ た 立役者 と 言っ て も 過言 で は な い の が niconico( ニ コ ニ コ 動画 ) で し ょ う 。 
また YouTube も 世界 的 に 浸透 し て いる 動画 共有 サー ビス の 一 つ で す 。 


人 uu 
rieonicorhtpy/Awswncowideejm/ 
YouTube: https:/wwwyoutube.com/ 
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E 昌 』 ニコ ニコ 動画 に つい て 

今や 海外 の 熱心 な ファ ン の 方 も 愛用 する 動画 共有 サー ビス の ニコ ニコ 動 
画 (*1) は 、 テ アッ プロ ー ド され た 動画 上 に 視聴 者 の コメ ント が 
が 特徴 で す 。 作 品 へ の 反応 が 1 カ所 に 集約 され る た め 価 を 手早く 確認 
で きま す 。 動画 ファ イル を 扱う た め 初 心 者 に は や や 表 居 が 高い か も しれ ませ 
ん が 、 ネ ッ ト 上 に は ニュ ニコ 動画 に 関す る ノウ ハウ が た (さん 蓄積 きれ て い 
ます の で 手法 や 文化 を 調べ て みて くだ さい 。 piapro で 知り 合っ た 仲間 た ち 
と 協力 し て 作品 を 作り 上 げ て いく の も よい で し ょ う 。 

な お 、 一 般 会 員 か プレ ミア ム 会 員 か に よっ て アッ プロ ー ド 可能 な 動画 ファ 
イル ・ サ イズ や 転送 レー ト 、 コ ミュ ニテ ィ の 運営 や 管理 に 大 き な 違 い が あ り 
ます 。Twitter と の 連携 や 外部 サイ ト へ の 埋め 込み 、 生放送 な ど 多 様 な 機能 
を 活用 し つつ 定期 的 な 活動 を 目指 す と よい で し ょ う 。 

視聴 し て 気に入っ て て くれ た 人 の た め に 、 自 分 の 動画 は 専用 の マイ リス ト に 
登録 し て で おき 、 他 の 動画 か ら も る た どっ て こら れる よう に し て お きま し ょ う 。 作 
測 等 の 協力 者 の マイ リス ト も 併記 し て 、 お 互い に 支え 合う こと を 心掛け る と 
よい で し ょ う 。 


YouTube に つい て 

世界 規模 に 発達 し た YouTube(*2) は 、 海外 か ら の 反応 を 直接 感じ 取る 
に は うっ て つけ の 動画 共有 サー ビス で す 。 ボー カロ イド は 今や 広く 世界 に 知 
在 と な り ま し た し 、 日 本 製 ア ニ メ や コミ ッ ク を 通じ て 日 本 語 を 勉強 
『 外 の 若い 人 た ちる も 多 い の で 面 で 大 き な 各 を 感じ 6 こと は も は や 
ほとん ど な い で し ょ う (ボー カロ イド の 歌 を 通じ て 日 本 : 人 も いる か も 
し れ ま せん ) 。 

YouTube に 関す る ノウ ハウ も る また 、 ネ ッ ト を 検索 する と きま ざま な 情報 
得る こと が で きま す 。 動 画 中 に 記し た 歌詞 を アノ テー ショ ン ( 季 区 ) 機能 を 
通じ て 英訳 や ローマ字 で つづ っ て お 《 の も よい で し ょ う 。 

作品 を 発表 する こと で 、 世 界 と 自分 と た が どう つなが っ て いか 、 怖 き と 期 待 
と は 半々 で すね 。 


1 
ニコ ニコ 動画 
tp77/wwwynicovideo jp/ 


2 
YouTube 
https://wwwwyoutubeCom/ 


ステ ッ プ アッ プ の た め に 


市 販 の ルー プ や ソフ ト 音源 を 追加 し た り 、「 初 音 ミク 」 以外 の 歌声 ラ 
イブ ラリ を 使っ て みた り 、 さ ら に は Studio One APE を アッ プ グ レー 
ド す る こと で 、 音楽 制作 の 幅 は さら に 広がり ます ! 


01 サン プル バック を 使っ て みよ う 03 ソフ ト 音源 を 導入 し よう 
02 Studio One APE を アッ プ グ レー ド 04 さら に 広がる ボー カロ イド の 世界 


01 記 休 放 2 


“サン ブル バッ ク (Sample Pack)" と は 、 ク リプトン ・ フ ュー チャ ー・ メ ディ ア 株 式 会 社 が 運営 する Web サイ ト 、 
SONICWIRE で 購入 で きる ルー プ や ワン ショ ッ ト な ど を 収録 し た オー ディ オ 率 材 集 の こと で す 。 


人 umr 
SONICWIRE 
hup/7soniawreeony 
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皿 昌 SONICWIRE を チェ ッ ク ! 

SONICWIRE は 、 DTM な ど で の 音楽 制作 に 役立つ ッ フト 音源 や オー ディ 
オ 素 材 を は じ め 、 動 画 作品 な ど で 使え る 効果 音 や BGM な ど を 、 い つ で も 婦 
ウン ロー ド で 購入 で きる オン ライ ンス ト ア で す 。 その 中 で も 本 書 の 読者 
チェ ッ ク し て も らい た い の が 、 サ ンプ ル パ バッ ク (Sample Pack) と いう カテ ゴ 
リー 人 の で す (な 0) 。 


で wm (sonncwnme フ ログ 


mWmow ャ ペー シ 


mm 


分 9 / 是 是 


公開 ん や バ 
り 同 デコ 


和音 ミ ク V4X』 の デモ ソン グ 芳 二 源 「 ヒ アミ ー」 (Song by tHN に 
まし た 1 


9 人 キター TREAL GUTARI シリ ー ズ | 
より 、 REAL RIOK 4。 滞 国内 有 M 


こと で は ルー プ や ワン ショ ッ ト な ど 、 き ま ぎ ざま な サウ ンド の オー ディ オ 素 材 
を 購入 する こと が で きま す 。 こ うし た オー ディ オ 素 材 は 、 例え ば 現在 の 自分 
の 制作 環境 で は 出し 得 な い 音 が あっ た り 、 自分 の 不得 意 な ジャ ン ル を 制作 
する 際 な ど に 大 い に 役立つ こと で し ょ う 。 個々 の 素材 は それ 自体 が 作品 と し 
て も 通用 する ほど 質 の 高い も の が 多い の で 、 楽曲 の イン スピ レー ショ ン を 得 
た り 、 サ ウン ド の トレ ンド を 知る 際 に も 活用 し て み ま し ょ う 。 


1 
サン プル バッ ク 

(Sample Pack) と いう 
カテ ゴリ ー 
SONiCwIRE の トッ プペ ベー 
ジ 上 部 の [製品 ] に カー ソ 
ル を 当て る と 、「 サ ンプ ブル 
バッ ク 「 ソ フト 音 泊 効 果 
音 」 [BGM」 な どの 製品 カテ 
ゴリ ー を 選択 で きる 。 


配当 サン プルバック の ペー ジ を 開い て みよ う 

サン プル パッ ク の ペー ジ を 開く て と 、CD ジャ ケッ ト の よう に タイ トル が サム 
ネイ ル 状 に リス ト テ ッ プ され て いま す 。 ま た 、 ジ ャ ン ル 別 、 メ ー カ ー 別 、 フ ォ 
ー マ ッ ト 別 で 分 類 さ れ た メニ ュー や 検索 機能 も 用 意 き れ て いま す 。 

カー ツル を サム ネイ ル 上 に 移動 する と 、 3 つの ボタ ン が 表示 され ます 。 左 
か ら 試 聴 用 の 再生 ボタ ン 鈴 Cx2) 、 気 に な っ た 素材 を ブッ クマ ー ク し て お く 
た め の ク リッ プ ボ タン 9、 購 入 の た め の シ ョ ッ ピ ング カー ト ボ タン 人 が 表示 き 
れ ま す 。 

そし て 、 再生 ボタ ン を クリ ッ ク す る と デモ ソン グ が 再生 され ます 。 ブラ ウザ 
下部 の プレ ー ヤ か ら は 一 時 停止 や 音量 の 調整 が 行え ます 。 
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本 2 
再生 ポタ ン 

再生 ボタ ン が 表示 され な い 
製品 も ある が 、 試 了 可 能 な 
Web ペ ー ジ が 別途 リン ク 
で 紹介 され て いる 場合 も あ 
る の で 、 製 品 ペー ジ の 解説 
文 を 確認 し て みて ほし い 。 


ンプ ル パ ッ ク 


ッ プラス Ra 
ンド 和 


ーー ルト N me 


Ne Ne Ne 


PTT cowcairezeome 


・VECHANZED ENDURANoE 


四 Z2 らく ょ ea 


FESTIW 記 MBKS+ IROPS 


キテ る 「EDM」 サ ウン に を 
15 箇 分 の 丸ごと 収 ! 


を クリ ッ ク す る と リス ト が 表示 され て 、 再 生 し た デモ ッ ン グ が 一 覧 表示 
され ます 。 


di5ckMRE mmo ox ze 還 還 ov ka 


また ペー ジ 上 部 の クリ 
た タイ トル を 並べ て 比 


山王 ロ NICIRE 


ブッ クマ ー ク 


欲し い 素 材 が 見 つか っ た ら 、 シ ョ ッ ピ ング カー ト ボ タン 伯 を クリ ッ ク し て 
所 定 の 手続 き を 行っ て 購入 を 完了 すれ ば 、 ダ ウン ロー ド URL が 書か れ た メ 
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ー ル が 送ら れ て きま す (事前 に サイ ン イ ン @ し て ユー ザー 登録 を 行う 必要 が 
あり ます ) 。 

時 間 を 問わ ず 、 い つ で る も 購入 で きる の で 焦ら ず じ っ て り 選 べ る の る うれ し 
いと ころ 。 ま ず は どん な サウ ンド が 用 意 き れ て いる の か 、 試聴 し まく っ て みて 
《 だ さい 。 


サウ ンド ・ フ ァイル 管理 ソフ ト “MUTANT" 


サン ブル 素材 が 増え て くる と ファ イル の 管理 が 大 変 に な っ て きま す 。 そ ん 
な と き は サウ ンド ・ フ ァイル 管理 ウフ ト 、 MUTANT (xx3) を 使っ て み ま し ょ う 。 き 3 
MUTANT 
WUTANT は SONICWIRE か ら 無 償 で ダウ ン ロ ー ド で きま す (Windows 版 [ 和 和 ミ ク V4XI に は VST プ 


と Mac 版 を 選択 可能 。 動 作 環境 は SONICWIRE の MIUTANT ペ ー ジ を 参 NM 
恥 ) 。 され て いる 。 
ダウ ン ロ ー ド する に は まず SONICWTRE の 倫 を クリ ッ ク し ます 。 する と 


MIUTANT の 解説 ペー ジ が 開き ます 。 


eme < 同 mewrecon B 還 明 


:l, 曲 ロ NICKINE 


DO 
araoN olE 
寺 cowwewpsm 2 志和 任 。 放 R= aa 


OMeosm 3 志和 2 人 軍民 、 ま お 
Wa55Wiwesw_ mm IM ERC7GYGet egheer(W 誠 に 
EE GAMmaGOMaNosr_ oo 4m 店 侍 。 電 5 李 ご Go wwnG5 っ 5AfT 


As coMNeNpsm. 3 PH 人 が tsgwhwviue mw 
ktkrm79XW を ii っ 3 ご Me 


T 


理 so 
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次 に 、Web ブラ ウザ を 下 に スク ロー ル す る と 、「 無 償 ダ ウン ロー ド 」 の 柚 
が あり ます 。 休 に メー ル ・ ア ドレ ス を 入力 し 、 馬 で Windows 版 か Mac 


版 を 選ん で タリ ッ ク す る と 、 ダ ウン ロー 
と 使い 方 が 書か れ た PDF を ダウ ン ロ ー 


きま す 。 


無償 ダウ ン ロ ー ド 


MUTANT を 使っ て みよ う 

それ で は 、 MUTANT を 使っ て み ま し ょ う 。 こ こ 
で は Jac 版 で 解説 し て いき ます 。 ダウンロード し 
た 「Mutant」 フォ ル ダ 内 に 、 3 つの ファ イル が あ 
り ま す 。「 は じ め に お 読み くだ さい rtf] @ を よく 
読ん で 、 使用 条件 に 同意 する 場合 に の み 、Muta 
ntapp 人 を ダブ ルク リッ ク し て ソフ ト を 起動 し まし 
ょ よう 。 ダ ブル クリ ッ ク し た と き に 「 “Mutantapp” 
の 開発 元 を 確認 で いな いた め 、 開 け ま せん 」 とい 
う 画 面 が 表示 きれ た 場合 は 、control エ クリ ッ ク で 
開く メニ ュー か ら 開 く を 選び 、 次 の 画面 で 開く を み 
リッ ク す れ ば 起動 で きま す 。 

MUTANT を 起動 する と 、 最初 定 の 画 
面 が 開き 、 選択 し て OK を クリ ッ ク す る と MUTA 
NT が 起動 する と と も に 、 フ ォ ル ダ を 選択 する 画面 
が 開き ます 。 こ こ で サウ ンド ・ フ ァイル を 集め た フ 
ォ ル を 選択 し 、Open 9 を クリ ッ ク し ます 。 

する と 、 MUTANT 画 面 に 選 択 し た フォ ル ダ が 
追加 され ます 。 サブ フォ ル ダ 内 の オー ディ オ ・ フ ァ 
イル を 階層 表示 で きる ほか 、 フ ァイル ご と に フォ ー 
マッ ト や 時 間 、 サン プリ ング 周波 数 、 ビ ッ ト 数 な ど 
も 表示 され ます 。 


ド が 開始 され ます 。 旬 を クリ ッ ク す る 


還 和 ミロ ig 


大 Mutant 


Mutamt 


Narap enaveFietet 


は CE 
RI 


言 世 を 選択 し て 下さ い 。 


Japanese 


Choose your language 
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uram 


fesndrmr 


各 オ ー デ ィ オ ・ フ ァイル は ダブ ルク リッ ク も し (は 
試聴 可能 で す 。 ま た 
な 項目 を 入力 で きま す 。 こ の 中 で ユー ザ メ モ や ユー ザ タ ダグ 
ド を 入れ て お 《 と 、 検 索 機 能 め で 検索 し や すく な り ま す 。 ま た 、 表 a 
で 項目 の 表示 ノ 非 表示 を 選択 で きま す 。 

新規 に オー ディ オ ・ フ ァイル が 入っ た フォ ル ダ を 追加 し た いと き は を ク 
リッ ク し ます 。 ま た 、⑳ で 新規 フォ ル ダ を 作成 し て 素材 を 遇 理 する こと る 可 
能 で す 。 

⑳ の クリ ッ プ ・ ア イコ ン を クリ ッ ク す る と 、 選 択 し た 素材 が 
和 れ 、 ブッ クマ ー ク フォ ル ダ で 比較 試聴 で きま す 。 

MUTANT が 便利 な の は 、 この 画面 上 か ら 直 接 、 DAW ソ フト 上 ヘドラ ッ 
グ & ド ロッ プ し て トラ ッ ク ト 込ま せる こと が 可能 な 点 で す 。 そ の は か 、 
SONICWIRE と の 連携 機能 な ど 、 フ ァイル 管理 に 役立つ きま ざま な 機能 か 
用 意 き れ て いま す 。 前述 の 通り SONICWIRE か ら マ ニュ アル も ダウ ン ロ ー 
ド で きる の で 参照 し て みて 〈 く だ さい 。 


ッ ク マ ー ク さ 


0 Studio One APE を 
アッ プ グ レー ド 


借 ue 
50NICWIRE 特 集 ペ ー ジ : 
http:fsonicwire com/presonus 


Studio One APE は 上 位 パ ー ジ ョ ン の Studio One Professional へ アッ プ グ レー ド 可 能 で す 。 音楽 作り の 


自由 度 が 格段 に 高まる の で 検討 し て みる と よい で し ょ う 。 


Studio One Professional に つい て 

Studio One Professional は Studio One シリ ー ズ の 最上 位 バ ー ジ ョ ン で 
す 。 オーディ オ ・ プ ロ セ ッ シ ン グ の 解像度 が 64bit と な り 、 よ り 優れ た 音質 で 

の 音楽 制作 が 可能 に な る ほか 、 マ スタ リン ダグ 機能 や CD 作成 機能 な と ど を 備 
え 、 内蔵 エフ ェクト は マル チバ ンド ・ コ ンプ レッ サー な ど 36 種 類 る 用 意 さ れ 
て いま す 。 

きら に 、 ピ ッ チ 補正 ソフ ト の Celemony Melodyne Essential の 機能 る 統合 
きれ て いる の で 、 オ ー デ ィ オ 編集 の 自由 度 も 格段 に 高まり ます 。 例 えば 、 ボー 
カロ イド の 歌 を オー ディ オ に バウ ンス し て か ら 、 さら に 細か い ピ ッ チ 補正 や 
タイ ミン ダグ 補正 を 行え ば 、 より 完成 度 の 高い ボー カル ・ ト ラッ ク を 作れ る で 
し ょ う 。 


Studio One Professional( 写 真 は パッケージ 版 。 アッ プ グ レー ド は ダウ ン ロ ー ド 阪 な の で 、 パ ッ ケ ー ジ 
は あり ませ ん ) 
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放 』 アッ プ グ レー ド 方 法 

http://sonicwire.com/presonus が 、Studio One APE テ ッ プ ダグ レード 用 
の SONICWIRE 特集 ペー ジ で す 。 ア テッ プ グレ ー ド は ダウ ン ロ ー ド 版 で 用 意 
きれ て いる の で 、 欲 し いと き に いつ で も 購入 で きま す 。 ア ッ プ グレ ー ド の 詳 
細 は この ペー ジ を 参考 に し て くだ さい 。 ま た 、 Studio One シリ ー ズ の 詳 
情報 が 掲載 きれ て いる Web サ イト (エム アイ セブ ンジ ャ パン : http:/www. 
mi7.cojp/products/presonus/Studioone/) へ の リン ク も あり ます 。 


studio On 


イーstudio pne 3 ーー 


TUDIO ONE を アッ プ グ レー ド し よう ! g『 


Edidon (Sucio One APE) を 、 上 位 バー 


03 ソフ ト 音 源 を 導入 し よう 2 


Studio One APE を 前 セク ショ ン で 紹介 し た 上 位 パ バージ ョ ン へ アッ プ グ レー ド す る と 、 さ ま ざ ま な プラ グイ ン ・ 
タイ プ の ソフ ト 音 源 を 使用 で きる よう に な り ま す 。 ここ で は その 幾つ か を 紹介 し まし ょ う 。 
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SONICWIRE の ソフ ト 音 源 ベ ペー ジ 

ONICWIRE で は ソフ ト 音 源 も ダウ ン ロ ー ド 購入 で きま す 。 ト ッ プ 
ジ で 製品 倫 を クリ ッ ク し て 、 ソ フト 音源 鍛 を 選択 する と 、 下 の 画面 の ペー ジ 
が 開き ます 。 


5 ロ NICiieE 


JNICrMINE 


この ペー ジ で は ソフ ト 音 源 を 楽器 を カテ ゴリ プ メ ー カ ー プ エン ジン な どの 
項目 か ら 絞り 込む こと が で き 、 目 的 に 応じ て 探し や すく な っ て いま す 。 を の 
を 見 る と 分 か る 通り 、 ドラ ム か ら ギ ター ベー ス 、 鍵 盤 系 、 き さらに は オー 
ケス トラ 楽器 な ど ま で 用 意 き れ て いま す 。 サ ンプ ル バ パック て 同様 
ク る 可能 で 、 試聴 が 可能 な 製品 も あり ます 。 な お 、“ エ ンジ ン ” と は 基本 と な 
る ツ フ ト の こと で 、 メ ー カ ー や シリ ー ズ ご と に 同じ ユー ザー イン ター フェ ー ス 
で 、 異 な る サウ ンド が ライ ン ナ ッ プ し て いま す 。 同じ エン ジン の 製品 で あれ 
ば 使い 方 は 同じ な の で 、 イチ か ら 覚 える 必要 は あり ませ ん 。 


ドラ ム 音 源 

それ で は SONICWIRE の 中 か ら 幾 つか の 製品 を ピッ クア テッ プ し て 紹介 し 
て いき まし ょ う 。 ま ず は ドラ ム 音 源 か ら で す 。SONICWTRE に は 多彩 な ドラ 
ム ・ サ ウン ド が 用 意 き れ て いま す が 、 中 で も EZ DRUMMER 2 (Windows 
ノ Mac、VST Audio Units プ RTAS プ AAX プ スタ ンド アロ ー ン ) は 
TOONTRACK 社 の 開発 に よる 使い や すい ドラ ム 音 源 で す 。 


多彩 な ドラ ム ・ サ ウン ド と MIDI フ レー ズ に よる ドラ ム ・ パ ター ン 集 が 用 意 
単に ドラ 


能 で 、 楽器 ご と に 定位 も 調整 で きる ほか 、 本 物 の ドラ ム の よう に マイ ク 間 で 
の “かぶり” (マイク に ほか の 楽器 の 音 が 入り 込む こと ) も 再現 し て くれ ます 。 
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その ほか 、 Humanizer 機能 で は まる で 人 間 が た た いて いる か の よう に た た 
《 強 さや 打 点 の 違い も 表現 で きま す 。 

この EZ DRUMMER 2 用 に は きま ざま な 拡張 音源 (*) や MIDT フ レー 
和 れ て いま す 。 下 の 両面 は SONICWIRE で を の 一 部 を 表示 し 
メタ ル 系 、 ブ ルー ス 系 、 ロ ッ ク 系 、 ポ ッ プス 系 、 ジャズ 系 、 エ 
ク 系 、 パ ー カ ッ シ ョ ン 系 な ど 実に 多彩 で す 。 各 製品 の ペー ジ で 


は 、 動画 で 詳細 な 解説 を 見 られ る も の も あり ます 。 サ ウン ド 選 び の 参考 に し 
て くだ さい 。 

see 

JsnNiFuisE sa 


オー ケス トラ 

現代 の ポッ プス や ロッ ク で は スト リン グ ス な どの オー ケス トラ 系 サウ ンド も 
欠か せな い パ ー ト で し ょ う 。 初 心 者 の 方 に お 勧め な の は 米国 GARRITAN 
社 の GARRITAN PERSONAL ORCHESTRA 5 (Windows / Mac、 
VST ノ Audio Units プ AAX プ スタ ンド アロ ー ン ) で す 。 ス トリ ング ス の エセ 
クシ ョ ンプ ソロ ンプ アン サン ブル を は じ め 、 金管 木管 打楽器 、 き ら に は ダグ 
ラン ド ・ ピ アノ や パイ プ ・ オ ル ガ ン 、 ハ ー プ シュ ー ド 、 チ ェ レ スタ 、 ク ワイ ア 
な ども 収録 し て いま す 。 ス トリ ング ダス で は ビ ピチカート や トレ モロ 、 ト リル な ど 
きま ざま な 奏法 を 表現 可能 で 、 ト ラン ペッ ト で は ミュ ー ト ・ サ ウン ド も 用 意 さ きれ 
て いま す 。 な お 、GARRITAN か ら は ハー ブ 音 源 や 民族 楽器 、 ジ ャ ズ ・ ア ン 
サン デブ ル 音 源 な ども リリ ー ス され て いま す 。 


さ 1 
拡 強 音 源 
使用 する に は EZ DRUMME 
R 2 も し く は SUPERIOR DR 
UMMER 20 が 必要 。 
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シン セ 

EDM シ ー ン を は じ め 、 幅 広い ジャ ン ル の クリ エイ ター か ら 高 評価 を 集め 
て いる ソフ ト ・ シ ン セ が 、Xfer Records よ り リ リー ス さ れ て いる SERUM で 
す (Windows グ Mac、VST ブ Audio Units プ AAX) 。 即 戦力 と な る プリ 
セッ ト が 豊富 な こと に 加え 、 わ か りや すい 固 面 構成 な の で 、 シ ン ヤ 初心 者 に 
と っ て は オリ ジ ナ ル の 音 作り に 挑戦 し や すく な っ て いま す 。 非 常に 奥深 い シ 
ン セ な の で 、 じ っ くり 長楽 し め ゆる で し ょ う 。 


時 TTTTTilllill 語 
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ギタ ー 

打ち 込み で 難し い の が ギタ ー・ サ ウン ド の 再現 で す が 、 を それ を 初心 者 で も 
容易 に 可能 に し て くれ る の が 、YVIR2 社 の ELECTRI6ITY (Windows ノ 
Mac、 VST ノ Audio UnitsAAX プ スタ ンド アロ ー ン ) で す 。 ス トラ トキ ャ 
スタ ー ノ テレキャスター ノレ スポ ー ル な ど 、 8 種類 の 有名 エレ キ ギ ター の サ 
タン ド を 収録 し 、 アン プ レー ター る 内蔵 し て いる の で 、 ク リー ジ ・ ト 
ン か ら ク ラン チ 、 デ ィ ス ョ ン ま で 再現 で きま す 。 ま た フロ ント ノリ ア と 
タス の ピッ クア ッ プ 選択 も 可能 、 ギ ター の 表現 に 不可 欠 な アッ プン ダウ 
ン ・ ス トロ ー ク 、 ハ ンマ リン ググ プリ ング 、 ス ライ ド 、 ミュ ー ト 、 ハー モニ クス 
に に 表現 で きま す 。 
ュー ト 状 態 か ら ハ ー フ ・ ミ ュー ト 、 そ し て ミュ ー ト な し の 状 
苑 へ と 移行 し た り 、 優 し い サ ウン ド か ら パ ワ フ ル な サウ ンド へ と 変化 きせ た り 
と いっ た こと も る ナチ ュ ラ ル に 表現 で きる 特別 な 機能 を 備え 、 弦 楽器 な ら で は 
の レガ ー ト 演奏 も 可能 で す 。 を の ほか 、 鍵盤 な ど で 入力 し た コー ド を 、 ギ 


ター 用 の ボ イ シ ング に 変換 し て て れる の で 、 ギ ター・ コ ユー ド の 知識 が 無く て も 
“ギタ ー ら し い コ ー ド ・ サ ウン ド ” を 香 られ ます 。 ま ず は 製品 ペー ジ の 動画 で 


その リア ル な サウ ンド 


に 向 い て みて 《 だ さい 。 


ご TPanlp50 Amped 
器 wam ら i 


Fretboard re 


1 イジ 4 
TOONTRACK 社 か ら は ドラ ム 音 源 だ 


け で な く 《、 キ ー ボ ー ド 系 音源 も リリ ー 
ス き れ て いま す 。EZ KEYS シリ ー ズ (Windows Mac、VST ン Audio 
Units プ RTAS スタンド アローン) は 操作 の し や すさ と 「 作 曲 プ 編曲 を サ 
ポー ト す る こと 」 を 目的 に 開発 きれ た ユニ ー ク な 製品 失 で 、 多 彩 な MIDI フ 
レー ズ が 収録 され て いる の が 大 き な 特 徴 で す 。EZ KEYS の 画面 上 で 、 
MIDI フ レー ズ を 、「 ツ ンダ トラッ ク 」 と 呼ば れる 部 分 に ドラ ッ グ & ド ロッ プ す 
る と 、 バ パッ キン ダグ トラ ッ ク を 簡単 に 作成 する こと が 可能 で す 。 


EZ KEYS シ リー ズ に は 、 グラ ンド ・ ピ アノ の EZ KEYS - GRAND PIANO 
( 下 の 画 面 ) や EZ KEYS - STUDIO GRAND、 エ レク トリ ッ ク ・ ピ アノ の 
EZ KEYS - CLASSIC ELECTRICS の ほか 、 ク ラビ ネッ ト や ピア ネッ ト 、 


アッ プラ イト ・ ビ アノ 、 珍 し いと ころ で は YAMAHA CP-80 の サウ ンド を 収録 
し た EZ KEYS - ELECTRIC GRAND な ど が あり ます 。 
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ステ ッ プ アッ プ の た め に 


(4 さら に 広がる ボー カロ イド の 世界 


『 初 音 ミク V4X] 以外 の キャ ラク ター も 続々 と VOCALOID4 へ の 対応 を 果たし て いま す 。 それ ぞ れ に 個性 が 


異な る の で 、 新 た な 歌手 を 通え 入れ て 楽し た んで みて くだ さい 。 
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[ 巡 音 ルカ V4XI 

V4X シリ ー ズ で 最初 に リリ ー ス され た 
で す 。 日 本 語 と 英語 の 歌声 DB を 2 種類 ずつ 収録 し た バイ リ 
シン ガル 仕様 で 、 日 本 語 は 「HARD」 (B.VE.C. 対 応 ) と 「SO 
FT」(E.VE.C. 対 応 ) 、 英語 は 「STRAIGHT」 と 「SOFT」 
を 収録 し て いま す 。 

E.V.E.C. は 、「Whiper」「Husky」「Power 1」「Cute」「Fa 
1setto」「Soft」「Native」「Power 2」「Dark」 と 9 種類 も の Vo 
ice Color を 憶え て いる の が 特徴 で 、「Breath-Long」 と 「Bre 
ath-Short」 の 2 種類 の Voice Release、 そ れ に 子音 拡張 機能 
も 用 意 さ れ て いま す 。 使い込む は ど に 新た な 可能 性 を 発見 で 
きる 製品 と 言 を る で し ょ う 。 


[ 鏡 音 リン ・ レ ン V4X| 

男女 の ツイ ン ボ ー カ ル を 1 つの パッ ケー ジ に 収録 し た 『 午 音 
リン ・ レ ン 』 は 、 キ ュー ト な キャ ラク ター の 印象 を の まま に 、 愛 
らし い 歌 声 が 上 魅 力 の 製品 で す 。 歌声 DB は 、「 負 音 リ ン 」 が 
TPower」(E.VE.C. 対 応 ) 「Warm」「Sweet」 、「 鏡 音 レ ン 」 
が 「Power」 (E.V.E.C. 対 応 ) 「Cold」「Serious」 の を それぞれ 
3 種類 。 単 に か わい い だ け で は な い 、 多彩 な 表現 が 可能 と な 
つて いま す 。 

E.VE.C. は Voice Color が 「Power」 「Soft」 の 2 種類 、Vo 
ice Release は 「Breath-Long」「Breath-Short」 の 2 種類 
で 、 発音 拡張 機能 を 使う と 子音 か ら 母 音 へ と 推移 する 発音 を 、 
きら に 「 強 い 発音 」 に 切り 替え られ ます 。 

な お 、 英 語 DB を 同村 し た 『 鏡 昔 リ > 
版 』 る 発売 され て いま す (パッケ 


・ レ ン YV4X バン ドル 
真 は バン ドル 版 ) 。 


ロン 
了 
上 M 
1 


/ 選 > < エ 


mh 


お わり に 


VOCALOID4 で 新た に 備わっ た 各 機 能 
に 加え 、E.V.E.C. と いう 強力 な 制作 サポ ー ト 
機能 を 搭載 し た V4X と Piapro Studio。 前 
バー ジョ ン で の 操作 体系 を 維持 し つつ 格段 
に サウ ンド ・ ク オリ ティ を 向上 させ た Studio 
One 3。 本 書 で は 足早 な が ら も 、 積極 的 な 
活用 を 珠 っ て つづ っ て きま し た 。 

音楽 の 世界 は 今 も 大 時 化 が 続い て いま す 
が 、 制 作 ツ ー ル は 高 効 率 性 、 多彩 さ を 実現 す 
る べく 静か に 力強く 日 々 進化 を 続け て いま す 。 

どん な 時 に も 一 服 の 喜び を も た らし て くれ 
る の は 僕たち の 意欲 や 好奇 心 。 趣味 で か か 
わる 人 も 本 気 で 携わる 人 も 、 時 に は 影響 し 
合っ て 次 な る も の を 生み 出し て くれ る こと を 
祈っ て いま す 。 あ わ よ くば 本 書 が その 一 助 に 
な っ た な ら ば 幸い で す 。 
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